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は　じ　め　に

国立天文台の2003年度の活動を年次報告書にとりまとめま

したので、お届けします。

2000年の完成以来、ハワイ・マウナケア山頂の口径8.2mす

ばる望遠鏡は、人類が見た一番遠い天体の記録を塗り替え続

け、あるいは原始惑星系・円盤の構造を描き出すなどの先端

的な観測成果を数多く世に問い、地上における最高の望遠鏡

の一つという声価を確立してきました。高精度VLBI観測で宇

宙三角測量による銀河構造解明をめざすVERAも、多くの実

地観測を重ねて精度を上げています。JAXAと共同で2006年に

打ち上げる太陽観測衛星SOLAR-Bの光学望遠鏡製作、革新的な教育研究用プロジェクト「４

次元デジタル宇宙」など、国立天文台は世界的にユニークな「総合天文学研究所」としての

活動を、多面的に発展させています。各分野の研究、技術開発、共同利用、大学や海外研究

機関との共同研究・共同事業、社会教育活動の広がりなど、天文学全般にわたる2003年度の

活動の概要を、本報告書にてご覧いただければ幸いです。

2003年度の特筆すべき前進として、日本の天文学コミュニティにとってすばる望遠鏡に続

く懸案であったALMA（アタカマ大型ミリ波サブミリ波干渉）の建設予算が認められました。

日米欧の国際協力による長期建設プロジェクトが、2004年度から８年計画で始まります。

ALMAには、未開拓のサブミリ波観測を本格的に展開し、前人未到の0.01秒角という高い空

間分解能を実現しようという、日本による先導的構想が盛り込まれています。夜空にきらめ

く恒星をまわる無数の惑星がどのように生まれたかを観測し、宇宙膨張初期の始原天体から

現在までの宇宙の物質進化を連続的に追跡するなど、宇宙と人間の根源を解き明かす大きな

活躍をするでしょう。

振り返りますと、長野県野辺山に東京大学東京天文台（現国立天文台）の野辺山宇宙電波

観測所が完成し、ミリ波による第一線の観測が始まったのは、1982年でした。その時点でス

タートした次期電波望遠鏡計画の検討は、大型ミリ波干渉計LMA構想からはじまって、サブ

ミリ波に重点をおいたLMSA計画に発展し、いま壮大な国際望遠鏡ALMAとして実現しよう

としています。日本の電波天文学も、新たな段階に入ることになります。国立天文台はすば

る望遠鏡の成功のあとを受け、総力を挙げてALMAの建設に取り組みます。

さて、国立天文台は2004年度から、大学共同利用機関法人・自然科学研究機構の一員とし

て、新たなスタートを切りました。宇宙・エネルギー・分子・生命・生理という、自然科学

を横断する分野でそれぞれ国際的に研究をリードする５つの研究所が連合し、日本の自然科

学研究に新しい境地を開くことを目指します。

残念ながら今回の法人化は経済危機対応・行政改革の一環として提起され、ともすれば合

理化・効率化の視点でとらえられがちです。しかし国立天文台など科学研究機関の法人化は

本来、従来の制度では困難だった柔軟な研究推進体制を実現し、厳しい国際的競争の中で第
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一線の研究を推進するための対策であるべきです。国立天文台では早くからこの視点に立ち、

法人制度のもとであるべき研究組織や人事制度について、３年にわたり検討を重ねてきまし

た。その結果を2003年９月に「法人化後の国立天文台」構想としてとりまとめ、全台的な合

意のもと、2004年度には概略以下のような新しい組織運営に転換します。

第一に、すばる望遠鏡や野辺山電波などの観測所、ALMA計画も含めてプロジェクト室と

位置づけ、国立天文台をさまざまなスケールを持つプロジェクト室を中心とする組織に、再

編します。各プロジェクト室がそれぞれの目的（使命）と継続期間（寿命）を明確にし、自

覚的に研究推進を図るためです。ただしプロジェクトはすべて、研究者の自主性に基づいて、

ボトムアップ的にたちあげてゆきます。また、将来の新しい研究や新分野の発展のため、萌

芽的プロジェクトも積極的に推進します。

第二に、これを支えるため、従来の研究教育職を一部任期制も含めて再構成し、技師職の

導入などで技術職員のキャリアパス・育成制度を整備し、契約職員の役割と待遇を多様化・

高度化するなど、人事制度を改革します。

上記二点を中心に、副台長２人制を含む台長補佐・マネージメント体制の強化、プロジェ

クト評価システム、研究者と一体になった事務・研究支援組織など、目的意識的な運営に工

夫をこらし、国の機関としてややもすれば形式的に流れる面もあったこれまでの状況から、

研究者以外の職員の意欲も高め、活気あふれる研究組織をめざします。

天文学の分野では、大学などコミュニティの研究者との連携や国際協力は最近格段に拡が

っていますが、法人の自由さを生かしてそれらをさらに進め、真理の探究という科学の基本

にいつも立ち戻りながら、新たな学問の創生や研究現場と社会との連携を強化すべく、力を

尽くしたいと考えます。

関係各位のさらなるご支援を、心よりお願い申し上げます。

台　長
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３．G型巨星HD104985における太陽系外惑星の発見 ……………………………………………………………佐藤文衛　他 5

４．z 5- に銀河の大規模構造を発見 ………………………………………………………………………………嶋作一大　他 6

５．超高光度赤外線銀河（ULIRGs）中に埋もれたAGNの検出 ………………………………………………今西昌俊　他 7

６．CfA、12ミクロン２型セイファート銀河の中心核スターバースト………………………………………………今西昌俊 8

７．超高光度赤外線銀河（ULIRGs）中のAGNからの弱いX線放射 ……………………………………今西昌俊、寺島雄一 9

８．Gradual FlareにおけるHaインパクトポラリゼーションの検出 ………………………………………………花岡庸一郎 10

９．地上太陽観測のためのCorrelation Trackingによる像安定化装置 ……………………………………………花岡庸一郎 11

10．前主系列星 DG タウリに付随する暖かい分子風の検出：質量降着および質量放出メカニズムの理解へ向けて

…………………………………………………………………………………………………………………高見道弘　他 12

11．膨張宇宙における密度揺らぎの発散点に関する規則性 ……………………………………………………矢野太平　他 13

12．r過程元素組成比の一様性とアクチノイド宇宙年代計 ……………………………………………………大槻かおり　他 14

13．すばる望遠鏡/FOCASによるIc型極超新星 SN 2003dh/GRB 030329の偏光分光観測 …………………川端弘治　他 15

14．相互作用を示したIa型超新星 SN 2002ic の晩期分光観測：水素過多で非等方的分布を持つ星周物質の証拠

……………………………………………………………………………………………………………Deng, Jinsong 他 16

15．セイファート銀河NGC4388周りに広がる巨大電離ガスの分光観測 ………………………………………吉田道利　他 17

16．VERAによるW49N水メーザーアウトバーストの検出………………………………………………………本間希樹　他 18

17．しし座流星群のクラスター現象：流星体の軌道上での分裂の証拠 ………………………………………渡部潤一　他 19

18．大光度赤外線銀河内の星形成領域分布 ………………………………………………………………………服部　尭　他 20

19．Herbig Ae型星HD 150193Aの近赤外コロナグラフ撮像観測 ………………………………………………深川美里　他 21

20．３次元シミュレーションによる磁気星間分子雲の収縮と分裂 ……………………………………………町田正博　他 22

21．可視-近赤外５色によるプレアデス星団の褐色矮星探査 ……………………………………………………長嶋千恵　他 23

22．階層的構造形成モデルに基づくDLAの起源と進化 …………………………………………………………大越克也　他 24

23．相対論的非線形ゲージ不変摂動論へ向けて ………………………………………………………………………中村康二 25

24．NGC 6822 周辺に広がる中性水素ガス雲内の星生成活動の発見……………………………………………小宮山裕　他 26

25．高温・低温コロナループと光球磁場の関係 …………………………………………………………勝川行雄、常田佐久 27

26．高解像度月重力異常図の作成 …………………………………………………………………………菅野貴之、日置幸介 28
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I   研究ハイライト

目次/はじめに  05.3.22 4:42 PM  ページ 1



2

34．スロバキア・ロムニッキー山観測所と乗鞍コロナ観測所の協力による太陽コロナの振動現象の研究

………………………………………………………………………………………………………Minarovjech, Milan 他 36

35．高度環境試験棟クリーンルームの空気環境 …………………………………………………………………野口本和　他 37

36．標準写像における振動解…………………………………………………………………………………山口喜博、谷川清隆 39

37．すばる/HDSによる低金属星のユーロピウム同位体組成解析 ………………………………………………青木和光　他 40

38．新しい歳差公式 ……………………………………………………………………………………………………福島登志夫 41

39．始原星形成過程における降着期の進化 ………………………………………………………大向一行、Palla, Francesco 42

40．光解離フィードバックによって決まる始原星の質量分布：低質量種族Ⅲ星の形成シナリオ …大向一行、吉井　譲 43

41．赤方偏移1.5の時代に既に存在したS０銀河……………………………………………………………………家　正則　他 44

42．ブレーン宇宙論における「消失する」暗黒物質：閉じていない余剰次元に対する新しい制限 ………市来淨與　他 45

目次/はじめに  05.3.22 4:42 PM  ページ 2



3

国立天文台三鷹キャンパスに設置されているレーザー干

渉計型重力波検出器TAMA300は1999年から運転を開始し、

これまでに9回の観測運転（Data Taking: DT）を行なって

いる。2 0 0 0年 8月には当時の世界最高感度（歪み

で 21/- Hz5 10× ）を達成（M. Ando et al. 2001, Phys. Rev.

Lett., 86, 3950）、その後パワーリサイクリングの導入によ

りショット雑音を低減し感度を 21/- Hz2 10× にまで向上さ

せた。これにより1.4M9の中性子連星合体をS/N=10で検出

可能な範囲が33kpcから73kpcへと広がった。図1に干渉計

の歪み感度スペクトルを示す。1kHz以上の帯域ではほぼシ

ョット雑音に達している。

レーザー干渉計型重力波検出器は50もの制御系からなる

複雑なシステムである。また他の天体望遠鏡とは異なり昼

夜を問わず観測できるため、観測は24時間体制となる。こ

のため我々は干渉計を自動/無人運転できるシステムを開

発してきた。DT6において初めて干渉計の自動ロックシス

テムが導入され、ロックが落ちても自動復帰できるように

なった。

DT8ではプログラミング言語をCからマルチスレッドで

複雑なシークエンスを容易に実現できるナショナルインス

ツルメンツ社のLabVIEWに変更し、それまで他のシステ

ムで行っていたプロセスを統合した。

図2にDT9の干渉計稼動状況を示す。本観測は国際共同

観測となっており、観測期間は米LIGO及び英独GEOによ

る第3次観測（S3）に合わせて設定された。緑の帯は干渉

計が稼動し、且つ解析対象となるデータが取得された期間

を示す。総観測時間は558時間であった。

前半（2003年11月28日～12月19日）は周辺の工事による

振動環境の悪化もあり、週末を除いては夜間のみの運転で

あった。観測は施設の停電により12月20日～12月24日の期

間いったん中断されたが、後半（2003年12月25日～2004年

1月10日）は年末年始のため振動環境も良好で、24時間以

上の連続ロックを3回記録した（28時間が最高）。また前半

に比べ感度も向上し、それが持続した。その要因はアライ

メント制御系の改良、変調度の最適化などいくつかあるが、

特に安定度と稼働率に対してはDT9で強化された自動運転

システムが威力を発揮した。その機能は干渉計の自動調整、

エキスパート用携帯電話への通報、干渉計の遠隔操作など

である。自動運転システムが対応できない場合でも通報を

受けたエキスパートがインターネット経由で状況を把握

し、リモートで操作して干渉計を即座に復帰させた。

重力波検出器 TAMA300 運転の自動化と国際共同観測
藤本眞克、川村静児、山崎利孝、高橋竜太郎、新井宏二、辰巳大輔、

福嶋美津広、佐藤修一、常定芳基、他TAMAグループ
（国立天文台・位置天文・天体力学研究系）

図１. 干渉計の歪み感度スペクトル．

図２. DT9における干渉計稼動状況．
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2006年夏打ち上げ予定の太陽観測衛星「Solar-B」搭載の

可視光望遠鏡フライトモデルの完成が近づいている。可視

光望遠鏡・望遠鏡部（OTA）は、有効径50cmのアプラナ

ティック・グレゴリアン望遠鏡を主体に、排熱鏡、2次絞

り鏡、コリメートレンズ、偏光変調装置、像安定化可動斜

鏡といった光学系を持ち、米国NASA製作の焦点面観測装

置（FPP）と結合されて、回折限界性能で太陽大気の物理

構造、特に磁場構造を今まで地上では達成が難しかった高

精度（空間分解能0.2－0.3秒角、偏光精度10－3以下）で観測

するものである。

OTAフライトモデルの組立は、2003年11月より国立天文

台・高度環境試験棟のクリーンルームで行われている。

OTA主構造は、機械・熱モデルで性能実証済みのCFRPト

ラスで、フライト用の光学系はそれぞれ、割り当てバジェ

ット以上の光学性能に仕上がっている。光学系のOTAへの

組込みは、機械・熱モデル組立で確立された方法で実施さ

れ、コマ収差の追い込み、OTA上下反転測定による無重力

状態での光学性能評価を通して、回折限界性能達成の目処

が立った。更に、熱変形に伴う光学性能を評価するため、

真空チャンバーにOTAを入れ、軌道上温度分布を模擬する

熱光学試験を実施する。可視光望遠鏡は唯一焦点調節機構

をFPPの入口に持つが、調節機構の使用は軌道周回程度の

時間では想定されておらず、OTAの波面性能と合わせてデ

フォーカスの温度感度評価が試験目的の一つである。また、

OTAとFPPを結合した状態で、実際の太陽を模擬観測

（2003年10月高度環境試験棟屋上に完成した90cmヘリオス

タット使用）し、光学系全系の最終評価となる太陽光試験

を2004年夏に実施予定である。

光学性能には光学系の汚染による反射・透過率劣化防止

が重要で、脱ガスの少ない材料を用いるとともに、組立前

に脱脂洗浄、ベーキングを行い脱ガス量を管理している。

OTAの2つのドアの展開機構も順調に仕上がってきており、

温度制御ヒーター、温度センサーの実装により、2004年夏

の完成を目指している。

参考文献

[1] Suematsu, Y.: 2003, Solar-B: Status of Project, The

Proceedings of the IAU 8th Asian-Pacific Regional

Meeting, ASP Conf. Proc., 289, 37－44

完成間近のSolar-B可視光望遠鏡部フライトモデル
末松芳法、一本　潔、清水敏文、大坪政司、中桐正夫、野口本和、田村友範

加藤禎博、原　弘久、宮下正邦、常田佐久
（国立天文台）

勝川行雄、久保雅仁、阪本康史
（東京大学大学院理学系研究科）

図１. 初期光学性能評価が終わり，熱実装，外套取り付けのため
組立・試験タワーより取り出されるOTA（国立天文台・
高度環境試験棟クリーンルーム） 図２. 熱光学試験のため，真空チャンバーに逆さに吊り込まれる

OTA（国立天文台・高度環境試験棟クリーンルーム）

本文基本  05.3.22 4:48 PM  ページ 4



5

我々は、中小質量星（1.5～5M9）における惑星系の形成

と進化の統一的理解を目的として、それらが進化した星で

あるG型巨星を対象に、視線速度変化精密測定法による系

外惑星サーベイを行なっている。G型巨星は、自転速度が

小さく恒星表面も比較的安定しているため、巨星の周りの

惑星探しに適していると同時に、主系列段階では困難な中

質量星での惑星検出が可能になる。2001年より始まった本

サーベイでは、岡山天体物理観測所188cm望遠鏡の高分散

エシェル分光器HIDESとヨードセルを用いて約300個のG

型巨星の視線速度変化を10ms－1以下の精度でモニターし、

主星近傍数天文単位以内の巨大惑星の有無とその特徴につ

いて統計的議論を行なうことを目標としている。今回、そ

の最初の成果として、G型巨星HD104985における巨大惑星

の発見を報告する。G型巨星では世界初、巨星としては世

界で３例目の発見である。

我々は、HD104985の視線速度を2001年3月から約2年間

に渡ってモニターし、計26点の観測点を取得、その結果、

有意な周期的変化を検出した。検出された視線速度変化は、

軌道運動を仮定すると、周期198.2±0.3日、振幅161±2

ms－1、離心率0.03±0.02のほぼ円軌道でよく再現できる

（図1）。ヒッパルコスの測光でこの星に明るさの変化が見

られないことや、観測された周期が固有振動の周期に比べ

て二桁も大きいことなどから、視線速度変化が恒星表面の

モジュレーションや脈動に起因している可能性は低いと考

えられる。主星の質量として1.6M9 を採用すると、質量

m2sini =6.3MJ の伴星が、軌道長半径0.78AUの軌道を回っ

ていることになる（図2）。主星質量の上限値として3M9 を

与えた場合でも、伴星質量はm2sini =9.6MJ となり、惑星

質量に収まる。主星質量1.6M9 は、主系列ではF型からA型

のいわゆる早期型星に相当する。太陽より重い星は、星自

身の寿命や周りの原始惑星系円盤の寿命が太陽に比べて短

いため、今後、このような星の周りでの惑星系の有無、頻

度等を統計的に調べることによって、惑星系形成のタイム

スケールやメカニズムに観測的な制限を与えることができ

ると考えられる。

参考文献

[1] Kambe, E. et al.: 2002, PASJ, 54, 865.

[2] Sato, B. et al.: 2003, ApJ, 597, L157.

G型巨星HD104985における太陽系外惑星の発見
佐藤文衛、安藤裕康、竹田洋一、野口邦男　　　　　神戸栄治

（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系） （防衛大学校）

泉浦秀行、増田盛治、渡辺悦二、小矢野久、前原英夫、乗本祐慈、岡田隆史

清水康広、柳澤顕史、吉田道利
（国立天文台・岡山天体物理観測所）

和田節子　　　　　　　　　　岡田則夫　　　　　　　　　　浦口史寛
（電気通信大学） （国立天文台・天文機器開発実験センター） （国立天文台・ハワイ観測所）

図１. HIDESで測定したHD104985（G9III）の視線速度変化．点
は観測点，実線は観測点を最もよく再現する理論軌道曲線．
理論曲線からの残差の標準偏差は23.5ms－1．

図２. 太陽系とHD104985の惑星系の比較（想像図）．
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現在の宇宙では、銀河の空間分布に数十Mpc 以上にも及
ぶ大規模な疎密が見られる。こうした銀河の大規模構造が
いつどのようにして誕生し、どう進化してきたのかは、宇
宙論の主要な問題の一つである。銀河の空間分布の様子を
遠方の宇宙で観測することで、この問題に直接迫ることが
できる。我々は z=4.86 という早期宇宙にあるライマン a
輝線銀河[1] の空間分布を調べ、それらが既に大規模構造を
形作っていることを発見した[2] のでここに報告する。我々
は、すばる望遠鏡の広視野カメラSuprime-Camを用いて、
すばるディープフィールドの30 45×l lの天域を、R、i l、及び
狭帯域フィルターNB711（中心波長7126Å、幅73Å）で撮像
し、二色図をもとにNB711=25.5magより明るい43個のライ
マンa 輝線銀河の候補を検出した（図1）。そのうち5個の
候補を分光観測した結果、43候補のサンプルへの前景銀河
の混入率は20%程度と比較的低そうであることが分かった。

43個の候補天体の天球分布を調べたところ、それらは、
天球上で約20Mpc×50Mpc（共動座標系）の横長の領域に
集中していることが分かった（図2）。ここでは宇宙論パラ
メータとしてH0=70Kms－1Mpc－1、X0=0.3、m0=0.7を採用し
ている。この横長の領域は現在の銀河の大規模構造の大き

さに匹敵する。また、この領域は、西側に半径12 Mpc の
円形の高密度領域（密度超過が2倍以上）を含んでいる。
この円形領域は将来銀河団に成長するのかもしれない。冷
たい暗黒物質を仮定した標準的な構造形成モデルによる
と、現在に比べて早期宇宙では暗黒物質の密度揺らぎは非
常に小さい。したがって、このモデルが、上記のような銀
河密度の高い円形領域をz=4.86に作り得るには、暗黒物質
の分布のコントラストに比べて銀河分布のコントラストが
何らかの理由で高いと考えなければいけない。コントラス
トの比をいわゆるバイアスパラメータで表すと、b～6とい
う大きな値になることが分かった。また、今回見つかった
ライマン a 輝線銀河は、1012M9 という重い暗黒物質ハロー
に属しているらしいことも分かった。これまでの観測によ
ると、ライマン a 輝線銀河は、どちらかと言えば見かけは
小さくて暗い銀河である。そうした小さい銀河が重いハロ
ーを持っていることは大変興味深い。

参考文献
[1] Hu, E. et al.: 1998, ApJ, 502, L99.
[2] Shimasaku, K. et al.: 2003, ApJ, 586, L111.

z -５に銀河の大規模構造を発見
嶋作一大、大内正己、岡村定矩、土居　守、木村仁彦、宮崎真行、関口真木

（東京大学）

柏川伸成、川端弘治、八木雅文、山田　亨、安田直樹
（国立天文台）

古澤久徳、小宮山裕、宮崎　聡、大山陽一　　　　　　　濱部　勝
（国立天文台・ハワイ観測所） （日本女子大学）

林野友紀、松田有一、塩谷泰広、田村　一、谷口義明
（東北大学）

小平桂一　　　　　仲田史明　　　　　太田耕司
（総合研究大学院大学） （ダーラム大学） （京都大学）

図１. vs NBR i Ri 711- -l の二色図. ここで ( )/ .i R iR 2/ + l 左
図: モデル銀河の軌跡．赤線はライマン a 輝線銀河を表す

（3種類の銀河間雲吸収量で計算）．他の色の線はz # 3 の
前景銀河．黄色い星は銀河系の星．右図: 検出された天体．
大きな丸は43個のライマン a 輝線銀河候補（赤丸は分光
された5候補）．右上隅のピンクの線で囲まれた領域にある
天体をライマン a 輝線天体と見なしている．

図２. 43 個のライマン a 輝線銀河候補の天球分布．明るい天体
ほど大きな丸で示されている．データの質が悪い領域は削
除してある．A-E は分光された天体．点線，破線，実線は，
それぞれ表面数密度超過が0，1，2 の等高線を示す．
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赤外線天文衛星IRASによる全天探査によって見つかっ

た、太陽光度の１兆（1012）倍以上もの莫大な光度を、赤

外線でダスト熱放射している天体を超高光度赤外線銀河

（ULIRGs）と呼ぶ。その莫大な赤外線光度は、ダストの向

こう側に、非常に強力なエネルギー源が存在していること

を意味している。宇宙赤外線背景放射が、遠方のULIRGs

に支配されていることが明らかになり、これらのULIRGs

の光度が星生成に支配されているという仮定の下に、宇宙

初期のダストに隠された星生成率、ダスト放出量、メタル

量の議論が、広く行われている。しかしながら、ULIRGs

のダストの向こう側のエネルギー源が、星生成なのか、あ

るいは、AGNなのかという最も根本的な問題が、ほとんど

理解されていない。

AGNが吸収を受けていても、周囲のダストがトーラス状

であれば、トーラスと垂直方向にAGNからの放射が充分洩

れ出るので、AGNのサインを見つけるのは、比較的容易で

ある。しかしながら、ULIRGsの中心核は非常にダストに

富むため、存在しているであろうAGNは、全方向ダストの

奥深くに埋もれたAGN（以下、埋もれたAGN）であると

考えられ、それを検出し、その光度を定量的に評価するこ

とが本質的に重要である。この目的には、ダスト吸収の小

さな波長での観測が、明らかに有効な手段である。その一

つに、地上から観測可能な、波長3－4μm の分光観測があ

る。この波長帯は、ダスト吸収が、5－13μm と同程度に

小さく、さらに、スペクトルの形状から、星生成と埋もれ

たAGN のどちらが、エネルギーを支配しているかを区別

できるからである。すなわち、星生成が支配的な場合は、

常に等価幅の大きな3.3μm PAH（Polycyclic Aromatic

Hydrocarbons）放射が観測されるのに対し、この放射の等

価幅が有意に小さく、かつ、強いダスト吸収フィーチャー

が観測されれば、埋もれたAGNが重要であることがわかる。

さらに、星生成の場合は、エネルギー源である星とダスト

が空間的に混在しているのに対し、埋もれたAGNの場合は、

ダストに比べて、エネルギー源が中心集中している。前者

の場合、3－4μm 帯で観測されるダスト吸収フィーチャー

の光学的厚さに上限があるのに対し、後者の場合は、いく

らでも大きくなり得る[1]。

我々は、この手法から、いくつかのULIRGsにおいて、

これまでの他の手法では見つからなかった、埋もれたAGN

の存在を検証し、そのエネルギー的重要度を定量的に評価

することに成功してきた（図１）。その中で一番明るい

ULIRGに関しては、その後のX線観測からも、強力な埋も

れたAGNの存在が検証され（図２）、我々のエネルギー診

断法が有効であることを裏付けるものとなった[2]。

参考文献

[1] Imanishi, M., and Maloney, P. R.: 2003, ApJ, 588, 165.

[2] Imanishi et al.: 2003, ApJ, 596, L167.

超高光度赤外線銀河（ULIRGs）中に埋もれたAGN の検出
今西昌俊　　　　　　　　　　　 Philip Maloney

（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系） （コロラド大学）

寺島雄一、穴吹直久、中川貴雄
（宇宙科学研究所）

図１. 埋もれたAGNの強いサインを示すULIRGsの，3－4μmス
ペクトルの例（UGC5101とIRAS00188－0856）．3.3μm
PAH放射の等価幅が，星生成に比べて有意に小さく，ア
イスに覆われたダスト（3.1μm，破線の下），及び，覆われ
ないダストによる強い吸収線（3.4μm，実線の下）が観測
されている．その光学的厚さは, 星生成では説明できず，
埋もれたAGNを必要とする．3－4μm 連続光は，ダストの
一番内側の，ダスト昇華温度に近い1000Kダストが支配す
るため，この波長帯でのダスト吸収フィーチャーの光学的
厚さは，埋もれたAGNまでのダスト柱密度をよく反映す
る．本二天体では，吸収補正後の埋もれたAGNの光度は，
赤外線光度のかなりを説明できる．

図２. XMM衛星による，UGC5101のX線スペクトル．上のパネ
ルで，上がEPIC PN，下がMOSのデータ．0.5－2keVの低
エネルギー側は，星生成からの熱的放射が支配している．
3keVより高エネルギー側では，その放射に比べて明らか
な超過が見られ，埋もれたAGNからの放射であると解釈
される．吸収補正後のAGNの光度は，3－4μm スペクトル
による見積もりと同様に, 充分大きい．
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活動銀河核（AGN）の統一モデルによれば、可視光線で幅

の広い輝線を示さない2型セイファート銀河は、中心核に

存在するAGNが、ダストトーラスの向こう側に隠されてい

るとされている。ダストトーラスは、分子ガスにも富むた

め、スターバーストが生じやすい場所であると予想されて

いるが、その詳しい性質については、観測的に全く明らか

にされていない。このようなコンパクトな（300pc 程度以

下）中心核スターバーストの性質を、母銀河中に広がった

星生成と区別して理解するためには、スリット分光が最適

である。

中でも、波長3－4μm によるスリット分光観測は、中心

核スターバーストをきちんと検出し、その光度を定量的に

評価するのに非常に強力な手法である。第一に、この波長

帯に存在する3.3μm PAH（Polycyclic Aromatic Hydro-

carbons）放射は、AGNでは観測されず、スターバーストの

みで観測されるため、その光度は、AGNの寄与を取り除い

た、スターバーストの規模を反映する。第二に、このPAH

放射は、元々非常に強いため、普通のS/N（～20）のスペク

トル中で、弱いスターバーストのサインをも検出できる。

第三に、短波長の光に比べて、ダスト吸収の影響が小さく、

実際、いくつかの2型セイファート銀河において、3.3μm

PAH 放射の観測値から、中心核スターバーストの規模を

定量的に評価できることが検証されている[1]。

本研究では、CfA、及び、12ミクロンサンプル中の、計

32個の2型セイファート銀河の観測を行い（図１）、統計的

に意味のあるサンプル数に基付き、以下の主要な結果を得

た[2]。

（1）約1/3の2型セイファート銀河で、中心核スターバース

トのサインを検出した。しかしながら、ほとんどの場合、

3.3μm PAH放射の等価幅は、スターバースト銀河のそれに

比べて有意に小さく、従って、2型セイファート銀河中心

核からの3－4μm 観測フラックスは、スターバーストでは

なく、AGNが支配している。

（2）赤外線光度に対する3.3μm PAH放射光度比は、スター

バースト銀河に比べて非常に小さく、中心核スターバース

トは、２型セイファート銀河全体の赤外線ダスト熱放射の

ほんの一部にしか寄与していない。

（3）3.3μm PAH放射光度から見積もられる中心核スターバ

ーストの規模は、AGN光度をトレースすると考えられてい

る、IRAS 12μm、25μm、及び、中心核のNバンド（波長

10.6μm）光度すべてと、統計的に相関が見られる（図2）。

これは、中心核スターバーストにより、中心の超巨大ブラ

ックホールへの質量降着が促進され、AGN活動が活発化す

るとする理論モデルの予言と一致する。

（4）この波長帯に存在するダスト吸収フィーチャー（3.1μ

m、及び、3.4μm）は一般に弱く、AGNのトーラスの一番

内側の、3－4μm 連続光放射源（1000Kダスト）までのダ

スト吸収は、AV<50－60 mag 程度である。

参考文献

[1] Imanishi, M.: 2002, ApJ, 569, 44.

[2] Imanishi, M.: 2003, ApJ, 599, 918.

CfA、12ミクロン２型セイファート銀河の中心核スターバースト
今西昌俊

（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系）

図１. 2型セイファート銀河中心核の，3－4μm スペクトルの例．
横軸は観測波長（ミクロン）．縦軸はFm（10－15 Wm－2 μm－1）．
左の天体では，3.3μm PAH 放射がはっきりと検出されて
いるのに対し，右の天体では，検出されていない．

図２. 縦軸は，我々のスリット分光で測定された3.3μm PAH放
射光度で，中心核スターバーストの規模を表す．横軸は，
AGNの規模を反映するとされるいくつかの指標．(a) IRAS
で測定された12μm 光度．(b) IRASで測定された25μm 光
度．(c) 地上の，10角度秒以下のアパーチャーで測定され
た，Nバンド光度．すべての比較において，両者の相関が
統計的に確認され，中心核スターバーストとAGNが，密
接に関係していることを物語る．
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宇宙で最も明るい天体クエーサーに匹敵するほどの莫大

な光度（太陽光度の1012倍以上）を、赤外線でダスト熱放

射している天体を、超高光度赤外線銀河（ULIRGs）と呼

ぶ。その莫大なエネルギー源に対して、スターバーストと

AGNがどのように寄与しているかを定量的に見積もること

は、宇宙全体のダストに隠されたAGNとスターバーストの

関係を理解する上で、非常に重要である。AGNの寄与を、

スターバーストと分離して見積もるためには、AGNのみに

よって放射され、スターバーストでは放射されない指標を

用いる必要がある。そのような優れた指標として、可視光

線から赤外線にかけての幅の広い水素輝線、及び、２keV

より高エネルギーの硬X線がある。半値幅が1500km s－1を

超えるような、幅の広い輝線は、スターバーストに関連し

た現象では説明できず、AGN近傍の高速ガス起源であると

考えられる。また、赤外線に対する2－10keVのX線放射の

光度比は、AGNでは、スターバーストに比べてはるかに大

きく、従って、両者を区別する優れた手法である。吸収を

あまり受けていない、可視光線で選別された１型AGNでは、

幅の広い輝線と、2－10keVのX線光度との間に、ある程度

の相関があることがわかっており、もしこれがULIRGsに

おいても成立しているならば、両方の指標が、AGNの役割

を見積もる目的において、有効な手法となる。

大部分のULIRGs 中のAGNsは、一般に、ダスト及びガ

スの奥深くに埋もれているが、視線方向のダスト吸収量が、

たまたま小さくなっているいくつかのULIRGsにおいて、

近赤外線で幅の広い輝線が検出されている。このような

ULIRGsで、AGNからのX線放射の吸収量が、水素の柱密

度（NH）に換算して1024cm－2より小さければ、直接透過し

た2－10keVのX線を観測できるため、吸収補正後のX線光

度をかなりの精度で見積もることができる。我々は、その

ようなULIRGsのX線観測を行い（図1）、2－10keVと幅の

広い輝線の光度比を、従来の、可視光線で選別された１型

AGNと比較した[1]。その結果、ULIRGsでは、幅の広い輝

線に対して、2－10keVの硬X線光度が、約一桁近く小さく

なっていることを見つけた（図2）。いくつかの独立したエ

ネルギー源診断法の比較から、ULIRGsで幅の広い輝線が

異常に明るいのではなく、2－10keVの硬X線が暗いと考え

られる。X線が暗い理由としては、（1）ガスとダストに非

常に富むULIRGsの中心で、何らかの理由でX線放射が抑圧

されている、（2）ULIRGsの場合、X線放射領域よりも小さ

なサイズで、水素の柱密度の大きな（NH＞1024cm－2）、ク

ランプ状の吸収物質が手前に存在し、部分吸収をしている、

（3）我々の検出した2－10keVのX線は、実は、直接透過し

たものではなく、電離ガスによって散乱されたものである、

などが考えられる。いずれの理由でも、ULIRGs の場合、

観測された2－10keVのX線スペクトルから求めたAGNs の

光度は、実際より一桁以上過小評価してしまう可能性を意

味する。他の手法からAGN が重要だと診断されているに

もかかわらず、小さな2－10keVのX線光度からスターバー

スト支配とされているULIRGsがいくつかあるが、このX

線の暗さが原因であろう。

参考文献

[1] Imanishi, M., and Terashima, Y.: 2004, AJ, 127 ,758.

超高光度赤外線銀河（ULIRGs）中のAGN からの弱いX線放射
今西昌俊　　　　　　　　　　　　　　　寺島雄一

（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系） （宇宙科学研究所）

図１. 幅の広い輝線が検出されているULIRGsの，XMM衛星によ
るX線スペクトルの例（Mrk463とIRAS05189－2524）．上
のパネルで，上がEPIC PN，下がMOSのデータ．両天体
とも，約2keV以上に見られるスペクトル超過がAGNから
の放射であり，吸収量NHは，3×1023cm－2よりも小さいと
見積もられた．

図２. 幅の広いHa 輝線の観測値と，吸収補正後の2－10keVのX
線光度との比較．白丸が，可視光線で選別された1型AGN.
黒四角がULIRGsで，系統的に右側に分布する．ULIRGsの
場合は，近赤外線の幅の広い輝線から，幅の広いHa 輝線
の光度を，保守的なケースBを仮定して求めたため，実際
より少し左に位置すると考えられる．幅の広い輝線の吸収
は，1型AGNでは小さいが, ULIRGsの場合は無視できない
可能性がある．この場合，吸収補正を行うと，ULIRGsの
分布はさらに右側に動く．
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フレアカーネルからのHa線等の放射に見られる直線偏光

は、コロナ中で加速され彩層に降り注ぐ高エネルギー粒子

が引き起こすインパクトポラリゼーションであると考えら

れている。この偏光を観測することの意義は、加速電子ば

かりでなく加速陽子をとらえられる可能性があることであ

る。加速陽子は、きわめてエネルギーの高いものがc線で

捉えられる以外は観測が困難であり、その例外であるフレ

アの偏光観測の重要性は以前から認識されていた。しかし、

その観測例は数少なく、フレアにおける偏光の一般的性質

を明らかにするためには多くの観測例を集めなければなら

ない。

太陽物理学研究系によって運用されている三鷹のフレア

望遠鏡においては、従来からHa線によるフレアの撮像観測

を行っているが、我々はこのHa撮像装置に新たにポラリメ

ーターを取り付けると同時に、速度場も並行して観測する

形に改良し、2002年7月この新たな装置での観測を開始し

た。この装置は図1に示すように、Haリオフィルターの前

にカメラの画像取り込みに同期して連続回転する1/2波長

板を置いて偏光モジュレーションを行いつつデータを取得

するというものである。精度をあげるためリアルタイムで

データの積分を行っており、またフレアの早い時間変化に

追随するために1組の偏光データを4秒毎に得ている。速度

場の観測はフィルターの中心波長を±0.5Å にシフトした画

像を取得することで行っている。現在までに観測されたフ

レアの中で2002年10月14日のフレア（C5.8）は特に顕著な

偏光を示すものであった[1]。図2に示すように、このフレ

アはフィラメント爆発を伴うgradual flareであり、RHESSI

衛星による観測でも加速電子による非熱的成分が無く熱的

成分のスペクトルのみが観測された典型的long duration

eventである。このフレアは一般にimpulsive成分を欠き加

速粒子の兆候がはっきりしないgradual flareであり、この

ようなフレアで加速粒子由来と考えられる偏光が捉えられ

たのは初めてである。観測された偏光は、

● 偏光度は強いところで1%を超える程度であり、図1(c) の

偏光シグナルでわかるように偏光の方向は磁気中性線

（もとフィラメントがあった位置に対応する）に垂直な成

分が強く

● 図1(c) の速度場の図が示すようにフレアリボンにおける

速度場は基本的にred shiftであり、偏光度とred shiftの強

さがともにカーネルの明るさの上昇時に強くなっている。

red shiftは彩層蒸発の反作用が見えているものなので彩層

加熱と密接な関わりがあり、したがって偏光の原因も加熱

と関連があると考えられる、という特徴を示すものであっ

た。観測された程度の大きさの偏光度は、加速粒子による

偏光と仮定して矛盾なく説明することはできるが、このフ

レアにおいては加速電子が観測されていないので残るのは

加速陽子である。観測された偏光は磁気中性線をまたぐア

ーケードの磁場の方向と一致しており、磁場に平行な成分

が観測されるという陽子による直線偏光の性質と矛盾しな

い。したがって、観測結果は加速電子を欠くこのフレアに

おいて加速陽子が彩層加熱の主役である可能性があること

を示している。

参考文献

[1] Hanaoka, Y.: 2003, ApJ, 596, 1347.

Gradual FlareにおけるHa インパクトポラリゼーションの検出
花岡庸一郎

（国立天文台・電波天文学研究系）

 

 

 

 
  

 

図１. フレア望遠鏡および偏光モジュレーターを含むHa 偏光撮
像装置の構成図．

図２. 2002年10月14日のフレアのHa 画像と偏光・速度場の観測
結果．(a) フレア前のフィラメントを示す画像．(b) フィラ
メント消失後起こったtwo-ribbon フレア．コントアは
RHESSIで観測された硬X線ソースを示す．(c) フレアリボ
ンのうち(b) の四角の領域における偏光（左側）と速度場

（右側）．短い棒が直線偏光の方向と偏光度を示しており，
またDopplergramでフレアリボン中に白く表示されている
部分はred shiftに対応している．
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太陽の地上観測では、シーイングの影響を避けるために、
太陽像の全体的な動きを止める像安定化を行いまた補償光
学による波面補正をも行うのが一般的になりつつある。い
ずれも太陽の2次元像のずれを計算して能動光学制御を行
うCorrelation Trackingによって実現できるものである。
太陽像の位置ずれを検出するには、点光源の動きを検出す
れば良い星の場合と異なり、参照画像とライブ画像を互い
にずらしながら相関を計算してもっともよい相関を示す点
を探さなければならない。かつてはこの多大な計算量が太
陽におけるCorrelation Trackingの最大の問題点であった。
しかし、現在のパソコンの能力であればこの計算処理は可
能となっており、我々の開発した汎用リアルタイム処理ソ
フトウェアと組み合わせることによってCorre lat ion
Trackingを実現することができる。

今回我々は955フレーム/秒で画像を読み出せるCCDカメ
ラを用い、毎フレームの画像を使ってパソコンでリアルタ
イムで像のずれを計算し、ピエゾティルトマウントに取り
つけた平面鏡を動かして像のずれをキャンセルする、とい
う像安定化装置を製作した。これを三鷹で太陽物理学研究
系が運用しているシーロスタットに設置して実際の太陽観
測に使用した結果、図1に示すようにもともと数秒の角度
範囲でふらついていた画像の動きをRMS0.08ピクセル（1ピ
クセルは約1′′）に抑えることができ、またスペクトルでも図
2に示したように数十Hzの成分まで像の動きの減衰を達成

することができた。長時間にわたって連続使用する場合、
reference画像は10秒毎に自動更新され、また雲の通過時や
ピエゾマウントの傾きがリミットに達した場合などは、自
動的に初期位置に戻ってtracking を再開するようして自動
連続運転に対応している。

像安定化装置では単一の大きな領域の全体の位置ずれを
計算して制御に用いるが、一方補償光学でのShack -
Hartmannセンサーでは多数の小さな領域（subaperture）
についてそれぞれの位置ずれを計算することになり、位置
ずれ計算という意味では共通である。そこで我々は実際に
試験用のShack-Hartmannセンサーを上で述べたものと同
じ955フレーム/秒のCCDカメラを用いて作成し、人工光源
による像を用いて像安定化装置での像の位置ずれ計算方法
をShack-Hartmann像での位置ずれ計算に応用したときの
パソコンによる計算能力の測定を行った。その結果、現在
使用中の既にやや旧式（Pentium III 1.2GHz）となったパソ
コンであってもsubaperture4×4個の処理を955フレーム/
秒で、またその半分のレートであればsubaperture6×6個
の処理を行えることがわかった。このことにより、海外で
は既に実用に供されている数十subaperturesの太陽観測用
補償光学装置を、高速パソコンと我々のソフトウェアを用
いて実現できることが明確となった。そこで現在我々は太
陽観測用の補償光学装置の実用化に向けた開発を行ってい
る。

地上太陽観測のためのCorrelation Trackingによる像安定化装置
花岡庸一郎

（国立天文台・電波天文学研究系）

X-Spectrum

1 10 100
X-Frequency (Hz)

0.0001

0.0010

0.0100

0.1000

1.0000

X
-A

m
pl

itu
de

Y-Spectrum

1 10 100
Y-Frequency (Hz)

0.0001

0.0010

0.0100

0.1000

1.0000

Y-
A

m
pl

itu
de

図１. 黒点画像をトラッキングしたときの画像のずれ（correlation
trackingの残差）のうちのある1000フレーム分（約1秒
間）（赤色の線）と，トラッキングを行わずに2回1000フレー
ム連続画像取り込みを行い，最初の画像を基準とした画像
のずれを後で計算したもの（黒実線と黒点線）の比較，X軸
方向のずれ（上のグラフ）とY軸方向のずれ（下）をそれぞ
れ示す．実際に使用した黒点像も図中に示した．

図２. correlation trackingあり/なしでの黒点の動きのスペクト
ル．トラッキングしたときの画像のずれのスペクトル（赤
実線）と，トラッキングを行わずに記録した2回の1000フ
レーム連続取り込みの画像上の画像のずれのスペクトル

（黒実線と黒点線）の比較．X軸方向（上）・Y軸方向（下）
それぞれのスペクトルを示す．
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ジェット／アウトフローと降着円盤の組合せは宇宙のい
たるところにみられる。Ｘ線連星、クェーサーなどさまざ
まな天体の中で、観測が最も容易なのが原始星である。実
際これらの星は、可視赤外域で観測される美しいジェット、
あるいは電波で観測されるエネルギッシュな分子双極流を
示すことで知られる。これらの天体の質量降着および質量
放出メカニズムの解明は、近年の天体物理学の大きな課題
のひとつである。

質量降着を進めるためにはまわりのガスから角運動量を
抜きとらなければならない。この過程でジェットあるいは
アウトフローが重要な役割を果していると理解されつつあ
る。近年多くの支持を得ているモデル（magneto-centrifu-
gal wind model）は、この質量降着と放出の関係を次のよ
うに説明している。ジェット／アウトフローは降着円盤か
ら、あるいは降着円盤と星の磁場の境目から、磁場と遠心
力の連携により生じる。星の近傍で磁場は硬い針金のよう
にふるまい、星周円盤とともに回転する。フロー粒子はあ
たかも針金に通されたビーズ玉のように磁場に沿って動
き、外へ、そして上へと加速される。この過程で磁場は、
円盤からアウトフローへと角運動量を受け渡す。このきれ
いな描像はだがしかし、検証するのは簡単でない。このプ
ロセスが星のごく近傍で起こるはずで、ハッブル宇宙望遠

鏡やすばるの能動補償光学を用いてすら解像できないからだ。
一方でこのモデルは、細いジェットのまわりにより拡が

ったウインド成分があることを予測している。可視-赤外域
で観測されるジェットは、原始星からのフロー全体の中の、
フロー軸に近い一部分でしかないというのである。この

「見えない」フロー成分の存在は、例えば分子エンベロー
プ内の空洞の存在や、空洞の壁で衝撃波により励起された
とみられる水素分子や、あるいは双極分子流の形などから
間接的に示唆されてきた。この成分を直接検出することは、
上のモデルを検証するため、そして双極分子流の本質を理
解するために熱望されてきた。

われわれは、すばる望遠鏡と高感度の赤外分光器（IRCS）
の組み合わせにより、拡がったフロー成分に付随する水素
分子輝線を検出した[1]。活発なTタウリ型星 DG タウリの
水素分子輝線スペクトルを図1に示す。輝線が青方偏移し
ていることと、ジェットと同じ方向に空間的に拡がってい
ることから、この輝線が天体からのアウトフローによるも
のであることがわかった。（赤方偏移成分は星周円盤によ
り隠されている。）図2に示すように、観測されたフロー速
度および空間スケールは、この成分を禁制線で見えるアウ
トフローの外挿成分と考えることできれいに説明できる。
この結果はまさしく上記のモデルの予測と一致する。

参考文献
[1] Takami et al.: 2003, A&A, 416, 213.

前主系列星 DG タウリに付随する暖かい分子風の検出：

質量降着および質量放出メカニズムの理解へ向けて
高見道弘、Antonio Chrysostomou Thomas P. Ray

（University of Hertfordshire） （Dublin Insitute for Advanced Studies）

Christopher Davis William R.F. Dent
（Joint Astronomy Centre） （Royal Observatory of Edinburgh）

Jeremy Bailey 田村元秀、寺田　宏
（Anglo-Australian Observatory） （国立天文台）

図２. さまざまな輝線が示すDGタウリのアウトフローの速度．
フロー軸からの距離の関数として示してある．禁制線のデ
ータは，Bacciottiらがハッブル宇宙望遠鏡を用いて測定し
たもの[2]．H２輝線のデータはすばるを用いたわれわれの
観測による．この図から，H２輝線および禁制線アウトフ
ローがひとつのフローの中の異なる成分であることがうか
がわれる．禁制線はフロー軸に近い，早い，そして部分電
離した成分から放射され，水素分子輝線はその成分をとり
まく遅い分子風成分から放射されるとみられる．

図１. すばる望遠鏡により検出されたDGタウリの近赤外水素分
子輝線[1]．星の速度に対し約15km s－1 で青方偏移してお
り，輝線がアウトフローに付随していることを示している．
星印は星の光球大気による吸収．1－0 S（1）輝線の重心位
置は星からジェットの方向に約0.″2ずれ，さらに輝線はジ
ェットと垂直の方向に0.″6程度拡がっている．視線に対す
るフローの傾きを考慮すると，輝線を放射する分子風の
長さおよび幅はそれぞれ約40および80AU程度に相当する．
観測された輝線強度比は，水素分子の励起温度が約2000K
であることを示している．
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膨張宇宙における密度揺らぎの長時間発展を調べるた

め、‘single-wave’の初期条件（平均密度からの揺らぎの

値がsine曲線となる密度分布）を持つ1次元膨張宇宙での

caustics（密度発散点）発生以降の密度揺らぎの時間発展

を調べた。これは非常に簡単な初期条件であるが、パワー

スペクトルのうち、クラスターのできるスケールでの非線

形領域と深くかかわっている。また、より複雑な初期スペ

クトルの基本であるので、この‘single-wave’の初期条件

の力学進化を調べることは非常に重要である。ここでは特

にcausticsの発生時刻や空間的分布に着目して調べた。そ

の結果、発生時刻や空間的分布、更には、causticsの質量

分布などに様々な規則性が存在することを見出した。以下

順を追って結果を述べる。

まず始めに、causticsの発生時間間隔についての規則性

が確認された。すなわち、発生時間間隔の比は直ちに1に

収束していった。また、causticsの発生時間間隔は等間隔

になることがわかった。この結果は物理的観点からも正当

性がある。それは、時間発展とともにクラスターが形成さ

れるが、それが宇宙膨張から切れるとその中の粒子はおよ

そ単振動すると考えられる。単振動の周期が一定であるこ

とを考慮すると、発生時間間隔の比が直ちに1になるのが

理解できる。

次に、caustics の空間的分布にもいくつかの規則性が発

見された。すなわち、中心にあるcausticを除いて、もっと

も中心に近いcausticと2番目に近いcausticの中心からの距

離の比 ( , )/ ( , )R X N N X N N1 2= - -1 は一定となり、その値は

0.15となる。ここで、 ( , )X i j は j番目のcausticが発生した時

間でのクラスター外部からi番目のcausticの中心からの位置

を表す。例えば ( , )X N N はN回目のcaustics発生時刻の中心

にあるcausticを表す。さらに、N番目のcausticが発生した

時の中心から最も近いcausticとN 1- 番目のcausticが発生

した時の中心から最も近いcausticの中心からの位置の

比 ( , )/ ( , )R X N N X N N1 2 1= - - -2 も一定となり、その値

はおよそ0.3となる。

3番目として、各causticの質量分布にも一定の規則が存

在することを見出した。クラスターの中心程１つのcaustic

の質量は小さくなるが、隣り合うcausticの質量比は一定と

なり0.5となる。

さらに以上で調べた定数を用いてクラスターの密度分布

やこのスケールでのパワースペクトルのべき指数を調べ

た。パワースペクトルのべき指数の値として－0.73となっ

た。この値はcaustic発生後のその1つのcausticが示すべき

指数－1とは異なり、causticが発生し続け、なめらかな密

度分布となった時のクラスターの示すべき指数である。

ここでの研究より膨張宇宙での密度揺らぎの時間発展に

関して、causticsの発生の時刻や空間的分布に規則性が存

在する事を見出した。これは膨張宇宙の密度揺らぎの長時

間力学進化の理解のみならず自己重力系における長時間発

展の純粋な力学問題としての理解にも役に立つ。長時間発

展の数値実験の精度のチェック、更にはファイゲンバウム

シナリオと結びつけた研究への足掛かりと出来るかもしれ

ない。

参考文献

［1］Yano, T., Koyama, H., Buchert, T., & Gouda, N.: 2004, 

ApJS, 151, 185.

膨張宇宙における密度揺らぎの発散点に関する規則性
矢野太平、小山博子、Buchert, Thomas、郷田直輝

（国立天文台）

図１. コースティックスの空間的分布を表す図．
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放射性重元素、UとThは、速い中性子捕獲過程（r過程）

で生成される。これらの核は宇宙年齢と同程度の半減

期[ ( ) . , ( ) . ]U yr yrTht t4 47 10 1 40 10/ /
238 9 232 10

1 2 1 2# #= = をも

ち、星における組成比から、その星の年齢を評価すること

ができる。星の年齢は以下の式で与えられる。

Δ . ( ( ) ( ) ) ,/ /log Th Eu log Th Eu GyrT 46 7= - T0

Δ . ( ( ) ( ) ) ,/ /log U Th log U Th GyrT 21 8= - T0

ここで添字０は初期生成値を、Tは現在の観測値を表す。

金属欠乏星は銀河系のなかで最も古い星だと考えられて

いる。金属欠乏星の年齢は銀河系の年齢、ひいては宇宙年

齢の下限と考えられる。数十個の金属欠乏星におけるr過

程元素組成が観測されており、そのうちZ>56の元素は、ど

れも太陽系のr過程元素組成と同じ組成パターンを示して

い る 。 こ の 特 徴 を 、「 r 過 程 元 素 組 成 の 普 遍 性

（Universality of the r-process ）」と呼ぶ。この普遍性によ

り、Z>56のr過程元素は毎回同じ比で生成され、これらの

元素の起源となる天体現象は一種類であると考えられてき

た。Th/Eu 年代計はこれらの金属欠乏星に適用され、妥

当な年齢を示している。ところが、r過程元素を非常に多

くもつ金属欠乏星CS31082-001が、高いTh/Eu比を持つこ

とが報告された[2] 。この星は、56<Z<80の元素については

他の金属欠乏星と同様の組成比を示すが、Th/Eu 比は太

陽よりも高い。この星にTh/Eu年代計を適用すると、低い

金属量（[Fe/H]～2.9）にも関わらず、この星は太陽よりも

若い、ということになる。HDSのグループはこの他にも二

つの高いTh/Eu比を持つ金属欠乏星を観測している

[3]。これらの観測は、これらの星における最も重いr過程

元素は、他の星とは異なる比で生成され、またおそらく異

なる環境で生成されたことを示している。

様々な環境におけるr過程元素合成を調べた本研究では、

環境の一般的なモデルとして定常流を仮定し、力学的時間

スケール、エントロピー、電子分率、外部境界の温度の異

なる組合せにおけるr過程元素合成を計算した。これらの

物理変数の違いは、密度、温度変化の違いであり、中性子

と核種の比の違い、あるいは中性子捕獲経路の違いとなる

[4][5]。私たちの計算の詳細は、文献[6]に記述されている。

計算結果を図1に示す。計算結果によると、56<Z<80の元

素は、第三ピークの元素を生成するのに十分な中性子が存

在するという条件のもとでは、ほぼ環境に依存しない。し

かし、Th/Eu生成比は、環境に強く依存している。今回の

計算では、中性子捕獲経路から安定核へのベータ崩壊は、

ほとんど中性子が消費されてから起きている。したがって、

最終的な生成比は中性子捕獲経路よりもベータ崩壊（遅延

中性子放出）に強く依存している。これが理論計算におけ

るピーク間の組成比の普遍性の主な原因と考えられる。観

測されているr過程元素の組成比の普遍性はTh/Euの生成

比の普遍性を意味しない。この事実はTh/Eu年代計による

金属欠乏星の年齢推定に大きな不定性をもたらすことにな

る。一方、U/Th年代計は信頼性のある年代計と考えられ

る。私たちの計算では、観測結果を再現するのに十分な中

性子が存在するという条件のもとで、U/Th生成比は環境

にほとんど依存しない。残念ながら、現時点ではU/Th年

代計には、核物理のモデルに関する不定性が残っている。

また、金属欠乏星の観測におけるUの検出も困難である。r

過程元素合成について、より多くの実験、観測、そして理

論的研究が必要とされている。

参考文献

[1] Sneden, E. et al.: 2000, ApJ, 533, L139.

[2] Cayrel, R. et al.: 2001, Nature, 409, 691.

[3] Honda, S. et al.: 2004, ApJS, 152, 113.

[4] Otsuki, K. et al.: 2000, ApJ, 533, 424.

[5] Terasawa, M. et al.: 2002, ApJ, 578, 137.

[6] Otsuki, K., Mathews, G. J., and Kajino, T., 2003, New

Astronomy, 8, 767.

r過程元素組成比の普遍性とアクチノイド宇宙年代計
大槻かおり、Mathews G. J. 梶野敏貴

（ノートルダム大学） （国立天文台・理論天文学研究系）

図１. 環境による元素合成計算結果の違い．黒丸は観測されてい
るCS22892-052の元素組成[1]．
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我々は超新星SN 2003dh/GRB 030329に対する偏光分光

観測を2003年5月に行い、その超新星の特徴をIc型極超新星

SN1997efおよびSN1998bwのスペクトルとの比較により調

査した。[1]（極超新星は、幅が非常に広い吸収線を持つ超

新星の階級として暫定的に定義するものであり、放出物質

が非常に大きな速度を持ち、その全運動エネルギーもおそ

らく大きいと考えられる。）

2003年5月8、9日、すなわちガンマ線バースト（赤方偏

移0.1685）から静止座標系において34－35日後のSN2003dh

のスペクトルは、爆発から34－42日後のSN1997efのスペク

トルによく似ている。SN1998bwのスペクトルも（静止系

波長7300－8000Åにおいて）SN1997efほどではないが、や

はり33－43日後のSN2003dhのスペクトルに似ている。こ

れらは、この超新星がSN1997efと1998bwの中間的な特性

を持つこと、およびSN2003dhの爆発時刻がガンマ線バー

ストの8日前から2日後の間に限定されることを暗示する。

この観測はガンマ線バーストと極超新星がみかけの位置で

一致しただけでなく、その発生日時もほとんど同じである

ことを示したことにより、両者が物理的に関連した現象で

あることを強く示唆している。なお、SN2003dhが示すシ

リコンや酸素のP-Cygni線はSN1997efのものと類似してお

り、SN2003dhの放出物質の質量が、SN1997efのそれに匹

敵することを暗示している。なお、後にMazzaliらは、

SN2003dhにおける放出物質量は、8太陽質量程度であり、

2つの超新星に比べてやや少ないというスペクトルモデル

の結果を報告している。[2]

偏光はかろうじて検出されたが、その値はガンマ線バー

スト晩期の残光の偏光と矛盾が無く、殆どがホスト銀河に

おける星間偏光成分であると考えられる。ただ、データの

S/N比が悪いため、偏光特性について確定的な結論を引き

出すことは難しい。同類の明るい超新星に対する今後の偏

光分光観測が望まれる。

参考文献

[1] Kawabata, K. S. et al.: 2003, ApJ, 593, L19-L22.

[2] Mazzali, P. A. et al.: 2003, ApJ, 599, L95-L98.

すばる望遠鏡/FOCASによるIc型極超新星

SN 2003dh/GRB030329の偏光分光観測
川端弘治　　Jinsong Deng、Paolo Mazzali、野本憲一、前田啓一、冨永　望、梅田秀之、小林尚人

（広島大学） （東京大学）

Lifan Wang
（ローレンス・バークレー国立研究所）

家　正則、小杉城治、大山陽一、佐々木敏由紀、青木賢太郎、柏川伸成、高田唯史、

青木和光、小宮山裕、水本好彦、能丸淳一、小笠原隆亮、関口和寛、

白崎裕治、渡部潤一、山田　亨
（国立天文台）

Peter Hopflich、J. Craig Wheeler David J. Jeffery 河合誠之、坂本貴紀、浦田裕次
（テキサス大学） （ネバダ大学） （東京工業大学）

吉田篤正　　　　　玉川　徹、鳥居研一　　　　　　戸谷友則
（青山学院大学） （理化学研究所RIKEN） （京都大学）

 
 

 

    
      

                

図１. SN2003dh/GRB030329（黒），SN 1997ef（緑），およびSN
1998bw（赤）のスペクトルの比較．
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我々は、すばる望遠鏡と微光天体分光撮像装置FOCAS

を用い、2003年６月27 . 6日（世界時）にIa型超新星

SN2002icの可視分光観測を行った［1］。これは静止座標系

において爆発後約222日に対応する［2］。

図１に、観測されたスペクトルとその輝線・吸収線の同

定結果を、SN1997cy[3]とSN1999E[4]のスペクトルと共に

示している。強い水素の輝線は、超新星による膨張物質と

水素に富む星周物質との間に相互作用が存在することを示

している（より早期の観測は[2]を参照のこと）。SN2002ic

の晩期のスペクトルは SN1997cyやSN1999E のものと似て

いるが、これらは元々IIn型に分類されていた超新星である。

また、これら3つの超新星は同程度の絶対光度を有してい

る。このことは、3つの超新星が同様の現象で、且つ同様

の星周物質を持っていたことを示唆している。我々はこれ

らの超新星に対して新しい階級「IIa型」を提案する。

また我々は、放出物質と星周物質との相互作用シナリオ

に基づき、観測された輝線プロファイルや輝線強度比を解

析した。水素バルマー線や[O III]、He I、それに Fe II の

許容線群は、IIn型超新星 SN1987F[5]やセイファート１型

銀河のものに似ており、高密度の凝集塊構造を持つ星周物

質が示唆される。また、幅が非常に広くて強い [Ca II]/Ca

II や [O I]/O I の輝線は、放出物質の外層部がすべて減速

されている訳ではないことを示しており、放出物質が非球

対称状であることを暗示している。この非等方的シナリオ

は偏光分光観測の結果[6]と両立する.

参考文献

[1] Deng, J., et al.: 2004, ApJ, 605, L37-L40.

[2] Hamuy, M., et al.: 2003, Nature, 424, 651-654.

[3] Turatto, M., et al.: 2000, ApJ, 534, L57-61.

[4] Rigon, L., et al.: 2003, MNRAS, 304, 191-196.

[5] Filippenko, A. V.: 1989, AJ, 97, 726-734.

[6] Wang, L. et al.: 2004, ApJ, 604, L53-L56.

相互作用を示した Ia 型超新星 SN 2002ic の晩期分光観測: 水素

過多で非等方的分布を持つ星周物質の証拠
Deng, Jinsong 川端弘治　　　　大山陽一　　　　野本憲一　　　　家　正則
（東京大学） （広島大学） （国立天文台） （東京大学） （国立天文台）

MAZZALI, Paolo A. WANG, Lifan JEFFERY, David J.
（トリエステ天文台） （ローレンス・バークレー国立研究所） （ネバダ大学）

富田浩行、吉井　譲
（東京大学）
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図１. SN2002icの爆発後約222日のスペクトル（赤太線）を
SN1997cy（青細線）およびSN1999E（緑破線）のスペク
トルと比較したもの．
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おとめ座銀河団中心付近に位置するセイファート2型銀

河NGC4388の周りに広がる巨大な電離ガス領域（VEELR:

Very Extended Emission-Line Region）の、すばる望遠鏡

による深い分光観測の結果を報告する。

VEELRは、すばる主焦点カメラにより、NGC4388の北

東方向に延びる巨大なHa フィラメントとして偶然発見さ

れた。その広がりは銀河中心から35kpcに及び、電離ガス

の総質量は105－6M9と見積もられる。VEELRの形成シナリ

オとしては、（1）NGC4388とガスに富む矮小銀河との相互

作用の際に、潮汐力で矮小銀河からはぎとられた、あるい

は、（2）NGC4388とおとめ座銀河団のX線放射ガスとの衝突

の際にNGC4388からはぎとられた、という二つの可能性が

提案されたが、決着はついていなかった[1]。

我々は、NGC4388のVEELRのフィラメントの起源と形

成メカニズムを探るべく、すばる望遠鏡FOCASのマルチ

スリットモードを用いて分光観測した[2]。その結果、ほと

んどすべてのフィラメントが銀河に対して青方偏移した速

度を持っていることがわかった。VEELRの速度場全体は

複雑であり、低速（v～－100km/s）、高速（v～－300km/s）、

超高速（v～－500km/s）のフィラメントが混在している

（図1）。

VEELRフィラメントの輝線強度比は、べき的スペクト

ルを持つ紫外光による光電離のモデルでよく再現された。

また、フィラメントガスの金属量はほぼ太陽程度であるこ

ともわかった。これらから、VEELRの主な電離源は

NGC4388のセイファート中心核であり、ガス起源は銀河本

体にあることが示唆される。一部のフィラメントでは、光

電離よりも衝撃波電離が効いていると思われる証拠があ

り、示唆される衝撃波速度（200－300km/s）はフィラメン

ト速度と同程度であることがわかった。

こうした観測結果から、我々はVEELRガスの起源は

NGC4388のディスクガスであり、NGC4388がおとめ座銀河

団中心部に落ち込む際に、銀河団高温ガスと高速

（～2000km/s）で衝突した結果、その衝突圧力で銀河のデ

ィスクガスがはぎとられた（衝突はぎとり現象）ものであ

ると結論した。VEELRの速度場と形態は、いくつかの数

値シミュレーションの結果とも良い一致を示す。NGC4388

の場合は、衝突はぎとりで銀河からはぎとられたガスが、

セイファート中心核からの強力な紫外線にさらされて電離

されているものと考えられる（図２）。衝突圧力はまた、

NGC4388ディスクに活発な星形成をも促したと考えられ

る。この星形成によって銀河から吹き出したウィンドと

VEELRが相互作用しているとすれば、NGC4388の広がっ

た電波放射の特徴や淡く広がるHa フィラメントの形態な

どがうまく説明できることがわかった。

参考文献

[1] Yoshida, M. et al.: 2002, ApJ, 567, 118.

[2] Yoshida, M. et al.: 2004, AJ, 127, 90.

セイファート銀河NGC4388周りに広がる巨大電離ガスの分光観測
吉田道利、大山陽一、家　正則、青木賢太郎、柏川伸成、佐々木敏由紀、八木雅文、

古澤久則、小宮山裕、宮崎　聡、安田直樹
（国立天文台）

嶋作一大、岡村定矩、土居　守、仲田史明、大内正巳、関口真木
（東京大学）

浜部　勝　　　　　　　　　　木村仁彦
（日本女子大学） （京都大学）

図１. NGC4388のVEELRの速度場．Ha +[N II]イメージ[1]に重ね
てある．運動学的に分離されるフィラメントグループを太
い点線で示す．

図２. NGC4388の周りに広がる輝線放射領域の概念図．
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VERAで星形成領域W49N水メーザーのモニター観測を

行い、水メーザーのアウトバースト現象の検出に成功した

[1]。

VERAの2ビーム試験観測の一環として、我々は明るい

水メーザー源であるW49NとOH43.8－0.1ペアの観測を2003

年よりほぼ毎月のペースで行っている。この観測は2ビー

ムの位相補償性能とVERAの位置天文精度を評価すること

を主目的とし、すでに大気位相補償能力についてはその高

さを実証している[2]。一方、観測期間中に、特定のメーザ

ースポットが爆発的に増光する「アウトバースト現象」が

W49Nで発生し、この検出にも成功した。図1がW49N水メ

ーザースペクトルの進化で、VLSR=－30.7km/sの成分が通

年日281日から294日にかけて激しい増光を示している。ピ

ーク強度は7.9×104Jyで、これまでにW49Nで観測されたア

ウトバーストとして最も強いものの一つである。

また、このアウトバーストの最中にVERAアレイを用い

たイメージング観測も行われ、アウトバーストを起こして

いるスポットの特定に成功した。図2に示すのがW49Nの水

メーザースポットの分布の様子で、右側の拡大図中に矢印

で示してあるのがアウトバーストを起こしたスポットであ

る。興味深いことにこのスポットはアーク状をしたスポッ

トの並びの中に位置しており、形成中の星によって押し広

げられたショック領域中でこのようなバースト現象が発生

したと考えられる。

今後はこのアーク構造の運動を解析することでこの現象

の詳細なメカニズムにせまる一方、観測のもう一つの主目

的であるVERAの位置天文精度価も現在進められている。

参考文献

[1] Honma, et al.: 2004, PASJ, 56, in press.

[2] Honma, et al.: 2003, PASJ, 55, L57.

VERAによるW49N水メーザーアウトバーストの検出
本間希樹、武士俣健、藤井高宏、廣田朋也、堀合幸次、ホセ イシツカ、岩館健三郎

寺家孝明、亀谷　收、官谷幸利、川口則幸、小林秀行、久慈清助、真鍋盛二

宮地竹史、マリア リオハ、酒井　俐、佐藤克久、柴田克典、田村良明
（国立天文台・VERA観測所）

崔崙景、倉山智春、小山友明、須田浩志　　　　　笹尾哲夫
（東京大学理学系研究科） （亜洲大学）

今井　裕、猪俣則智、蒲原龍一、中川亜紀治、中島廣一郎、永吉里維子

面高俊宏、榊原誠一郎、清水理絵、空　佳澄、山下一芳
（鹿児島大学理学部）

図１. VERAで観測したW49N水メーザースペクトルの変化．数
字は2003年の通年日を表し，また，垂直な矢印は104Jyに
対応する．281日，294日近辺でVLSR=－30.7km/sの成分が
アウトバーストを起こしている．

図２. VERAで観測したW49Nのメーザースポット分布．観測日
は2003年の通年日294日．右側は中央付近の拡大図で，矢
印がアウトバーストしたスポットを示す．アウトバースト
を起こしたスポットはアーク状のスポットの並びに位置し
ている．
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ここ数年のしし座流星群において、数秒間の間に20－40

個もの流星が集中的に流れるアウトバースト現象が報告さ

れている[1][2]。これらの現象は、クラスター現象とも呼ば

れるが、クラスターを構成する流星体そのものは空間的に

は数百キロメートルの範囲に集中している。われわれは、

このような現象の原因を考察し、流星体が惑星間空間での

軌道運動の最中に分裂を起こしていること、それが比較的

最近であることを示した。クラスターに含まれる流星体の

空間分布から、その分裂の場所は地球に突入する直近の近

日点通過時である可能性が高い。もし、このような現象が

一般的に起きているとすれば、流星群の進化や彗星のダス

ト・トレイルにおける塵の進化に大きな影響を及ぼしかね

ない。実際、小さなサイズの流星体を増加させる要因にな

りうるであろう。また、過去の記録を振り返ると、ジャコ

ビニ流星雨にもクラスター現象と思われる記述があること

がわかった。このような現象は流星雨では一般的なのかも

知れない。

参考文献

[1] Watanabe, J., Tabe, I., Hasegawa, H., Hashimoto, T., 

Fuse. T., Yoshikawa, M., Abe, S., Suzuki, B.: 2003, Pub.

Astron. Soc. Japan, 55, L23－L26.

[2] Kinoshita, M., Maruyama, T., Sagayama, T.: 1999,

Geophys. Res. Lett., 26, 41－44.

しし座流星群のクラスター現象：流星体の軌道上での分裂の証拠
渡部潤一　　　　　　　　田部一志

（国立天文台・天文情報公開センター） （リブラ）

長谷川均　　　　　　　　橋本岳真
（アステック） （日本流星研究会）

布施哲治　　　　　　　　吉川　真、阿部新助
（国立天文台・ハワイ観測所） （宇宙科学研究所）

鈴木文二
（三郷工業技術高校）

図１. 2001年に大出現したしし座流星群（津村光則氏撮影）
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大光度赤外線銀河では活発な星形成活動が行われている
が、一般的に星形成領域がどのように分布しているのかは
必ずしも明らかになっていない。これを調べるためにHa

輝線での撮像サーベイを行い、赤外線や電波での観測デー
タも併用し、星形成領域がどのように分布しているのか、
分布の仕方が他の性質とどのような関係になっているのか
を調べた[1]。

観測は岡山天体物理観測所188cm望遠鏡に京都三次元分
光器第１号機を取り付け、ファブリペローモードでR～250
の狭帯域撮像観測を行った。

図1にHa 、連続光イメージの例を示す。Ha 輝線の分布
を調べるために、これらのイメージを用いて図2のような
ダイアグラムを各天体に対して作成した。その結果、図2
の4天体に代表されるような4つのタイプに分かれることが
わかった。この分類を元に、電波や赤外線で観測されてい
る天体についてはそれらの情報も用いて調べた結果、タイ
プ毎に星形成の性質が大きく異なっており（例えば図3）、
それぞれ以下のような活動を行っていることが明らかにな
った。
1．中心100pc程度のコンパクトな領域でのみ星形成を行

っており、強いダスト吸収を受けている。星形成効率
やダスト温度が高い。

2．タイプ1同様に高い星形成効率やダスト温度を示すが、
中心部の星形成領域は数百pcから1kpcの広がりを持ち、
全体への寄与は小さいものの外側の領域でも星形成活
動が行われている。

3．中心部の星形成領域は1kpc以上の広がりを持ち、ま
た10kpc程度の広がった領域からの寄与も大きい。星形
成効率やダスト温度はタイプ1、2に比べて小さい。

4．外側の領域での星形成活動が支配的で、星形成効率や
ダスト温度はサンプルの中で最も小さい。

このように、星形成領域の分布の仕方が赤外SED や星形
成効率といった、これまで星形成活動の性質を調べるのに
用いられてきた観測量に大きく影響していることが明らか
になった。また、これらのタイプは形態的な特徴とも相関
があることから、衝突銀河での星形成は外側の領域から中
心部のコンパクトな領域へと活動場所が推移していってい
るという示唆が得られた。タイプ4のように、銀河中心で
はなく外側の領域での活動が支配的な天体が数多く見られ
たのも、この研究の重要な結果である。

参考文献
[1] Hattori et al.: 2004, AJ, 127, 736.

大光度赤外線銀河内の星形成領域分布
服部　尭、吉田道利　　　　　　大谷　浩　　　　　　菅井　肇

（国立天文台・岡山天体物理観測所） （龍谷大学） （京都大学・理学部）

石垣　剛　　　　　　佐々木実　　　　　　林　忠史
（北海道大学・工学部） （下関市立大） （富山市天文台）

尾崎忍夫　　　　　　石井元巳　　　　　　河合篤史
（西はりま天文台） （倉敷科学センター） （京都大学・理学部）

図１. サンプル22天体中，4天体のHa，連続光イメージ．白線の
長さは5kpcに対応している．

図２. 横軸をHa，縦軸を連続光の表面輝度（cgs単位,対数スケー
ル）として銀河内の各点における値をプロットしたもの．
左に行く程連続光が明るく銀河中心に近づき，上に行く程
Ha が明るい．上部パネルの棒グラフは，連続光の表面輝
度毎にHa フラックスを積分し，それを縦軸リニアスケール
で示したもの．

図３. 25，60，100μm のフラックス比．タイプによって全く違
う値を示している．このように、星形成領域の分布の仕方
が遠う値を示している．
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すばる望遠鏡用コロナグラフと補償光学を用いた前主系

列星HD150193Aの撮像観測について報告する[1]。

太陽質量程度のTタウリ型星、および2－3倍の太陽質量

を持つ前主系列星（Herbig Ae 型星）には、円盤構造が付

随する。若い星を取り巻く円盤は惑星系形成の現場となる

可能性が高いことから、円盤の空間構造を調べる観測は、

星形成過程のみならず、その副産物としての惑星系形成過

程を理解する上でも重要となる。しかしながら、暗く小さ

い円盤構造の空間分解には高い解像度とコントラストが必

要となり観測が難しいため、分解に成功した例は未だ数え

るほどである。そこで我々は、このような円盤観測を可能

にする近赤外線コロナグラフカメラCIAOと補償光学の組

み合わせを用いて、前主系列星の撮像観測をすすめている。

HD150193Aは太陽の約2倍の質量を持ったHerbig Ae型

星である。年齢はおおよそ6百万年と見積もられており、

前主系列星の中でも進化が進んだ天体である。距離が

150pcと近いことから撮像観測に適する。さらに、過去の

ミリ波観測で太陽の0.01倍の質量を持つ円盤の存在が示唆

されていること[2]、2μm のスペックル観測でわずかに分

解していること[3]などから、円盤を空間分解できる可能性

が高いと判断し、観測対象とした。加えて、この天体には

質量のより小さい伴星HD150193Bが付随しており、連星系

における円盤構造の性質を調べることができる。

撮像観測は2002年7月、Hバンド（中心波長1.65μm）で

行った。補償光学を使用し、解像度0.″1を得た。直径0.″5の

オカルティングマスクで明るい主星を隠して撮像してい

る。また、円盤のような暗い構造を検出するには、明るい

中心星のハローを取り除く必要があるため、星周構造の存

在しない星をHD150193と同様に観測し、この参照星の像

をHD150193A、Bそれぞれから引き算するという解析方法

をとっている。

解析の結果、HD150193主星の周囲に、マスクの外縁

（半径約50AU）から半径約190AUまで拡がる構造を検出し

た。構造の明るさや大きさは他の空間分解に成功している

Herbig Ae型星の円盤と同程度であった。一方、伴星の周

囲には明らかな構造は検出されなかった。このことは、主

星の円盤の方が伴星の円盤に比べて質量が大きい、また、

離角の大きい連星系ならば主星の円盤の質量や大きさは単

独星の円盤と同程度であるという描像[4]に合う。このよう

な典型的な連星系を今後詳細に調べることにより、連星系

における円盤進化や惑星系形成の理解が進むであろうと期

待される。

参考文献

[1] Fukagawa, M. et al.: 2003, ApJ, 590, L49.

[2] Mannings, V., and Sargent, A. I.: 1997, ApJ, 490, 792.

[3] Koresko, C. D.: 2002, AJ, 124, 1082.

[4] Jensen, E. L. N. et al.: 2003, ApJ, 584, 875.

Herbig Ae型星HD150193Aの近赤外コロナグラフ撮像観測
深川美里　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村元秀

（東京大学/国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系） （国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系）

林左絵子　　　　　　　伊藤洋一、大朝由美子
（国立天文台・ハワイ観測所） （神戸大学）

図２. HD150193Aの円盤の明るさが円盤半径とともにどう変化
するかを表している（黒丸）．円盤が円形であるとの仮定
の元で，長軸の方位角358°，楕円率0.79の楕円経路上で明
るさの平均化を行っている．円盤の明るさは半径の－4.6乗

（破線）で変化している．白丸は，伴星HD150193Bを中心
に主星の影響がない領域のデータをプロットしたもの．

図１. HD150193Aに付随する円盤．H バンドでの観測は円盤中
の塵による散乱光をとらえている．観測に使用したマスク
は直径0.″5だが，図では測光エラーの大きい直径0.″8の領域
を黒丸で表示してある．主星から1.″1離れた場所に伴星が
存在する（グレーの丸で表示）．等高線は64－6.4 mJy arc
sec－2の範囲を0.5等間隔で描いてある．破線はスパイダー
の方向を示す．
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3次元MHD多重格子法シミュレーションを用いて、回転

している磁気星間分子雲の収縮と分裂についての研究を行

った[1]。

分子雲の進化の過程を調べるために、初期に円柱状のガ

ス雲を仮定して、円柱軸と平行に回転軸と磁場をおき、軸

対称と非軸対称の揺らぎを加えてその後の進化を調べた。

多重格子法を用いることによって、分子雲の進化を密度で

15桁（102～1017cm－3）、スケールで5桁（106～10AU）異な

る構造まで追うことが出来た。分子雲の分裂条件を求める

ために、磁場と回転の強さと非軸対称揺らぎの大きさをパ

ラメータとして51の異なるモデルについてシミュレーショ

ンを行った。この計算は国立天文台天文学データ解析計算

センターのベクトル型スーパーコンピュータVPP5000を用

いて実行した。

計算の結果、分子雲の進化は初期の磁場と回転の大きさ

の違いにより（1）コア（2）バー分裂（3）リング分裂の3種類に

分かれることがわかった。図1は典型的バー分裂（左）と

リング分裂（右）のモデルの最終状態を示している。等温

収縮期に細長いバーを形成した場合、断熱降着期にその内

部で分裂が起こる（図1左上）。バー分裂の場合、分裂片の

持つ軌道角運動量は小さいためにお互いに合体しやすい

が、逆に自転角運動量が大きいために分裂片から強いアウ

トフローが駆動されやすいという傾向がある（左下）。他

方、等温収縮期に非軸対称性がほとんど成長せずにほぼ軸

対称な円盤であったモデルは、断熱降着期にリングに変形

し分裂する（図1右上）。リングから生じた分裂片は、大き

な軌道角運動量と小さな自転角運動量を持つ。そのため分

裂片からのアウトフローは弱いが（図1右下）、合体せずに

連星になりやすいという傾向がある。

図2は全てのモデルに対するファーストコア形成時の軸

比（横軸：z=0平面でのバーの度合い）、扁平率（縦軸：デ

ィスクの度合い）と分裂時または最終状態のファーストコ

アの形状（シンボル）を示している。図2の４本の実線

（点線）は、典型的なガス雲の等温収縮期（断熱降着期）

の中心部の形状の進化を表している。これらの線から (i)初

期の磁場や回転が強い程、円盤の成長が早いこと (ii)非軸対

称性は十分薄い円盤が出来てから成長すること、が分かる。

また、図2のシンボルの分布から、等温収縮期に薄い円盤

（動径方向に対する垂直方向の比が4以上）を形成したモデ

ルのみが分裂することが分かる。中を塗ったモデルは、分

裂後に合体したものを表している。合体したモデルでは、

中心部に小さなコアを作り最終的に単独星に進化する。以

上から連星形成条件は、等温収縮期に (i)薄い円盤（扁平率

が4以上）を作り (ii)非軸対称性がほとんど成長していない

（軸比が1以下）または、非軸対称性が大きく成長している

（軸比が10以上）必要があることが分かった。

参考文献

[1] Machida, M. N., Tomisaka, K., & Matsumoto, T.: 2004,

MNRAS, 348, L1.

３次元シミュレーションによる磁気星間分子雲の収縮と分裂
町田正博　　　　　　松本倫明　　　　　　富阪幸治
（千葉大） （法政大） （国立天文台・理論天文学研究系）

L=13
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L=12

Bar fragmentation Ring fragmentation

L=14

t = 1.0521e+7 (yr) t = 1.1519e+7 (yr)

図１. バー分裂（左）とリング分裂（右）．密度（色とコントア）
と速度ベクトル（矢印）がz=0平面（上図）とy=0平面

（下図）に対して表示されている．図中の太線はファース
トコア（上図）とアウトフロー領域（下図）を表している．
左の図は12，13，14段目のグリッドを，右の図は11，12段目
のグリッドを表示している．

図２. ファーストコア形成時のそれぞれのモデルについての中心
部の扁平率と軸比を表示している．分裂は水平な破線の上

（扁平率が4以上）でのみ起こる．楕円形で囲まれた領域
は，分裂後に合体せず連星系になるモデルを表している．
4本の実線（点線）は，典型的なガス雲の等温収縮（断熱
段階）での進化トラックを表している．シンボルは分裂の
パターンを表し，中が色で塗られたシンボルは分裂後に合
体したモデルを意味する．
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近赤外3バンドと可視光2バンドでプレアデス星団の褐色
矮星探査を行い、L型3個を含む4個の新たな褐色矮星候補
天体を同定したことを報告する[1]。

若くて近距離にあり褐色矮星探査に最も適しているプレ
アデス星団では、可視光サーベイにより今までに約20個の
M型褐色矮星が見つかっているが、L型は1個（Roque25;
[2]）のみである。L型褐色矮星は低温のため可視光のみで
は検出が難しい。そこで私たちは、近赤外3バンドと可視
光2バンドでプレアデス星団の観測を行った。観測領域は
これまで観測例のない星団中心部の星間吸収の多い領域14́
×23́ である。近赤外線（JHKs）の観測はハワイ大学2.2m望
遠鏡と近赤外線3色カメラSIRIUSで、可視光（i’Z）の観測は
Isaac Newton 2.5m望遠鏡とWide Field Cameraで行った。

図1の2色図では、ほとんどの天体が赤化を受けた主系列
星の位置（赤化バンド）に分布するが、赤化バンドより上
側に広がった天体が多数、右側にも点源が少数存在する。
上側の天体は赤化に加えてKコレクション（細い点線）も
受けた銀河だと考えられる。褐色矮星の等時曲線は赤化バ
ンドの右側に来るので、この領域にある12個の天体（c01
～12）が候補となる。このうち色等級図（図2）でも等時
曲線上に来るものは4個（PL－1～4）で、これらを褐色矮

星候補天体として同定した。中でもPL－4は0.028M9 付近
にあり、赤化量の不確定性はあるが既知のプレアデスの褐
色矮星候補の中で最も軽い可能性が高い。

図3のSEDから、PL－1は中～晩期M型、PL－2と3は晩
期M型か早期L型、PL－4はL型の褐色矮星と推測できる。
近赤外線と可視光の組み合わせはL型褐色矮星の探査に効
果的であることが示された。

参考文献

[1] Nagashima et al.: 2003, MNRAS, 343, 1263.
[2] Martin et al.: 1998, ApJ, 507, L41.

可視-近赤外５色によるプレアデス星団の褐色矮星探査
長嶋千恵、中島　康、田村元秀、中島　紀、中屋秀彦　　　　永山貴宏、長田哲也、佐藤修二

（国立天文台） （名古屋大学）

杉谷光司　　　　P.D.Dobbie S.T.Hodgkin A.J.Pickles
（名古屋市立大学） （レスター大学） （ケンブリッジ大学） （ハワイ大学）

図１. 検出した全天体のi’－J，J－K２色図．小さな点は点源，
白丸は広がった天体．太い実線と点線は主系列と巨星枝．
細い破線はNextGenモデル（L型には不適）の125Myr，一
点鎖線はDustyモデル（M型早期には不適）の120Myrの等
時曲線．脇の数字は対応する質量（単位はM9）．

図２. 候補天体のJ，i’－K色等級図．黒丸が候補天体，点線の矢
印は各候補天体までの最大赤化量．他は図1と同じ．

図３. 褐色矮星候補天体のSED．実線は赤化補正なし，破線は最
大赤化量で赤化補正したときのSED．点線はフィールドの
褐色矮星から作ったSEDテンプレート．
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階層的構造形成モデルに基づくDLAの起源・進化に関す
る考察結果を報告する[1]。

Damped Lyman-alpha Absorption System（DLA）は、
中性水素ガスが多く存在すること（NHI >2×1020cm－2）か
ら、原始銀河との関連性が強い代表的なクエーサー吸収線
系として知られている。近年の高分散観測によって、ダス
トの吸着の小さい金属量が観測できるようになった結果、
DLAと典型的な銀河との相関性が、統計的かつ多角的に考
察できる段階に至っている。例えば、DLAの金属量は、典
型的に～Z9 /10で、赤方遷移1< z <4にわたって、緩やかな
進化がみられ、その中性水素柱密度に対して特徴的な分布
則に従うことが知られている。

ここでは、銀河内の冷たいガスからなるDLAに対して、
その起源となるダークハローの合体過程およびそれぞれの
ハロー内の銀河内ガスでの星形成過程などを考慮に入れた
準解析的モデルを構築し、その力学的、化学的進化を考察
した。その結果、近傍銀河の様々な観測量（光度関数、冷
たいガス量など）[2]と同時に、DLAの金属量や中性水素柱
密度分布を説明できるモデルを構築することに成功した。
従来、DLAは我々の銀河系のような銀河が起源であると考
えられてきたが、我々の結果を踏まえると、DLAとして観
測される母体銀河（DLA銀河）は矮小銀河であるというこ
とが示唆される。現在におけるDLA銀河の特徴的な観測量
は、例えば、Bバンドでの絶対等級が－17[mag]、中性水素
ガス質量が109M9、ビリアル速度が90[km/s]である。本研
究では、これらの諸観測量の進化や他の理論的研究（数値
シュミレーションや準解析的モデル）などとの比較を行い、
本研究の特徴的な点に関する議論も併せて行っている。

現在、この結果を踏まえ、以下の点に関する研究を進め
ている。

（1）近傍のDLA銀河の起源。近年、HSTなどにより、
DLA銀河（赤方偏移 z <１）の描像が多角的に調べられて
いる。これらの観測結果との比較をすることにより、DLA
銀河の起源を詳細に検討した。この結果、DLA銀河は低表
面輝度をもつ矮小銀河であることが判明した（表面輝度
22－27 mag arcsec－2、円盤のサイズ～３kpc、星形成率～
10－2M9/yr）[3]。

（2）近傍のDLA銀河の電波観測の可能性。可視域での
観測の他に、現在、電波による観測も進められ、その電波
源の特性や水素分子量などが盛んに測定され始めている。
我々のモデルでも、これら特性が説明することができるこ
とから[3]、DLAの電波観測の可能性に関する提案を検討し
ている。

（3）遠方のDLA銀河の探査。様々な特徴から、高赤方
偏移（z >３）のDLA銀河はライマンブレイク銀河である
ことが示唆されつつある[4]。この観点から、2004 年秋に
ESO 観測グループと共同し、高赤方偏移（z >３）のDLA
銀河探査を行い、その起源やライマンブレイク銀河との関

係に関する考察を行う予定である。

参考文献

[1] Okoshi et al.: 2004, ApJ, 603, 12.
[2] Nagashima et al.: 2001, ApJ, 557, 505.
[3] Okoshi & Nagashima: 2004, submitted to ApJ.

[4] Mzller et al.: 2002, ApJ, 574, 51.

階層的構造形成モデルに基づくDLAの起源と進化
大越克也　　　　　長島雅裕　　　　　　　　　　郷田直輝　　　　　　　　　吉岡　諭

（国立天文台） （Durham大） （国立天文台・天文学データ解析計算センター） （東京商船大）

図１. DLAの金属度の進化．実線が最適なモデルの金属度進化

図２. DLAの中性水素柱密度分布．実線が最適なモデルの分布

本文基本  05.3.22 4:49 PM  ページ 24



25

この研究は相対論的摂動論の一般論に関する研究であ

り、今後の発展が期待されるものである。ここではその一

部[1]を紹介する。

一般相対論は一般共変性に基づいた理論である。一般共

変性とは、直観的には「座標系は自然界には存在せず、自

然法則は座標系とは無関係である。そのため、奇妙な座標

系を用意すれば、自然現象はそれなりに奇妙に見える。」

というものである。数学的にはこの一般共変性は時間と空

間を時空多様体として捉えることで自然に反映される。

ところで、一般相対論のアインシュタイン方程式は複雑

な非線型方程式であるが、ブラックホールや膨張宇宙を表

す多くの厳密解が知られている[2]。しかし、それらはとき

として、自然現象を現すには理想的すぎる場合が多い。こ

のような場合、自然現象を表すには摂動論が有効で、物理

学では摂動論は当然のように使われる。相対論的摂動論を

考慮する際は、上記の一般共変性のため、“ゲージの自由

度”と呼ばれる見掛けの自由度が現れる。この自由度を如

何に排除して物理的な情報を引き出すかが相対論的摂動論

では重要となる。

線形摂動論では、この“ゲージの自由度”は微小座標変

換の自由度として理解され、線形摂動で閉じた議論をして

いる限りこの理解で間違いない。しかし、この理解は2次

以上まで摂動論を拡張するには不十分で、その説明には摂

動論で我々が何をしているのかを振り返る必要がある。摂

動論を考える際、我々は無摂動状態として“背景時空”と

呼ばれる理想化された時空多様体を用意し、そのまわりの

摂動を用いて実際の時空である“物理時空”を表現する手

法をとる。さらに、物理量 Q の摂動を考える際、

Q（“p”）= Q0（p）+δQ（p） （1）

という式で物理時空上の物理量 Q とその背景時空上での値

Q0 とを背景時空上での量 δQ を使って関係付ける。この

δQ を物理量 Q の Q0 からの摂動という。

さて、この（1）式を書いた時点で、物理時空上の点と

背景時空上の点を、我々は暗黙のうちに同一視している。

（1）式の左辺の Q（“p”）の中の点“p”は物理時空上の点で

あり、右辺の Q0（p）およびδQ（p）の中の点 p は背景時空

上の点である。これら２点“p”と p は、もともと異なる

多様体上の異なる点である。しかし、（1）式の等号を場に

対する等号とみなすところで、「“p”と p は、同一の点で

ある」ことを暗黙のうちに要請している[3]。物理時空と背

景時空の両方に、共通で物理的に特別な座標系が存在すれ

ば、それを使ってこの点の同一視は自明にできる。しかし、

一般共変性は「そのような特別な座標系は存在しない」と

いうものであり、この点の同一視は一意的でなく自由度が

ある。この自由度が相対論的摂動論での“ゲージの自由度”

である。この自由度はそもそも我々が勝手に用意した背景

時空と物理時空との間の関係を決める自由度である。この

ため、観測・実験で現れる物理量はこの自由度とは無関係

なはずである。このゲージの自由度に無関係な量は“ゲー

ジ不変量”と呼ばれ、線形摂動論では実際に観測量と結び

付いているものもある。

本研究では、二つの微小変数がある場合の相対論的非線

型摂動論でのゲージ不変量を定義する系統的な手順を提案

している。さらに重力場の摂動量のうち、ゲージ変換で変

化する部分を使うことで、任意の物理量の高次摂動量に対

するゲージ不変量が定義できることも示した。この研究の

特徴は、二つの微小変数の物理的意味を全く限定していな

い点にある。これは、一般共変性を持ついかなる理論にも

適用可能であるということを意味し、その応用は多岐にわ

たる。その一例は既に論文として公表してある[4]。

参考文献

[1] Nakamura, K.: 2003, Prog. Theor. Phys., 110, 723.

[2] Kramer, D., Stephani, H., MacCallum, M. A. H., and

Herlt, E.: Exact Solutions of Einstein's Field Equations

(Cambridge: Cambridge University Press, 1980).

[3] Stewart, J. M., Walker, M.: 1974, Proc. R. Soc. London

A, 341, 49.

[4] Nakamura, K.: 2003 Prog. Theor. Phys., 110, 201.

相対論的非線形ゲージ不変摂動論へ向けて
中村康二

（総合研究大学院大学/国立天文台）

図１.“物理時空”Lfを“背景時空” 0L の上の摂動としてあら
わす．ここで f は摂動の微小変数である．この二つの時空
多様体の点の対応の任意性の自由度が“ゲージの自由度”
である．
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局所銀河群に属する矮小不規則型銀河 NGC6822 は我々

の銀河系から 500kpc という近距離にあり、孤立した環境

下にある矮小不規則型銀河として良く調べられている。こ

の銀河は、多くの矮小不規則型銀河と同様に、可視光で見

た銀河本体よりも大きく広がった中性水素ガスに繭のよう

にくるまれており、このガス雲は複雑な形状をしているこ

とが知られている[1]（図1参照）。しかしながら、このガス

雲の中での星生成活動については今まで良く調べられてい

なかった。そこで我々は、すばる望遠鏡主焦点カメラ

Suprime-Cam を用いて、このガス雲全体をカバーするよ

うな NGC6822 の広領域深撮像観測を行った[2]。

Suprime-Cam の観測の結果、限界等級が今までの観測

に比べて圧倒的に深くなるとともに、個々の星が分解され

て観測でき、各々の星種族がどのような空間構造を持って

分布しているかを広い領域にわたって調べることができる

ようになった。その結果、年齢が古い星は銀河中心から半

径15分に渡るほぼ円形状に分布しており、図1に見られる

ような可視光で見た銀河の骨格を成していることが分かっ

た。一方、年齢の若い青い主系列星の分布を見てみると、

中性水素ガスをトレースするように分布しており、ガス雲

内にも若い星が多数生まれていたことが明らかになった

（図2）。図2中の SR-1, 2 の領域の色等級図から、これらの

星の年齢は ～180Myr と見積られ、銀河中心部で観測され

た最新の星生成活動の時期と合致することが明らかになっ

た。

これらの青い星は、密度の高いところでも1平方秒辺り

27等級という低い表面輝度であり、今までの観測装置では

観測が難しく、広い領域を深く観測できる Suprime-Cam

によって初めて観測可能となったものである。今後はこの

ような Suprime-Cam の特長を生かして、いくつかの近傍

矮小不規則型銀河の観測を行い、広がった中性水素ガス雲

内での星形成活動は普遍的に起こっているものなのか、こ

れらの星生成活動が矮小不規則型銀河の進化に与える影

響、矮小不規則型銀河をとりまく中性水素ガス雲の起源に

ついて研究を進めて行きたいと考えている。

参考文献
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NGC 6822 周辺に広がる中性水素ガス雲内の星生成活動の発見
小宮山裕、八木雅文、古澤久徳、宮崎　聡、岡田則夫、安田直樹、有本信雄、生田ちさと

（国立天文台）

岡村定矩、土居　守、大内正巳、関口真木、嶋作一大
（東京大学）

浜部　勝　　　　　木村仁彦　　　　　　仲田史明
（日本女子大） （京都大学） （ダーラム大学）

図１. Digitized Sky Survey（可視光）の画像に de Blok &
Walter（2000）による中性水素ガスの密度分布等高線を重
ねたもの．中性水素ガスは可視光で見た銀河本体より大き
く広がって分布しており，arm, hole, cloud などに代表さ
れるような複雑な形状を持つ．Suprime-Cam による観測
領域を赤線で示した．

図２. 青い星（ < . , . < < .B R M0 5 3 5 0 5C B- - ．主にB～A型主系
列星）の空間分布．図の領域は図1と同じ領域．銀河中心
部は星の個数密度が非常に高く正確な測光が困難なため，
今回の解析からは除いてある（そのため図中心部が空白に
なっている）．中性水素ガスの分布をトレースするように
青い星が分布していることが分かる．
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太陽コロナは磁力線を表すコロナループで覆われてい

る。ようこう、SOHO、TRACEといった人工衛星によるX

線、極紫外線観測によって、コロナループ一本一本が異な

る温度を持っていることが明らかになって来た。ようこう

軟X線望遠鏡（SXT）では200万度以上にもなる高温なルー

プが観測され、TRACEでは100万度程度の低温なループが

観測される。本研究は、異なる温度のプラズマを作る要因

が何なのか、光球磁場との関係から明らかにしようという

ものである。

コロナと光球磁場の関係を探る際、コロナループを取り

出し、その足下の磁場を調べることが本質的である。しか

し、ようこうSXTで観測される200万度以上の高温なルー

プは足下へ行くにつれて暗くなり、足下の位置を同定する

ことが困難であった。本研究では、TRACEで観測され、

高温ループの足下に存在することが知られている「moss

（苔）」構造を用いる。光球磁場ベクトルの詳細かつ精密な

測定のために、アメリカ国立太陽観測所のAdvanced

Stokes Polarimeter（ASP）を用いる。コロナ加熱は磁気

フラックス（あるいは磁束量）のみでは説明出来ないこと

が明らかであり、ASPによる精密な光球磁場診断は極めて

有用であると期待される。

TRACEで観測されたmoss領域（つまり、高温ループの

足下）と低温ループの足下領域の間で、ASPで得られる光

球磁場の性質を比較した。2種類の領域ではいずれも、磁

場強度は1－1.5キロガウス程度、磁場ベクトルの方向は光

球面に対してほとんど垂直であった。moss領域と低温ルー

プの足下で大きな差が観測されたのは磁気filling factorで

ある。磁気filling factorとは空間分解能要素の中で磁気大

気の占める割合を表す。moss領域、つまり高温ループの足

下では磁気filling factorが小さく、低温ループの足下では

磁気filling factorが大きいことを明らかにした。低温ルー

プの足下は黒点やpore（小黒点）の上に存在し、そのよう

な太陽表面上の暗い場所は磁気大気で占められている。

光球においては磁場は一様に広がって分布しているので

はなく、強くて細い磁気要素の集合として存在している。

磁場強度や傾きは同じで、磁気filling factorが異なるとい

うことは、高温・低温ループの足下で磁気要素の性質は同

じであるが、磁気要素の数密度が異なるということを意味

している。高温ループの足下では磁気要素の密度が小さく、

磁気要素が比較的自由に運動することが可能であると推測

される。この光球での運動がコロナ中の磁力線を大きくね

じ曲げ、光球からコロナへと効率よく加熱エネルギーが供

給されていると考えられる。一方、低温ループの足下では

磁気要素が密に詰まって存在しており、磁気要素の運動が

強く抑えられ、加熱エネルギーの供給が小さくなっている

と考えられる。

参考文献

[1] Katsukawa, Y., Tsuneta, S.: 2004, ApJ, submitted.

高温・低温コロナループと光球磁場の関係
勝川行雄　　　　　　　　　　　常田佐久

（東京大学/国立天文台） （国立天文台・太陽物理学研究系）

図１. (a) TRACEで観測された低温コロナ，(b) ようこうSXTで
観測された高温コロナ．

図２. (a) 高温ループ足下，(b) 低温ループ足下における磁気filling
factorのヒストグラム．
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惑星や衛星の重力データは、それらを周回する人工衛星
の出す電波のドップラ観測から得られる。しかし月に関し
ては、地球に対して常に同じ面を向けているため、現在、
月重力観測は表側でしか行われていない。1998年に打ち上
げられた月探査衛星 Lunar Prospector（LP）は、高度を
平均30kmにまで下げ、詳細な重力観測を行ったが、それ
を球関数展開した重力場モデル（例えば LP165P [1]）は 、
裏側の重力データの欠損が足枷となり、高解像度を達成で
きない状況にあった。

そこで我々は、LP 低高度ミッションにおける視線加速
度（LOS）データから直接、月表面での質量分布を求め、
それを重力異常に換算するという、従来の球関数を用いた
手法とは全く別の新しい方法で、月表側のフリーエア重力
異常図（図１a）を作成した [2]。また、月探査衛星
Clementine で取得された地形データを用いて LP 視線加速
度データに地形補正を施し、同様の解析方法でブーゲー重
力異常図（図１b）を作成した。これらの解像度は24kmで
あり、従来の重力異常図に比べて大幅に向上した。

次に我々は、これらの重力異常図から、月表層の性質に
ついて調べた。クレーターの補償状態は、クレーターの直
径と、そのクレーターが形成した当時のリソスフェア厚

（表層の岩石圏の厚さ）に依存する。そこで、地下構造を
反映するブーゲー重力異常図を用いてクレーターの補償状
態を調べることにより、それらが形成した当時のリソスフ
ェア厚を見積もることができる。

ここでは、クレーターの補償状態を、ブーゲー重力異常
から求めた質量欠損というかたちで評価した。直径50～
300km程度の中規模クレーターの質量欠損はほぼゼロを示
した（図２a）。これは、比較的小さいクレーターでは補償
が成立せず、リソスフェアの強さだけで支えられているこ
とを示している。また、円形の盆地（雨の海や晴の海など）
に付随した質量集中（マスコン、直径300～1200km程度）
における質量欠損を、表面地形に対するマントル上昇モデ
ル計算と比較した結果、マスコンが形成した当時（約40億
年前）のリソスフェア厚が20～60kmであったことが分か
った（図２b）。リソスフェア厚は、その天体の温度に大き
く依存するため、本研究で得られた結果は、月の熱史に対
する重要な制約条件となる。

参考文献
[1] Konopliv, A. S. et al.: 2001, Icarus, 150, 1-18.
[2] Sugano, T. and. Heki, K.: 2002, Earth, Planets and

Space, 56, 81-86.
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高解像度月重力異常図の作成
菅野貴之*、日置幸介†

（総合研究大学院大学/国立天文台）

図１. LP視線方向加速度データから求めた（a）フリーエア重力
異常図と（b）ブーゲー重力異常図．解像度は月表面で
24km．ブーゲー重力異常は，表面地形の影響を取り除い
ているため，地下構造を如実に反映している．

図２.（a）中規模クレーター，および（b）マスコンにおける質
量欠損．曲線は表面地形に対するマントル上昇モデルから
求めた質量欠損．マスコン形成時（約40億年前）のリソス
フェア厚（Te）は20～60kmであることが分かった．
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レーザーガイド星用に射出されたレーザービームと他の
望遠鏡の視野が交差したとき、その望遠鏡で実施されてい
た観測に対するインパクトを評価したので報告する[1]。

2001年12月24日（ハワイ時間）、Keck II 望遠鏡からほぼ
天頂方向の恒星SAO99809の70秒角北に射出された波長
589nm（ナトリウムD2線）のレーザーガイド星用レーザー
ビームの散乱光をすばる望遠鏡補償光学系[2]の波面センサ
ーで測定した。射出されたレーザー出力は17W、ビーム径
は48cmであった。すばる望遠鏡の仰角が45度のときに1回、
60度のときに2回、レーザービーム散乱光を測定した結果、
Rバンド等級に換算して約19.5等級/平方秒であることがわ
かった（図1）。

大気の分子散乱（レイリー散乱）モデルと測定日翌日の
早朝にマウナロア山頂で測定されたAERONETによるエー
ロゾルによるミー散乱光データ[3]とすばる望遠鏡のダスト
カウンタ測定結果を用いてレーザビーム散乱光のモデルを
作成し、散乱光強度を計算した結果、2倍の範囲内で測定
値と一致した。測定時のマウナケア山頂におけるエーロゾ
ル個数密度は小さく安定していたため、散乱光の90%は大
気分子の散乱の寄与であることがわかった。我々の測定し
た数百メートル程度の高度での散乱光の影響は満月から45

度離れたところの空の明るさ[4]と同等であることがわかっ
た。観測モードによって事情は異なるが、様々な観測に対
して影響は小さいことが予想される。

また作成した散乱光強度計算モデルを用いて、他の望遠
鏡レーザービームの散乱光を見積もった（図2）。測定条件
は我々の一回目の測定条件を当てはめている。横軸は散乱
光が生じる高度である。我々の測定した数百メートル付近
の散乱光はすべての望遠鏡に対して19.5等級/平方秒であ
る。散乱高度が8km付近で最大値をとることがわかる。す
ばる望遠鏡では17.5等級/平方秒、小さな口径のUH0.6mで
は16.0等級/平方秒より明るくなる。また、近い望遠鏡ほど
散乱光は明るくなることがわかる。Keck I では17等級/平
方秒より明るいのに対し、Gemini 望遠鏡では18.5等級/平
方秒と暗い。

参考文献

[1] Hayano et al.: 2003, PASP, 115, 1419.
[2] Takami et al.: 2004, PASJ, 56, 225.
[3] Holben et al.: 2001, J. Geophys. Res., 106, 12067.
[4] Krisciunas & Schaefer: 1991, PASP, 103, 1033.

レーザーガイド星補償光学系用レーザービームの散乱光が観測装置

に与えるインパクトの観測的評価
早野　裕、GAESSLER Wolfgang 、高遠徳尚、高見英樹

（国立天文台・ハワイ観測所）

家　正則　　　　　　　　　　　　　　　　美濃和陽典
（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系） （東京大学理学部天文センター）

WIZINOWICH, Peter, SUMMERS Douglas
（Keck 天文台）

図１. Keck II 望遠鏡から射出されたレーザーの散乱光の測定結
果．測定は3回行われた．散乱強度の単位は平方秒あたり
のRバンド相当の等級に換算した．空の明るさが20.4等級/
平方秒であるのに対し，レーザーの散乱光は19.5等級/平方
秒であった．中央の窪みは副鏡の影の影響である．

図２. 大気散乱のモデルをもとに計算された第一回目の散乱光測
定条件時の散乱光強度の高度別分布．マウナケアにある望
遠鏡別にプロットしている．散乱光の面輝度は望遠鏡口径
が小さくなるほど明るくなることがわかる．これは、夜空
背景光総量が口径の2乗で増加するのに対して，レーザー
散乱光総量は望遠鏡口径に比例して増加するためである．
また，レーザーを照射している望遠鏡に近いほど，レーザ
ービームと望遠鏡のビームの重なりが大きくなるため，散
乱光の影響が強くなる．
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銀河形成史や宇宙再イオン化のプロセスを理解するため

には、初期宇宙の銀河あるいは準銀河的天体の星形成の様

子について調べる必要がある。近年、地上大型望遠鏡にお

ける深宇宙撮像探査は進歩し、赤方偏移5を超える宇宙に

存在する星形成銀河を捕まえることが可能となった。狭帯

域フィルターを用いての輝線銀河探査はその手法上、探査

できる赤方偏移の幅、ひいては探査体積に制限があり、十

分な数の銀河をサンプルすることに弱点を持っている。

限界等級を深くし探査体積を増やすためには、8－10ｍ望

遠鏡での広視野ＣＣＤカメラが必要となってくる。すばる

望遠鏡の主焦点カメラ（Suprime-Cam）は34́ ×27́ という

広視野を持ち、狭帯域フィルターを用いた高赤方偏移の輝

線銀河探査に威力を発揮することができる。

われわれは、中心波長 m=9196Å を持つ狭帯域フィルタ

ーNB921と、広帯域フィルター í 、ź を用いてすばるデ

ィープフィールド 814arcmin2 の深い撮像を行った。高赤

方偏移銀河探査には、重力レンズ効果が極めて有用である

ことは確かだが、統計的な研究のためには無バイアスの探

査も重要である。

われわれは、 .> >z NB i z921 1 1 3、- -l l l という2つの色

条件を用いて、NB921で超過を示す73個の天体を検出した。

これらのうち9個について可視分光を行い、z=6.541± 0.002

と z=6.578±0.002 に位置する少なくとも2個のライマンa

輝線銀河を発見した。これらにはいずれもそのスペクトル

上に、特徴的な鋭いカットオフを示す輝線と輝線の短波長

側に連続線のへこみが認められた。後者の銀河については

これまでで最も遠い天体であった z=6.56 にあるHCM－6A

よりもさらに遠方にある天体である、と言える。

この新しいデータによって求めた星生成密度の値は

tSFR～5.2×10－1M9yr－1Mpc－3 であり、これにより、赤方偏

移6を超える時代で、初めて意味のある星生成密度の下限

値を評価することができた。

真の星生成密度はこれより数倍高いことが期待され、赤

方偏移6.6の時代に既にかなり活発な星形成活動があったこ

とがわかった。

参考文献

[1] Kodaira, K. et al.: 2003, PASJ, 55, L17.

SDFにおける赤方偏移６を超える２個のライマン a 輝線銀河の発見
小平桂一　　　　　　　　谷口義明

（総合研究大学院大学／国立天文台） （東北大学）

柏川伸成、他すばるディープフィールドチーム
（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系）

図１. 発見された2個のライマン a 輝線銀河のサムネイル画像．
(a) SDF J132415.7+273058と(b) SDF J132418.3+271455．そ
れぞれの画像のサイズは 10́́ ×10́́ ，北が上、東が左．

図２. 2個のライマンa輝線銀河の1200Aから1230Aにかけての
静止系ＵＶスペクトル．a，bそれぞれが SDF J132415.7
+273058とSDF J132418.3+271455のスペクトル．2つを加
算したものがパネルc．プロファイルフィッティングをし
たものが赤線で示されている．
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二衛星折り返しリンクの同期状態の新しい監視方法につ

いて報告する[1]。

2006年に打ち上げが予定されている日本の月探査機

SELENEは15のミッション機器を搭載し、月全面にわたり

観測を行う[2]。これらの中で、月の裏側での重力場の測定

は、世界初の試みであり、SELENE計画の重要なミッショ

ンのひとつである。この月重力場の測定は、周回衛星

（Main Orbiter）が月の裏側を航行中に地上から送信され

る高安定な周波数をリレー衛星（Rstar）経由で周回衛星

を折り返し、間接的に周回衛星のドップラー周波数を測定

することで、月の裏側の重力場を精密に求めることを目的

としている。

このドップラー計測法は、リレー衛星を経由し、周回衛

星を往復する4つの経路で測定されるので“4-wayドップラ

ー計測法”と呼ばれる（図1）[3]。リレー衛星の遠月点高

度（約2400km）は、周回衛星の高度（約100km）に較べて

はるかに高いため、月の高次重力場の影響が小さく、リレ

ー衛星の軌道は高精度で推定できることから、4-wayドッ

プラー観測から周回衛星に影響を与えている月の高次重力

場を求めることができる[4]。

4-wayドップラー計測が成立するためには、地上からの

送信信号と各衛星とが同期している必要があるため、各衛

星にはPLL（Phase Lock Loop）とよばれる、外部からの

入力信号に同期する機能を持つ発振器（原振は水晶）が実

装され、各衛星の送受信周波数はこのPLLにより決まる。

月の裏側で地上から不可視状態にある周回衛星上のPLLの

同期状態を確認することは、取得されるドップラーデータ

の妥当性を保証する上で重要な基準となる。電力や重量に

厳しい制限がある月・惑星探査機では、テレメトリの中継

機能を持たない場合があり、各衛星の同期状態を監視でき

る新たな方法が必要となる。

同期の確認をテレメトリによらず、地上で受信されるド

ップラー周波数の振る舞いの違いから判断する方法として

数種類考えられ、実現可能性については、同期、非同期状

態において予想されるドップラー周波数の時系列データを

作成しシミュレーションを行うことで評価できる。同期状

態では地上局を含めた4wayドップラー計測システム全体の

特性から、非同期状態では周回衛星に搭載される水晶発振

器の安定度が支配的になるため、実際に断熱した場合とし

ない場合について安定度を測定することで時系列データを

得る。この時系列データから周波数安定度の指針となるア

ランバリアンス（図2）を求め、この結果をもとに、テレ

メトリを必要としない同期確立の確認方法として、

（1）ドップラー周波数の変動量の違いを比較

（2）ドップラーレートの変動量の違いを比較

（3）地上局での周波数掃引

の3つの方法が、数十秒の短時間で確認でき、且つ確実な

方法であることを明らかにした。2003年3月に実施された

「臼田適合性試験」においてこれらの判定方法の妥当性が

確認されている。
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二衛星折り返しリンクの同期状態の新しい監視法
浅利一善1、河野裕介1、岩田隆浩2、米倉克英2、高野 忠2、河野宣之1

１: 国立天文台，２: 宇宙航空研究開発機構

図１. ４-wayドップラー計測システム

図２. アランバリアンス
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C/C複合材料（Carbon Carbon Composite：炭素繊維強

化炭素複合材料）を用いた軽量鏡の開発について報告する。

可視光～赤外線波長の大口径宇宙望遠鏡において、軽量ミ

ラーの開発は重要であり、現在世界中で開発が進められて

いる。しかし、可視光・近赤外領域で十分な鏡面精度を実

現する技術的目処がついているとは言い難い。

我々が鏡材として用いるC/Cは、軽量・高剛性・材料設

計によりゼロ熱膨張化可能・吸湿変形がない、という利点

を持つ。また、C/Cはハニカムサンドイッチパネル化など

軽量化する技術が確立されており、我々のFEMによる試算

では、口径3.5mの可視光対応鏡が200kg以下の一枚鏡とし

て構成可能である。

開発の始めとして、C/Cを可視光の鏡として利用できる

ようその表面を改良して鏡面化せねばならなかった。我々

は、C/C面上に金属めっき（カニゼンめっき）を行い、超

精密切削、研磨加工することでC/Cの鏡面化に成功した。

図1は、曲率のついた鏡の製作工程確立のために作られた

15cm球面鏡（C/C製ハニカムサンドイッチパネルを用いて

いる）の外観である。メッキ前のC/C基板の形状精度（球

面からのずれ）は、製作工程の改良により7μm（RMS）に達

している。

次に、C/C鏡のその独特の構造が引き起こす熱変形は未

知であり、評価が必要であった。そこで、鏡を恒温槽の中

にマウントし、温度による鏡面の変形を干渉計で測定した。

図2はこの鏡の熱変形を示している。上図は、50℃の波面

から23.6℃の波面を差し引いた波面誤差マップである。上

図をその空間周波数により3つに分割したものが下図であ

る。

この波面誤差マップにおいて、我々は中周波・高周波の

熱変形抑制に成功している。C/C基板に使われる炭素繊維

の束を小さくすることにより、（炭素繊維束の織目に起因

しC/C鏡で避けられない）2mm周期の高周波熱変形を改善

した。また、C/C基板を厚くすることで、ハニカムサンド

イッチパネルが影響する6mm周期の中周波熱変形の改善に

も成功した[1]。

C/Cを鏡にする試みは世界で初めてであり、我々はさら

なる改良を行っている。

参考文献

[1] 小原直樹: 2004, 東京大学修士論文

宇宙および地上望遠鏡用超軽量主鏡の開発研究
小原直樹

（東京大学／国立天文台・太陽物理学研究系）

大坪政司　　　　　　　　　　　　　常田佐久
（国立天文台・天文機器開発実験センター） （国立天文台・太陽物理学研究系）

尾崎毅志、竹谷　元、久米将実
（三菱電機）

図１. C/C球面鏡（口径15cm）の外観． 図２. C/C球面鏡の熱変形評価結果，評価範囲は5.6cm角，m=633nm．
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太陽フレアは通常電子加速を伴う。この加速機構は未だ

に不明だが、加速された電子はフレア全体とほぼ同等のエ

ネルギーを持つ例が観測されており、フレアの中心的な役

割を担うと思われている。しかしその反面、非熱電子以外

のプラズマ加熱機構の存在を示唆する観測例も多く存在す

る。本研究では非熱電子の痕跡の全く無い熱的フレアの観

測を報告する[1]。

このフレアは国立天文台で開発した気球搭載硬Ｘ線スペ

クトル観測装置[2,3]によって観測された。この装置は 10×

10×0.5mm テルル化カドミウム（CdTe）半導体検出器を

16台搭載しており、41ｋｍ高度で1日の飛行が可能である。

観測エネルギー域は15-120keVであり、60keVで3.0keV分

解能を達成している。本研究では2002/05/24 06:41（UT）

に活動領域9963で起きたフレアを解析した。図1に各装置

のライトカーブを示す。

我々の観測した硬X線スペクトル（図2）はカウント数が

少ないため熱的放射と非熱的放射の区別はスペクトル解析

だけでは難しい。しかし非熱放射と仮定するとこれまで報

告されたフレア硬Ｘ線観測より格段にソフトなスペクトル

（06:41:50-06:43:30 間で傾き8.3）という結果になる。一方熱

モデルは同一時間で温度37.8MKという結果となり信憑性は

高い。また同時観測の RHESSI 衛星によるスペクトルは非

熱スペクトルとしてフィットできず、熱的放射としてはフ

ィットできることが確認された。

NORP電波データでは時間変化の違う2個の成分が確認さ

れた。9.4 GHz，17 GHzではGOES軟Ｘ線ライトカーブと

似た成分が見られ、同一成分による熱的放射として定量的

に説明できる。3.8 GHzでは更に時間変化が早い成分が見

られる。硬Ｘ線放射が熱的放射であると仮定して熱的ジャ

イロシンクロトロン放射を計算した結果、観測された3.8

GHzを再現することに成功した。よってＸ線、電波すべて

のデータは二つの熱的成分によって説明でき、非熱的電子

加速の痕跡はまったく無いと結論できる。また非熱的放射

が観測限界以下にあるとして非熱成分のエネルギーの上限

を計算した結果、熱的成分のピーク熱エネルギーより小さ

いという結果が出た。よってこのフレアは非熱電子以外の

加熱機構が働いていることが示された。

参考文献

[1] Kobayashi, K. et al.: ApJ, submitted.

[2] Kobayashi, K. et al.: 2003, Proc. SPIE, 4851, 1009.

[3] Kobayashi, K. et al.: Sol. Phys. submitted.

CdTe  検出器による太陽フレアの硬Ｘ線高精度スペクトル観測
小林　研　　　常田佐久、田村友範、熊谷收可　　　勝川行雄、久保雅仁、阪本康史、小原直樹

（東京大学） （国立天文台・太陽物理研究系） （東京大学）

山上隆正、斎藤芳隆、太田茂雄　　　　森　国城　　　　加藤元三
（宇宙科学研究所） （クリアパルス） （三菱重工）

図１. 上：GOES軟Ｘ線強度，中：野辺山偏波計（NORP）強度，
下：硬Ｘ線強度（気球観測）

図２. 06:41:50-06:43:30硬Ｘ線スペクトル（気球観測）とフィット
結果．モデルは純粋熱的スペクトル（実線）と純粋べき乗
スペクトル（破線）．
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活動銀河中心核（AGN）の進化の理解は銀河中心の巨大ブ

ラックホールの成長史を定量的に明らかにするうえで重要

である。ハードX線によるAGNの探査は、中心核に対する

吸収の影響を受けにくいため、隠された種族も含めたAGN

種族の全体像を明らかにし、その宇宙論的進化を調べるの

に最適である。

われわれはX線衛星「あすか」によって見つかったハー

ドX線源の可視同定観測を主にハワイ大学2.2m望遠鏡、キ

ットピーク天文台2.1m望遠鏡を用い、さらに可視光で非常

に暗い天体に対してはすばる望遠鏡を用いて可視分光観測

を行った。サンプルのほぼすべてのX線源に対して可視対

応天体の正体、赤方偏移を明らかにすることが出来た[1][2]。

こうして得られた非常に高い同定率のAGNのサンプルにチ

ャンドラ衛星の深探査観測により得られたハードX線AGN

のサンプルを加えて、隠されたAGNの割合の光度依存性、

AGN光度関数の宇宙論的進化を推定した[3]。隠された

AGNの割合は中心核光度が大きくなるにつれて減少するこ

とがわかった。セイファート程度の光度の小さいAGNでは

60%が吸収を受けているのに対し、QSOに匹敵する光度の

大きいAGNでは30%程度しか吸収を受けていない。このこ

とは、セイファート銀河の統一モデルに基づくなら、QSO

においてはダストトーラスの開口角が大きいことを示す。

また、AGN光度関数の宇宙論的進化から導かれる光度別の

AGN数密度の進化は、QSOは赤方偏移2付近に数密度のピ

ークを持ち、これまでの可視QSO探査の結果と一致するが、

セイファート銀河はより小さい赤方偏移1あたりに数密度

のピークを持つことを示す（図1）。この結果は、大きい銀

河中心ブラックホールほど、より高い赤方偏移において形

成されたことを示していると見ることもできる。

「あすか」探査で得られた隠されたQSOに対しては、す

ばる望遠鏡IRCSを用いた赤外線分光観測を行った。X線で

の吸収量は大きいにも関わらず、Ha線では幅の広い輝線が

見つかった[4]（図2）。さらに、ハワイ大学2.2m望遠鏡を用

いた近赤外線での「あすか」サンプルの撮像探査からもX

線で吸収を受けたAGNの多くは、可視、近赤外線でのカラ

ーはそれほど赤くないことがわかってきた[5]。これらの結

果は可視赤外で見られるダストによる減光量が、X線で見

られるガスによる吸収量よりも小さく、AGN周辺ではガス、

ダストの組成が銀河系内部と異なっていることを示唆して

いる。

参考文献

[1] Akiyama, M. et al.: 2000, ApJ, 532, 700.

[2] Akiyama, M. et al.: 2003, ApJS, 148, 275.

[3] Ueda, Y. et al.: 2003, ApJ, 598, 886.

[4] Akiyama, M. et al.: 2002, ApJ, 567, 42.

[5] Watanabe, C. et al.: 2004, ApJ, in press.

ハードX線による活動銀河中心核の探査 : 銀河中心巨大ブラック

ホールの形成史
秋山正幸　　　　　　　　　　　　　　上田佳宏

（国立天文台・ハワイ観測所） （宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究本部）

太田耕司
（京都大学・宇宙物理学教室）

図１. ハードX線光度別のAGNの数密度の宇宙論的進化．データ
点が実際に得られた結果で，線はそれぞれ，光度依存密度
進化モデルによるフィット結果を表している．

図２. 隠されたQSO AXJ08494+4454 のチャンドラ衛星によるX
線スペクトル（上）とすばる望遠鏡による可視（FOCAS）
と赤外（IRCS）波長域のスペクトル（下）．赤方偏移した
Haに幅の広い輝線の成分が見られる．

本文基本  05.3.22 4:49 PM  ページ 34



35

我々はII型超新星爆発時に大量に放出されるニュートリ

ノに注目し，超新星爆発時に合成される7Liや11Bという軽

元素の生成量とr-process重元素の生成量分布のニュートリ

ノの性質に対する依存性を調べた[1]．本研究では軽元素合

成とr-processで共通の超新星ニュートリノモデルを用い，

ニュートリノが運び去る全エネルギーEo，ニュートリノ照

射時間 xo をパラメータとしてこれら元素合成過程のパラ

メータ依存性を調べた．その中でニュートリノのエネルギ

ースペクトルをフェルミ分布に従うと仮定し， ,, ,o on x n x の

温度T ,, ,o on x n x を8MeV， eo と eo の温度をそれぞれ3.2 MeV，

5.0MeVとした．

軽元素合成のための超新星爆発モデルにはSN1987Aに対

応する 16.2M9 の星[2]を用いた．そして，7Liと11Bの生成量

はそれぞれ Eo にはほぼ比例し，xoに依存しにくいことが

得られた（図1参照）．一方，r-processの計算には 1.4M9 の

ニュートリノ駆動風モデル[3]を用いた．r-process元素合成

の生成量分布はニュートリノの最大光度に依存し，Eo，xo

についてはEo / xo の形で依存することが得られた．そし

て，r-process元素の生成量分布の観測値を再現するには低

い最大光度が好ましいことが得られた．

これまで，超新星爆発によって合成される11Bの量は低金

属星の観測と銀河の化学進化から推定される超新星爆発の

寄与と比べて2倍から5倍過剰であることが問題になってい

た[4],[5]．一方，超新星爆発時に放出されるニュートリノの

全エネルギーは中性子星の重力エネルギー3×1053ergs程度

であることが示されていた．そこで，我々はニュートリノ

の温度 T ,, ,o on x n x を8MeVから6MeVにして xo を9sにするこ

とでニュートリノの全エネルギーと11Bの銀河の化学進化に

矛盾なく説明できることを示した．同時にこの時r-process

重元素の生成量分布も観測とよく一致することを示した．

よって，超新星爆発時のニュートリノ温度は従来のモデル

よりも低い6MeV程度とすることで軽元素と重元素の両方

の観測量を満たすことが示された．
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超新星爆発時におけるo-processによる軽元素と

r-process重元素の合成過程
吉田　敬　　　　　　　　　　　　寺澤真理子

（国立天文台・天文学データ解析計算センター） （東京大学）

梶野敏貴　　　　　　　　　住吉光介
（国立天文台・理論天文学研究系） （沼津工業高等専門学校）

図１. 11B生成量のニュートリノパラメータ依存性．横軸はニュ
ートリノの全エネルギー，縦軸は11Bの生成量．括弧中の
エネルギー（MeV）と時間（s）はそれぞれ ,on x,－ ,on x の
温度とニュートリノ照射時間を表す．横の領域は銀河の化
学進化から求められる11B生成量の範囲．縦の領域は中性
子星の重力エネルギーから見積もられるニュートリノ全エ
ネルギーの範囲．

図２. r-process生成量分布．T ,, ,o on x n x =6MeV，Eo=3×1053ergs，
xo=9sの場合．星印はr-process生成量分布の観測値[6]．
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太陽コロナが2百万度もの高温である理由は未だ謎であ

るが、大別してマイクロフレア説と波動説の2つが考えら

れている。波動説の考えに立てば、コロナ中にどのような

波動が存在するかを知ることが重要である。

波動の観測はこれまで2通りの方法でなされており、一

つはコロナ輝線のドップラー変移の観測、もう一つはコロ

ナ輝線または電子散乱連続光の強度変化の観測である。強

度観測は簡単な装置でできる一方、空の変動を受けやすい

ので、これまで振動の検出の報告は多いが、必ずしも万人

の認めるところではなかった。

今回の観測では、スロバキアのロムニッキー山（標高

2632m）にある、スロバキア科学アカデミー天文学研究所

の観測所が口径20cmのコロナグラフに取り付けた光電測光

装置でコロナの緑色輝線（波長5303Å）の強度を観測し、

乗鞍コロナ観測所（標高2876m）では口径25cmのコロナグ

ラフに付属する大型分光器で同じ輝線のドップラー変移と

強度を観測した。観測は2000年10月24日に実施され、スロ

バキアと乗鞍の観測時間の差は２時間であった。

背景光のパワースペクトルはスロバキア、乗鞍の観測で

異なり、これは空の状況が異なることに対応するが、輝線

の強度変動は両観測所のデータとも周期３～５分の振動成

分を示した。乗鞍のドップラー変移の観測も同じ周期性を

示すので、今回の例に関する限り、輝線の強度に振動成分

があることは疑いがない。しかし強度変動のパターンを見

ると、広い領域が同時に輝度を変えるように見え、なお解

釈に困難な点がある。

参考文献

[1] Minarovjech, M., Rus{in, V., Rybanskyl , M., Sakurai, T., 
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スロバキア・ロムニッキー山観測所と乗鞍コロナ観測所の

協力による太陽コロナの振動現象の研究
Milan Minarovjech, Vojtech Rus{in, Milan Rybanskyl

（スロバキア科学アカデミー・天文学研究所）

桜井　隆、一本　潔
（国立天文台・太陽物理学研究系）

図１. 乗鞍コロナ観測所の分光観測による，コロナ緑色輝線の強度変動．縦軸はスリット方向の位置，横軸は時間である．右の図は，ゆ
っくり変動する成分を差し引き，高周波成分を強調したもので，波動の伝搬の様子が見て取れる．
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１．はじめに

高度環境試験棟クリーンルーム（192m2）は2003年3月竣

工後に徹底した清掃作業を行い、設計クリーン度クラス

100,000（1立方フィートあたり0.5μ粒径以上の埃数が10万

個以上）をはるかに凌ぐクリーン度100を達成し人口衛星

組立・試験に供せられる高い空気環境を実現した。2003年

5月から太陽観測衛星Solar-B可視光望遠鏡（OTA: Optical

Telescope Assembly）フライト品の組み上げおよび光学・

制御の評価試験が行われている（図1）。2003年12月には高

度環境試験棟屋上にヘリオスタットが完成し、太陽や星光

をクリーンルームへ導入して光学性能評価試験が出来る世

界でも例のないクリーンルームが完成した。

２．クリーンルーム環境維持

衛星に搭載する望遠鏡では、僅かのゴミや有機物の付着

が、重大な被害を及ぼすことがある。このためクリーンル

ームは常に高い空気環境を維持することが求められ、次に

述べることを実施し環境を維持している。

1）空気中に浮遊する粒子数（粒子コンタミネーション）を

連続監視

2）分子コンタミネーションの監視

3）温度・湿度管理（温度20℃±0.2、湿度45%±2％）

4）折畳式開梱ブースの設置による大型物資搬入時の環境

維持

5）クリーンルーム空調機保守、点検

6）空調機陽圧ダクトに高性能フィルターを装着

7）クリーンルームへ搬入する物品の清掃およびブラック

ライトによるチェック

8）床の定期的清掃、ゴミの迅速廃棄

クリーンルームには大型物資を搬入する際、エアーロック

する前室がない。このため、竣工後に 4）に記した折畳式開

梱ブース（16m2）を設置した。折畳式開梱ブースは搬入ド

ア－室内側に設置され、搬入時のみ展開する。ドア－を開

け大型物資をブース内に搬入し、ドア－を閉じた後ブース

内で清掃する。清掃後に折畳式開梱ブースのクリーンルー

ム側を開け、物資をクリーンルーム内に搬入する。この一

連の作業によってドア－を開け物資を搬入する際、屋外の

汚れた空気が室内に流入するのを防ぐことが出来る。搬入

後は折りたたまれ、折畳幅は1mのためクリーンルーム床の

占有は僅かである。6）は干渉計測定の時に空調機の振動が

測定に影響を及ぼすことから、空調機を停止した際にクリ

ーンルームの粒子コンタミネーションが100,000のレベルを

超える値を記録した。原因は陽圧ダクトから出る外部から

導入している空気の汚染で、陽圧空気を改善するためダク

ト口に取外し可能のHEPAフィルターを挿入した結果、陽

圧口粒子数は200（0.3μm粒径）以下と改善された。これ

ら管理・運用により試験・作業中でも概ねクラス100（0.3

μm粒径）程度を維持している。OTAは、実際はクリーン

ルーム中に設置したクリーンブース（27m2）内で組立、光

学アライメント、保管を行っており、クリーンブース内の

クリーン度は作業時50以下、非作業時は0のクリーン度を

維持している。

３．モニター結果

浮遊粒子数は、クリーンブース内の作業に障害を及ぼさ

ない位置に、パーティクルカウンターを固定して、モニタ

ーしている。図2は可視光望遠鏡の光学アライメント期間

2004年2月6日から2月26日におけるクリーンブース内の粒

径＞0.3μm粒子濃度の時間変化、図3は、粒径＞0.5μm粒

子濃度の時間変化で、昼夜の周期的変化が読み取れる。

所々1000を超える記録があるが、光学干渉計測定のため、

クリーンブース空調機の振動の影響を避けるため空調機を

停止した時や外部から物資を搬入したときなどに対応して

いる。図4は0.5μm粒子濃度のヒストグラムで90%近くの時

間がクラス5以下であり、10人程度がクリーンルーム内で

作業していても、そのクリーン度は通常10以下に維持され

高度環境試験棟クリーンルームの空気環境
野口本和、中桐正夫、末松芳法、常田佐久

（国立天文台・Solar-B推進室）

久保雅仁
（東京大学大学院理学系研究科）

図１. クリーンルーム
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ている。浮遊粒子数0.3μm以上は100程度である。

図5は粒径0.3μm粒子のモニター開始以来の記録である。

所々100,00を超える記録があるが、前記の理由による。こ

れらを除くと粒子数は概ね100前後で変化していることが

わかる。（2004年1月末から2月上旬の期間空白があるが、

パーティクルカウンターが故障してデータ欠落したもので

ある。）

図２. 粒径0.3μm粒子濃度時間変化

図４. 粒径0.5μm粒子濃度ヒストグラム

図３. 粒径0.5μm粒子濃度時間変化

図５. 粒径0.3μm粒子濃度モニター

図６. ヘリオスタット

本文基本  05.3.22 4:49 PM  ページ 38



39

Chazyは重力3体問題の最終的な運動形態の分類を行っ

た。その一つに振動解と呼ばれる特殊な解が存在すること

を示した。振動解の最初の存在証明は、制限3体問題にお

いてSitnikovによって行われた。2体の質量は等しく、第3

体の質量はゼロの系である。この問題はSitnikov問題と呼

ばれ今日に至っている。2体は x-y 平面上で楕円軌道を描

き、両者の重心を通る z 軸上を第3体が上下に運動する。

第3体が x-y 平面を通過する際に2体と相互作用をして遠く

まで飛ばされる。このような放出の途中で無限遠へ飛ばさ

れることがある。このような軌道を跳散軌道と呼ぶ。放出

された軌道の最大到達距離を r（t）とする。この r（t）を時

間 tの関数としてみたとき、上極限は発散するが下極限が

有界である運動を振動解と呼ぶ。Sitnikovは、このような

振動解の初期値が存在することを上記の例で証明した。

Alekseevは一般3体問題で振動解を調べた。振動解は

Easton, McGehee等によって更なる拡張が行われた。3体問

題で数値計算を併用した証明は参考論文[1]で行われてい

る。また多くの参考論文も載っているので参考にしてもら

いたい。

我々は3体問題以外で振動解が存在しないのかという疑

問を抱いていた。ねじれ写像の代表である標準写像におい

て加速モードと呼ばれる軌道がある。加速モードは円筒面

の下方（上方）から上方（下方）へと抜けていく軌道であ

る。つまりこの運動形態から、3体問題における跳散軌道

と対応していることが分かる。加速モードは「最後の

Kolmogorov－Arnold－Moser 曲線」が崩壊した直後に現

れる。また加速モードの近傍にはnon－Birkhoff 型の周期

軌道が存在する。これらは3体問題における放出はされる

がもとに戻ってくる軌道に相当すると考えられる。これら

より標準写像において振動解が存在するのではないかとい

う予想が立つ。我々はこの予想が正しいことを証明した。

証明の詳細は参考論文[3]にあるので見ていただきたい。

ここで標準写像を紹介し、証明の手順を簡単に説明する。

標準写像は円筒面で定義されている。

yn+1=yn+a sinxn, xn+1=xn+yn+1（mod 2r）,

ここで a は正のパラメーターである。

証明の手順

1）我々は文献[2]で加速モードの出現に関する順序関係を

証明した。この中に含まれる任意の加速モードを一つ選ぶ。

2）選ばれた加速モードの軌道の点の近傍に、2重対称

non－Birkhoff型周期軌道の点が存在することを示す。この

周期軌道は途中まで加速モードと一緒に運動するが途中で

引き返してくる。また遠くまで行くほど周期軌道の周期は

長くなる。

3） 重対称non－Birkhoff型周期軌道の点の集積点が振動解

の初期点を与えることを示す。

3体問題と標準写像における振動解の存在の証明を見る

と、両者に共通な構造が存在していることが分かる。時間

が経過したとき無限へ発散する軌道の初期点があるとす

る。その近傍を拡大して見ると、遠くまで行くが途中から

引き返してくる軌道が存在する。これらの初期点の構造が

入れ子構造をなしていることが分かっている。つまり跳散

軌道とその周りの周期軌道の存在は必要条件であり、更に

それらがフラクタル的な階層構造を構成する必要がある。

このような構造をとる力学系は多くあるので はないかと思

われる。今後、振動解が存在する必要十分条件が何である

かを明らかにする必要がある。

参考文献

[1] Tanikawa, K., and Umehara, H.: 1997, Celest. Mech.

Dynam. Astron., 70, 167.

[2] Yamaguchi, Y., and Tanikawa, K.: 2002, Prog. Theor.

Phys., 108, 669.

[3] Yamaguchi, Y., and Tanikawa,K.: 2004, Prog. Theor.

Phys., 111, 689.

標準写像における振動解
山口喜博　　　　　　　　　　谷川清隆

（帝京平成大学） （ 国立天文台・理論天文学研究系）
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低金属星の組成解析は、銀河初期における元素合成を解

明する上で大きな役割を果たしてきている。この組成解析

を元素だけでなく同位体レベルにまで進めることは、元素

合成過程の理解に質的に大きな前進をもたらすと期待され

る。その一歩として、すばる望遠鏡高分散分光器（HDS）

を用いて、中性子捕獲元素の過剰を示す低金属星の高分解

能スペクトル（R～105）を取得し、同位体効果によるスペ

クトル線の分離が比較的大きいユーロピウム（Eu）の同位

体組成（安定同位体は151Euと153Eu）を解析した。

（1）r-過程元素の過剰を示す4天体では、151Euの割合が

50%弱で（図1左）、太陽系のEu同位体組成と誤差の範囲で

一致する。これらの星では、Eu周辺の重元素の組成パター

ンが、太陽系のr-過程成分の組成パターンとよく一致する

ことが知られていたが、この一致は、Euに関しては同位体

レベルでも確認された[1]。

（2）s-過程元素の大幅な過剰を示す2天体では、151Euの割

合は55-60%と求められた（図1左）[2]。太陽系組成のEu の

90%以上はr-過程で合成されたのに対し、これらの天体の

Eu の大半はs-過程で合成されたと考えられ、今回の解析か

ら、s-過程によってつくられるEu同位体組成に対して初め

て観測的な制限が与えられた（太陽系組成からは制限がつ

けられない）。s-過程でつくられるEu同位体は151Smにおけ

る中性子捕獲と b-崩壊の分岐に強く影響されるため、その

組成比は、s-過程元素合成時の温度や中性子密度に対する

制限を与える。最新の核反応率を採り入れたs-過程モデル

で計算したところ、中性子密度では107－9cm－3、温度では

kT=10－30keVの範囲で今回の観測結果はよく説明される

（図1右）。今後、観測、核反応率（モデル計算に影響）と

もに精度を向上させることで、進化の進んだ中質量星

（AGB星）におけるs-過程がどの段階で起こっているのか、

すなわち、温度・中性子密度の高い熱パルス（ヘリウム・

シェルフラッシュ）中に起こるのか、二つの熱パルス間の

温度・中性子密度とも低い環境で起こるのか、あるいは両

者の寄与がどのくらいなのか、観測的な制限をつけていく

ことが可能になると期待される。精密化（複雑化）の進む

s-過程／AGB 星進化モデルの新しい有力な検証方法が、こ

の研究によって提案された。

参考文献

[1] Aoki, W., Honda, S., Beers, T. C., and Sneden, C.: 2003,

ApJ, 586, 506-511.

[2] Aoki, W., Ryan, S. G., Iwamoto, N., Beers, T. C., Norri,

J. E., Ando, H., Kajino, T., Mathews ,G. J., Fujimoto, M. Y.:

2003, ApJ, 592, L67.

すばる/HDS による低金属星のユーロピウム同位体組成解析
青木和光　　　　　　　　　　　　　　　Ryan, S. G. 岩本信之

（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系） （Open University） （東京大学）

Norris, J. E. Beers, T. C. 安藤裕康
（Australian National University）（Michigan State University） （国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系）

梶野敏貴　　　　　　　　Mathews G. J. 藤本正行
（国立天文台・理論天文学研究系） （University of Notre Dame） （北海道大学）

図１. 左:r-過程過剰天体（上段:HD6268）およびs-過程過剰天体（中下段:LP625-44，CS31062-050）のEuスペクトル（点）．実線が観測を最
もよく再現するEu同位体組成を仮定した計算によるスペクトル．点線，破線は151Euの割合を10%ずつ変えた場合．右：s-過程によ
って合成されるEuに占める151Euの割合．温度として30keV（四角），20keV（三角），15keV（丸），10keV（星印）を仮定したモデ
ル計算の結果を，中性子密度（n）に対して示してある．ハッチはLP625-44の観測値およびその誤差の範囲を表す．
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J. G. Williamsの歳差表現[1]を修正して、任意の座標系に

おける歳差章動行列の新しい表現法を次のように得た。

( ) ( ) ( ) ( )P R R R R1 3 1 3= - -f } { cM

歳差行列は同様に

( ) ( ) ( ) ( )P R R R R1 3 1 3= - -f } { c

と表現できる。ここに { および c は与えられた座標系に

おける黄道の極を指定するオイラー角、} および } は瞬

時の真および平均黄道回転角、f および f は瞬時の真およ

び平均黄道傾斜角である。黄道回転角などにおける真と平

均の関係は、黄経の章動 Δ} および黄道傾斜の章動 Δf

を用いて Δ/ +} } }、 Δ/ +f f f と表現される。

この結果を応用して、国際天球座標系ICRFにおける真

および平均赤道座標系を定義する歳差章動行列が上記の新

しい歳差角4つと従来の章動角2つで記述することが可能と

なった。章動行列は、従来どおり

( ) ( ) ( ),N R R R1 3 1－Δ= - f } f

と表現できるが、新しい方式では歳差章動行列 NP を直接

計算するのと手間はほとんど変わらないため、わざわざ章

動行列と歳差行列を別に扱う必要はない。新しい表現方式

では、旧来のOppolzer流の表現方式の大きな弱点である元

期平均赤道座標系とICRFの微妙な差による数学的脆弱性

は現れないことに注意しよう。

この新しい表現方式を採用することにより、我々は観測

データより数学的に頑健な新しい歳差公式を得た[2]。まず

最新の月惑星暦DE405における惑星歳差の決定結果[3]か

ら、惑星歳差角 c と { の時間に関する多項式表現を得た。

次に最新の非剛体地球の章動理論SF2001 [4]を採用し、章

動角 Δ} と Δf のコンパクトかつ高精度の級数表現を得

た。これらを用いて、1979－2000年におけるVLBI観測デ

ータから日月歳差角 } と f に対する観測データを抽出し

た。日月歳差角の多項式表現の第1近似としてWilliams

（1994）での相当する角度 Ah と Af の公式を用い、得られた

差から最小2乗法により日月歳差角の上記多項式表現に対

する補正式および地球の極軸周りの第3の角度成分として

の春分点補正 E の推定式を決定した。副産物として、元期

における平均赤道極のICRFに対する極位置

. . ,masX 17 12 0 010 !=- _ i

. . ,mas5 06 0 020 !=-T _ i

が求まった。

以上の結果から、古典的歳差角sin Ar sinⅡA,sin Ar cosⅡA,

Ar ,ⅡA, pA, A} , A~ , A| , Af , Ag , zA および Ai の多項式表現を得

た。分量が多いのでここでは紹介を省くが、これらは、従

来の公式と併せてFukushima（2003）の表1に掲載されてい

る。

科学的に興味ある副産物としては、元期における一般歳

差

( . . ) /p 5028 7955 0 0003!= m Julian century,

および平均黄道傾斜角（慣性系での）

( ) ( . . ) ,84381 40621 0 00001I0 !=f m

および平均黄道傾斜角（回転系での）

( ) ( . . ) .84381 40955 0 00001R0 !=f m

が得られた。また、測地線歳差の理論値の最適推定

( . . ) /p 1 9196 0 0003g != m Julian century,

の影響を既に求めた日月歳差に補正することにより、地球

の力学的扁平率を

( . . )H 3 2737804 0 0000003 10d ×!= －3．

とこれまでにない精度で推定した。

参考文献

[1] Williams, J. G.: 1994, Astron. J., 108, 711.

[2] Fukushima, T.: 2003, Astron. J., 126, 494.

[3] Harada, W., and Fukushima, T.: 2004, Astron. J., 127,

531.

[4] Shirai, T., and Fukushima, T.: 2001, Astron. J., 121,

3270.

新しい歳差公式
福島登志夫

（国立天文台・天文情報公開センター）
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宇宙における最初の天体はビッグバン元素合成の結果で

ある、水素とヘリウム、微量の軽元素からなるガス（始原

ガス）から形成される。ビッグバン宇宙論の確立した60年

代以来の多くの先行研究により、第一世代星はこの始原ガ

スの雲が水素分子輝線の輻射により冷却し、収縮すること

により形成されると考えられている。始原ガス雲が収縮し、

中心に原始星が形成されるまでの進化を球対称の仮定のも

と輻射流体力学的計算を行うことにより解析した結果、第

一世代原始星の形成時の質量は現在の原始星のそれとほぼ

等しいものの（約千分の一太陽質量）、形成後の原始星へ

の質量降着率はきわめて大きなものとなるということが分

かっている。形成後、原始星はこの大きな降着率で質量が

増え続ける（主降着期）。最近の初代天体の分裂に関する3

Ｄシミュレーションによると、分裂片のサイズは約1000太

陽質量と極めて大きいと予想されている。したがって、第

一世代星がこのような大質量になるかどうかは、降着が原

始星からの輻射圧によって止められるかどうかによって決

まる。この問いに答えるため、主降着段階の始原ガス原始

星進化を数値計算により解析した。その結果、原始星への

降着率が臨界値（約0.004太陽質量／年）より小さいとき、

降着は中心星が主系列星になった後も続き、分裂片の質量

（約1000太陽質量）まで星の質量は大きくなれる。一方、

臨界値より降着率が大きいときは主系列星へ進化する過程

で、輻射圧により降着が止まることが分かった。3Ｄシミ

ュレーションから予想されている降着率を用いると、降着

は止まらず続き、超大質量星（約600太陽質量）が形成さ

れることがわかった。また、初代星の主降着段階における

進化的、観測的特性は、大きな降着率のために、同じ質量

の零齢主系列星とは大きく異なることがわかった。
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始原星形成過程における降着期の進化
大向一行

（国立天文台・理論天文学研究系）

F. Palla
（アルチェトリ天文台）

図１. 降着期における零メタル原始星の質量－半径関係．降着率
はM

．
acc=1/4，1/2，1，2，M

．
fid（図の下から上へ）．破線は

M
．

acc=Mfidの場合．ここで、降着率の標準値は M
．

fid=4.4×
10－3M9yr－1 とした．黒丸はＣＮサイクルによる水素燃焼
の開始を表す．

図２. 始原的原始星のHR図．光球面は降着流中に形成される．
比較のため，零メタルの零齢主系列星（ＺＡＭＳ）の位置
も示した（M*＜100M9 はMarigo et al.（2001）より，それ以
上の質量に関してはBromm et al.（2001）より引用）．点線
は星の表面における温度と光度を示す．
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原始銀河の初期スターバーストの際に形成される、ゼロ

メタル星の初期質量関数（ＩＭＦ）を調べた。特にこの研

究では、既に形成された星からの紫外線による水素分子光

解離が始原ガス雲の分裂スケールに及ぼす影響に着目し

た。最近の数値実験によると、分裂スケールはガスの温度

の極小期に対応する初期の自由落下期の最終段階における

ジーンズ質量で決定されるようである。我々はこの仮説の

もと、光解離はこの時期のジーンズ質量を小さくする結果

として、始原ガス雲の分裂質量を下げることを見出した。

この効果により、最初の星は超大質量（約1000太陽質量)と

なるものの、これから放出される紫外線輻射により、その

次にできる星の質量は小さくなることがわかった。紫外線

輻射場が強くなればなるほど形成される星の質量は小さく

なっていくので、形成されるゼロメタル星の質量に分布が

生じ, これがＩＭＦを決定する機構となる。一方、紫外線

輻射場がさらに強くなり、ある閾値を超えると水素分子は

形成されず、星形成クランプは原子冷却のみによって収縮

するようになる。それに対応して、分裂スケールも数10太

陽質量から太陽質量以下に不連続的に減少する。そこで

我々は紫外輻射場がこの閾値を超える条件を調べ、半径の

小さな原始雲（たとえば、ガスの質量が108太陽質量の場合

は1.6kpc以下）中でのスターバーストではこうした条件が

実現され、ゼロメタル環境であっても太陽質量以下の星が

形成されることを示した。このとき、ＩＭＦは太陽質量以

下と数十太陽質量の二つの値にピークをもつダブルピーク

型となる。また大質量側のＩＭＦは非常にsteepであり、質

量の－5乗に比例して減少する。したがって、一番最初に

形成される星の質量は約1000太陽質量と超大質量ではある

が、典型的なゼロメタル星の質量はそれよりずっと小さく

なる。さらに、我々は重力収縮する始原ガスクランプ中で

の熱不安定性を調べ、水素分子三体形成反応が盛んに起こ

っている際に生ずる熱不安定性がクランプの分裂を引き起

こさない理由を考察し、この不安定性の成長率がクランプ

の収縮速度に比べて、十分に速くはないことが原因である

ことを明らかにした。
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光解離フィードバックによって決まる始原星の質量分布：

低質量種族Ⅲ星の形成シナリオ
大向一行 吉井　譲

（国立天文台・理論天文学研究系） （東京大学・天文学教育研究センター）

図１. 典型的な分裂質量と遠紫外線強度との関係．紫外線は10万
度の黒体輻射とし、その強度を希釈因子 W を用いてあら
わしている．

図２. ガスの質量が Mcl＝108M9 の原始雲中における零メタル星
の初期質量関数．雲の長さスケールが300pc（実線），
500pc（点線），1000pc（短破線），3000pc（長破線）の場
合の結果を示した．
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すばる望遠鏡ファーストライト時に主焦点カメラで観測

した赤方偏移0.4の銀河団A851（CL0939+4713）の画像デ

ータからは、すばる望遠鏡のすばらしい画質と深い限界等

級の達成が実現できたことが確認された[1]。この領域に新

たに見つかったR -K= 7 . 5にも達する極赤銀河ERO

J094258+4659.2は、その長軸が銀河団の等ポテンシャル面

にほぼ沿っていることなどから、当初は銀河団の重力レン

ズ効果で変形、増光された背後の楕円銀河かと考えられた。

だが、その後のすばる望遠鏡による詳細な測光・分光観測

により、この銀河は銀河団の背後の赤方偏移1.5の距離にあ

り、輝線が無いことから星形成率が低く、また、その光度

分布は楕円銀河に特徴的なr1/4則ではなく、S0型銀河など

円盤型銀河に特徴的な指数関数則で良くフィットできるこ

とが確認された[2]。

このS0的銀河の発見は、一例ではあるが、銀河形成シナ

リオに大きな制限を加えることになる。それは、ERO

J094258+4659.2が赤方偏移1.5の時代に既に、力学的に緩和

した恒星系円盤を備えたS0型銀河として存在したという具

体的な最初の証拠となるからである。このことは、通常考

えられてきた銀河団内でのストリッピング効果によるS0銀

河の形成シナリオとは別のシナリオで、しかも、赤方偏移

が1.5という時代に銀河数密度の低いフィールドで恒星系円

盤を持つ大型の銀河形成が完了したケースがあったことを

意味しており、銀河形成がかなり早い時期に起こり、完了

し、その後他の銀河との衝突合体などの事件を経験しなか

った例として説明される。この解釈が正しければ、通常の

ＣＤＭシミュレーションで想定されている衝突合体による

大型の円盤銀河の形成より、かなり早い時期にもフィール

ドでこのような銀河形成が起こったことを織り込んだシナ

リオを構築する必要がある。

ハッブル宇宙望遠鏡によるこの銀河の詳細観測提案が採

択されたので今後の展開が楽しみである。
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赤方偏移 1.5 の時代に既に存在したS０銀河
家　正則、柏川伸成、今西昌俊、斉藤嘉彦

（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系）

宮崎　聡、Chris Simpson
（国立天文台・ハワイ観測所）

千葉柾司　　　　　　　　　　　　嶋作一大 ほか
（国立天文台・位置天文・天体力学研究系） （東京大学）

図１. ERO J094258+4659.2の可視・近赤外多色画像（左）とその指数関数的光度プロファイル（右）
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われわれは、宇宙が5次元の反ドジッターバルク時空に

埋め込まれた3ブレーンで記述されるとするブレーン宇宙

論において、質量を持つ暗黒物質がブレーン上にある場合

の宇宙論的な影響を考察した。この宇宙モデルの避けられ

ない帰結として、質量を持った物質は準安定でありバルク

時空へ「消失」することになる[1]。われわれは、自然に考

えられる状況として暗黒物質が最も重たい粒子であり（超

対称性粒子など）、それに対応して最も短い「消失」寿命

C－1 を持つ場合を考える。この暗黒物質の「消失」の帰結

として、バルク時空へのエネルギー流入はその反作用とし

てバルクの重力場に起因する「暗黒輻射」をブレーン上に

もたらす。図1に、宇宙項なし、3次元の曲率なしの最も単

純な宇宙の構成要素のエネルギー密度の時間変化を示し

た。この宇宙モデルでは、1）初期宇宙の輻射優勢期；2）

暗黒物質優勢期；3）暗黒輻射優勢期；4）バリオン優勢期

という特徴的な4つの時期がある。

この新しいパラダイムは標準的な宇宙の熱史を主に２つ

のことを通じて変化させる。1つ目は、過去では暗黒物質

が標準理論より多く存在するということから、初期宇宙で

の膨張則の変化、特により強い減速膨張をもたらす。２つ

目は暗黒物質が現在に向かって「消失」することは、暗黒

物質/バリオン比は過去へ遡るに従い大きくなる。われわ

れはこれら2つに着目し、この宇宙モデルに宇宙論的な

制限を課し、「消失」するダークマターが、高赤方偏移の

Ｉ型超新星、銀河団の質量光度比およびＸ線を放射してい

るガス質量比、宇宙背景輻射揺らぎ、の各観測と無矛盾で

あることを示した。私たちの |2 解析の結果を図2に示す。

図2の中で、例えば XK とは、宇宙の臨海密度で規格化し

た宇宙項（K）のエネルギー密度を表す。銀河団の質量/光

度 比 の 観 測 デ ー タ へ の 当 て は め は 、 Gyr341=C-

で 、 .0 61min
2 =| で あ り こ れ は 標 準 宇 宙 モ デ ル で の

値、 .0 672=| より良い当てはめであることが分かった。Ｉ

型超新星のデータに対しては、C－1=0.3 Gyrで .0 94min
2 =| で

あり、これも標準宇宙項モデルでの値 |2 =0.96 よりもわず

かながら良い当てはめを与える。さらにWMAP観測衛星に

よる最新の宇宙背景輻射揺らぎの観測データを合わせる

と、95の信頼限界で、 < <15 801C- Gyrという結果を与え

る。これは、文献[1]を援用すると、ひとたび暗黒物質の質

量 m0 が分かると、5次元のプランク質量に対して

( / ) ( / ) ( / )TeV GyrM M m4 15/ /
5 4 0

1 2 1 1 6. C- という新しい制限

を得ることになる。

参考文献

[1] Dubovsky, S. L. et al.: 2000, PRD, 62, 105011.

[2] Ichiki et al.: 2003, PRD, 68, 083518.

ブレーン宇宙論における「消失する」暗黒物質：閉じていない

余剰次元に対する新しい制限
市来淨與、梶野敏貴　　　　　　　　八尋正信

（国立天文台／東京大学） （九州大学）

P. M. Garnavich、 G. J. Mathews
（ノートルダム大学）

図１.「消失」する暗黒物質モデルにおける，宇宙に存在する各
物質（輻射（緑）；バリオン（赤）；暗黒物質（黒）；暗
黒輻射（青））のエネルギー密度の時間変化．

図２. Ｉ型超新星（SNIa），銀河団質量・光度比（Cluster M/L），
宇宙背景輻射揺らぎ（WMAP）からの，宇宙項のエネルギ
ー密度（XK）と「消失」寿命（C－1）に対する制限[2]．各
等高線は，１，２，３vの信頼限界を表す．点線は図中に
示されているように，現在の暗黒物質のエネルギー密度一
定の線である．現在での暗黒輻射の存在量は，制限方程式

1 B= - - -X X X XK より得ることができる．
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II 各研究分野の研究成果・活動状況
１．光学赤外線天文学・観測システム研究系

光学赤外線天文学・観測システム研究系は、宇宙大構造、

銀河物理、恒星物理、太陽系天体、天体分光測光、赤外天

文、光学赤外画像の7部門と天文機器技術（国内客員）、光

学赤外観測（外国人客員）からなる。ハワイ観測所が中心

となって進めるすばる望遠鏡の共同利用の運用支援を引き

続き行うとともに、すばるによる最先端の観測研究を進め

ている。平成15年度は大型科研費、特別推進研究（家代表）

の２年目で、すばるの次期AO装置としてハワイ観測所と

の共同開発研究を行っている。また、次期大型計画（地上、

スペース）の具体的検討を開始した。地上大型計画では日

米欧の国際協力計画として大所高所からの議論がOECDの

枠内で進んでおり近く報告書がまとめられる運びである。

常勤スタッフではハワイ観測所から助手が系に帰任し

た。今後の交流を期待する。科学研究員２名、日本学術振

興会特別研究員２名、非常勤研究員４名のほか、開発研究

等による科学研究員３名が在籍している。大学院教育の一

環として大学院生21名を受け入れ、観測研究、開発研究を

それぞれ進めた。

岡山天体物理観測所、天文機器開発実験センター、及び

位置天文・天体力学研究系と連携して研究を進めている。

とくに位置天文・天体力学研究系とは、光赤外干渉計プロ

ジェクトを共同で進めている。

１．すばる望遠鏡の運用支援

すばる望遠鏡の共同利用は順調に行われているが、本研

究系では、共同利用プログラムの公募、採択、共同利用旅

費の運用・管理などの実務、すばるデータ解析センター

（三鷹地区の解析研究棟１階）の運用、すばるに関する広

報普及、FMOS、MOIRCSなどの新規装置の開発支援など

を行っている。このような支援事業はかなりの仕事量に達

し、本研究系のかなりの数のスタッフが関わっている。

２．すばる望遠鏡に関連する観測装置開発

FMOS（ファイバー多天体赤外分光器）、MOIRCS（多

天体赤外スリット分光器）の２つがすばるの新規観測装置

として開発されている。これらはハワイ観測所と大学（京

大、東北大）が主体となって開発しているが、本研究系は

開発の支援を行っている。

平成14年度から大型科研費、特別推進研究（家代表）を

獲得して５年計画ですばるの次期AO装置を開発している。

可変形鏡の素子数36から188素子に拡張し、レーザーガイ

ド星を用いた補償光学も視野に入れている。このための開

発技術者、研究員を10名規模で採用した。

３．すばる望遠鏡による観測研究

望遠鏡の製作者に割り当てられた観測時間とハワイ観測

所のスタッフに割り当てられた観測時間を合わせた大規模

な観測プログラムを前年度から開始し今年度は最終年度で

ある。プログラムとして、1）SDF（すばる深探査領域）

の深探査、2）SXDF（XMM衛星との共同深探査領域）の

広視野探査、3）SPDS（原始星降着円盤の系統探査）、の

３つのプログラムに集中的に時間配分した。特にSDFは

z=6あたりの天体を多数発見し原始銀河の研究に取り組ん

でいる。SXDFは多波長のデータを蓄積し多様な研究に活

用が見込まれている。SPDSは幾つかの原始星の周囲に惑

星系円盤や伴天体を発見し、星と惑星系の形成に迫る観測

結果も得られている。

その他の研究についてはハイライトで紹介されているの

で参照されたい。

４．UH88、UKIRTによる観測研究

マウナケア山頂の天文観測条件を生かして、効率的な機

器開発や観測研究を推進するために、UH88インチ望遠鏡

と英国3.8m赤外線望遠鏡（UKIRT）の観測時間を確保する

プロジェクトを開始した。平成15年度は

UH88：前期（２～７月）８件20夜、持ち込み装置１件

後期（８～１月）９件21夜、持ち込み装置３件

UKIRT：前期（２～７月）８件９夜

後期（８～１月）６件８夜

という実績であり、装置開発、星生成領域、銀河測光など

に有効利用された。

５．次期大型計画の検討開始

すばる後の光学赤外分野の大型計画として何を策定する

べきか、WGを設置し検討を開始した。WGは、サイエンス

班、地上班、スペース班の３つの検討グループにわかれて

検討し、平成15年度は２回将来計画WSを開催しその成果

を ま と め た 。 地 上 班 で は ELT（ Extremely Large

Telescope）計画書をまとめることを目標に技術的な検討

を開始している。まず、日本の得意分野として鏡材、鏡製

作（研削）技術、に着目して開発を進めている。
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スペース班は、ASTRO-F、SPICAの延長上にJPTFを据

えるとともに、アストロメトリー衛星としてJASMINEも

構想している。宇宙研と天文台の協力体制の確立も急務で

ありその方向で進んでいる。地上、スペース共にこれらの

計画は全国の研究者の組織である光天連との共同作業であ

り、年２回のシンポジウムを開催して全国の研究者の意志

をとりまとめていく。

６．岡山天体物理観測所の将来計画の支援

京都大学と岡山天体物理観測所が共同で3.5m新望遠鏡を

建設する計画を推進している。当該系では、岡山でのサイ

ト調査、世界にまたがる技術調査の支援を継続して行って

いる。

７．広報普及・新天体発見業務

天文情報公開センターに協力してすばるによる研究成果

の公表（記者発表含む）などの広報普及活動を支援し、新

天体発見業務などを行っている。

ハワイ観測所は、口径8.2mの大型光学赤外線望遠鏡（通

称「すばる望遠鏡」）を用いた共同利用観測および観測デ

ータアーカイブシステム運用事業と観測的研究、望遠鏡シ

ステム、観測装置、およびデータ処理ソフトウエア等の開

発・研究を行っている。

今年度は、７観測装置｛微光天体撮像分光装置

（FOCAS）、高分散分光器（HDS）、近赤外撮像分光装置

（IRCS）、OH夜光除去分光器（OHS）、主焦点広視野カメ

ラ（Suprime-Cam）、近赤外コロナグラフ撮像分光装置

（CIAO）、冷却中間赤外線撮像分光装置（COMICS）｝全て

と、冷却近赤外線撮像分光器（CISCO）および補償光学シ

ステム（AO）を公開し、合計181.5夜を共同利用に供した。

また、昨年度からハワイ観測所および光学赤外線天文

学・観測システム研究系スタッフを中心としたメンバーに

より進めている観測研究計画「観測所大プロジェクト」、

１）超high-z銀河種族の探査、２）惑星系の形成過程と系外

惑星の直接探査、３）深宇宙撮像分光サーベイ、も引き続

き行われた。

１．ハワイ観測所のスタッフ

国立天文台からの赴任職員は、望遠鏡システム部門、観

測装置システム部門、天体観測部門の３部門合わせて、教

授４名、助教授５名、助手10名、技官５名と事務官６名の

30名がハワイ観測所の定員である（2004年３月末現在、国

立天文台からの赴任職員29名、国立天文台三鷹より、望遠

鏡の調整、保守、運用支援のため２名の長期出張者が来所）。

また、RCUH（ハワイ大学研究支援公社）を通した現地雇

用のスタッフは、支援科学者、ソフトウエアおよび観測装

置等のエンジニア、施設、機械、車両、実験室の技術者、

望遠鏡・装置オペレーター、秘書、図書、事務職員がおり、

2004年３月末で75名（内訳、常勤59、非常勤16）である。

２．共同利用

共同利用事業は、半期ごと（上半期４月１日－９月30日、

と下半期10月１日－３月31日）に課題を公募する。公募は

国立天文台三鷹にて申請を受付け、国立天文台大型光学赤

外線望遠鏡専門委員会の下に設置されたプログラム小委員

会が内外のレフェリー評価を参考にして公募課題を審査し

採否を決める。今年度は、合計181.5夜を共同利用に供した。

上半期は、一般共同利用38課題（73夜）、TOO２課題（４

夜）、インテンシブ・プログラム２課題（10夜）、さらに、

今年度から始められた「サービス観測」６課題の観測がお

こなわれた。下半期は、それぞれ34課題（80.5夜）、１課題

（４夜）、１課題（10夜）、そして４課題が採択された。

国立天文台三鷹に置かれた「すばる望遠鏡運用支援室」

では、日本国内の研究者による観測のための出張手続き、

旅費支給事務を行い、ハワイ観測所では、観測スケジュー

ルの作成、ハワイでの観測者の宿泊、交通、観測等の支援

を行っている。

３．すばる望遠鏡の運用および性能向上

望遠鏡の主な性能は前年度に引き続き安定に維持されて

いる。1999年よりオートガイダー（AG）用のCCDカメラ

で測定され続けているシーイングの統計結果では、中央値

で0.6－0.7秒角という優れた星像性能が維持されている。今

年度の主な特記事項としては、主鏡および赤外副鏡の再蒸

着作業が挙げられる。

（1）主鏡のアルミの再蒸着

４回目の主鏡の再蒸着作業が2003年８月に約２週間かけ

ておこなわれた。アルミ膜厚・反射率・膜強度全てにおい

て最良の結果を確認した。また、ネジ等の落下に因ると推

測される２個の傷の修復作業も実施された。

今回新たな試みとして、超音波を用いて主鏡の傷を探査

する機器の試験を熊本大学／熊本工業技術センターと共同

でおこなった。その結果、ネジ等の落下を検知するシステ

２．ハワイ観測所
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ムについて実用化可能であることが確認された。2004年度

に実装する予定である。

（2）赤外副鏡の銀蒸着

反射率の低下およびメッキの劣化が認められていた赤外

副鏡の再蒸着作業を2003年４月に、マウナケア山頂の蒸着

装置を用いておこなった。結果は良好で、波長１ミクロン

以上で反射率が99%を達成していることが確認された。再

蒸着より１年後の2004年５月現在もほぼ同程度の性能を維

持している。

その他、2003年度に実現した主な望遠鏡の性能向上項目

は以下の通りである。

（3）望遠鏡トラッキング開始時間短縮化

望遠鏡のポインティングおよびトラッキング開始時に、

これまでは計算機間のやりとりに約２－３秒の時間がかか

っていた。この問題を解決するために望遠鏡ソフトウェア

の改修をおこない、駆動開始時間を１秒未満に短縮するこ

とができた。

（4）スリットビューワー（SV）による望遠鏡架台の制御

高分散分光器HDSの観測において、スリットビューワー

（SV）カメラの誤差信号を用いて、望遠鏡架台の閉ループ

駆動をおこなう改修をおこなった。この機能により、銀極

方向などのガイド星が少ない天域や太陽系内の天体の観測

でも望遠鏡を精度良く制御することが可能になり、観測効

率の向上に効果的であることが確認された。

（5）更なる性能向上のための作業

すばる望遠鏡の更なる性能および運用効率向上を目指し

て、以下の作業を継続中である。

－ 可視カセグレン副鏡の可視ナスミス焦点対応用の改造作

業

－ 赤外副鏡の焦点切替の高速化（目標値：30分を10分まで

短縮）

－ 補償光学システム（AO）による赤外副鏡のティップテ

ィルト機能の制御

－ 次期観測装置（FMOS / レーザーガイド星AOシステム）

に対応した望遠鏡およびドームのハードウェア／ソフト

ウェア整備

４．第一期観測装置の運用

S02B期から７つの観測装置とAO（補償光学系）のすべ

てが制限なしに共同利用に公開され、運用されてきた。

2003年度は、ハワイ大学時間を含む共同利用は合わせて

226夜実行されたが、このうちSuprime-Cam は80夜と昨年

度に引き続いて高い利用率となっている。また、今年度

（S03A期とS03B期）は装置によるトラブルは少なく安定し

た運用が行えた。特に、共同利用に関しては装置トラブル

による観測時間のロスはなかった。

装置の改良については、HDS と FOCAS について検出

器の制御・読み出しシステムであるMESSIA IV を MES-

SIA V に更新し、観測効率・感度・保守性の向上を実現さ

せた。また、Suprime－Cam のフィルター交換機構を更新

し、安定した運用を行えるようになった。

５．次期観測装置の開発

すばる望遠鏡の共同利用のための次期観測装置として

の、ファイバー多天体分光器（FMOS）と、多天体赤外撮

像分光装置（MOIRCS）の開発・製作は本年も続行された。

FMOS 計画は、すばる主焦点の広視野の中で J, H バン

ドでのOH夜光除去分光による多天体同時分光観測を目的

とし、京都大学、オックスフォード大学とダーラム大学を

中心とするイギリス・グループ、アングロオーストラリア

天文台、三菱電機との共同で引き続き進められた。平成15

年度には夜光除去分光器について、光学素子の製作をほぼ

終了し、常温での組み上げ試験を開始した。400天体を同

時に捉えるファイバー配置機構の実機製作も始まった。主

焦点ユニットは機械製作をほぼ終了し、赤外用主焦点補正

光学系もレンズ製作を完了した。平成16年度中に分光器、

主焦点ユニットの組み上げ試験を終了し、ハワイへ輸送さ

れる予定である。平成17年度には全体がマウナケア山頂に

揃ってファーストライトを迎える。

MOIRCS 計画は、東北大学と国立天文台ハワイ観測所・

光学赤外線天文学・観測システム研究系との共同で進めら

れ、すばるカセグレン焦点で、Kバンドまでの近赤外広視

野多天体撮像・分光観測機能を共同利用に供することを目

指している。装置のハードウェアは、当初の撮像・分光の

機能を満足するものの調達・製作・組み立てがハワイ観測

所で完了して、現在、最終的な調整試験と、装置制御ソフ

トウェアの整備が進行中で、ハワイ観測所山麓施設での望

遠鏡搭載準備試験が完了次第、山頂に移送され、一連の試

験観測が開始される状況である。

補償光学系

補償光学系（AO）は大気揺らぎをリアルタイム補正し

て回折限界像を得る装置である。すばるでは、カセグレン

焦点に36素子の曲率センサーシステムを開発し平成14年４

月よりIRCS, CIAOを取り付けて共同利用を行っている。

平成14年度より科学研究費特別推進研究の補助を得て、

より高性能の補償光学系をナスミス焦点に開発している。

これは、素子数を188素子とし、より回折限界に近い補正

性能を得るとともに、補正が困難であった短い波長でも高

い空間分解能を得ることができるものである。また、レー

ザーガイド星を装備し、人工的にガイド星を作ることによ

って、ほぼ任意の天体を観測できるようにする。平成15年

度は、重要コンポーネントである可変形鏡、レーザー等の

開発、システム・光学系・機械系の設計を行い、それに基
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づいて12月にハワイ観測所で国際レビューを実施した。

なお、ハワイ観測所では、これ以外に既存共同利用観測

装置の性能向上のための開発、あるいは、将来の観測装置

のための萌芽的開発研究なども進められている。

６．大型計算機とソフトウエア開発

導入２年目を迎え、新システムの安定稼動の実現、観測

データアーカイブの充実が図られた。

ハワイ三鷹の連携アーカイブシステム　STARS/MAS-

TARSは順調に稼動しており、三鷹サブシステムの運用の

充実とともに、観測から数分以内にMASTARSによるデー

タ取得が可能となった。

ヒロ研究棟における遠隔観測設備の整備を行い、SOSS

ソフトウェアの機能拡充とあわせて、ヒロからの遠隔観測

は通常運用モードとなり、安定稼動している。

ハワイ観測所ソフトウェア開発グループはメンバーがほ

ぼ固まり、望遠鏡情報表示機能、利用者GUI等の独自開発

が始まった。一部は運用システムに組み込まれ、順調に稼

動している。この過程で、運用を進めながら、ソフトウェ

ア開発・試験・運用開始を行うまでの手順がほぼ確立され

た。

三鷹サブシステムではプログラム相談の充実、オペレー

タによる支援業務の充実、遠隔観測モニター運用時の支援

等すばる望遠鏡観測データ解析処理における利用者支援を

継続的に進めている。

３．天文機器開発実験センター

国立天文台の推進する大型観測装置の優れた性能を十分

に引き出し、世界第一線級の研究成果をあげるためには、

先端的研究課題に即応した新しい観測装置の開発・製作が

不可欠である。当センターは、エレクトロニクス・オプテ

ィックス・メカニクスなどの基盤技術全般にわたる、機器

開発環境を整備し、内外の研究者技術者と共同して最新機

器の開発を行うことを目的としている。

センターの設備・技術は天文学の広い分野での共通的基

盤的な部分を多くサポートしており、国立天文台における

観測装置開発の中核組織、さらには全国的な機器開発の基

盤組織となるべく、開発環境の整備を進め、先端的技術開

発を推進している。

１．ワークショップおよび支援設備

天文機器開発のためのワークショップおよび支援設備を

整備運用し共同利用に供した。

マシン・デザイン・メカ・エレキ・オプトの５つのワー

クショップと赤外線シミュレータ・卯酉儀・中型蒸着装

置・クリーンルーム・サブミリ波フーリエ分光器などの支

援設備の運用を行った。赤外シミュレータ・デザインショ

ップ・オプトショップの各設備については全国共同利用の

公募を行ない、赤外シミュレーターについては、理研、東

大理より応募があり、実行に移された。その他、これらの

ショップは登録されたプロジェクトによって利用された。

（1）デザインショップ

高機能の機械・光学設計用CADの継続保守と、その性能

向上に合わせた計算機側の環境整備を行い、前年に引き続

きCADの共同利用を実施した。さらに既存の出力装置の継

続保守と同時に、老朽化対策として新たに高精度のカラー

プリンタを導入し共同利用として供し、常に快適な設計作

業に従事できるよう整備を行った。

（2）マシンショップ

高度環境試験棟の竣工に伴って、超精密旋盤を試験棟に

移設し整備し本来の性能が出るよう環境を整えた。各研究

系等から95件の製作・修理委託を受け、前年度からの繰り

越し４件を含む99件中、94件を完了した。残り５件は、平

成16年度へ繰り越す。

マシンショップ製作・修理委託件数　　　　　　

平成14年度より繰り越し ４（２）

天文機器開発実験センター 17（２）

光学赤外線天文学・観測システム研究系 10

太陽物理学研究系 40

位置天文・天体力学研究系 ２（１）

電波天文学研究系 ９

外部機関　17件

東京大学天文学教育センター ２

東京大学理学部 ２

東京大学宇宙線研究所 １

岡山大学理学部 １

東邦大学 １

理化学研究所 １

宇宙航空研究開発機構/宇宙科学研究所 ９

平成15年度合計 99（５）

（ ）内は16年度への繰り越し数。

（3）蒸着装置

今年度の三鷹の中型真空蒸着装置によるアルミの蒸着は
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赤外シミュレータのみであり、反射率・膜厚ともに例年と

ほぼ同じ値であった。新しく制作した小型の真空蒸着装置

により、三鷹の中型蒸着に使用する、16巻きのタングステ

ンフィラメントのアルミニウムウェティング作業を行っ

た。その他には岡山で使用する６巻きタングステンフィラ

メントにアルミのウエッティング作業を岡山の職員により

小型真空蒸着装置で行った。

２．プロジェクト支援

開発実験センター共通実験室やワークショップを利用し

て、複数の開発プロジェクトが行われ、天文機器開発実験

センターではこれを支援した。下表に登録された開発プロ

ジェクトを示す。

2003年度 登録プロジェクト一覧

●「Suprime－Cam」小宮山裕（ハワイ観測所）

●「ASHRA」佐々木真人（東大宇宙線研）

●「航空機搭載紫外イメージングスペクトロメータ」奥村

真一郎（宇宙開発事業団）

●「グリズムおよびImmersion gratingの開発」海老塚昇

（理化学研究所）

●「ATF評価」齋藤正雄（ALMA準備室）

●「STJを用いた検出器の開発」志岐成友（理化学研究所）

●「すばる望遠鏡主焦点カメラ用広帯域フィルターの性能

評価」木下大輔（国立天文台）

●「サブミリ波フーリエ分光器の開発」高橋英則（東大天

文）

●「ASTE搭載３色ボロメータの開発」松尾　宏（開発実

験センター）

●「ASTE搭載サブミリ波カメラの開発」松尾　宏（開発

実験センター）

●「X線CCDカメラの開発」原　弘久（太陽物理）

●「赤外線狭帯域フィルタの性能評価」本原顕太郎（天文

センター）

●「ALMA受信機の開発」関本裕太郎（電波天文）

●「TAMA-VIST」高橋竜太郎（位置力学）

●「蒸着」佐々木五郎（開発実験センター）

●「SPICA望遠鏡その他のための軽量鏡の開発」塩谷圭吾

（宇宙科学研究所）

●「京都三次元分光器」菅井　肇（京大理）

●「FMOS」舞原俊憲（京大理）

●「完全空乏型CCDの開発」宮崎　聡（ハワイ観測所）

●「Solar-B可視光望遠鏡の光学設計」末松芳法（太陽物理）

●「KAGAMI」大橋正健（宇宙線研究所）

●「ASTRO－F/FIS」松浦周二（宇宙科学研究所）

●「ASTE ALMA用ミリ波・サブミリ波受信機の開発」小

川英夫（大阪府立大学）

●「γ線バーストフォローアップ分光器」浦田裕次（理

研・東工大）

●「地上太陽光学観測データの実時間処理システムの開発」

花岡庸一郎（電波天文）

●「補償光学」高見英樹（ハワイ観測所）

●「Solar-B可視光望遠鏡光学素子の開発・試験」一本　潔

（太陽物理）

●「ミラーコロナグラフの開発」一本　潔（太陽物理）

●「Solar－B/SOT 可動鏡制御系(CTM)フライト品開発」

清水敏文（太陽物理）

●「複合材料軽量鏡の開発」大坪政司（開発実験センター）

●「フォトミクサ開発」上田暁俊（電波天文学）

●「冷却望遠鏡衛星のための材料・破壊力学的研究」塩谷

圭吾（宇宙科学研究所）

●「MAGNUMプロジェクト」小林行泰（開発センター）

●「X線カメラ自動観測制御の検証」鹿野良平（太陽物理）

●「３kproject」服部　誠（東北大天文）

●「遠赤外光検出システムの開発」太田　剛（科学技術振

興事業団）

●「CANGAROO」森　正樹（東大宇宙線研究所）

●「テラヘルツ光検出器の開発」諸橋信一（山口大学）

●「高分散分光観測による日中科学協力」野口邦男（光赤

外）

●「OAOWFCの開発」柳澤顕史（岡山天体物理観測所）

●「星間分子のミリ波・サブミリ波分光」川口建太郎（岡

山大学理学部）

●「星間塵候補低温下反射測定」周藤浩士（光赤外）

●「LO評価実験用光学系」氏原秀樹（ALMA準備室）

●「Makstov望遠鏡用カメラの開発」大薮進喜（天文セン

ター）

●「PICNIC」村上敏夫（金沢大理）

●「ASTRO－F/IRC」松原英雄（ISAS/JAXA）

●「超音波によるすばる主鏡傷感知システム」家　正則

（光赤外）

●「月面天測望遠鏡の開発」花田英夫（RISE開発室）

●「Nano-JASMINEミッション部開発」矢野太平（位置力

学）

３．開発・研究

天文機器開発センター職員が主体となる開発研究を推進

し、同時に新技術の獲得、基盤設備の整備運用を行った。

ここでは主なもののみを上げる。

1）テラヘルツ技術の開発

a）3色ボロメータのASTE望遠鏡への搭載

サブミリ波帯の３波長で同時観測が可能な３色ボロメー
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タ観測装置を製作し、ASTE望遠鏡の性能試験および試験

観測を行った。３色ボロメータは、波長350, 450, 850ミク

ロンのボロメータから構成され、ASTE望遠鏡搭載0.3Kク

ライオスタットに取り付けることで、高感度連続波観測を

実現するものである。

0.3Kクライオスタットは、閉サイクルでの運転が可能な

機械式４K冷凍機と吸着型He３/He４冷凍器から構成され、

日本からの冷却オペレーションが可能である。望遠鏡の性

能試験としては、ボロメータの高感度特性を生かして、ポ

インティング、アンテナ特性、副鏡チョッピング機構の動

作試験などを行った。

試験観測としては、惑星および大質量星形成領域の観測

などを行い、観測性能の評価を行った。

b）サブミリ波カメラ用超伝導直接検出器の開発

高感度広視野の観測を実現するため、超伝導ニオブのト

ンネル接合を用いた直接検出器（SISフォトン検出器）の

開発を進めた。実験室における検出特性の評価を完了し、

ボロメータに比べ動作温度、電圧感度、動作速度、線形性

などで優れていることが明らかとなった。

ASTE搭載観測装置として、SISフォトン検出器を用いた

９素子サブミリ波カメラの製作を開始した。

c）サブミリ波カメラ用極低温読み出し回路の開発

1000素子のサブミリ波カメラの実現に向けて、1K以下の

極低温で動作する読み出し回路の開発を開始した。GaAs-

JFETの0.3KにおけるI－V特性およびノイズ特性の測定を

行い、0.3Kにおいても4.2Kと同等の性能が得られることが

確認された。

2）活動銀河核の可視赤外モニター観測による活動銀河核

内部構造の研究および新距離決定手法の研究

ハワイ、マウイ島に設置したMAGNUM天文台では、自

動化が進み無人での完全自動観測が多くの期間実現される

ようになってきた。口径２ｍ規模の光赤外望遠鏡の無人自

動観測が実現されたのは世界的に見ても初めてのことであ

る。観測データも質の高いデータが蓄積されつつあり、近

傍の低光度活動銀河核については多数の可視ー赤外遅延が

求められ、いくつかの興味深い事実が明らかになった。

3）JASMINE計画

JASMINE計画に関連した計画検討、機器開発が行われ

た。赤外検出器、CCDのTDIモード制御など、また関連し

てnano-JASMINEのための衛星の検討、機器試作を行った。

反応焼結型SiCを用いた小型衛星搭載望遠鏡の開発を始め

ている。高強度材料で光学的性能も優れているので、将来

的にも超軽量鏡材料として、JASMINEへの応用も視野に

いれたものである。赤外に感度を持つCCDの応用実用化を

目的として衛星搭載用TDI制御方式の開発などを進めた。

４．岡山天体物理観測所

１．共同利用

岡山天体物理観測所（OAO）の188cm望遠鏡および

91cm望遠鏡は、全国の研究者によって共同利用された。こ

のうち、91cm望遠鏡については、広視野赤外線カメラへの

改造のため平成15年10月をもって共同利用を停止した。

平成15年は６、７、９月に整備期間（延べ57日）を設け

た。これ以外の期間の延べ308日を観測所時間、所長預か

り時間、広報普及、共同利用に供した。共同利用夜数は、

188cm望遠鏡は188夜、91cm望遠鏡は204夜であった。共同

利用は前期（１月～６月）および後期（７月～12月）の２

期に分けて公募した。

観測プログラムは光赤外専門委員会の下に設置されてい

るプログラム小委員会（平成15年度委員長：関宗蔵東北大

学教授）を中心として採択決定した。188cm望遠鏡につい

てはレフェリー評価に基づくスクリーニングを行った。平

成15年に 実施された共同利用観測プログラムは188cm望遠

鏡20課題36件、91cm望遠鏡20課題34件であった。188cm望

遠鏡では、前期に長期プロジェクト１課題があった。１課

題当たりの平均夜数は188cm望遠鏡で約9夜、91cm望遠鏡

で約10夜となっている。これらの共同利用観測は観測所内

外の研究者延べ約250名により実施された。

188cm望遠鏡で使用された共同利用観測所装置は高分散

エシェル分光器（HIDES）であった。観測者が持ち込んで

使用した装置としては偏光分光測光器（HBS）および多波

長同時偏光分光装置（TRISPEC）があった。

91cm望遠鏡では、持ち込み装置として、偏光分光測光器

（HBS）が使用された。太陽観測用の65cm望遠鏡は 共同利

用観測の公募を行っていないが、装置開発に関わる実験や

高校生の実習などに利用されている。共同利用観測で本年

度中に行われた個々の観測課題や観測者については、「施

設等の共同利用」を参照されたい。

188cm望遠鏡の観測所時間については、平成15年は81日

の割り当てで12課題12件を実施した。観測所時間では、施

設特別公開および夜間観望会とその準備、各焦点・装置に

ついての指向誤差測定、HBSの較正データ取得観測、

TRISPECの試験観測および観測所員による天文学的研究デ

ータの取得などを進めた。

２．望遠鏡・機器の整備・開発
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６、７、９月の整備機関には、例年どおり各望遠鏡の鏡

の真空アルミ蒸着作業、望遠鏡・装置の光軸調整、および

注油・清掃等の定常的な整備や調整を進めた。一方、整備

期間以外でも共同利用観測と並行して、各種開発ならびに

改修を進めた。今年度行われた主な整備・開発を以下に列

挙する。

（1）望遠鏡・観測装置

＜188cm望遠鏡＞

・主鏡副鏡類アルミ蒸着、光軸調整、ハルトマンテスト、

ポインティングアナリシス、望遠鏡注油

・ドームの給油、オイル交換、ドーム架線点検整備など

の保守作業

・188cm望遠鏡ドーム修理：ニュートン観測台のモータ

ーおよびブレーキ修理、ドーム架線修理、ドーム回転

モータ交換

・望遠鏡制御系保守、機能追加

・クーデ焦点エシェル分光器（HIDES）の開発：CCDコ

ントローラのMessiaV化、ガイドカメラ更新

・新多目的近赤外カメラ（ISLE）の開発：検出器駆動系

実験

専用台車製作

＜91cm望遠鏡＞

・主鏡副鏡アルミ蒸着、光軸調整、ポインティングアナ

リシス、望遠鏡注油、望遠鏡各部の採寸、重量測定

・共同利用停止（2003年10月）

・超広視野赤外線カメラの開発：準シュミット光学系お

よび支持機構の設計、検出器駆動システムの設計

＜その他＞

・シーイングモニタの開発および実験（京都大学、広島

大学、名古屋大学と共同）

・中間赤外スカイモニタの開発

・CTˆ2測定（京都大学、広島大学と共同）

・ガンマ線バースト追跡用50cm望遠鏡の設置（東京工業

大学と共同）

（2）計算機・データ処理

・WWWサーバーの運用、観測所ホームページの整備

・ビジター用ワークステーションの整備

・共同利用観測装置データの保管システム整備

（3）その他

・乾板アーカイブ化計画推進：乾板記録のデータベース化

３．将来計画の推進

京都大学、広島大学、岡山大学などと協力して、岡山天

体物理観測所の将来計画の検討およびその実現のための調

査活動を行っている。現在は、京都大学から提案された

「3.5m望遠鏡計画」を基に新望遠鏡の概念設計を行い、具

体的製作方法の検討に入っている。この間の検討結果をま

とめて、計画説明書を作成した。現在三鷹に設置されてい

る赤外シミュレータの移設計画も広島大学と進めている。

基礎的調査としては、CTˆ２測定、シーイング測定などを

継続して行っている。

４．観測・研究・開発の成果

平成15年の共同利用で観測された天体は、主に、恒星・

星団等の銀河系内天体が多数を占めた。これは公開された

観測装置が、188cm望遠鏡ではHIDES、91cm望遠鏡では持

ち込み装置のHBSであったことに拠っていると思われる。

これまでと同様に、共同利用の枠の中で、個々の研究者

グループによって多数の観測研究が進められており、それ

ぞれの研究成果は、研究会や学会で報告され論文にされて

いる（共同利用研究者による個々の成果はユーザーズ・ミ

ーティングや該当する研究会の集録および学会の報告を参

照されたい）。

平成15年度において、特筆すべき共同利用研究成果とし

て、「G型巨星周りの惑星発見」があげられる。国立天文台

COE研究員の佐藤文衛氏を中心としたグループが、188cm

望遠鏡HIDESを用いて、わが国ではじめて太陽系外惑星を

発見した。太陽の数倍の質量を持つG型巨星の周りでは、

世界ではじめての惑星発見であり、惑星形成論に与える影

響も大きい。この研究は平成16年前期（１月～６月）より、

188cm望遠鏡のプロジェクト観測として採用されており、

今後も継続的に行われる。

観測所現地のスタッフは、共同利用を推進するための各

種のサポート活動を行うとともに、共同利用の望遠鏡・観

測装置を用いて、多数の研究者と共同利用観測や共同研究

を行っている。

吉田は、計算機ネットワークの維持管理を行う傍ら、す

ばる望遠鏡による活動銀河の観測を進めている。また、将

来計画として赤外シミュレータ移設事業を推進し、3.5m望

遠鏡仕様策定・設計に従事している。

泉浦は、系外惑星探査プログラムを推進するとともに、

広がったAGB星ダストシェルの光学域探査を進めた。この

ほかにSiOメーザー輝線サーベイも継続している。観測所

環境整備、共同利用体制の向上なども進めた。また、

UK/UKIRT日本時間のプログラム委員、電波専門委員会プ

ログラム委員を務め、ASTRO－Fの恒星分野ミッションプ

ログラム検討に参加するなど、幅広い活動を行った。

柳澤は、新しい近赤外分光撮像装置ISLEの検出器駆動回

路の設計製作を行った。また、「超広視野近赤外線カメラ

による銀河面モニタ計画」において、広視野カメラの設

計・製作を進めた。HIDESの検出器制御系をMessiaVシス

テムに更新した。さらに、東京工業大学と協力してガンマ

線バーストの可視追求観測のための50cm望遠鏡の設計・製

作を行った。岡山プログラム小委員会の幹事も行った。
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岡田は、188cm望遠鏡ドームの責任者として維持管理に

努め修理・改修工事を監督するとともに、各種機械製作を

行った。また、観測所の広報活動の責任者として、特別公

開や小学生見学事業、夜間観望会などの広報活動の主体と

なって活躍した。

沖田は、赤外シミュレータの移設計画責任者として、広

島大学と協力して移設計画策定を行った。また、50cm望遠

鏡設置の責任者として設計および監督作業を行った。さら

に3.5m望遠鏡計画において、主にドーム設計を中心となっ

て進めている。この他、安全管理小委員会委員として安全

対策を行い、技術系職員会議運営員として国立天文台の技

術系職員体制の検討を行った。

清水は、独自に開発した汎用機器制御ボードを用いた各

種機器制御システムの開発（ISLEの駆動系、50cm望遠鏡

制御系、シーイングモニタおよびドーム制御系）を行った。

小矢野は、望遠鏡の光軸調整の責任者として望遠鏡保守

を行う一方、観測所の観測環境調査に主体的に関わり、

CTˆ２測定、シーイング測定を京都大学・広島大学などと

協力して行った。また、観測所広報活動にも積極的に協力

し、特別公開や観望会の実施に力を注いだ。法人化に当た

っては、岡山地区の過半数職員代表として就業規則の協議

を進めた。

稲田は、雨滴センサの開発を行う一方、気象モニタの維

持管理を行った。また、50cm望遠鏡ドーム制御・監視シス

テムの製作を行った。観測前点検等のマニュアル整備も行

った。

長山は、188cm望遠鏡反射率のモニターを行って劣化の

時間的経過を明らかにした。また、50cm望遠鏡用の可視三

色同時カメラの設計・製作を行った。

増田は、HIDESを用いたB型脈動星の吸収線輪郭変動の

研究を行っている。HIDESのガイドカメラを更新してガイ

ド効率を向上させるなど、HIDES制御系全般の維持開発に

努めている。

服部は、京都三次元分光器を用いた銀河の星生成活動の

研究を行い、論文として発表した。すばる望遠鏡に三次元

分光器の２号機を装着して、銀河の三次元分光観測を継続

している。また、京都三次元分光器の検出器系の更新を行

い、常設シーイングモニタの立ち上げ・設置、188cm望遠

鏡カセグレン焦点ガイド系ソフトの改修などを行った。

大塚は、HIDESを用いて惑星状星雲の高分散分光観測を

行い、惑星状星雲の詳細な運動学の研究を行った。

５．会議

（1）プログラム小委員会（５月19日、11月27日）

2003年後期と2004年前期の共同利用について審議を行

い、観測プログラムを編成した。188cm望遠鏡のプロジェ

クト観測は、2004前期に1件申請された。議論の結果、こ

の課題を採択した。

（2）岡山ユーザーズミーティング（第15回光赤外ユーザ

ーズミーティング）（８月19日～８月20日）

国立天文台三鷹キャンパスにて開催した。観測所の現状

報告、研究成果報告を行い、観測所の将来計画として、中

期計画と長期計画に分けて議論を行った。中期計画として

は、91cm望遠鏡改造による近赤外線サーベイ計画、赤外シ

ミュレータ移設計画などが議論された。長期計画の議論で

は、京都大学による3.5m望遠鏡計画が中心的な話題となっ

た。

６．広報普及その他

（1）一般公開：年間を通じて188cm望遠鏡およびドームの

一般公開を行っている。見学者総数は年間約１万６千

人であった。また、併設の岡山天文博物館（鴨方町）

の運営に協力し、展示や天文情報の取得について打ち

合わせた。

（2）特別公開：８月30日に施設特別公開を行った。188cm

望遠鏡と91cm望遠鏡を公開し、900名を超える入場者

があった。詳しくは「施設の公開」の岡山地区の項を

参照されたい。

（3）夜間観望会：９月20日に188cm望遠鏡による夜間観望

会を実施した。全国から抽選により約100名の参加者が

あった。

（4）鴨方町天文講座を後援した。

（5）鴨方町天文博物館と協力して、「岡山観測所講座」を

５回行った。

（6）岡山天文観測実習：岡山大学および広島大学の学部

生を対象に天文観測実習を行った。それぞれの大学か

ら合計８名の参加者があり、188cm望遠鏡を用いた銀

河の分光観測およびデータ解析を行って、銀河の後退

速度を求め、ハッブル定数を導出した。

（7）鴨方町、矢掛町および金光町の小学校に対して、観

測所の見学会を行った。対象は４年生で、各校ごとに

学年全員をバスで観測所まで招待し、望遠鏡の見学お

よび星の運行などに関する解説を行った。
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太陽物理学の研究は、太陽物理学研究系、乗鞍コロナ観

測所、太陽活動世界資料解析センターの３つの組織が協力

し、野辺山太陽電波観測所とも密接に連携しながら推進し

ている。またSolar－B衛星開発のためSolar－Bプロジェク

ト推進室を置いている。研究対象は太陽の内部構造、およ

び太陽光球・彩層・コロナ・太陽風など太陽外層大気であ

り、フレア、黒点、白斑、紅炎など磁気プラズマの示す

様々な活動性について観測・理論の両面から研究を行って

いる。

理論研究は、日震学の手法による太陽の内部構造の診断

のほか、磁気流体力学を共通の手段として太陽類似の恒星

や宇宙ジェット現象などにも及んでいる。

観測的研究では、飛翔体によるスペースからの観測に早

くから取り組み、最近では科学衛星「ようこう」で大きな

成果を収め、次期衛星Solar－Bの開発に取り組んでいる。

乗鞍コロナ観測所、岡山天体物理観測所、三鷹地区の太

陽フレア望遠鏡など地上の諸装置にも新たな技術を導入し

て研究を進めている。また黒点・フレア・コロナ等の定常

観測を長期間にわたって継続しており、諸外国の関係機関

と協力してデータの交換、出版を行っている。

Ⅰ．研究活動・装置開発

１．スペースからの観測

（1）「ようこう」の運用

太陽観測衛星「ようこう」は1991年８月の打ち上げから

丸10年以上活躍したが、2001年12月15日に起こった姿勢制

御の乱れと電源電圧の低下のため、その後の観測は停止さ

れている。2004年４月にS帯送信機の電源を落とし、科学

運用を終了することとなった。

（2）Solar－B衛星の開発

2006年夏の打ち上げを目指して開発が進められている

Solar－B衛星は、太陽光球の磁場を高い空間分解能で高精

度に観測する可視光望遠鏡（SOT）、ダイナミックな高温

コロナを撮像するＸ線望遠鏡（XRT）、遷移領域からコロ

ナにかけての広い温度範囲のプラズマの観測を行うＥＵＶ

撮像分光装置（EIS）の３つの望遠鏡を搭載し、Ｘ線・紫

外線でコロナの加熱やダイナミックスを、可視光でそのエ

ネルギー源である太陽表面の磁場・速度場を観測しようと

するものである。これらの観測装置群がもたらす、0.2秒角

分解能のベクトル磁場マップ、１秒角分解能の高温（２百

万度以上）コロナの画像、コロナの高感度の速度場マップ

は、どれ一つをとっても世界初であり、同種のミッション

が近い将来にないことから、唯一の本格的軌道太陽天文台

として、世界中から大きな期待が寄せられている。

これら最先端の観測装置は、日本（JAXA/NAO）、米国

（NASA）、英国（PPARC）の総力を結集して共同で開発が

進められている。装置の規模が格段に大きい可視光望遠鏡

は、口径50cmの望遠鏡部（OTA）および観測装置制御を

日本、焦点面観測装置（FPP）をNASAが担当している。

X線望遠鏡は、光学系をNASAが、Ｘ線CCDカメラ・観測

機制御装置を日本が担当している。EUV撮像分光装置は英

米を中心として製作されている。国立天文台は可視光望遠

鏡の責任担当であり、またX線CCDカメラの開発をJAXA

宇宙科学研究本部と共同して担当し、さらに各望遠鏡と衛

星のインターフェースの設計や試験、ミッションデータプ

ロセッサの開発など、衛星開発のあらゆる面に携わってい

る。

平成15年度は、日米英において衛星搭載観測装置のフラ

イトモデルの組立試験が行われた。可視光望遠鏡本体、お

よびXRTのX線CCDカメラのフライト品組立て・調整・較

正試験は、国立天文台のクリーンルームで行なわれた。

高度環境試験棟は平成15年４月より本格使用が開始され

（研究ハイライト参照）、望遠鏡に悪影響を与える汚染を最

低限に保つべく清浄度維持に細心の注意を払い、作業時ク

ラス10程度のクリーン度を維持できている。可視光望遠鏡

の本組立に先立ち、まず光学系構成品の単体レベルでの光

学試験、熱光学試験（軌道真空環境での光学性能を計測す

る試験）を実施し完了した。米国NASAより、可視光望遠

鏡に組み込まれる偏光変調装置が天文台に到着し、電気的

機能試験、回転波長板の波面測定を実施して、望遠鏡組込

みに問題ないことを確認した。

真空環境では、望遠鏡の構成部品（特に接着剤・電気ケ

ーブルなど）からガスが放出される。ガスが付着すると光

学系反射率の劣化による光学部品の温度上昇やレンズ透過

率の劣化をきたす。接着剤などの選定に必要な、脱ガス試

験・温度サイクル試験・放射線耐性試験、光学素子以外の

全部品のベーキング（真空高温にして脱ガスを行うこと）

は、ほとんど国立天文台が主体となって多大の時間をかけ

実施した。

以上の試験を終え、11月より高度環境試験棟クリーンル

５．太陽物理学研究系
乗鞍コロナ観測所
太陽活動世界資料解析センター
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ームにて、望遠鏡フライトモデルの組立が開始された。光

学系の組立は、すでにプロトモデルフェーズの機械・熱モ

デル組立で練習を積んでおり、セオドライト、シャック・

ハルトマン・センサー、光学干渉計などを駆使して比較的

スムーズに行うことができ、回折限界性能達成が確実とな

った。

X線望遠鏡焦点面CCDカメラは、フライトモデルの組み

上げ・調整作業ならびに、単体カメラ部の機械・熱環境試

験、較正試験を完了した。これらの作業と試験の大半は、

天文機器開発実験センター内に設置したクラス100のクリ

ーンルームにて実施された。カメラ単体試験と並行して、

X線量子効率・システムゲインなど、フライトCCDカメラ

の特性測定も中型真空チャンバー・X線モノクロメーター

を使用して行なった。これらの試験・測定後、CCDカメラ

は8月に米国スミソニアン天文台（SAO）に輸送され、

SAO・NASAが開発を担当する望遠鏡鏡筒部に結合された

後、11月よりNASAゴダード宇宙飛行センター（GSFC）

での望遠鏡レベルの環境試験に供されている。

２．地上からの太陽観測

（1）磁場観測

太陽フレア望遠鏡は1992年に４つの観測装置すべてが完

成して以来連続して観測を続けている。そのうちのビデ

オ・ベクトルマグネトグラフは世界で最も高速かつ自動化

の進んだ磁場観測装置であり、３分に１枚のスピードで磁

場マップを取得し、太陽大気内の磁場の歪みの蓄積の度合

いを常に追跡している。取得したデータの一部はオンライ

ンで公開している。近年、太陽の磁場の生成機構に関連し

て、磁場のよじれを表す磁気ヘリシティの研究が注目を集

めている。均質かつ大量のデータを取得している太陽フレ

ア望遠鏡のデータは磁気ヘリシティの解析に適しているた

め、この研究に力を集中している。電波天文学研究系の花

岡により、Ha線画像の高速デジタル取得装置の開発が完了

し、2001年10月から定常観測に入っている。この装置では

偏光観測ができるようになっており、本年度には強誘電性

液晶ポラリメーターを製作したことでさらに観測を高精度

化することができた。フレアの加速粒子が引き起こすHa

線の偏光をとらえることが目標である。またコリレーショ

ントラッキングによる太陽像安定化装置を製作し、気球実

験室にて新たに製作した分光器の集光系に設置した。

（2）STEP・S－RAMP・CAWSES事業

太陽地球間エネルギープログラム（STEP事業、1990～

97年）は、SCOSTEP（太陽地球系物理学科学委員会）が

とりまとめ役となって実施した国際共同研究で、太陽から

惑星間空間を経て地球までのエネルギーの流れとその地球

環境への影響をテーマとした。それに引き続く1998～2002

年はS-RAMPと名付けられたデータ解析期間となっている。

国立天文台・太陽物理学研究系は太陽全面の大規模磁場構

造を観測する広視野マグネトグラフを建設し、1994年より

定常観測を行っている。

2004～2008年はSCOSTEPの次の大規模国際共同研究で

あるCAWSES（太陽地球系の気候気象）が計画されている。

日本国内での準備も始まり、国立天文台の太陽分野でも具

体的研究計画を策定しつつある。我々は、太陽の長期変動

研究の一環として、古い太陽画像データのデジタル化を行

っており、今年度は科学研究費補助金・研究成果公開促進

費（データベース）の配分を受けて作業を進めた。

（3）黒点・白斑・Haフレアの定常観測

本年（2003年１～12月）の黒点・白斑の観測は、太陽全

面望遠鏡により行われた（187日）。この望遠鏡には、黒

点・白斑観測のため口径10cmの屈折 望遠鏡と2K×2K素子

のCCDカメラが搭載されている。またHaフレア観測のため

に、口径4cmの屈折望遠鏡とリオフィルター、CCDテレビ

カメラが装備されている。フレアの検出数は1～7月の93日

間の観測について、表１の通りである。Haリオフィルター

の性能低下のため、画像の質が悪くフレアの検出率が落ち

ている。システムの改修を検討中である。

表１　Haフレア観測（2003年1～7月）

観測日数　　 フレア重要度別検出個数

＜ 1 1 2 3

93日　　 0 2 1 0

Ⅱ．乗鞍コロナ観測所

１．観測所の概要

1949年の開所以来の10cmコロナグラフに加え、25cm分

光コロナグラフ、10cm新コロナグラフを有し、太陽の外層

大気であるコロナ・彩層や、プロミネンス、スピキュール

等の観測・研究を行っている。散乱光の少ない大気とシー

イングの良さに恵まれた環境は、コロナのみならず太陽光

球・彩層の高分解能撮像・分光観測にも適し、他研究機関

からの来訪者による共同利用観測も行われている。25cmコ

ロナグラフには世界最大級のグレーティングをもつ分光器

が付属し、CCDカメラによる精密分光観測を行っている。

冬季は観測所は雪に閉ざされた環境となり、維持に著し

い労力を要する一方晴天日数が少ない。観測環境の良い夏

季に精力を集中し効率的に研究成果を出せるよう、発電機

の交換、建物の補強、衛星電話回線による遠隔モニターな
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１．基本位置天文部門

（1）光赤外干渉計

昨年に引き続き、30m基線干渉計MIRA－I.２の開発を中

心に研究活動を行った。本年度の主な研究成果は次のよう

な事項である。

（a）準定常観測システムの確立：ピエゾを用いた光遅延量

の三角波変調（最大遅延量ストローク120μm）による天体

光フリンジパケット取得法が完成し、人工光による性能試

験、明るい恒星による予備観測などを開始した。フリンジ

変調周波数500Hzの場合、1フレーム60秒間の観測で187個

のフリンジパケットの取得が可能となった。一方、基線ベ

クトルの精密決定により、天体光フリンジの検出位置不確

定を遅延量100μm程度の範囲に追い込むことができた。ま

た、観測室の鏡をアルミ面から金面に交換し、真空パイプ

窓や光分岐BS等の透過ガラス面に広帯域反射防止膜を施し

た結果、装置全体の光学スループットを４倍ほど向上する

ことができた。以上の諸結果により、I 等級で３等級より

明るい天体の干渉フリンジがほぼ常時検出可能となった

（日本天文学会2003年秋、2004年春、西川、他）。

（b）観測装置の安定性等の向上：断熱と恒温化対策が強化

された結果、光学系設置室温の日周変化は１℃以内となり、

観測中の光軸ドリフトなどが大幅に低減した。また防塵対

策の結果、室内はクラス3000程度のクリーン度が保たれる

ようになった。このほか、測長計および振動計による振動

モニタが動きだし、観測中の振動状態を把握することがで

きるようになった。光遅延線の走行不整に対するピエゾ補

正は試験的に成功したが（横井修士論文）、観測システム

に組込むには至らなかった。

（c）評価会開催：10月６日、三鷹において30m基線干渉計

の装置性能と今後のMIRAプロジェクトの推進についてピ

アレビュー（評価会）を実施した。評価委員は、国立天文

台外より２名、国立天文台内より３名の方にお願いした。

事前配付の詳細資料、当日配付の予算・人員関連資料、当

６．位置天文・天体力学研究系

どを導入し、1998年より、冬季は観測所を無人・自動化し

ている。本年度は４月18日にヘリコプターにより開所隊が

観測所に入り、閉所は11月５日に完了した。

２．10cmコロナグラフ

コロナの緑色輝線（5303Å）の輝度は、黒点相対数など

と並んで太陽活動の基本的な指標である。10cmコロナグラ

フと直視分光器による実視観測は1997年1月でその50年近

い歴史を閉じ、複屈折フィルターを使った新しいシステム

（NOGIS: Norikura Green-Line Imaging System）に移行し

た。フィルターには液晶を利用した可変遅延素子が組み込

まれており、輝線と散乱光（連続光）の弁別、輝線のドッ

プラーシフトの測定が可能である。検出器はCCDで、コロ

ナの2次元撮像・測光を高精度で行うことができる。フレ

アの原因である、磁気リコネクションに伴って起こると予

想される、プラズマの流入・流出運動を検出することをめ

ざし、観測を続けている。

1991年に定常観測に入った口径10cm新コロナグラフも運

用され、干渉フィルター（主にHaの波長）とCCDカメラに

より太陽のデジタル画像を記録している。

３．25cmコロナグラフ

25cmクーデ式コロナグラフはリトロータイプの分光器を

備え、スペクトル観測によって太陽の様々な現象の物理状

態を調べることができる。最近では主に冷却CCDカメラを

用いたコロナの高精度分光観測を実施しているほか、1997

年に完成した液晶遅延素子組込みの汎用ポラリメータによ

り、偏光を用いた光球やプロミネンス、コロナの磁場診断

も行っている。

４．共同観測・共同研究

本年度は10件の共同利用観測を実施した。25cmコロナグ

ラフを用いた分光観測・偏光観測のほか、近年では気象関

係の利用も多い。

Ⅲ．太陽活動世界資料解析センター

世界各地の天文台が観測した、黒点・光球磁場・フレ

ア・コロナ・太陽電波に関する資料を編集し、ユネスコ及

び国際学術連合（ICSU）の援助を得て、Quarter ly

Bulletin on Solar Activityとして印刷出版している。また、

三鷹における太陽黒点・フレアの観測結果、及び乗鞍にお

ける5303Åコロナ輝線の強度測定の結果は、Monthly

Bulletin on Solar Phenomenaとして刊行している。

Ⅳ．その他の活動

以下の研究会を開催した。

平成15年11月12日～14日

第５回Solar－B Science Meeting（JAXA宇宙科学研

究本部と共催）

於　国際文化会館（東京六本木）
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日の口頭発表にもとづき、プロジェクトの意義、現状、今

後の方向性について議論をして頂いた。その結果、我が国

で独自の光干渉計技術の開発を進めることは重要な意義が

あり、光干渉計MIRAグループのこれまでの開発状況は充

分に評価できること、統計的なデータ解析システムを確立

して装置性能を定量的に明らかにすることが当面の急務で

あること、また光干渉計グループの将来計画については引

き続き検討を重ね、グループとしての方向性を明確にする

ことが望まれるなどを意見とする報告書を頂いた。今回の

評価会は、MIRA｜I.２の中間評価と位置付けており、当面

のMIRAプロジェクトの完結後、再度のピアレビューを予

定している。

（d）米国の光干渉計NPOIによるアルタイル(aAql)の観測

データを用いて、高速自転をしているアルタイルの表面輝

度分布に非対称性があることを示すことができた（大石）。

非対称性の原因として重力減光を考えると説明ができるこ

ともわかった。

（2）宇宙と銀河の構造

宇宙大構造と銀河の形成、宇宙論、銀河（自己重力多体

系）の力学構造と緩和過程、宇宙初期のハローの化学進化

といった、宇宙全体および銀河に関わる形成、構造、進化

の理論的研究を行った。具体的には、準解析的アプローチ

による銀河の形成・進化モデルの検討、QSO吸収線系の形

成・進化の解析、銀河系の力学構造構築の手法開発、非一

様的化学進化モデルの構築等である。また、統計視差法の

解析も行った。

（3）赤外線位置天文観測衛星計画（JASMINE計画）

ヒッパルコス衛星によるアストロメトリ観測は、革命的

であったが、1000分の１秒角の精度しかないため、銀河系

の興味あるほとんどの星の距離や固有運動は正確には定ま

っていない。そこで、銀河系全体の星の位相空間の情報を

精度良く知るために、海外では、10万分の１秒角程度の精

度をもつ高精度アストロメトリ観測を目的とした衛星計画

がいくつか進行している。しかし、いずれの計画もダスト

による吸収を受ける可視光領域で測定するため、銀河系の

ディスクやバルジをすべて見渡すことが出来ない。したが

って、銀河系ディスクやバルジに潜む多くの星の位相空間

情報を知り、銀河系全体を構築し、宇宙物理学の様々な分

野の基礎となる情報を得るために、ダストによる吸収の影

響を受けない近赤外線による、スペースアストロメトリの

観測が将来必要となると思われる。この計画に向けて、検

討を行っている。

平成15年度は、望遠鏡の光学系の基本設計が完了し、ま

た新しいタイプの検出器開発もハワイ観測所の方のご協力

を得て進んでいる。さらに、地上でのCCDを用いた星像中

心決定実験も月面天測望遠鏡計画プロジェクトチームの方

と共同で水沢観測所において実験を引き続き進めており、

一定の成果が得られてきている。また、衛星システムに関

しては、JAXA総合技術研究本部ならびに宇宙科学研究本

部の方達のご協力を得て、衛星システム全般の検討を進め

ている。さらには、JASMINEの技術実証の一環として、

超小型衛星を用いて、実際のスペースで実験を試みる

Nano-JASMINE計画の検討がスタートした。JASMINEの

光学系とほぼ相似的なものをもつ小型望遠鏡の開発が進ん

でいるとともに、衛星システムに関しては、超小型衛星の

打ち上げ実績がある東大工学部の方達のご協力を得て進ん

でいる。

なお、平成15年７月には、それまでの検討成果をまとめ

たJASMINE計画第1回検討報告書を作成し、関係各位600

名に配布した。さらに、平成15年10月には、JAXA宇宙科

学研究本部の宇宙理学委員会でJASMINEワーキンググル

ープの設立が承認された。現在のところ、天文研究者や工

学系の研究者を含め81名のメンバーで構成されている。そ

のほか、JASMINEに関しては、光赤外天文学将来計画シ

ンポジウム、日本天文学会、研究会や大学でのセミナー等

で幅広く報告を行っている。

２．天体力学部門

（1）銀河系において最も質量の大きな球状星団に関する

考察を行い、その起源となる矮小銀河の痕跡に関して

予言し、今後の銀河系観測に対する指針を与えた。

（2）銀河系の球状星団、衛星銀河、ならびにハロー星に

関する最新の観測データに基づいて、これまでになく

確からしい銀河系の総質量決定を行った。

（3）アンドロメダ銀河における球状星団の形成とハロー

構造の起源に関する新しいモデル計算を行なった。

（4）次世代電波干渉計と重力レンズ原理を用いたブラッ

クホール探査に関する提案を行なった。

（5）シンプレクティック数値解法によるハミルトン系の

可積分性の保存についての研究を続行した。

３．宇宙計量部門

重力波検出を目指して高感度レーザー干渉計の開発研究

を進めている。天体の爆発や衝突など激しい現象から放出

される大エネルギーの重力波でさえ、地球に届いた時にご

く僅かの時空間の歪みしか生み出さず、しかもそうした現

象は稀にしか起こらないため、重力波検出のためには、極

めて高感度でかつ非常に安定な検出装置が必要である。

三鷹構内に設置された重力波望遠鏡TAMA300は、技術

実証器としての役割を担って、高感度化と平行して高安定

性を追求し、観測装置としての成熟を続けてきている。
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１．はじめに

理論天文学研究系は、惑星系から宇宙論にいたるまでの

あらゆるスケールでの物質の存在形態、進化、形成などを

理論的立場から研究している。すばる望遠鏡、野辺山宇宙

電波望遠鏡などの成果を活かした国立天文台の観測天文学

と共同した理論研究や、物理学、数学などの隣接研究領域

と協力した学際的研究など特色ある研究を推進している。

スタッフが中心になって行っている研究を大別すると、

１．星、惑星系形成論や、銀河や星間物質のダイナミクス

に関した、主にシミュレーションを用いた研究（観山、

富阪、和田、小久保、大向他）

２．宇宙論や銀河、構造形成論、及びその素粒子、原子核

物理との境界領域（杉山、梶野、藤田、戸谷、他）

３．X線やガンマ線などで太陽や高エネルギー天体を探る

高エネルギー宇宙物理学や宇宙線物理学との境界領域

（大木、梶野、藤田、戸谷、他）、

４．位置天文学や天体力学など、天体の様々な運動に関す

る研究（谷川、伊藤（天文学データ解析計算センター

より併任）、他）

５．流体計算や重力多体問題のための高速高精度計算法の

開発（富阪、和田、小久保、伊藤、他）

のように広範にわたっている。理論天文学研究系では、ス

タッフ、大学院生、研究員が共同し、様々な分野で非常に

多様な研究成果を上げている。以下に代表的なものを掲げ

て研究系の報告とする。

２．研究、教育、諸活動報告

大木健一郎は国立天文台在籍の最終年度に当たり、在籍

中の研究成果をまとめ、総研大併任教官および名古屋大太

陽地球環境研究所の非常勤教官として粒子加速現象を中心

に高エネルギー天文学の授業を行った。また前年度に引き

続き衝撃波での粒子加速の研究を発展させ、粒子の衛星観

測だけでなく、数十カ所以上の地上中性子モニター（銀河

宇宙線用）のデータには、太陽宇宙線(GeV以上)として

ImpulsiveとGradualの２成分が１イベント中に存在するこ

とを見いだした。地上から数10kmの大気頂でのピッチ角

分布により、前者がフレア衝撃波、後者がCME衝撃波で加

速されていることが分かり、前年度年次報告の「研究ハイ

ライト」にある「２種類の衝撃波」の存在を確かなものに

した。更に大木は、ここ数年間開発して来た「天文学ネッ

トワーク図書館」が、天文台の共同利用研としての役割を

果たすための一助となるよう、天文台外部ユーザーからの

使い勝手をも向上させる新規インターフェイス機能を中心

とした開発を指導し、ほぼ目的を達成した。

大向一行は、2003年12月に助手として着任し、宇宙初期

における天体形成とそれによる宇宙全体の進化への影響を

理論的に考察している。昨年度は、F.Palla（アルチェトリ

天文台）とともに、重元素のないガスによる星形成過程の

質量降着期における進化を解析し、宇宙最初の星は100太

陽質量以上の超大質量であることを示した。また、

R.Schneider（アルチェトリ天文台）らとともに微量の重元

素があるガス雲が重力収縮する際の熱的進化を調べ、重元

素が主に星間塵の形で存在する場合には、太陽金属量のわ

ずか100万分の１でも熱進化が重元素のない場合とは大き

く異なり、太陽質量程度の低質量星が形成されうることを

見出した。さらに、たとえ重元素がなくても、第二世代星

形成の際には第一世代星からの強い紫外線放射があると、

やはり低質量星が形成されうることを吉井譲（東京大天文

教育研究センター）とともに見出した。これらの宇宙初期

の天体形成過程を次世代観測機器により観測的に実証する

７．理論天文学研究系

平成15年度の主な活動を列挙すると、

（1）複雑な装置を長期間にわたって安定に運転するために、

運転・調整の自動化や無人化（リモート化）を進め、

平成15年11月から平成16年１月にかけての観測運転で

は、自動運転とリモート調整によって、従来の観測シ

フトによる運転に比べて格段に安定な観測データが得

られた（「研究ハイライト」参照）。

（2）平成16年２月以降は、100Hzから1kHz付近までの周波

数帯で干渉計の感度を制限している雑音源を特定する

ための集中的な研究を開始している。

（3）銀河系近傍で連星の衝突・合体が発生した場合には重

力波が検出できる十分な感度を持つことと、重力波を

検出した場合の信頼性を高めるねらいで、米国のLIGO

干渉計群（４km基線が２基、２km基線が１基）や独

英のGEO600との同時観測運転が平成14年度から開始さ

れている。平成15年２月から４月にかけて実施した同

時観測で得られた1150時間を超える観測データや平成

15年末から平成16年初の観測データを用いた重力波の

探査・解析が行われ、連星合体やブラックホールの準

固有振動（リングダウン）についての結果も出始めた。

（4）我が国の大型レーザー干渉計（LCGT計画）の高感度化

に必要な帯域可変型干渉計に関する開発研究や、次世

代のスペースからの重力波観測（DECIGO計画）に向

けての計画立案も継続実施されている。
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可能性についても検討している。これに関して昨年度は、

原始銀河形成の際に放射される水素分子の輝線強度とその

観測されうる頻度分布を北山哲（東邦大）とともに議論し

た。また第一世代星形成の際に放射される水素分子輝線の

強度とその観測可能性に関して水澤広美（新潟大D1）、西

亮一（新潟大）とともに考察した。

梶野敏貴は、実証宇宙論・宇宙核物理学の研究教育活動

と天文、宇宙、物理を横断する共同研究を推進した。大槻

（学振研究員、在ノートルダム大学）、吉田（計算センター

研究支援員）、市来（東大天文D２）、佐々木（東大天文D

１）、山崎（東大天文M２）、長倉（東大天文M１）らとと

もに、超新星ニュートリノ過程と銀河の化学進化、余次元

宇宙の物理的起源と暗黒物質問題および観測的制限、超新

星爆発での重元素合成、宇宙初期磁場と背景輻射ゆらぎ、

ビッグバン元素合成と量子過程の詳細つり合いの原理など

に関する議論と研究を展開した。また、理論・観測天文学

と素粒子・原子核・宇宙線物理学との研究交流にも努め

た。八尋（琉球大学）、野本、梅田、岩本（東大天文）、早

川、静間、千葉（原子力研究所）、住吉（沼津高専）、琴、

木村（名大）らとともに、宇宙項の起源と余次元宇宙論、

超新星P元素合成と核宇宙年代学、AGB星でのS元素合成、

質量公式と核分裂の重元素合成への応用、超新星爆発メカ

ニズム、ニュートリノ振動と宇宙構造などに関する共同研

究を推進した。国際共同研究としては、マシューズ（ノー

トルダム大学）とインフレーション宇宙論および超新星の

物理、ランガンケ（オーフス大学）とニュートリノ過程に

ついての理論研究を行い、イズラエリアン（カナリー諸島

天文台）、クリストリーブ（ハンブルグ大学）、ライアン

（オープン大学）、ビアーズ（ミシガン州立大学）、ノリス、

べッセル（オーストラリア国立大学）、青木、安藤、川野

元、本田ら（光学赤外線天文学・観測システム研究系）と、

すばる望遠鏡を用いた観測研究および理論モデルの実証研

究を展開した。研究成果の多くは科学論文および国際会議

の講演として公表されている。韓国ソウル大学とチェコ・

カレル大学で招待講義を行い国際交流に努めた。天文台、

東大原子核科学センター、理化学研究所と協力して宇宙核

物理研究会を開催した。

小久保英一郎は、惑星系形成過程を明らかにすることを

目的に研究を行なった。井田（東京工業大学）、木下（国

立天文台）とともに、連星系における微惑星のダイナミク

スを明らかにするために、伴星からの重力摂動の効果を取

り入れた数値計算コードを開発した。また、摂動論により、

自己重力がない場合の微惑星のダイナミクスの基礎を明ら

かにした。牧野（東京大学）、船渡（東京大学）、Hut（プ

リンストン高等研究所）らとともに、カイパーベルト連星

の形成シナリオを提案した。観測される質量比が小さく軌

道間隔の大きなカイパーベルト連星は、質量比が大きく軌

道間隔の小さなカイパーベルト連星と第３体との相互作用

により形成可能であることを示した。樋口（神戸大学D１）

と彗星雲形成の観点から、原始惑星による微惑星の散乱過

程を調べ、微惑星の衝突率や惑星領域外への散乱率が散乱

条件にどのように依存するのかを明らかにした。また、天

文学データ解析計算センターの併任教官として、共同利用

用重力多体問題専用計算機GRAPEシステムの運用を行な

い、さらに利用促進のためにN体シミュレーション初春の

学校を開催した。「４次元デジタル宇宙データの構築とそ

の応用」プロジェクト(科学技術振興機構)に参加し、４次

元デジタル宇宙シアターの開発に参加した。

児玉忠恭は、すばる望遠鏡を用いた遠方銀河と銀河団の

研究を行なった。まず、自らが代表のPISCESプロジェク

ト（Panoramic Imaging of Cluster Evolution with Subaru）

を推進した。このプロジェクトは、すばる特有の広視野カ

メラSuprime-Camを用いて遠方銀河団の周りに広がる大規

模構造をマッピングし、その時間発展から銀河大規模構造

の形成進化を探る一方、その大規模構造に沿って銀河の特

性が環境に依存してどのように変化するかを見極め、その

時間発展から今日の銀河宇宙の強い環境依存性の起源を明

らかにすることを目標としている。このプロジェクトの一

環として９月には２つの遠方銀河団の撮像データを取得

し、大規模構造を同定すると同時に、銀河の色の環境依存

性について調べ、国際学会などで報告した。また、英国ダ

ーラム大学のBalogh氏、Smail氏、Bower氏らと共同で、

遠方銀河団における星形成率の進化を、すばるの狭帯域フ

ィルターによる撮像データに基づいて導出する共同研究を

行なった。さらに昨年度に引続き、国立天文台が中心母体

である光赤外天文学将来計画検討会において、サイエンス

検討班の主要メンバーとして、わが国の次世代銀河銀河団

天文学の方向性について検討を進めた。また3月には伊ト

リノにおいて開催された国際天文学連合（IAU）コロキウ

ムの銀河団と銀河進化に関する国際学会において科学組織

委員を務めると共に基調講演を行なった。

杉山直は、宇宙の構造形成の研究を推進した。特に、

2003年２月のWMAP衛星による宇宙マイクロ波背景放射の

詳細な観測結果報告、とりわけその結果の示唆する早い時

期での宇宙再加熱の実際に関して、研究を進めた。 Xuelei

Chen（カリフォルニア大学サンタバーバラ校）、Asantha

Cooray（カルテク）、吉田直紀（国立天文台）とは非ガウ

ス的性質をもつ揺らぎによって引き起こされる可能性を、

粕谷伸一（ヘルシンキ大学）、川崎雅弘（東京大学）とは、

光を出して崩壊する粒子によって再加熱が行われた可能性

を、そして、Saleem Zaroubi（マックスプランク天体物理

研究所）、Joseph Silk（オックスフォード大学）とは、等

曲率ゆらぎ成分による再加熱の可能性を、それぞれ考察し

た。また、温度揺らぎの精密測定の時代が到来したことを

受け、Uros Seljak（プリンストン大学）、Martin White

（カリフォルニア大学バークレー校）、Matias Zaldarriaga
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（ハーバード大学）とともに、温度揺らぎの超精密理論数

値計算を行った。さらに、永田竜（京都大学D３）、千葉剛

（京都大学）とともに、WMAPの結果を用いて、一般相対

性理論の拡張である重力理論に対して、これまでにない強

い制限を与えることに成功した。外国人客員教官として、

パリ南大学からNabila Aghanim上級研究員を３月から３ヶ

月間招聘、共同研究を開始した。

谷川清隆は、宇宙に遍在するカオス現象を共通項とする、

三体問題、ハミルトン系から得られる面積保存可逆写像な

どの力学系の問題に取り組んだ。また、古代天文記録を使

って天文学と歴史学の境界領域において双方に貢献するた

めのプロジェクトを継続した。齋藤正也（総合研究大学院

大学D２）とは１次元三体問題の共同研究を継続した。結

果は齋藤がロシアはサンクトペテルブルグの研究会で発表

した。山口喜博（帝京平成大学、国立天文台客員助教授）

と共同でダフィン方程式から写像を構成し、非単調周期点

の存在を論じ、それらの間の強制関係を導き、組み紐を構

成し、系の位相エントロピーの下限を求めた。フランスの

S. Bouquillonを迎え、天体力学を用いて、地球自転の長期

変動の共同研究を始めた。ナイジェリアのF. B. Sigaloとの

共同研究を継続した。関口昌由（木更津高専）との共同研

究により1次元対称四体問題の論文を公表した。相馬 充

（位置天文・天体力学研究系）、河鰭公昭（名大名誉教授）

と共同で中国および日本の古代天文データを使って地球自

転の長期変動を調べた。シドニーの国際天文連合総会にお

いて、月の潮汐項の係数が2700年にわたって、ほぼ一定で

あること、また地球の慣性モーメントが変動することを報

告した。また、サンクトペテルブルグの研究会において紀

元前700年から紀元1000年までのΔTの長周期変動の解析結

果を発表した。2003年夏には箱根において、授時暦研究の

ための合宿を行ない、中国天文学への理解を深めた。2004

年３月には天体力学N体力学研究会を主催し、太陽系にお

ける自転をテーマに特集を組み、木村 栄の業績をしのんだ。

谷川は、出版委員長として台報、英文報告の出版に責任を

持ち、また論文投稿料、別刷代の補助を行った。

富阪幸治は、星間分子雲コアから星への進化の研究を進

めた。入れ子格子法（Nested Grid Scheme）を磁気流体力

学に適用し、等温星間分子雲コアから断熱コアが形成し収

縮する進化過程を磁気流体力学シミュレーションで明らか

する研究を進めた。３次元非軸対称計算で棒状の断熱コア

分裂による連星形成過程およびそのまわりの磁気的加速に

よるアウトフロー現象の可能性について、松本倫明（法政

大学、国立天文台客員助教授）、町田正博、花輪知幸（千

葉大学）と研究を進めた。松本とともに動的収縮期におけ

る磁場による角運動量輸送問題を３次元磁気流体力学シミ

ュレーションを用いて研究した。超新星残骸の進化に与え

る磁場の効果に付いて、磁気流体力学シミュレーションで

明らかする研究を進めた。分子線スペクトルに対して局所

熱平衡を仮定せずに輻射輸送を計算するプログラムをモン

テ・カルロ法を用いて開発し、星間分子雲コアから星への

進化のシミュレーション結果の観測的可視化研究をおこな

った。

藤田裕は銀河団の形成進化、さらに高エネルギー現象に

ついての研究を行った。まず鈴木建（京都大学）、和田桂

一（国立天文台）と、銀河団形成に伴って銀河団ガス中に

発生する音波によって、銀河団の中心部が加熱される可能

性を指摘した。これは銀河団ガスの中心部が強いX線を放

射しているのにもかかわらず冷えていないという Cooling

Flow 問題を解決する手がかりになるかもしれない。一方、

C. L. Sarazin（バージニア大学）とXMM-Newton 衛星の

データを解析することで、銀河団A133の中心部を弱い衝撃

波が通過していることを発見した。これは上の音波加熱モ

デルの予想と一致する。また後藤友嗣（宇宙線研）らと

SDSSデータを解析することにより、銀河の形態－密度関

係が、銀河がおかれている環境によって、どのように変化

をするのかを調べた。さらに、銀河団中の銀河は外の銀河

団と性質が異なるが、藤田単独で、銀河が銀河団に突入す

る以前にすでに性質が変化することを理論的に示した。

観山正見は、企画調整主幹として台長を補佐して国立天

文台全体の運営、共同研究・共同利用の推進や研究環境の

整備に当たるとともに、総合研究大学院大学併任教授とし

てとして大学院生の教育にも携わった。一方、文部科学省

研究開発局科学官として学術行政の振興に貢献した。その

ほか、日本学術会議天文学研究連絡会委員、宇宙科学研究

所運営協議員・理学委員会委員として貢献した。特に、大

学評価・学位授与機構の運営委員会委員として、大学評価

等の進め方の討議に参加した。自然科学研究機構の創設の

ため組織された創設準備委員会委員として機構設立のため

の検討に参画した。

和田桂一は、銀河中心領域のガス構造、星間ガスの乱流

構造、銀河形成期の星間ガス構造と星形成の影響、月形成

の巨大衝突仮説の検証、などについての理論的研究を行っ

た。また、2003年６月にスエーデンで開催された、国際会

議“Neutral gas in starburst galaxies”で講演を行った。

2003年11月に中央研究院（台北市）で開催された国際会議

“CFD-MHD workshop"にて、招待講演“Gravity-driven

and spiral-shock driven turbulence in galactic disks"を行

った。2004年３月に、ブラジルで開催されたIAUシンポジ

ウムno. 222にて“Dynamics and Structure of the ISM

around the AGN and a Nuclear Starburst"、と題する招待

講演を行った。幸田（ALMA準備室・Caltech）とともに、

銀河円盤中に発生する渦状衝撃波の安定性についての論文

を発表した。藤田（国立天文台）、鈴木（京都大学）とと

もに銀河団ガスにおける加熱機構についての論文を発表し

た。松本（法政大学）、藤田（理論研究部）とともに銀河

団ガスにおける乱流の研究を行った。田中（千葉大学修士
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１．概要

平成15年度もスーパーコンピュータシステム（平成13年

１月導入）を中心とした計算機群は順調に運用された。天

文学データ解析計算センターの計算機群は、それぞれの役

割に特化した複数のサブシステムに分割して運用されてお

り、大規模シミュレーションサブシステム、一般共同利用

ワークステーション（WS）群、光赤外データ解析WS群、

電波データ解析システムが計算機共同利用に供されてい

る。また、天文データセンターを担っているデータベース

サーバ群、および、国立天文台情報ネットワーク関連機器

群（平成14年１月稼働開始のスーパー SINETを含む）が

研究を支える基盤として運用されている。

天文学データ解析計算センターでは計算機群の日々の円

滑な運用を行うだけでなく、計算機共同利用や研究基盤の

今後の発展を目指した研究や開発も進めている。

８．天文学データ解析計算センター

課程）の渦状衝撃波の安定性に対する磁場 の影響について

の研究に対して指導教官の松元（千葉大学）とともに指導

議論を行った。また、理論計算機専門委員会委員、天文学

データ解析計算センターの併任教官および運用小委員、プ

ログラム委員として、共同利用、計算センターの運営に係

わった。2003年７月には「天文天体物理若手の会夏の学校」

に招かれ、学生向けの講演を行った。富阪、小久保（理論

天文学研究系）、牧野（東大）、吉田（名古屋大）とともに

「天の川創成プロジェクト」を立ち上げ、検討を開始した。

今年度、梅村雅之筑波大学教授、早川岳人日本原子力研

究所研究員、松本倫明法政大学助教授、八尋正信琉球大学

教授、および山口喜博帝京平成大学助教授が客員教官とし

て在籍した。

梅村雅之は，国立天文台の関係者と、高速リモートネッ

トワークを介した複合計算機システムの可能性についての

意見交換を行い、これを基に、「Super SINET利用グリッ

ド型並列計算の実証実験」に関する共同研究提案を行った。

宇宙初期天体からの紫外線光子の脱出過程と宇宙再電離へ

の制限、宇宙の早期再電離過程の３次元輻射輸送計算と紫

外線強度の進化、再電離宇宙における矮小銀河形成の３次

元輻射流体計算と天の川銀河のサブストラクチャ問題など

の研究を推進した。

早川岳人は、梶野敏貴と協力し、太陽組成の分析より、

II型超新星爆発のO/Ne層におけるc過程と呼ばれる重元素

合成過程の研究をすすめた。さらに、c過程の原子核時計

であるLu/Hf時計と、超新星爆発のr過程の原子核時計であ

るRe/Os時計の改良を行い、宇宙年代学に対する影響を評

価した。

松本倫明は、１年間本務校を離れ理論天文学研究系に滞

在して研究した。富阪とともに、３次元多層格子法を用い

た磁気流体力学数値シミュレーションを行い、星間磁場と

アウトフロー、星周円盤の方向の関係を定量的に調べた。

また、藤田、和田とともに、２次元多層格子法を用いて、

銀河団ガスにおける乱流の発生機構について調べた。並列

化・ベクトル化された解適合格子の数値シミュレーション

コードを開発し、衝撃波反射問題等のテスト問題によりコ

ードの精度・堅牢性のテストを行った。

八尋正信は、実証論的brane宇宙論、太陽ニュートリノ

問題、gauge/gravity双対性、を中止に研究を行った。

brane上の重い粒子（Dark Matter）が高次元時空へと逃げ

てゆく性質取り入れたモデルを提唱し、このモデルが現在

の観測量と矛盾しないことを示した。太陽ニュートリノ問

題に関して、太陽内でのホウ素生成率およびニュートリノ

の流量が30％という大きな誤差を持つ問題を解決するた

め、ホウ素生成率決定の精密反応理論を提唱した。

山口喜博はダフィング方程式における周期解の出現順序

関係を証明した。この順序関係と周期軌道から構成される

組み紐を利用して位相エントロピーの下限を評価した。系

を外力で駆動したときに、系の持つ対称性の破れと発生す

るカオスの間には関係があることを見い出した。これはカ

オス研究の新しい方向性を与えると思われる。

シガーロ・フライデー、ナイジェリア連邦共和国・リバ

ース州立理工学大学研究員（客員研究員 2002年７月～2003

年６月）、ディンショー・バルサラ、アメリカ合衆国ノー

トルダム大学助教授（客員教授 2003年４月～６月）、ナビ

ラ・アガニム、フランス共和国・パリ南大学上級研究員

（客員教授 2004年３月～５月）、セバスチャン・ブキヨン

（フランス政府給費生 2003年９月～2004年９月）が、天文

台に滞在した。大学院生の研究指導については、本年度、

永田竜（京大）が博士の学位を、花山秀和（東大）、およ

び山崎大（東大）が修士の学位をそれぞれ取得した。また、

若手研究者の研究の場として、多くの有望な研究者が様々

な分野で研究に励んだ。日本学術振興会特別研究員PDとし

て、井上太郎、大槻かおりが引き続き在籍し、新たに、浜

名崇、および吉田直紀が加わった。天文台研究機関研究員

は、町田真美が新たに加わり、天文台研究員は、中村康二

（～８月）が引き続き在籍し、新たに、西合一矢が加わっ

た。また、科学研究員として矢作日出樹が新たに加わった。

JST研究員として、林満、武田隆顕、および加藤恒彦が四

次元デジタル宇宙に関するプロジェクト研究を行った。泉

塩子は非常勤職員として研究系の事務処理を担当した。
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２．共同利用

（1）大規模シミュレーションサブシステム

ベクトル並列型スーパーコンピュータ VPP5000および重

力多体問題専用計算機 GRAPEシステム、可視化システム

等から構成され、日本全国の天体物理学研究者の超大型数

値シミュレーション研究の中核を担っている。

VPP5000, GRAPEとも審査制による利用時間枠の割当て

方式を採用しており、平成15年度の利用状況、申請・採択

状況は以下の通りであった。いずれも利用制限量の多寡に

よるカテゴリ分けを行っている。

１）VPP5000

年間稼働時間　399,453 時間

年間稼働率　 82%

前期　カテゴリA 申請13件：A採択12件。B採択１件。

カテゴリB 申請22件：B採択21件。C採択１件。

後期　カテゴリBからAへのアップグレード申請1件：

採択１件。

カテゴリCからBへのアップグレード申請４件：

採択３件。不採択１件。

随時申込のカテゴリCは年間で16件採択。

２）GRAPEシステム

前期　カテゴリA 申請11件：採択11件。

カテゴリB 申請５件：採択５件。

後期　カテゴリCからBへのアップグレード申請１件：

採択1件。

随時申込のカテゴリCは年間で７件採択。

（2）一般共同利用ワークステーション群

ワークステーション等の一般共同利用では601名のユー

ザー（112機関、７カ国）の利用があった。利用目的は多

岐にわたっており、一般共同利用WS群を足場にした大規

模シミュレーションサブシステムの利用や、データ解析、

電子メール等による研究連絡など様々な利用形態がみられ

た。

また、中規模のシミュレーション等のために一般共同利

用計算サーバが運用されており、さらに、障害発生時など

に備えた待機マシンを有効活用し、長時間プロセス用ワー

クステーション群として運用に供している。

（3）光赤外データ解析ワークステーション群

光赤外データ解析ＷＳ群は、本センターと光学赤外線天

文学・観測システム研究系が協同で運用しているものであ

り、その主要部分である各種サーバ群と利用者端末、周辺

機器は解析研究棟１階に設置されている。

本システムでは、すばる望遠鏡などの光学赤外線天文学

のデータ解析を行うために、IRAF や MIDAS などのデー

タ解析ソフトウエア、および、国立天文台開発の解析シス

テムであるDASH、すばる望遠鏡の観測者にデータを供給

するためのアーカイブシステム MASTARS（ハワイ観測

所のSTARSの三鷹版）を運用し利用者に供している。平成

14年度からはすばる望遠鏡で撮られたデータを専用線を経

由して三鷹にも即時アーカイブし、露出終了から平均10分

以内で三鷹で取得できるようになっている。平成15年度末

時点での登録利用者は160名強であった。

（4）電波データ解析システム

特に大きな運用上の問題はなかった。電波天文関係者が

徐々に三鷹地区に異動していることを反映し，利用数が増

えている。

（5）太陽データ解析システム

一般共同利用WS群上に太陽データ解析環境を構築し、6

月より共同利用に供した。このシステムは、太陽物理学研

究系、野辺山太陽電波観測所と協同で運用しているもので

ある。

（6）天文データセンター

天文カタログ（数値や文字の表形式データ）、文献デー

タベース（ADS および ApJ,AJ,PASP,A&A）、天文画像

（全天乾板のデジタイズ版であるDSS/DSS2など）、 IUEデ

ータアーカイブ、 HSTデータアーカイブなどの天文デー

タを収集・管理して公開し、国内外の天文学研究者・教育

関係者の利用に供している。

また、岡山天体物理観測所、東京大学木曽観測所、すば

る望遠鏡のアーカイブデータを SMOKA システムで公開

している。データの蓄積とともに SMOKA の利用は増加

しており、平成15年度に SMOKAから利用者に供されたデ

ータ量は前年度の３倍、1557GBに達した。SMOKA から

取得したデータによる天文学研究論文も徐々に増えてきて

おり、平成15年度に主要論文誌に掲載されたものは4編で

あった（前年度は1編）。SMOKA の有用性は研究面だけに

とどまらず、高校地学の実習教材の開発など教育面にもわ

たってきている（参考： http://paofits.dc.nao.ac.jp/）。

これらのサービスは、全て天文データセンターの WEB

ページ（http://dbc.nao.ac.jp）からアクセスできる。

天文データセンターは、国立天文台外の多くの方々の参

加を得て運用されている。

（7）国立天文台ネットワーク（KTnet）

１）三鷹キャンパス

台外接続線に侵入検知防御システム（IPS）を設置した。

IPSは通信の不正検知を行い、その通信を防御(破棄や終了)

することができ、不正アクセスの検出や防御、そして不正

アクセスの追跡を可能とする。
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また、VPNによってFirewallに制限されないサブネット

を構築した。これにより、各観測所のテレビ会議システム

の接続の安定性を図ることができた。

２）野辺山キャンパス

野辺山キャンパス太陽電波研究グループのサブネットに

三鷹キャンパスとのIP-VPNによる専用線を設置した。帯域

は10Mbpsである。

３）岡山天体物理観測所

岡山天体物理観測所にNTT鴨方局から光回線の敷設が完

了し、サービスプロバイダによるインターネット上のIP-

VPN専用線で三鷹キャンパスと観測所を1.5Mbpsで接続し

た。

また、岡山天体物理観測所に衛星通信アンテナを設置し、

JSAT（株）の通信衛星を利用した上下非対称（最大

20Mbps/２Mbpsの通信速度）の回線の上に三鷹キャンパ

スとのIP-VPN回線を開設した。

この二つの線はそれぞれ長所短所があるため、冗長化等

の目的に応じた使い分けを行っている。

４）乗鞍コロナ観測所

岡山天体物理観測所と同じ衛星通信方式で乗鞍コロナ観

測所に三鷹キャンパスとのIP-VPN回線を新設した。これに

より、乗鞍コロナ観測所はKTnet（133.40.*.*）の一部とし

て組み込まれた。これまでは9600bpsの自動車電話による

通信しか利用できなかったが、この回線により飛躍的に通

信容量が向上した。

（8）スーパーSINET

１）汎用接続

スーパーSINET との接続に更新はなかったが、下位ノ

ードであるJAXA航空技術研が主要通信回線を天文台を経

由するSuperSINET回線に切り替えた。

２）天文分野独自ネットワーク（MPLS/VPN接続）

新規ノードとして予定されていた統計数理研の追加接続

は作業が遅滞している。広島大学については大学側の準備

が済み次第接続作業を開始することになっている。

（9）ユーザーズミーティング、講習会など

大規模シミュレーション・ユーザズミーティングを12月

３～４日に開催した。参加者は71名であった。また、次世

代の若手を育成するための教育活動にも力を注ぎ、以下の

講習会を開催した。

VPP講習会 ６月４～６日　参加者　７名

12月１～２日　参加者　３名　

IDL講習会 ６月９～10日　参加者　６名

12月８～９日　参加者　２名

AVS講習会 ６月11～13日　参加者　８名

12月10～12日　参加者　５名

N体シミュレーション初春の学校

2004年１月28～30日　参加者　14名

また、三鷹太陽多波長データ解析研究会 MTK-CDAW’

04を太陽物理学研究系、野辺山太陽電波観測所と共同で２

月４～７日に開催した。参加者は14名であった。

３．研究成果

（1）データベース天文学推進室

データベース天文学推進室は水本，大石，安田，白崎，

田中，本田が研究開発を進めた。

近年発展が著しい情報学の研究成果と大量観測データを

生み出す最新の望遠鏡技術の融合として構築を進めている

Japanese Virtual Observatory のプロトタイプ第２版が

2004年１月に完成し，これを用いた数々のテストを実行し

た結果実用に耐えうる高速実行性能を持つことが示され

た。プロトタイプでは，JVOを構成する連携データベース

に透過的にアクセスするために開発したJVO Query

Languageやそのパーサの機能向上，ネットワーク上の計

算機資源に関するメタデータをXMLデータベースとして管

理する機能導入，利用者インターフェースの機能向上，ス

ペクトルデータの検索・表示機能の組み込み等を行った。

その結果これまでの困難であった天文学研究における多波

長観測データの活用が容易となることを示すことができ

た。

これらの研究成果は，GRID関連の複数の国際学会にお

いて招待講演を依頼されるなど非常に高い評価を受けた。

詳細は，プロジェクトのWebページ（http://jvo.nao.ac.jp）

をご覧いただきたい。

（2）センタープロジェクト

１）DB／DAプロジェクト

岡山天体物理観測所、東京大学木曽観測所、すばる望遠

鏡のアーカイブデータを公開している SMOKAの開発を引

き続き進めた。すばる望遠鏡 SuprimeCam データの一次

処理済みデータの提供機能、および、データ提供時のFITS

ヘッダ修正機能の開発を中心に、環境データの提供機能や、

高度な検索機能の開発を進めている。SMOKA を利用した

天文学研究や教育活動の成果は徐々に増えつつある。

また、宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部宇宙科学

情報解析センターと協同で多波長画像表示システム

（jMAISON）の開発を引き続き進め、宇宙科学研究本部と

の間のスーパーSINET 専用接続を活用した天文データベ

ースの連携運用などの実験研究を進めた。

本プロジェクトは、本センター外、および、国立天文台

外の多くの方々の参加を得て進められている。

２）専用計算機

活動状況本文  05.3.22 5:11 PM  ページ 64



65

2001年１月から国立天文台天文学データ解析計算センタ

ーでは重力多体問題専用計算機GRAPEの共同利用を行な

っている。このシステムの拡充、有効活用のために専用計

算機プロジェクトが動いている。

国立天文台のGRAPEシステム（愛称MUV）は16台の

GRAPE－５（無衝突系用）と８台のGRAPE－６（衝突系

用）から構成される。このシステムは全体でピーク演算性

能約３Tflopsの世界最速の重力多体問題計算システムであ

る。

2003年度には次のような活動を行なった。

●GRAPE－６用のPCI-X版インターフェースの開発

GRAPE－６用にこれまでのPCIではなくPCI－Xを用いた

高速インターフェースボードの開発を東京大学と共同して

行なった。開発したボードは来年度からMUVで使用する

予定である。

●ホストコンピュータの検討

GRAPEのホストコンピュータのために、さまざまなマ

シンのテストを行なった。

●N体シミュレーション初春の学校

MUVの利用者拡大のため、学部４年生・大学院生向け

に「N体シミュレーション初春の学校」を開催した。合宿

形式で重力多体系の物理の講義をし、MUVを使って数値

シミュレーションの実習を行なった。

３）高速ネットワーク効率向上の実験

KTnetネットワークは観測所間の接続と台外との接続に

Firewall装置を経由するように設計されており、Firewall

装置のソフトウェア的な仕様によってある種の通信は不具

合を起こすことが確認されている。これに対処するべく、

全観測所で透過的なFirewallによるアクセス制限を受けな

いネットワークの構築を行い、このネットワークの利用に

ついて検討をはじめた。これをオープンセグメントと呼ぶ。

三鷹キャンパスのFirewallの外側ネットワークセグメン

トにIP-VPN装置を設置し、水沢、野辺山、ハワイ観測所に

対向のIP-VPN装置を設置することでIP-VPNを構成しオー

プンセグメントを新設した。オープンセグメントに

Firewallとの相性に問題があった各観測所のTV会議システ

ムを接続し、安定したTV会議が行えることを確認した。

現在は、総合研究大学院大学の講義に活用されている。

（3）各個人の研究

大石雅寿は、暗黒星雲 TMC－1に対する分子線サーベイ

データの論文を出版すると共に，生命の起源に関連するシ

ンポジウムなどで招待講演を行った。

市川伸一は、稲田和久、大栗真宗（東京大学大学院生）

らとともに、スローンデジタルスカイサーベイ（SDSS）

のデータから稲田、大栗が見いだしたそれまでで最大の離

角14.6arcsecを持った重力レンズ４重像の確認観測をすば

る望遠鏡で行った。

伊藤孝士は、国内外の研究者と共同で小惑星の力学に関

する観測的・数値的研究を開始した。とりわけ若い小惑星

族についての国際共同観測は大掛かりな計画であり、これ

から数年にわたって継続される予定である。

安田直樹は、SDSSの Data Release１のデータを使って、

銀河計数の空間依存性を調べた。銀河系による吸収が銀河

計数から求められるものと遠赤外放射から求めらるものが

良い相関を示すことを確認し、その影響を除いた銀河計数

のばらつきは主に銀河の大規模構造で説明でき、測光の較

正の誤差は 0.02 等以下であることを確認した。

白崎裕治は、VOを利用したコスミックストリング検出

システムを開発した。HETE 衛星によるガンマ線バースト

の位置速報を行った。

台坂博は、国立天文台共同開発研究として福重俊幸（東

大総合文化）らとともに重力計算専用計算機GRAPEの次

世代開発の一環としてGRAPE｜６AXの開発を行なった。

また、牧野淳一郎（東京大）らとともにハイパフォーマン

スコンピューティングの世界において最も権威のある賞の

一つであるゴードンベル賞を共同授賞した。

榎基宏は、準解析的銀河形成モデルを用いて、銀河中心

に存在する超大質量ブラックホールの進化と銀河形成過程

との関係を解析し、ブラックホール同士の合体に伴い放出

される重力波を計算した。

田中昌宏は、銀河系赤外線拡散光の減光解析から検出し

た星間雲の氷について、空間分布等の解析を行った。

本田敏志は、すばる望遠鏡で観測した金属欠乏星の化学

組成を調べ、rプロセス元素の組成パターンがどの星でも

一致することを示し、トリウムを使った宇宙年代学は、従

来の手法では問題があることを明らかにした。

石津尚喜は、原始惑星系円盤のダスト層でのシアー不安

定性は潮汐力により安定化され、重力不安定によって微惑

星が形成しうることを示した。

古荘玲子は、C/2001 A2（LINEAR）彗星の継続的低分

散分光観測データを解析し論文化した。この彗星は、近日

点通過をはさんで何度も増光と核の分裂が観測されてい

る。可視スペクトルから分子の量比とその変化を調査した

が、顕著な特異性は見出せなかった。

吉田敬は、超新星爆発時の軽元素合成計算を行い，銀河

の化学進化における軽元素生成量を再現するには６MeV程

度の低いニュートリノ温度が必要であることを示した。

町田正博は、VPP5000を用いて星間分子雲からの連星形

成のシミュレーションを行い連星が出来る条件をもとめ

た。

４．広報活動

計算センターニュースを　No.149からNo.161までの12号、

センターからのお知らせを No.142からNo.162までの21本発
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Ⅰ　宇宙電波関係の活動

１. 45ｍ電波望遠鏡

（1）活動報告

共同利用運用：第22期共同利用観測は、2003年11月29日

から開始し2004年５月24日まで実施された。前期応募37件

から19件（国内17/外国２）、後期応募19件から13件（国内

５/外国８）、長期共同利用観測２件、Short programは第

１回が応募12件中８件（内６/外２）、第２回は応募17件中

７件（国内４/外国３）件を採択し実施した。この他、レ

インボー観測にキャリブレーション時間を含め19日間を割

き、共同利用観測および所内観測を行った。また、VERA

の試験的共同利用にも参加し、45m電波望遠鏡参加分とし

て５件64時間を実行した。運用が停止するトラブル３件が

有った。このトラブル以外は順調に共同利用運用を行った。

なお、トラブル期間の観測には既にバックアップを実施し

た。

開発：望遠鏡の制御系の更新作業を具体的に進め、主鏡、

副鏡、コリメータの３台の新制御系を製造した。2004年夏

に実装作業を行い、2004年度の冬より新しい制御系にて観

測運用を行う予定である。望遠鏡移動による観測時間の無

駄を省略できる観測モードであるOTF観測の開発を進め

た。観測制御ソフト・コスモスの実装を終了し、データ解

析ソフトの開発を進めた。デジタル分光計へのデジタルフ

ィルター搭載を進め、32, 16,８,４MHz帯域の分光モードを

実現出来るようになった。

観測成果：BEARSを用いた星形成領域のプロジェクト観

測を精力的に行った。いくつかの希薄な高銀緯分子雲構造

を定量化し領域毎の比較を行った。さらに、近傍の星形成

領域（オリオン座分子雲領域、へびつかい座分子雲領域、

牡牛座分子雲領域）における高密度コアの質量関数につい

て比較研究を進めた。系外銀河の観測については、

BEARSによる近傍銀河のCOマッピングサーベイを進めた。

今シーズンは、新たに11個の銀河の観測が終了した。これ

まで観測が終了しているものも含め、29個の銀河について

のデータが得られている。このデータをもとに、銀河のタ

イプと分子ガスの分布や星形成との関係について調べるこ

とができると期待される。

その他：2003年８月には、45m鏡を用いた電波観測実習

が行われ、13名の参加者が３つの班に分かれ、45m電波望

遠鏡を使って実際に自分たちの手で天体を観測、観測所の

研究者の助言を得つつ結果のデータ処理・解析を行い、最

終日には観測の成果を各班ごとに発表する形で行われた。

２．ミリ波干渉計（Rainbowを含む）

（1）活動報告

ミリ波干渉計共同利用観測が、2003年11月18日から2004

年5月15日まで、C配列（11/18－1/６）・AB 配列（１/

６－２/17）・D配列（２/17－５/15）の順で実施された。

この間、第17期一般共同利用16件（国内４/外国３）件と、

45ｍ鏡とNMAを結合させた7素子ミリ波干渉計（レインボ

ー干渉計）の第４期共同利用６件（応募12件）及び第６期

長期共同利用１件（応募１件）が、所内観測（計19件）と

ともに実行された。観測周波数帯は、一般共同利用で100

GHz帯が13件、150 GHz帯が1件、230 GHz帯が３件であっ

た（1件は100・230 GHzの２周波観測）。また、レインボー

第４期共同利用は、100 GHz帯５件、150 GHz帯２件であっ

た（１件は100・150 GHzの２周波観測）。レインボー観測

は、2004年１月16日より２月３日までの19日間をレインボ

ー期間として、キャリブレーション観測の後、上述の６件

の共同利用観測と所内観測１件を実行した。今年度は、直

前の45mコリメータトラブルに加え、レインボー受信機の

ビームスクイントが前年の測定値から変化した影響で、キ

ャリブレーション時間が多く必要となり、所内時間をそれ

に費やして共同利用を実行した。トラブルはあったものの、

比較的よい天候に恵まれ、バックアップ時間も含めた割り

付けを行ったこともあって、共同利用観測の最終的なデー

タ取得状況は昨年度（３割程度）より改善された（５割以

上）。230 GHzの観測に関しては、２－３月のD配列におい

て３件の共同利用観測と１件の所内観測、12－１月のC配

列において３件の所内観測を実施した。観測は、干渉計方

式によるポインティングの後、電波シーイングモニタと気

象データを基にダイナミック・スケジューリングで観測を

行った。

所内の100・150 GHz観測については、星形成過程の研究

と系外銀河中心領域の物理過程の研究が主に行われてい

９．電波天文学研究系
野辺山宇宙電波観測所
野辺山太陽電波観測所

行した。これらは電子メールおよびWEBによって広報され

ている。また、天文学データ解析計算センター年報14号を

発行した。

ADACreportとして７編の論文を刊行し、３編の論文出

版費用を補助した。
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る。星形成過程の研究に関しては、分子雲コアからガスエ

ンベロープ・原始惑星系円盤と進化する過程の研究の中

で、これまでの継続として、低質量星の初期段階の分子雲

コアと後期段階の円盤に着目した観測が精力的に行われて

いる。分子雲コアの観測的研究では、分子雲内の広い領域

のデータを連結させる必要があり、関連して、複数視野の

観測・データ解析ツールの開発も行った。また、中大質量

星形成領域にも着目し、HII領域等が付随するいくつかの

大質量星形成領域に関するコアの分子輝線観測も進められ

ている。

系外銀河中心領域の研究としては、昨年度より開始した

早期型銀河の一酸化炭素によるサーベイプロジェクトを継

続して実行した。これは、早期型銀河の中心領域でのガス

ダイナミクスや分子ガスの質量を（これまで取得された）

晩期型銀河のものと比較することで、早期型銀河の銀河中

心領域での星形成活動の原因を紐解こうというプロジェク

トである。一方、スターバースト銀河・セイファート銀

河・相互作用銀河・クエーサーも含めた、活動性を持つ銀

河中心領域の複数分子輝線（12/13CO（２－１）輝線を含む）

及び連続波によるサーベイ的なプロジェクトも一昨年度に

引き続き行われ、主な銀河のグループについてその結果が

まとめられつつある。なお、昨年度に引き続き、遠方の電

波銀河の一酸化炭素輝線による観測を行い、高周波・高分

解能マッピングにも成功した。

今後のミリ波干渉計の運用に鑑み、昨年度に引き続き、

45mグループと協力して、45m単一鏡データとNMAデータ

を高い精度で結合するための基礎実験を行なった。また、

観測シーズン中にTarget of Opportunity観測1件（FU-Ori

型天体）を実行し、連続波受信に成功した。

（2）機器整備・開発

アンテナ関連では、昨年度製作したF号機新制御系を、

2003年7月で調整しF号機アンテナに搭載した。９－10月前

半での長期駆動試験を経て、2003年度の共同利用観測に問

題なく使用することができた。

受信機関連では、１月のアンテナ移動時に冷凍機が故障

するトラブルが発生した。干渉計の冷凍機については、長

年の使用による劣化がトラブル原因と考えられ、対応する

部分をユニット毎交換する方法で対処した。また、一昨年

のシーズンより、トータルパワーのモニターデータからIF

系のレベル変動が指摘され、各アンテナについて、常温ア

ンプ・IF切り替えスイッチ・電気―光変換器の調整や交換

を行なった。部分的には、改善されたアンテナもあるが、

2004年5月現在変動はまだ発生しており、その原因につい

ては、上記以外の部分を調査中である。

茨城大学との共同研究で行っている位相補償実験では，

昨年度に引き続き３台のアンテナにラジオメータを搭載

し，自動観測を続けた。それと並行して平成14年２月に得

られたオリオンSiOメーザーの干渉計データとの比較解析

も行った。その結果，メーザーの位相とラジオメータの差

動出力との間に数分にわたる非常に強い相関が複数の時間

帯で見いだされた。これはこれまで野辺山で行われてきた

位相補償実験に比べても顕著な結果といえるが，一方で

NMA観測で位相補償を実用化するには，まだ十分なもの

とはいえない。安定な相関が得られなかった原因としては，

水蒸気輝線放射が飽和しないようその中心からかなり周波

数をずらして（８GHz程度）セッティングしたため，装置

のゲイン変動や大気起源の連続波成分の影響を強く受けた

可能性が挙げられる。今年度末にはその時に比べより輝線

中心に近い周波数設定でメーザー観測を行ったので，この

問題が緩和されたかどうかの解析を現在進めているところ

である。

３．VLBI

（1）VSOP関係

引き続きサーベイ観測を行った。しかし10月以降、姿勢

制御系の故障によって観測は中断しており、故障改修に向

けた試みが行われている。

VSOP－２号機の検討を宇宙科学研究所（10月から宇宙

航空研究開発機構宇宙科学研究本部［ISAS］に改組）と協

力して進めた。高精度展開アンテナについて、７モジュー

ルの基本要素となる１モジュールの試作検討、およびサイ

エンスの検討や、衛星・軌道・地上支援システムなどシス

テム全般の検討を行った。それらを「VSOP－２計画提案

書」としてまとめ、11月に概算要求のためのVSOP－２計

画として、ISASの宇宙理学委員会に提案した。

（2）国内VLBI網の共同利用観測等

22 GHzの国内VLBI網観測は45m鏡共同利用観測の一環

として募集・審査が行われて来た。しかしVERAの稼働に

よって、国内VLBI網の運用形態について検討が進められ

ており、03年10月から開始された45m鏡共同利用には募集

を行わなかった。今後はVERAを中心とする国内VLBI網に

参加する形態が検討されている。

（3）職員・院生・研究員等

助教授が地球回転研究系の教授として異動した。東京大

学博士課程１名、同修士課程２名、総研大１名、東京理科

大学からの委託修士課程１名の学生を指導し、学位論文１

件、修士論文２件の作成指導を行った。

（4）その他

日本学術振興会日韓科学協力事業のセミナーを山口大学

と協力して山口大学で開催し、日韓のVLBI国際協力につ

いて議論・検討を行った。

全国の大学院生を対象とした干渉計夏の学校の開催・運

営に協力して実施した。三鷹で干渉計・VLBIの基本的な

事項について講義を行い、野辺山でデータ処理について実

習を行った。
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４．アタカマ大型ミリ波サブミリ波干渉計（ALMA）計画

建設スタートへ：建設予算を概算要求し、2004年度から

のスタートが承認された。概算要求総額は、256億円（８

年間の建設費用で、国内の建物含む）である。日本が担当

する装置（アタカマコンパクトアレイ〈ACA〉システム、

サブミリ波を中心とした３バンドの受信機、ACA用高分散

相関器、計算機システムなど）を整備する予定である。

総合科学技術会議での評価：９月には、総合科学技術会

議での評価を受けた。現地調査もあり、委員が三鷹を訪れ

た。結果は、A評価であった。

米欧との交渉・協議：日本参加についての米欧との交渉

チームとの間で精力的な協議が行われた。日本側交渉チー

ムメンバーは、海部台長、観山企画調整主幹に加え、小平

桂一総研大学長、田中靖郎国立天文台評議委員会委員長。

日本の建設予算が正式に認められたことを受けて、今後米

欧との協定書を締結すべく最終的な調整がおこなわれる予

定である。一方、米欧プロジェクトの装置責任者を日本に

招き、４日間に渡って日本の参加と米欧計画との調整等に

ついての議論を行った。

チリでの起工式：2003年11月、チリ現地（山麓施設予定

地）において米欧によるALMA建設の起工式が行われた。

日本からも、観山企画調整主幹、谷本管理部長、石黒室長

らが参加した。また、起工式の様子は、日本の映画制作会

社（UN）によって撮影が行われた。サイトでは、既にイ

ンフラ整備の工事が開始された。

チリ大学との協定：チリにおいて日本の建設計画を具体

的に実施するため、チリ国内での国立天文台の法的地位を

確立する必要があり、チリ国内法にもとづき、チリ大学と

の研究協力協定を締結する手続きを進めた。04年度早々に、

日本側の手続きは完了させる予定である。

台湾・中国との協力：台湾が日本を通じてのアルマへの

参加の意思表示をしており、台長レベルでの協議が開始さ

れた。受信機製造を中心とした参加が予定されている。一

方で、中国とはALMAについての研究協力も含めた協定が

既に締結されているが、紫金山天文台から代表を招いて具

体的な協力内容についての検討を協議した。

プロトタイプアンテナの評価活動：米国ソコロ

（NRAO・VLAサイト）に日本の12mプロトタイプアンテ

ナ（写真参照）が完成し、評価試験を行った。現在、報告

書をまとめているが、鏡面精度20μm rms（仕様25μm

rms）、全天指向精度1.5秒角rms（仕様2.0秒角rms）等、仕

様を満たしていることが確認できた。評価活動は、04年4

月にほぼ終了する予定。

高度環境試験棟（1/2）完成：02年度末に三鷹地区に高

度環境試験棟の半分（約1500平方）が完成し、本格的な実

験・開発を開始した。クリーンルームでは、新たなサブミ

リ波超伝導素子（NbTiN）の開発を開始した。また、受信

機カートリッジの開発、デジタル分光相関器の開発実験も

開始された。残り半分の約1500 平米を、2005年度予算に要

求する。サブミリ波超伝導素子を量産するために必要なよ

り高度なクリーンルームや、受信機の量産・評価・維持、

相関器の評価・維持のための設備を整備する予定。一部は、

開発実験センター等と共同で利用。

５．その他の活動

６年目の観測シーズンとなる「富士山頂サブミリ波望遠

鏡」では、492 GHz [CI] J=１－０輝線により、おうし座領

域、へび使い座領域、mOri、M17、M16、銀河中心、

IC443の観測が行われた。また、共同研究の形で、澤田剛

士他の観測が行われた。このプロジェクトは、東京大学理

学部ビックバン宇宙国際研究センターとの共同で推進され

ている。

Ⅱ　太陽電波関係の活動

１．電波ヘリオグラフ、強度・偏波計による太陽観測等

（1）太陽活動

第23太陽活動周期の極大は2000年４月と2001年12月であ

った。光学観測による黒点数の最大は前者に一致するが、

電波強度やプラージの活動の最大は後者であった。さらに、

2003年10月～11月にかけて、短期間ではあるが、静穏時電

波強度が2001年12月の極大期を上回った。

現在、太陽高エネルギー観測衛星RHESSI、以前より継

続しているSOHO、TRACE衛星、さらに宇宙天気予報の

ための軟X線撮像装置 SXI（GOES10）などにより、太陽

観測は以前にも増して多波長で観測が続けられている。

（2）太陽フレア研究

2002年７月23日に発生したイベントはRHESSI衛星によ

ってガンマ線での画像が得られた最初のイベントであり、

日本の観測時間帯に発生した。このイベントについて野辺

山電波ヘリオグラフや偏波計群を含む多くのデータの総合

解析がおこなわれ、ApJLの特集号に出版された。2001年

12月の太陽活動極大期以降、フレアの数も少なくなってい

るが、2003年10月～11月にかけて非常に大型のフレアが連

続して発生した。残念ながらほとんどが日本の観測時間外

であった。

フレアおよび太陽活動を「散逸構造」としてとらえる考

えを提案し、その枠組みの中での「高ベータプラズマ崩壊

によるプラズマ自由エネルギーの解放」について観測的裏

付けの研究を継続している。

（3）観測装置、データアーカイブ

野辺山電波へリオグラフは、年次点検保守とインターネ

ットによる遠隔診断システムにより、少ない人員体制で非

常に安定した観測を継続している。アンテナ、受信機など

の制御のための計算機群（６台）は、建設当初から

MSDOSを用いたシステムであったが、メーカーによる保
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守打ち切りとなったので、今年度PC上にLinuxをOSとした

制御ソフトを作成し、制御系計算機群の全面更新を行った。

これによりしばらくは安定な運用が期待される。

取得データは取得と同時に画像化してインターネット経

由で公開し、また、観測終了後、フレアやリムからの放出

現象（プロミネンス上昇等）を検出し、その部分の詳細な

画像合成、動画作成、ライトカーブなどをあわせてホーム

ページに掲載している。1992年の観測開始以降のデータベ

ースは、世界中の研究者によって利用されている。データ

公開のネックとなっていたネットワークのスピードを、今

年度途中に1.5 Mbpsから10 Mbpsに上げた。

強度偏波計群（1.0, 2.0, 3.75, 9.4, 17, 35, 80 GHz）のバッ

クエンド受信機は、長い間使用しており、不具合が多く発

生していた。2001年度より順番に更新をし、今年度で5台

の更新が終了した。このうち3.75 GHzは以前の名古屋大学

空電研究所から継続して観測しており、52年間のデータが

ある。このデータは、黒点数とともに太陽活動指数として

利用され、長期的な太陽活動およびその地球への影響の研

究に使用されている。また、フレアに伴う電波強度の周波

数スペクトルのデータとして、粒子加速の研究に大いに利

用されている。

２．データ解析研究会の開催

今年度のデータ解析研究会は、フレアにおける粒子加速

の問題を中心に３つのテーマを掲げ、NASAの太陽高エネ

ルギー現象観測衛星RHESSIと野辺山電波ヘリオグラフ、

それにYOHKOH／SXT, HXTで観測されたイベントの解

析を行った（７月15日～18日、出席者20名）。

同様のスタイルの研究会を、初めて三鷹でも開催した

（2月4日～7日、出席者14名）。こちらの研究会は、高温プ

ラズマの診断を中心とし、静かな太陽、コロナ加熱の問題、

マイクロフレアやジェット現象を中心とした。

３．SOLAR-B衛星計画と太陽データアーカイブシステム

太陽コロナの加熱機構の解明を目指すSolar－B衛星の開

発は、宇宙科学研究所と国立天文台（Solar－B室）を中心

に行われている。太陽電波グループとしてもSolar-B室に

参加する一方、Solar－B衛星が打ち上げられた後のデータ

解析や衛星運用のためのシステム構築の検討に参加してい

る。

太陽研究のためには、多量のデータを解析する必要があ

る。国内外の衛星や地上観測データをアーカイブし、それ

らを使いこなせるハードウェア・ソフトウェアシステムの

構築が必須である。野辺山太陽電波観測所では、電波ヘリ

オグラフデータを中心に、YOHKOH、SOHO、TRACE、

RHESSI衛星のデータのアーカイブと、それらの解析のた

めの Solar SoftWare（SSW）を整備している。これらを構

築するため、及びそれを利用しやすくするために、野辺

山－三鷹のネットワークスピードを10 Mbpsにした。さら

に高速とすべく努力中である。

三鷹にも太陽データ解析の環境を整えるために、三鷹の

天文学データ解析センターの計算機に太陽データ解析環境

を構築した。これを用いて上記の研究会を開催した。これ

はSODA（SOlar Database and Archive）計画の一部であ

り、さらに、宇宙研との共同研究として、検索データベー

スシステムのプロトタイプを完成させた。

Ⅲ　その他

１．国立天文台安全衛生管理

健康安全管理委員会安全管理小委員会は、国立天文台安

全衛生管理の実状について全てのブランチを調査し現状報

告「安全衛生調査報告（中間報告）」を8月にまとめた。中

間報告の結果に基づき具体的な対応策を立て対処を行なっ

た。更に労働安全コンサルタントによる外部調査を行ない

小委員会の対応に遺漏の無いことを確認した。安全衛生面

における自然科学研究機構の他の研究所との整合を図るた

め安全管理担当者等専門部会へ委員を出し、安全管理規定

の作成作業も行なった。小委員会は3月に最終報告をまと

め健康安全管理委員会に報告と提案をおこなった。野辺山

地区でも点検および健康安全管理体制を整備した。（小委

員会委員長　坂本彰弘）

２．電波天文周波数小委員会活動

電波天文を不要放射から保護するなどの周波数関連問題

を、全国的な観点から広く検討を行なっている。電波専門

委員会配下の電波天文周波数小委員会は、日本学術会議天

文学研究連絡委員会の小委員会も兼ねる形で活動してい

る。

今年度の主な活動は以下のとおりである。

（1）世界無線通信会議（WRC2003）に大石委員が参加し、

電波天文からの意見を反映させることができた。特に我が

国の電波天文にとって重要な観測周波数帯である43 GHz帯

の保護についても日本の意見を反映でき、電波天文業務に

関する勧告（ITU-R RA. 769）に記述する保護閾値を電波

規則（Radio Regulation：RR）への強制値として書き込む

こととなった。ALMAの運用時に必要となる275 GHz以上

の周波数分配を検討することについては、2010年に開催さ

れる世界無線通信会議（WRC－10）の仮議題になりこの周

波数帯で観測する電波天文局を世界電気通信連合（ITU）

に登録することで（当面）保護と同等の権利が与えられる

ことになった。31.0－31.3 GHzを使用する成層圏プラットホ

ーム計画（HAPS）については、隣接する電波天文バンド

を完全に保護するための強制閾値がRRに書かれることとな

った。

（2）総務省の周波数関係の委員会（情報通信審議会情報通
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１．全般

前年度に引き続き、VERA及びRISEプロジェクト、光結

合VLBI、山口32m及び水沢10mアンテナ、GGP等による観

測研究を行った。また、VERA、水沢10mアンテナ、江刺

地球潮汐観測施設等による共同利用観測、天文保持室業務

を行った。

５月26日の三陸南地震は電波望遠鏡及び研究棟に被害を

もたらしたが、いずれも復旧した。

平成14年度末に退職した笹尾哲夫の後任として７月に小

林秀行が教授として着任した。

２．VLBI

２.１. VERA

（1）システム試験・整備

平成13年度末にVERA４局が完成し、平成13年度から開

始しているシステムの性能確認を引き続き行っている。さ

らに43 GHz帯受信装置の高感度化を図るために、初段の低

雑音増幅器の改修を行い、受信機雑音温度を40K程度低下

させた。また、アンテナ本体の受信機室を覆っているフィ

ドームを水沢局では低損失なものに交換し、43 GHz帯での

損失を１dBから0.6 dBに低減した。これは他の３局におい

ても順次、交換の予定である。

（2）システム試験観測

VERA4局による本格的な性能確認・初期成果創出のた

めに２ビーム位相補償による試験観測を開始した。システ

ムの性能を確認するために、銀河系外連続波天体による再

現性および過去の観測結果との比較を行う一方で、強度が

大きく、過去にVLBI観測のある天体について固有運動・

信技術分科会・ITU－R部会に所属）であるスペクトラム管

理委員会、UWB検討委員会、科学業務委員会、WRC関係

機関連絡会（基幹分科会、スプリアス分科会、宇宙分科会、

衛星移動分科会、分配分科会、及び規則・計画分科会）の

審議に参加し、電波天文としての意見を日本政府の方針に

反映させた。

（3）総務省総合通信基盤局電波部等の関連各部署を訪問し、

電波天文業務としての周波数分配や干渉問題の概要説明を

行なった。

（4）国内での電波天文業務を保護する立場から様々な場

（日本天文学会、URSI、天文学に関する技術シンポジウム、

技術研究会等）で活動報告を行なった。

（5）NHKが計画している22 GHzを使った放送衛星計画

（2007年打ち上げ予定）に対し、NHK等と交渉を始めた。

（6）短波帯（２～30 MHz）を利用するPLC（Power Line

Communications：電力線搬送通信）について、一昨年総

務省で「PLCは時期尚早」として当面の導入が見送られた

が、日本各地において実験用高速電力線搬送通信設備の設

置許可が出されており実験が開始されている。本小委員会

では、政府の規制緩和においてのPLC導入要望に対し調査

を行い、意見書を提出している。

（7）95 GHz雲レーダー観測飛行が行われる時の調整を、独

立行政法人通信総合研究所電磁波計測部門雲レーダーグル

ープと行なった。

（8）94 GHzヘリコプター搭載レーダーについて電子航法研

究所との調整を行なった。

Ⅳ　国立天文台野辺山研究会・ワークショップ

代表者 参加人数　　　　名称

１．伊藤直紀（上智大学）53名 Cosmology with the

Sunyaev-Zel’dovich

Effect

（平成15年６月15日～20日　山梨県・清泉寮セミナーハウス）

２．下条圭美（NRO） 20名 太陽フレア中の非熱的

粒子生成メカニズムの

解明

（平成15年７月15日～18日　野辺山宇宙電波観測所）

３．高野秀路（NRO） 約110名 第21回NROユーザーズ

ミーティング

（平成15年７月30日～８月１日　野辺山宇宙電波観測所）

４．百瀬宗武（茨城大学）約80名 ALMA時代のサイエン

スと研究推進体制

（平成15年９月９日～11日　国立天文台・すばる解析研究

棟）

５．砂田和良（NRO） 36名 星の形成と進化に関する

研究会

（平成15年12月18日～19日　熱海市ホテルリゾーピア熱海）

６．長谷川哲夫（NRO） 40名 ミリ波・サブミリ波で拓

く深宇宙―ALMA時代の

宇宙論―

（平成16年１月29日～30日　国立天文台・すばる解析研究棟）

７．小川英夫（大阪府立大学）50名 ミリ波・サブミリ波受

信技術に関するワーク

ショップ

（平成16年３月10日～11日　名古屋大学環境学研究科）

10．地球回転研究系・水沢観測センター
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年周視差を検出する試験観測を開始している。下記に観測

試験名を記す。

・ ３C345とNRAO512の２ビームVLBI精度検証

・ W49N,OH43.6の２ビームVLBI観測

・ W3OＨの２ビームVLBI観測

・ Ｗ51Mの２ビームVLBI観測

・ 晩期型星の２ビームVLBI観測

特に３C345とNRAO512の２ビームVLBI精度検証観測にお

いて、２ビーム間での相対位置の再現性精度300マイクロ

秒角rmsを確認した。

（3）プロジェクト観測の開始

VERAの本来の目的である科学観測を試験的に開始し

た。位置計測精度が所要の10μ秒角には達していないが、

近傍の天体で成果のでるもの、観測に時間のかかるものを

中心に３つのプロジェクト観測を組織している。個々の観

測の目的を記す。

・ 銀河中心天体SgrA*の年周視差・固有運動の検出

・ Orion座領域における巨大分子雲の３次元構造の解明

・ ミラ型変光星の光度―周期関係の検証

（4）共同利用観測

平成15年度より試験的な共同利用観測を開始し、７件が

採択された。

（5）施設公開

VERA望遠鏡は、周辺市町村である入来・小笠原・石垣

島の各地では初めて設置された本格的な大型天文研究施設

であり、住民の宇宙への関心が広がっている。これに応え

るために、各地で施設公開を行っている。水沢局は６月14

日の水沢観測センター施設公開にあわせて、入来局は８月

10日に地元の町および観光協会等と協賛で開催した八重山

高原星祭りの一環として、小笠原局は10月２・３日に施設

公開として行った。また、石垣島局は国立天文台の呼びか

けている伝統的七夕に呼応して、８月２・３日に南の島の

星祭りと同時に施設公開を行った。南の島の星祭りでの全

島ライトダウンと星空観望会には９千人を超える参加があ

った。各局での施設公開には、それぞれ多数の来場者があ

り地元の宇宙への関心をさらに高めることができた。

（6）三陸南地震による被害

2003年5月26日夕刻に三陸南地震が発生し、水沢におい

て震度５弱の揺れが観測された。この時の加速度はアンテ

ナの仕様値（0.2g）を超える0.3g程度であったと推測される。

このために、VERA20mアンテナにおいては、高度駆動ギ

アが変形するなどの被害が発生し、さらに10mアンテナに

おいても角度検出装置が破損したが、観測を中断し復旧工

事を行い、原状復帰した。

２.２. 光結合電波干渉計

現在VLBIの世界的な標準記録速度は毎秒256メガビット

であるが、VERA計画によって毎秒１ギガビットの高速磁

気記録による定常観測が実現された。一方、光通信分野で

のデータ伝送速度は毎秒数百ギガビットに達している。国

立天文台は平成８年から超高速通信技術を導入した「光結

合型電波干渉計」の研究開発を進め、平成14年度までに

NTTとの共同研究による宇宙科学研究所臼田64m電波望遠

鏡と通信総合研究所（現情報通信機構）鹿島局34m電波望

遠鏡、スーパーSINET回線を用いた国土地理院つくば32m

電波望遠鏡と臼田64m電波望遠鏡の観測データの国立天文

台三鷹における合成に成功した。

平成15年度には、スーパーSINET回線を経由して岐阜大

学11m電波望遠鏡の観測データを国立天文台に伝送するこ

とに成功し、つくば32m、臼田64mの各電波望遠鏡と結合

することに成功した。伝送速度は毎秒２ギガビットと、初

めて磁気記録速度の限界を超えた。平成16年１月からは月

に２回の観測を継続して実施し、赤色巨星P-Cygniのスイ

ッチング観測や、IDV（Intra Day Variable）天体の観測、

24時間連続の測地観測などにも成功している。

２.３. 水沢10mアンテナ

前年度と同様に内部及び共同利用観測に使用された。観

測旅費を支給する共同利用観測は３件採択され、観測旅費

を支給しない観測としては、VERA水沢観測局20m望遠鏡

との共同での相対VLBI性能実験や月探査衛星計画に関連

した実験等も行った。

VERA水沢観測局20m望遠鏡と同様に５月26日に三陸南

地震による被害を受けた。機械性能・電気性能を検査し、

角度検出装置等の修理が必要であったものの、観測時間へ

の影響は軽微であった。

２.４. 山口32mアンテナ

山口大学と共同で運用している。平成15年度は科学的観

測を開始する年と位置付け、以下の観測的研究を行った。

（1）火星探査機「のぞみ」等のVLBI位置決定観測（宇宙

航空研究開発機構、情報通信研究機構と共同）。

（2）測地VLBI観測（国土地理院、情報通信研究機構と共

同）。山口32ｍ電波望遠鏡の位置を約３cmの精度で決

定した。

（3）大学主導のVLBI観測（宇宙航空研究開発機構、北海

道大学、岐阜大学と共同）。情報通信ネットワークを介

したデータ伝送を行い相関処理まで全てを大学独自で

行った。ネットワーク型VLBI（e-VLBI）が山口局でも

安定に稼動するようになった。

（4）単一望遠鏡観測。超新星残骸のマッピング、極短時

間強度変動を示す活動銀河核の観測などを行っている。

また、ネットワークを用いた遠隔観測システムを応用

し、山口県内の高校や一般市民向けに電波望遠鏡を使

った観測の体験を行う実験も行っている。

３．RISE計画

３.１. レーザ高度計（LALT）の開発
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レーザ高度計のフライトモデル（FM）製作は2003年３

月にほぼ終了し今年度はSELENE衛星本体との機械的・電

気的インターフェース、機器同士の電気的干渉、機器動作

試験などを確認するため、SELENE噛み合せ試験及びそれ

に付属する諸試験が行われた。事前に行われた試験のうち、

磁場試験については問題は見られなかったが、EMC 対策

は噛み合せ試験前の5月から8月にかけて集中的な試験と対

策が実施され、低圧・高圧電源部のスイッチング、OBC・

測距カウンタのクロックに由来するノイズを基準以下に抑

えることに成功した。続いて８月末に衛星パネルを展開し

た状態で（パネル開）LALT単体の噛み合せ試験を実施し、

OBC の諸機能、ユーザプログラム動作、MDR 記録・再生

等に問題無いことを確認した。10月～11月にかけてのパネ

ル開総合噛み合せ試験では、衛星システムにおける最大電

力測定、低負荷モード移行シーケンス、機器間の相互電磁

干渉、自動化自律化機能の諸試験とともに、擬似測距治具

によるLALTのデータ取得試験も並行して行った。さらに

12月～翌年１月にかけて衛星パネルを組み上げた状態での

（パネル閉）単体及び総合噛み合せ試験があり、相互干渉、

自動化・自律化試験、及びLALTのデータ取得試験が行わ

れ、引き続いて2004年３月までパネル閉の状態で磁場試験、

EMC 試験が実施された。パネル開総合噛み合せ試験では

バス電圧が最大になるとヒータがONになる不具合が見つ

かり直ちに改修されたほか、低圧モニタの不具合や高圧が

レーザ発射直後に変化する現象も確認され、2004年度前半

に改修される予定である。同時に測距用クロックやリター

ン光検出用のAPD に温度センサを付加するなど性能確保

に必要な改修も実施する予定である。一方衛星本体から供

給される１秒基準信号（１PPS）の不具合対策として擬似

１PPSによる測距機能付加が検討され、噛み合せ試験で明

らかになった測距機能の不具合対策とともに2004年度前半

にFPGAやユーザプログラムの改修で対応する予定である。

データ処理・解析については、SELENE地上データ処

理・解析システムの仕様が確定したのに伴い、LALTの公

開用データについても概要が決定した。現在ソフトウェア

の検討・開発が進められている。

３.２. VLBI用衛星電波源とリレー衛星による4－wayドプラ

ー観測機器の開発

セレーネ計画の中で、月の重力場の高精度観測のために

VRADミッションとRSATミッションを進めている。

VRADミッションは、二つの子衛星（RstarとVstar）の軌

道を相対VLBIで観測することによって、ドプラー観測と

組み合わせた衛星の３次元の軌道決定を行い、また、

RSATミッションでは、リレー衛星を中継した4-wayのド

プラー観測によって、月の裏側の重力場を初めて直接観測

する。月の重力場をこれらの新しい手法によって画期的な

精度で求め、月の起源等の未解決な問題に迫ることができ

る。

搭載機器の製作はほぼ完了し、2003年３月の臼田局での

適合性試験、環境試験を経て、所期の性能を満たしている

ことを確認した。今後はシステムに引渡し総合試験を経た

後に打ち上げとなる。

搭載機器の開発と平行して、運用手順、運用体制の検討、

運用関連ソフトウエアの開発、地上観測局の整備、相対

VLBI観測のデータ処理ソフトウエアの開発。データベー

スの開発等を重点的に進めている。

３.３. 月面天測望遠鏡の開発

月 面 天 測 望 遠 鏡 （ In-situ Lunar Orientation

Measurement:ILOM）計画では、１）月の自由秤動の観測

から月の流体核の存否を明らかにする、２）自由秤動の減

衰と月の潮汐変形の観測から月マントルの弾性的性質を明

らかにする、３）これらを地球や他の惑星と比較すること

により、月の起源と進化を明らかにすることを目的に、月

面での望遠鏡による位置天文観測を１ミリ秒角の精度で行

うことを目指している。2003年３月にはILOM計画の科学

目標と技術開発を議論する「月惑星への測地学」ワークシ

ョップを開催し、その集録とともに検討報告書を出版した。

現在検討を進めている重点課題は、JASMINEと共通課

題であるCCDによる星像中心位置の測定精度の限界までの

向上と、月面での鏡筒の熱解析および熱制御である。星像

位置決定については、実験室での擬似星の重心位置を

1/300画素の精度で再現することができ、さらに精度を向

上させるために実験装置の防振、駆動機構の安定化、解析

モデルに含まれる補正項の精密化を進めている（矢野他、

荒木他）。鏡筒の熱解析については、多層断熱膜を巻いた

円筒の鏡筒の温度分布が軸対称になり、軸方向に温度勾配

が大きくなることを示した。これは、軸方向の一様な伸縮

を意味し、位置天文観測への影響は比較的小さい（野田他）。

鏡筒の熱モデルを用いた実験では、CFRPの熱膨張率が

水分によって変化するらしいことがわかり、今後の実験に

よって特性を明らかにし、材質の選定、保管条件に反映さ

せていく。

４．地球深部ダイナミックス研究（GGP）

（1）国際及び国内動向

平成15年７月にGGP国際会議が開かれ第２期GGP

（GGP2）として今後４年間の観測を継続することが決議さ

れた。GGP２の発足を視野に入れ、また、国内のデータの

アーカイブとGGP国際データセンターへの送付、データの

公開性を高めるとともに、データ利用の利便性を上げ研究

者人口の増大を図るため、国立天文台内にGGP－Japanセ

ンターを９月に立上げた。

（2）外部評価

国立天文台におけるGGP研究の中・長期的研究活動につ

いて外部評価（評価委員長：大谷浩京都大学名誉教授）を
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１．概要

平成10年４月に国立天文台の新しい組織（省令組織）と

して、天文情報公開センターが発足し、今年度も引き続き、

業務を遂行している。当センターは、国立天文台のみなら

ず天文学全般の科学的成果の一般社会への普及・啓蒙、新

発見天体に関する国内調整・国際的情報交換、および日の

出・日の入りなど市民生活に直結した天文情報の提供を目

的とした組織であり、センター長のほか、広報普及室、新

天体情報室、暦計算室から構成される。

２．人事

平成15年度における当センターは、福島登志夫教授・セ

ンター長、４月１日付けで渡部潤一助教授に代わって縣秀

彦助手が広報普及室長に就任、中村士助教授（併任）新天

体情報室長、中井宏助教授・暦計算室長となった。また広

報普及室に渡部潤一助教授、福島英雄助手、生田ちさと助

11．天文情報公開センター

受けた。学問的意義については高い評価がえられ当面事業

を継続すべきであるが、将来の体制については改善すべき

点があるとの評価であった。

（3）観測

江刺地球潮汐観測施設，北極・ニーオルセン，オースト

ラリア・キャンベラでの観測を維持している。2003年１月

の山火事で被災したキャンベラ観測点は、５月には通常観

測状態に復帰した。

京都大学の協力を得て、江刺の超伝導重力計（SG）の

FG5絶対重力計による検定を実施し、SGの感度変化がこの

10年間、0,1%以上変化していないことを確認した。

（4）研究活動

１）東北大学及び京都大学と共同で海底圧力計による観測

を行っている。海洋潮汐モデルや海洋大循環モデルとの比

較を通した衛星重力観測、地上重力観測への海洋変動の影

響の解明が目的である。エルニーニョの終焉に同期する海

水質量変動の発見等の成果をあげた。

２）昭和基地において見られる地球自由振動の固有周期に

無い周波数にも常時振動しているスペクトラムは基地周辺

の湾の固有振動が影響していることをつきとめた。（産業

技術総合研究所，広島大学，東京大学、国立極地研究所と

共同）

３）GGPで得られた世界のSG潮汐データに国立天文台で開

発した全球海洋潮汐モデルNAO.99bを用いた解析から、潮

汐観測とVLBIによる章動観測は周期のみならず、Q-値も

観測誤差の範囲内で一致するFCRパラメーターが得られ

た。 NAO.99bの優秀性を傍証する結果ともなった。

江刺地球潮汐観測施設の水晶管歪計で得られた17年間の

データを使い、FCRパラメータの時間変化が太陽活動と良

い相関を示すこと等の結果がえられた。

４）ニーオルセンでのSG、絶対重力計、VLBI、GPSによる

国際共同観測から、後氷河期の長期的地面上昇から期待さ

れる量を遥かに上回る速度の現在の氷河の融解が影響して

いるとみられる地殻上昇と、重力減少が見いだされた。測

位では±１mm/年、重力では±μGal/年の経年変化が議論

できる測地観測が、地球温暖化と言う人類共通の問題に、

気象学、海洋学、雪氷学とは別の切り口から研究する方法

を提供していることを示す一例と言える。

５）年周変動は、GGP研究にとっても、また年周視差によ

る銀河のマッピングを目指すVERAにとっても重要な研究

テーマである。国土地理院が全国的に展開している高密度

GPS観測網GEONETデータから、積雪が北日本における年

周地殻変動の主要因であること、北日本の内陸地震の発生

と積雪量に関係があることが見出され、世界的に注目され

た。

５．天文保時室

HP5071Aセシウム原子時計４台とアンリツRH401A水素

メーザ１台の協定世界時との比較業務 並びに運行保守を行

い、内部時計比較値・GPS時計面との時計比較値を 週報又

は月報として国際度量衡局（BIPM:フランス）に報告し、

協定世界時並びに国際原子時の構築に貢献した。また、

Shanxi Astronomical Laboratory Lintong及び情報通信機

構（NICT）にGPS時計比較値を報告した。ロランC受信機

による北太平洋ロランCチェーンの主局波（新島）との時

計比較並びに、長波の電波時計装置による日本標準時と中

央標準時をモニターした。

平成15年の中央標準時（UTC（NAO））は12月５日マス

ター時計の交換まで、UTC（世界標準時）に対して30ナノ

秒から－25ナノ秒の差で経年保時（0.8ns/day）され、マス

ター時計の交換時に50ナノ秒の跳びを生じたものの引き続

き保時された。

ネットワークにおける現示サービスとして、GPSNTPサ

ーバーを水沢観測センターに設置し、NTPアクセスに対応

した（精度:200ナノ秒）。

VERA４局に設置された水素メーザー周波数標準器（ア

ンリツ: RH401A）の各時刻信号（１Hz）の内部比較と５

MHzの位相比較を行った。
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手、暦計算室に伊藤節子助手が配置された。

同じく、４月１日付で、岡本富三教務補佐員、佐藤英男

教務補佐員、室井恭子教務補佐員、並木光男教務補佐員、

石崎昌春教務補佐員、小野（根本）智子教務補佐員、増沢

等教務補佐員、小池明夫技能補佐員、石川直美技能補佐員、

由井恵理子技能補佐員、藤田登起子事務補佐員、大坪貴文

天文台研究員を採用した。なお、平成15年８月１日付で荒

木田英禎天文台研究員と、平成15年12月１日付で入江誠教

務補佐員を採用した。また、平成16年３月31日付で、大坪

貴文天文台研究員が退職した。

３．広報普及室の活動

1994年４月より内部措置として発足した広報普及室は、

平成10年度より、正式に天文情報公開センターの内部組織

として活動している。今年度も従来と同様、すばる望遠鏡

等の研究活動と成果を中心に、他の業務や将来計画などに

ついて積極的に広報し、火星大接近などの社会的に話題に

なった天文現象について、天文学研究者だけでなく、ひろ

く一般の方々の理解を得られるよう下記のような活動を行

った。

（1）一般質問受付

マスコミや官庁、一般からの質問に対応した件数は、電

話は10,789件（表２）、手紙は149件、公文書は54件であっ

た。また、４月１日より、インターネットを通じた質問の

受付を開始し、619件（表３）に対応した。

（2）マルチメディアによる情報公開

国立天文台のホームページ（http://www.nao.ac.jp/）を

管理・運営し、インターネットによる情報公開を行ってい

る。ホームページへのアクセス件数は夏休みや火星接近時

に集中し、全体で約2,100万件となり、月別には表4の通り

となっている。

また、最新の天文学の情報を電子メールで発信する天文

ニュース（628号～707号）、音声によるテレフォン天文情

報サービス（計24号：月２回）を発行した。各地の天文教

育施設・公開天文台へ最新の天体画像・情報を発信する公

開天文台ネットワーク（PAONET）は９年目を迎え、9月

30日、10月１日の第９回ユーザーズミーティング（国立天

文台三鷹）では、参加施設数が137となった。また、3月28，

29日に10周年記念シンポジウムを開催し48名の参加があっ

た。

（3）成果公開

今年度は、国立天文台より３件の記者会見（①５月22

日：「世界初の巨大ブラックホール衝突現象の発見」に関

する記者発表、②６月13日：「４次元デジタル宇宙実験シ

アターの試験公開」に関する記者発表、③10月17日：「国

立天文台岡山天体物理観測所　巨星のまわりの惑星を発

見」に関する記者発表）およびインターネットなどを利用

太陽 月 暦 時刻 惑星 宇宙 天文 其他 合計

４～６月

７～９月

10～12月

１～３月

総　計

491

478

575

552

2,096

189

325

196

214

924

109

174

188

190

661

28

28

25

29

110

307

846

413

382

1,948

93

98

89

113

393

221

243

283

288

1,035

1,157

1,381

650

434

3,622

2,595

3,573

2,419

2,202

10,789

表２　国立天文台天文情報公開センター広報普及室・電話応答数　　　2003年4月－2004年3月

太陽の暦 月の暦 暦 時 太陽系 宇宙 見学 其他 合計

４～６月

７～９月

10～12月

１～３月

総　計

9

13

20

18

60

3

9

11

5

28

5

1

3

9

18

1

2

1

9

13

26

53

38

33

150

20

28

34

35

117

9

2

5

1

17

41

58

60

57

216

114

166

172

167

619

表３　国立天文台天文情報公開センター広報普及室・インターネットによる質問応答数　　　2003年4月－2004年3月

活動状況本文  05.3.22 5:11 PM  ページ 74



75

した、主として天体画像を伴う１件の成果公開（８月25

日：「すばる望遠鏡による大接近した火星画像の公開」）

を行った。また、１月9日には「科学記者のための天文学

レクチャー（第６回）」を開催、「宇宙の果てを探る」をテ

ーマとして、「太陽系の果てを探る（木下大輔・国立天文

台／台湾中央大学）」「宇宙の果ての銀河たちを探す（柏川

伸成・国立天文台）」「宇宙の果て・宇宙年齢（杉山直・国

立天文台）」の３つのレクチャーを行い、23社38名の参加

があった。

（4）社会教育事業

平成12年７月20日より開始した三鷹地区常時公開を継続

し、公開時間を夏冬とも17時までに変更した。常時公開施

設のひとつ、第一赤道儀室に設置されている望遠鏡を用い

て、５月の連休中、及び夏休み、春休み期間中に特別に運

転公開を行い、見学者が自ら太陽の黒点観測体験ができる

ようにし、特に子供たちに好評であった。３月末までで

22,509名の見学者が訪れた。また、平成15年度の職場訪問

等を含めた団体見学は45件、1,401名であった。

例年行われている三鷹キャンパスの特別公開は、10月25

日に東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究センター

と、総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻と共

同で企画・遂行し、約1,800名の参加があった。

社会教育用公開望遠鏡を用いた定例観望会は、雨天曇天

時にも中止することなく実施するようにしている。今年度

は実施23回（他１回は特別公開日で曇天のため中止）、参

加者6,677名を数えた。特に火星大接近が非常に注目された

ため８月～９月は参加者数が多かった。また、２月13日と

28日および３月12日と27日には「親子星空学級」として親

子向けのメニューを用意した。

５年目となる高校生対象の宿泊体験学習会「君が天文学

者になる４日間」には、全国から50名の応募があり、最終

的に選考された16名の参加があった。

また、伝統的七夕の日（８月４日）を国立天文台で行い、

すばる望遠鏡建設記録「未知への航海」を上映し、臨時観

望会を行い、191名の参加があった。

さらに夏休み中の８月４日～８日には「大学等地域開放

特別事業・大学Jr.サイエンス＆ものづくり」の一環として、

「夏休みジュニア天文教室」を開催し、工作教室、観察実

習などを行い、757名の参加があり、好評を得た。

公開講演会は「ALMAプロジェクトの目指すもの－電波

で迫る宇宙の謎」というテーマで、１月17日に科学技術館

において実施した。雪で交通事情の悪い中、87名の参加が

あった。

全国の天文関連施設と一緒になってすすめている「スタ

ー・ウィーク～星空に親しむ週間～」は参加協力団体220、

協力イベント540件であった。

宇宙関連機関で行う「宇宙の日」の各種事業には平成13

年度から参加しているが、今年度は９月13日～15日に日本

科学未来館で開催された「宇宙ふれあいフェスティバル」

に参加し、ブースを確保して出展した。

（5）広報配布物の普及活動

国立天文台ニュース（第117号から第128号）の発行、国

立天文台パンフレット（和文・欧文）の改訂、三鷹地区見

学パンフレット、常時公開パンフレット・ポスター作成、

特別公開パンフレット・ポスター作成を、庶務課および各

編集委員会等とともに行った。国立天文台ビデオ編集委員

会とともに第６作「国立天文台紹介ビデオシリーズ６　不

思議の星　地球」の作成を完了した。

また、この作品は、科学技術映像祭の文部科学大臣賞お

よび第14回TEPIAハイテクビデオコンクール最優秀作品賞

さらに第42回日本産業映画・ビデオコンクール大賞を受賞

した。

４．新天体情報室の活動

2003年度も国立天文台に寄せられる新天体（彗星，小惑

星，新星、超新星など）の発見通報とそれらの確認依頼に

対応した。具体的には、諸資料とデータベースによってま

月 件　数 月 件　数 月 件　数

2003／４

2003／５

2003／６

2003／７

904,962

1,522,429

1,781,768

1,800,000

2003／8

2003／9

2003／10

2003／11

4,200,000

1,932,537

1,719,413

1,500,000

2003／12

2004／１

2004／２

2004／３

1,300,000

1,576,245

1,464,350

1,276,721

合　　　計　　　　21,000,000*

表４　国立天文台ホームページ月別アクセス件数　　　2003年4月－2004年3月

*7，8，11，12月は集計プログラム不具合によるデータの欠如のため、推定値である。

*

*

*

*
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ず調査をし、必要に応じて三鷹の望遠鏡および国内の協力

観測所に観測依頼をし、また情報の確度に従って国際天文

学連合天文電報中央局へ発見報告を行った。また、新天体

情報室のホームページを運用し、新天体に関する最新情報

を広く一般社会と研究者に提供する活動も行った。更に、

新天体情報室業務のために、関連するデータベースの作成

と維持とを行った。

発見、確認依頼の通報は、主に留守番電話＋ポケベルの

システムとFAXで行われ（最近は電子メールの場合も多

い）、平日休日の昼夜を問わず24時間対応する体制が出来

ている。通報を受ける業務は当番制で行っている。そのス

タッフは、常勤併任職員１名、非常勤職員1名、協力職員

５名である。通報の種別内容は、恒星及び恒星状天体：27

件、新星、超新星：16件、惑星関係：88件、移動・発光物

体：12件、人工衛星：11件、一般的質問：15件、太陽・

月：10件、彗星：７件、その他：43件、であった。

これらの統計に見られる本年度の特徴は、１）火星大接

近に伴い、惑星関係の問合わせが大きく上位を占めた、２）

インターネットによる天文情報の普及によると思われる

が、望遠鏡なしでも彗星を発見したなどという連絡を寄せ

る通報者が出てきた。これはこれまでなかった現象である、

３）質問の内容が多岐にわたる（通報手段も手紙が少なく、

電話、FAX、メールによる物が増加した）。また、より暗

い天体についての確認依頼が増えつつある、等であった。

国際天文学連合天文電報中央局のサーキュラー(IAUC)

に載った発見で、国立天文台新天体情報室が関係したもの

は、次の通り。１）2003年４月：　西村栄男氏、中村祐二

氏による新星、NV Sgrの発見、IAUCにもNVとして掲載

されたが、当室で調べた結果、ミラ型変光星と判明した

（IAUC 8113, 8115）。２）2003年８月：西村栄男氏による新

星の発見、V475 SCUTI=NV SCUTI2003と命名された

（IAUC8190, 8200）。３）2004年３月：　中村祐二氏による

新星の発見、V5114 Sgr＝NV 2004Sgrと命名された

（IAUC8006,8307,8310）。

太陽観測衛星SOHOの公開画像を使用した“太陽をかす

める彗星”の発見通報が数件あった。これらは現在我々に

は有効な確認の手段がなく、これからもこの種の通報が予

想されることから、今後の検討課題である。

2003年度の月別夜間通常対応の統計：

2003年　　４月 31件　　　５月 28 ６月 39

７月 36 ８月 61 ９月 84

10月 40 11月 34 12月 39

2004年　　１月 51 ２月 38 ３月 19

合計 500件

５．暦計算室の活動

暦計算室は国際的に採用されている基準暦に基づき、太

陽・月・惑星の視位置を始め、諸暦象事項を計算し、国立

天文台の設置目的の一つである‘暦書’の編製として‘暦

象年表’を発行している。

１．2004年’理科年表’暦部，2005年’暦要項’（2004年

２月２日官報掲載），2005年’暦象年表’の計算・編製を

完了した．

２．インターネット(http://www.nao.ac.jp/reki)上に‘日の

出入・南中’、‘月の出入・南中’の計算を前年から３年間

表形式およびCGI方式で掲載し、太陽の方位・高度につい

てはCGI方式による計算を提供している。‘暦要項’につい

ても前年から３年間掲載している。

３．江戸時代幕府天文方などの資料・文書を引継いでおり，

これら貴重和漢書の保管 ・管理を図書室と共同でおこな

い、研究にもたずさわっている．

４．天文台の貴重書である和漢書から、図書室と共同で、

第28回「関孝和と暦算」、第29回「江戸後期の天文暦」及

び第30回「改暦の年の頒暦」の常設展示をおこなった。こ

れらの展示は図書室ホームページ「貴重書展示室」に書き

加えられ、インターネット上でも見られる。

（http://library.nao.ac.jp/kichou/open/index.html）

６．研究

福島登志夫は（1）新しい恒星時・世界時変換公式の研

究、（2）ラプラス積分関係および軌道角運動量積分関係を

利用した多様体補正型軌道積分法の開発研究、（3）一般の

１階常微分方程式に対する対称線型多段法の研究、を行っ

たほか、国際天文学連合第１部長として、（4）基本天文学

分野における国際的活動の調整および指導に従事した。

渡部はエッジワース・カイパー・ベルト捜索に関する研

究を引き続き行い、今後のサーベイ装置計画の検討を継続

するとともに、木曽シュミット望遠鏡およびすばる望遠鏡

によるサーベイを指揮した。彗星では、ぐんま天文台の河

北秀世と共に、彗星に含まれるアンモニアのオルソ・パラ

比の決定を行った他、すばる望遠鏡を用いてシリケイト粒

子や氷粒子の検出に成功した。流星では、しし座流星雨の

ビデオ観測から見いだしたクラスター現象（数秒間に数十

個の流星が出現する現象）についての考察を出版した。ま

た、総合研究大学院大学の学長プロジェクトとして「学術

最前線の情報発信とジャーナリズムのミスマッチを探る」

という研究を継続し、２月20日には「学術成果の広報と報

道に関するシンポジウム」を主催した。

縣は、火星大接近対応（すばる画像利用を含む）、画像

解析ソフトウエア「Makali’i」の開発と配布、PAONETの

改革、「天文学者に聞こう・見学に行こう」webの制作、４
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次元デジタルシアターのドーム立体視化に関する研究等を

通して、大学・研究機関からの教育支援活動のあり方に関

する研究を実証的に進めた。また、生涯学習における実践

共同体に関する研究等にも着手し、「ワークショップ21世

紀型科学教育の創造」と「科学教育フォーラム2004」を主

催し共同体形成を行った。学校カリキュラム研究では、小

学生の関心意欲と知識理解に関する全国調査を進め、小学

校カリキュラムの問題点を指摘した。

中井は木下宙（国立天文台名誉教授）と共同で、太陽系

惑星系および太陽系外惑星系の安定性について調べてい

る。（1）海王星と1:2平均運動共鳴であり同時に古在共鳴で

ある小惑星において、古在共鳴の秤動中心は臨界引数や離

心率に依存するため、90度(270度)と異なる値になることを

示した。（2）太陽系惑星系の安定化メカニズムとして考え

られている平均運動共鳴と近点連動について、半解析的永

年摂動論が適応できることを示した。（3）かに座55惑星系

の内側２惑星は3:1平均運動共鳴と近星点の連動により系の

安定性が保たれている。この惑星系が安定に存在するため

には３種類の臨界引数と２惑星の近星点経度の差には特殊

な関係があり、かに座55惑星系の惑星配置はこの関係を満

たしていることを見つけた。

中村は、昨年度に引き続き、すばる望遠鏡の広視野モザ

イクCCDカメラを用いて小惑星の次の研究を行った：１）

吉田二美と協力して、直径10km～0.5kmの微小トロヤ群小

惑星のサイズ分布と空間分布を明らかにし、秤動点周りの

分布の新しいモデルを作成した。このサイズ領域は、従来

まったく未知の領域であった。２）デルマワン・ブディと

協力して、直径数km～数100mの早い回転をするベルト小

惑星の形状と自転の特性を調べた。地球接近小惑星の観測

から従来推定されていた特性とはかなり違うことを示し

た。特定領域（1）科学研究費「江戸のモノつくり」の天

文暦学班研究代表者（平成14～17年度）として、江戸期の

天文暦学資料（書物と器物）の総合調査を指揮し、国内・

海外合わせて、現在まで約1000点の新しい江戸期天文暦学

和書を発掘した。

伊藤は文部科学省科学研究費補助金特定領域研究「我が

国の科学技術黎明期資料の体系化に関する調査・研究（略

称：江戸のモノづくり）」平成13～17年度計画研究A01a

「日本天文暦学史料のグローバルな調査と総合目録の作成」

代表：中村 士に分担者として調査に参加している。

福島英雄は、口径50cm社会教育用公開望遠鏡で、合計97

日間の観測を行なった。その内、47日間はビデオカメラを

用い火星面の拡大映像を撮影した。画像処理を施し公開用

画像・映像を作成、インターネット国立天文台ホームペー

ジの天体画像集などで公開している。個人研究として、冷

却CCDカメラと測光用フィルタを用いた彗星の物理的観測

を48日間行ない、８個の彗星の形状と光度変化をモニタ観

測した。観測データの処理・測定を行い、全光度，コマの

視直径、尾の長さと方向を求め、それらの変化を解析中で

ある。また、すばる望遠鏡で観測された公開用画像作成の

月

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

46,999

66,524

88,841

50,544

47,939

89,334

97,282

25,930

33,790

152,341

154,135

92,873

3,692

6,208

8,218

5,211

4,628

6,384

8,788

2,593

3,711

17,860

14,906

9,012

4,239

3,804

4,765

3,091

3,024

3,197

4,601

1,558

1,494

8,233

12,651

4,707

13,510

15,505

20,626

9,818

6,736

13,805

20,382

4,781

3,861

17,028

24,863

17,961

425

543

727

476

483

1,244

1,163

234

125

804

2,456

580

12,050

18,302

23,080

14,379

11,532

27,751

24,061

6,870

6,764

32,883

35,429

20,566

8,031

12,651

15,420

9,190

8,193

17,893

16,062

4,515

4,765

22,915

20,308

11,620

88,946

123,537

161,677

92,709*

82,535*

159,608

172,339

46,481*

54,510*

252,064

264,748

157,319

表 CGI CGI 表 CGI
暦要項 その他 合計

日の出入り・南中 方位・高度 月の出入り・南中

表５　暦計算室ホームページ月別アクセス件数 2003年4月－2004年3月

*7，8，11，12月は集計プログラム不具合によりデータの欠如がある。
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ための処理を行い、プレスリリース「2003年９月16日、

IRCSと超高感度ハイビジョンカメラによる火星」、「2003年

11月5日、続・すばる、最も遠い銀河を発見！」、「2004年

２月23日、宇宙の宝石箱－わい小不規則型銀河ろくぶんぎ

座A」で使用したカラー画像４点を制作した。
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III   機　　構
１．国 立 天 文 台 研 究 組 織 図

光学赤外線天文学・観測システム研究系�

太 陽 物 理 学 研 究 系 �

位 置 天 文 ・ 天 体 力 学 研 究 系 �

理 論 天 文 学 研 究 系 �

電 波 天 文 学 研 究 系 �

地 球 回 転 研 究 系 �

研 究 施 設
台　　長�

ハ ワ イ 観 測 所 �

水 沢 観 測 セ ン タ ー �

乗 鞍 コ ロ ナ 観 測 所 �

岡 山 天 体 物 理 観 測 所 �

野 辺 山 太 陽 電 波 観 測 所 �

太陽活動世界資料解析センター�

野 辺 山 宇 宙 電 波 観 測 所 �

天文学データ解析計算センター�

天 文 機 器 開 発 実 験 セ ン タ ー �

天 文 情 報 公 開 セ ン タ ー �

　 管 理 部 　

　 技 術 部 　

企画調整主幹�

評 議 員 会 �

運営協議員会�

研　究　系　等�
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評議員

石　井　紫　郎 東京大学名誉教授

荻　上　紘　一 大学評価・学位授与機構教授

奥　田　治　之 群馬県立ぐんま天文台副台長

梶　谷　　　誠 電気通信大学長

茅　　　幸　二 岡崎国立共同研究機構分子科学研究

所長

木　村　　　孟 大学評価・学位授与機構長

久　城　育　夫 東京大学名誉教授

小　平　桂　一 総合研究大学院大学長

小　林　俊　一 理化学研究所顧問

○ 佐　藤　文　隆 甲南大学理工学部教授

杉　本　大一郎 放送大学学園千葉学習センター所長

◎ 田　中　靖　郎 宇宙科学研究所名誉教授

田　原　博　人 宇都宮大学長

田　村　和　子 共同通信社客員論説委員

辻　　　　　隆 東京大学名誉教授

戸　塚　洋　二 高エネルギー加速器研究機構長

中　村　桂　子 JT生命誌研究館館長

西　田　篤　弘 宇宙科学研究所名誉教授

原　田　朋　子 国立遺伝学研究所名誉教授

吉　田　庄一郎 （株）ニコン取締役会長兼ＣＥＯ

◎会長　　○副会長

（任期：平成15年２月１日～平成17年１月31日）

運営協議員

（台外委員）

稲　谷　順　司 独立行政法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部ＩＳＳ科学プロジ

ェクト室主任研究員

○ 井　上　　　一 独立行政法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部高エネルギー天文

学研究系教授

岡　村　定　矩 東京大学大学院理学系研究科長

面　a 俊　宏 鹿児島大学理学部教授

春　日　　　隆 法政大学工学部教授

黒　河　宏　企 京都大学大学院理学研究科附属天文

台教授

定　金　晃　三 大阪教育大学教育学部教授

佐　藤　勝　彦 東京大学大学院理学系研究科教授

竹　本　修　三 京都大学大学院理学研究科教授

藤　本　正　行 北海道大学大学院理学研究科教授

（台内委員）

安　藤　裕　康 光学赤外線天文学・観測システム研

究系教授

家　　　正　則 光学赤外線天文学・観測システム研

究系教授

井　上　　　允 電波天文学研究系教授

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所教授

櫻　井　　　隆 太陽物理学研究系教授

近　田　義　広 電波天文学研究系教授

富　阪　幸　治 理論天文学研究系教授

福　島　登志夫 天文情報公開センター教授

藤　本　眞　克 位置天文・天体力学研究系教授

真　鍋　盛　二 地球回転研究系教授

◎ 觀　山　正　見 理論天文学研究系教授

◎会長　　○副会長

（任期：平成14年12月１日～平成16年11月30日）

平成16年３月31日現在における予算定員は277名で、そ

の内訳は、台長１名、教授33名、助教授51名、助手92名、

その他100名である。

他に外国人客員教授４名、客員教授５名、客員助教授３

名をおく。技術部に属する技術職員は、実際に業務を担当

している各研究系・施設に記載している。

台　　　　長 海　部　宣　男

企画調整主幹（併）觀　山　正　見

名誉教授（国立天文台）
若　生　康二郎

角　田　忠　一

日江井　榮二郎

山　下　泰　正

森　本　雅　樹

西　村　史　朗

古　在　由　秀

平　山　　　淳

２．評議員・運営協議員

３．職　　員
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宮　本　昌　典

成　相　恭　二

岡　本　　　功

目　信　三

中　野　武　宣

小　平　桂　一

横　山　紘　一

大　江　昌　嗣

木　下　　　宙

名誉教授（旧東京大学東京天文台）
大　澤　清　輝

安　田　春　雄

高　瀬　文志郎

西　　　惠　三

北　村　正　利

赤　羽　賢　司

守　山　史　生

青　木　信　仰

古　在　由　秀

名誉所員（旧緯度観測所）
高　木　重　次

弓　　　　　滋

須　川　　　力

細　山　謙之輔

管理部
管 理 部 長 谷　本　　　滋

庶務課
課　　　長 大　場　　　武

課 長 補 佐 立　岡　　　稔

課 長 補 佐 川　合　登巳雄

庶務係

係　　　長（兼）立　岡　　　稔

主　　　任 尾　島　　　敦

事　務　官 飯　田　美千瑠

技　　　官 雨　宮　秀　巳

企画法規係

係　　　長 菊　池　信　治

事　務　官 植　松　　　晃

広報係

係　　　長 山　下　芳　子

人事係

係　　　長 海老沢　節　夫

主　　　任 今　村　泰　代

事　務　官 山　内　美　佳

研究協力係

係　　　長 安　藤　秀　之

共同利用係

係　　　長（併）安　藤　秀　之

主　　　任 倉　上　裕　子

図書係

係　　　長 村　松　敏　哉

会計課
課　　　長 吉　田　　　潔

課 長 補 佐 重　光　良　一

課 長 補 佐 内　田　良　一

専 門 職 員 原　田　佐恵子

総務係

係　　　長 日　向　忠　幸

主　　　任 河　邊　隆　志

司計係

係　　　長 須　藤　桂太郎

事　務　官 加　藤　康　洋

管財係

係　　　長 田　端　敬　正

出納・情報処理係

係　　　長 三　浦　　　進

給与係

係　　　長（兼）内　田　良　一

主　　　任 林　　　　　博

事　務　官 興　津　美　彦

契約係

係　　　長 田　中　　　雄

主　　　任 山　浦　克　貴

事　務　官 石　川　順　也

事　務　官（文部科学省併任）

山　本　真　一

用度係

係　　　長 土　屋　賢　一

主　　　任 木　下　誠　一

事　務　官 竹　村　孝　一

技　　　官 湯　浅　役　茂

施設課
課　　　長 上　野　泰　弘

企画係

係　　　長 比　毛　康　治

事　務　官 a 木　達　也

建築係

係　　　長 浅　田　常　明

技　　　官 村　上　和　弘

技　　　官 小　松　淳　一

設備係

係　　　長 栗　原　紀　寿

技　　　官 清　水　敬　友

技術部
技 術 部 長（併）井　上　　　允
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光学赤外線天文学・観測システム研究系
研 究 主 幹（併）安　藤　裕　康

教　　　授 有　本　信　雄

教　　　授 安　藤　裕　康

教　　　授 家　　　正　則

教　　　授 小　林　行　泰

教　　　授 野　口　邦　男

教　　　授 水　本　好　彦

助　教　授 磯　部　 三

助　教　授（併）市　川　伸　一

助　教　授 沖　田　喜　一

助　教　授 竹　田　洋　一

助　教　授 田　村　元　秀

助　教　授 中　桐　正　夫

助　教　授 中　村　　　士

助　教　授 宮　下　曉　彦

助　教　授 山　田　　　亨

助　教　授 田　道　利

助　教　授（併）渡　部　潤　一

助　　　手 青　木　和　光

助　　　手 今　西　昌　俊

助　　　手 柏　川　伸　成

助　　　手 鳥　居　泰　男

助　　　手 中　島　　　紀

助　　　手 西　川　　　淳

助　　　手 早　野　　　裕

助　　　手 三　上　良　孝

助　　　手 宮　内　良　子

助　　　手 森　野　潤　一

助　　　手 八　木　雅　文

助　　　手 湯　谷　正　美

技　　　官 和瀬田　幸　一

太陽物理学研究系
研 究 主 幹（併）櫻　井　　　隆

教　　　授 櫻　井　　　隆

教　　　授 常　田　佐　久

助　教　授 一　本　　　潔

助　教　授 末　松　芳　法

助　教　授 関　井　　　隆

助　教　授（併）中　桐　正　夫

助　　　手 鹿　野　良　平

助　　　手 清　水　敏　文

助　　　手 原　　　弘　久

技　　　官 田　村　友　範

位置天文・天体力学研究系
研 究 主 幹（併）藤　本　眞　克

教　　　授 郷　田　直　輝

教　　　授 藤　本　眞　克

教　　　授 吉　田　春　夫

助　教　授 川　村　静　児

助　教　授 吉　澤　正　則

助　　　手 新　井　宏　二

助　　　手 大　石　奈緒子

助　　　手 鈴　木　駿　策

助　　　手 相　馬　　　充

助　　　手 a 橋　竜太郎

助　　　手 辰　巳　大　輔

助　　　手 辻　本　拓　司

助　　　手 矢　野　太　平

助　　　手 山　崎　利　孝

技　　　官 岩　下　　　光

技　　　官 久　保　浩　一

技　　　官 福　嶋　美津広

技　　　官 松　田　　　浩

理論天文学研究系
研 究 主 幹（併）富　阪　幸　治

教　　　授 杉　山　　　直

教　　　授 富　阪　幸　治

教　　　授 觀　山　正　見

助　教　授 大　木　健一郎

助　教　授 梶　野　敏　貴

助　教　授 谷　川　清　隆

助　教　授 和　田　桂　一

助　　　手（併）伊　藤　孝　士

助　　　手 大　向　一　行

助　　　手 小久保　英一郎

助　　　手 児　玉　忠　恭

助　　　手 藤　田　　　裕

電波天文学研究系
研 究 主 幹（併）近　田　義　広

教　　　授 石　黒　正　人

教　　　授 井　上　　　允

教　　　授 川　邊　良　平

教　　　授 柴　崎　清　登

教　　　授 近　田　義　広

教　　　授 坪　井　昌　人

教　　　授 中　井　直　正

教　　　授 長谷川　　哲夫

教　　　授 渡　邊　鉄　哉

助　教　授 浮　田　信　治

助　教　授 奥村（川邊）幸子

助　教　授 阪　本　成　一

助　教　授 澤　　　正　樹

助　教　授 関　本　裕太郎

助　教　授 立　松　健　一
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助　教　授 千　葉　庫　三

助　教　授 出　口　修　至

助　教　授 野　口　　　卓

助　教　授 花　岡　庸一郎

助　教　授 森　田　耕一郎

助　　　手 浅　山　信一郎

助　　　手 井　口　　　聖

助　　　手 石　崎　秀　晴

助　　　手 石　附　澄　夫

助　　　手 上　田　暁　俊

助　　　手 梅　本　智　文

助　　　手 江　澤　　　元

助　　　手 亀　野　誠　二

助　　　手 久　野　成　夫

助　　　手 河　野　裕　介

助　　　手 齋　藤　正　雄

助　　　手 砂　田　和　良

助　　　手 高　野　秀　路

技　　　官 池之上　文　吾

地球回転研究系
研 究 主 幹（併）真　鍋　盛　二

教　　　授 川　口　則　幸

教　　　授 河　野　宣　之

教　　　授 小　林　秀　行

教　　　授 内　藤　勲　夫

教　　　授 日　置　幸　介

教　　　授 真　鍋　盛　二

助　教　授 佐　藤　忠　弘

助　教　授 花　田　英　夫

助　　　手 久　慈　清　助

助　　　手 酒　井　　　俐

助　　　手 柴　田　克　典

助　　　手 田　村　良　明

助　　　手 野　田　寛　大

助　　　手 廣　田　朋　也

助　　　手 本　間　希　樹

助　　　手 松　本　晃　治

助　　　手 三　好　　　真

ハワイ観測所
所　　　長（併）唐　牛　　　宏

教　　　授 唐　牛　　　宏

教　　　授 西　村　徹　郎

教　　　授 林　　　正　彦

教　　　授 山　下　卓　也

助　教　授 臼　田　知　史

助　教　授 小笠原　隆　亮

助　教　授 佐々木　敏由紀

助　教　授 関　口　和　寛

助　教　授 高　見　英　樹

助　教　授 林　　　左絵子

助　　　手 神　澤　富　雄

助　　　手 小　杉　城　治

助　　　手 小宮山　　　裕

助　　　手 周　藤　浩　士

助　　　手 高　田　唯　史

助　　　手 高　遠　徳　尚

助　　　手 能　丸　淳　一

助　　　手 宮　崎　　 聡

技　　　官 浦　口　史　寛

技　　　官 小　俣　孝　司

技　　　官 倉　上　富　夫

技　　　官 並　川　和　人

事務部

専　門　員 内　藤　明　彦

専 門 職 員 書　上　正　則

庶務係

係　　　長 金　城　　　徹

会計係

係　　　長 岡　田　浩　之

事　務　官 北　野　信　哉

事　務　官 幸　野　達　也

施設係

技　　　官 上　田　敏　史

水沢観測センター
センター長（併）日　置　幸　介

助　教　授 坪　川　哲　也

助　　　手 浅　利　一　善

助　　　手 荒　木　博　志

助　　　手 石　川　利　昭

助　　　手 岩　舘　健三郎

助　　　手 亀　谷　　　收

助　　　手 佐　藤　克　久

助　　　手 鶴　田　誠　逸

技　　　官 田　澤　誠　一

技　　　官 堀　合　幸　次

事務室

専 門 職 員 千　葉　　　成

庶務係

係　　　長（併）千　葉　　　成

会計係

係　　　長 及　川　信　一

用 度 主 任 佐　藤　ミキ子

経 理 主 任 小　原　茂　男

乗鞍コロナ観測所
所　　　長（併）櫻　井　　　隆

助　教　授 西　野　洋　平
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助　　　手 熊　谷　收　可

助　　　手 佐　野　一　成

助　　　手 野　口　本　和

技　　　官 加　藤　禎　博

技　　　官 木　挽　俊　彦

技　　　官 斉　藤　守　也

技　　　官 篠　田　一　也

技　　　官 田　中　伸　幸

岡山天体物理観測所
所　　　長（併） 田　道　利

助　教　授 岡　田　隆　史

助　　　手 泉　浦　秀　行

助　　　手 小矢野　　　久

助　　　手 清　水　康　廣

助　　　手 澤　顕　史

技　　　官 稲　田　素　子

技　　　官 長　山　省　吾

事務室

事 務 係 長 小　山　道　弘

事務係主任 國　光　昌　子

野辺山太陽電波観測所
所　　　長（併）柴　崎　清　登

助　教　授 関　口　英　昭

助　　　手 川　島　　　進

助　　　手 下　条　圭　美

技　　　官 篠　原　徳　之

太陽活動世界資料解析センター
センター長（併）柴　崎　清　登

教　　　授（併）櫻　井　　　隆

助　　　手 宮　下　正　邦

野辺山宇宙電波観測所
所　　　長（併）中　井　直　正

助　教　授 宮　地　竹　史

助　　　手 飯　塚　吉　三

助　　　手 坂　本　彰　弘

助　　　手 武士俣　　　健

助　　　手 御子柴　　　廣

技　　　官 石　川　晋　一

技　　　官 岩　下　浩　幸

技　　　官 齋　藤　泰　文

技　　　官 佐　藤　直　久

技　　　官 高　橋　敏　一

技　　　官 半　田　一　幸

技　　　官 宮　澤　和　彦

技　　　官 宮　澤　千栄子

庶務係

係　　　長 長　本　安　弘

会計係

係　　　長 市　村　和　久

経 理 主 任 大　塚　朝　喜

契 約 主 任 横　前　　　守

技　　　官 横　森　重　壽

天文学データ解析計算センター
センター長（併）水　本　好　彦

教　　　授（併）近　田　義　広

教　　　授（併）富　阪　幸　治

助　教　授 市　川　伸　一

助　教　授 大　石　雅　寿

助　教　授（併）小笠原　隆　亮

助　教　授（併）立　松　健　一

助　教　授（併）千　葉　庫　三

助　教　授（併）和　田　桂　一

助　　　手 伊　藤　孝　士

助　　　手 大　江　将　史

助　　　手（併）小久保　英一郎

助　　　手 小　林　信　夫

助　　　手 白　崎　裕　治

助　　　手（併）下　条　圭　美

助　　　手（併）八　木　雅　文

技　　　官 井　上　剛　毅

天文機器開発実験センター
センター長（併）小　林　行　泰

助　教　授 松　尾　　　宏

助　教　授 山　口　達二郎

助　　　手 大　島　紀　夫

助　　　手 大　坪　政　司

助　　　手 岡　田　則　夫

助　　　手 佐々木　五　郎

技　　　官 大　渕　喜　之

技　　　官（併）加　藤　禎　博

技　　　官 金　子　慶　子

技　　　官 鎌　田　有紀子

技　　　官 中　村　京　子

技　　　官 西　野　徹　雄

技　　　官 福　田　武　夫

技　　　官 三ツ井　健　司

天文情報公開センター
センター長（併）福　島　登志夫

教　　　授 福　島　登志夫

助　教　授 中　井　　　宏

助　教　授（併）中　村　　　士

助　教　授 渡　部　潤　一

助　　　手 縣　　　秀　彦

助　　　手 生　田　ちさと

助　　　手 伊　藤　節　子

助　　　手 福　島　英　雄
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広報普及室
室　　　長（併）縣　　　秀　彦

助　教　授（併）渡　部　潤　一

助　　　手（併）生　田　ちさと

助　　　手（併）福　島　英　雄

新天体情報室
室　　　長（併）中　村　　　士

暦計算室
室　　　長（併）中　井　　　宏

助　　　手（併）伊　藤　節　子

天文保時室
室　　　長（併）日　置　幸　介

助　　　手（併）佐　藤　克　久

技　　　官（併）堀　合　幸　次

すばる三鷹オフィス
室　　　長（併）野　口　邦　男

教　　　授（併）有　本　信　男

教　　　授（併）安　藤　裕　康

教　　　授（併）家　　　正　則

教　　　授（併）水　本　好　彦

助　教　授（併）田　村　元　秀

助　教　授（併）宮　下　曉　彦

助　教　授（併）山　田　　　亨

助　　　手（併）青　木　和　光

助　　　手（併）今　西　昌　俊

助　　　手（併）大　島　紀　夫

助　　　手（併）柏　川　伸　成

助　　　手（併）三　上　良　孝

助　　　手（併）八　木　雅　文

助　　　手（併）湯　谷　正　美

ＶＳＯＰ室
室　　　長（併）井　上　　　允

助　教　授（併）宮　地　竹　史

助　　　手（併）梅　本　智　文

助　　　手（併）亀　野　誠　二

助　　　手（併）武士俣　　　健

ＶＥＲＡ推進室
教　　　授（併）川　口　則　幸

教　　　授（併）小　林　秀　行

教　　　授（併）真　鍋　盛　二

助　教　授（併）宮　地　竹　史

助　　　手（併）岩　舘　健三郎

助　　　手（併）亀　谷　　　收

助　　　手（併）久　慈　清　助

助　　　手（併）酒　井　　　俐

助　　　手（併）佐　藤　克　久

助　　　手（併）柴　田　克　典

助　　　手（併）田　村　良　明

助　　　手（併）廣　田　朋　也

助　　　手（併）武士俣　　　健

助　　　手（併）本　間　希　樹

技　　　官（併）堀　合　幸　次

Ｓｏｌａｒ－Ｂ推進室
室　　　長（併）常　田　佐　久

教　　　授（併）櫻　井　　　隆

教　　　授（併）柴　崎　清　登

教　　　授（併）渡　邊　鉄　哉

助　教　授（併）一　本　　　潔

助　教　授（併）澤　　　正　樹

助　教　授（併）末　松　芳　法

助　教　授（併）関　井　　　隆

助　教　授（併）中　桐　正　夫

助　　　手（併）鹿　野　良　平

助　　　手（併）熊　谷　收　可

助　　　手（併）清　水　敏　文

助　　　手（併）下　条　圭　美

助　　　手（併）野　口　本　和

助　　　手（併）原　　　弘　久

助　　　手（併）宮　下　正　邦

技　　　官（併）加　藤　禎　博

技　　　官（併）木　挽　俊　彦

技　　　官（併）篠　田　一　也

技　　　官（併）田　村　友　範

A L M A 計画準備室
教　　　授（併）石　黒　正　人

教　　　授（併）川　邊　良　平

教　　　授（併）近　田　義　広

教　　　授（併）長谷川　哲　夫

助　教　授（併）浮　田　信　治

助　教　授（併）阪　本　成　一

助　教　授（併）関　本　裕太郎

助　教　授（併）立　松　健　一

助　教　授（併）千　葉　庫　三

助　教　授（併）松　尾　　　宏

助　　　手（併）飯　塚　吉　三

助　　　手（併）井　口　　　聖

助　　　手（併）石　崎　秀　晴

助　　　手（併）上　田　暁　俊

助　　　手（併）江　澤　　　元

助　　　手（併）齋　藤　正　雄

技　　　官（併）池之上　文　吾

技　　　官（併）佐　藤　直　久

R I S E 開発室
教　　　授（併）河　野　宜　之

教　　　授（併）日　置　幸　介
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平成15年度中の主な人事異動

※（ ）内は旧官職

○研究系

退職
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

16.３.31 内　藤　勲　夫 定年退職（地球回転研究系教授）

16.３.31 西　村　徹　郎 定年退職（ハワイ観測所教授）

16.３.31 磯　部　 三 定年退職（光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授）

16.３.31 大　木　健一郎 定年退職（光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授）

16.３.31 中　桐　正　夫 定年退職（光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授）

16.３.31 澤　　　正　樹 定年退職（電波天文学研究系助教授）

16.３.31 山　口　達二郎 定年退職（光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授）

採用
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

15.４.１ 森　野　潤　一 光学赤外線天文学・観測システム研究系助手

15.４.１ 小宮山　　　裕 光学赤外線天文学・観測システム研究系助手

15.６.１ 大　江　将　史 天文学データ解析計算センター助手

15.９.１ 竹　田　洋　一 光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授

15.11.１ 早　野　　　裕 光学赤外線天文学・観測システム研究系助手

15.12.１ 大　向　一　行 理論天文学研究系助手

16.３.１ 白　崎　裕　治 天文学データ解析計算センター助手

16.３.１ 矢　野　太　平 位置天文・天体力学研究系助手

16.３.１ 浅　山　信一郎 電波天文学研究系助手

転出
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

15.４.１ 横　山　央　明 東京大学大学院理学系研究科助教授（電波天文学研究系助手）

15.５.１ 小　林　尚　人 東京大学大学院理学系研究科助教授（ハワイ観測所助手）

15.６１ 千　葉　柾　司 東北大学大学院理学研究科教授（位置天文・天体力学研究系助教授）

15.６.16 戸　谷　友　則 京都大学大学院理学研究科助教授（理論天文学研究系助手）

15.11.１ 安　田　直　樹 東京大学宇宙線研究所助教授（天文学データ解析計算センター助手）

転入
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

15.５.１ 廣　田　朋　也 地球回転研究系助手（鹿児島大学理学部助手）

16.２.１ 坪　井　昌　人 電波天文学研究系教授（茨城大学理学部助教授）

○管理部

退職
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

16.３.31 原　田　佐恵子 定年退職（管理部会計課専門職員）

16.３.31 佐　藤　ミキ子 定年退職（管理部会計課水沢地区用度主任）

86

助　教　授（併）坪　川　恒　也

助　教　授（併）花　田　英　夫

助　　　手（併）浅　利　一　善

助　　　手（併）荒　木　博　志

助　　　手（併）石　川　利　昭

助　　　手（併）鶴　田　誠　逸

助　　　手（併）野　田　寛　大

助　　　手（併）松　本　晃　治

技　　　官（併）田　澤　誠　一

データベース天文学推進室
教　　　授（併）水　本　好　彦

助　教　授（併）大　石　雅　寿

助　　　手（併）白　崎　裕　治
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採用
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

15.４.１ 飯　田　美千瑠 庶務課庶務係

15.４.１ 竹　村　孝　一 会計課用度係

転出
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

15.４.１ 辻　田　政　昭 大阪大学総務部長（管理部長）

15.４.１ 岡　田　一　哉 国立歴史民族博物館管理部庶務課長（庶務課長）

15.４.１ 諸　星　広　一 お茶の水女子大学施設課長（施設課長）

15.４.１ 西　山　弘　樹 熊本大学経理部経理課支出係長（庶務課専門職員）

15.４.１ 眞　鍋　浩　二 国立情報学研究所管理部総務課

大学共同利用機関法人化準備室第二係長（会計課総務係長）

15.４.１ 伊　藤　雅　明 電気通信大学会計課情報化振興係長（会計課管財係長）

15.４.１ 有　村　義　幸 東京大学施設部電気・通信設備課電機第二掛長（施設課設備係長）

15.４.１ 井　上　知　巳 東京学芸大学教育学部付属学校部会計係主任（会計課契約係主任）

15.４.１ 澤　田　健　司 信州大学経理部経理課専門職員（会計課会計係契約主任）

15.４.１ 河野矢　英　成 京都大学経理部契約課第一契約掛主任（ハワイ観測所会計係主任）

15.４.１ 保　坂　敦　司 東京大学教養学部経理課出納係主任（会計課用度係）

15.４.１ 築　地　洋　子 東京大学生産技術研究所総務課人事掛（庶務課人事係）

15.４.１ 古　畑　知　行 大学評価・学位授与機構管理部会計課用度係（会計課用度係）

15.４.１ 豊　永　貴　子 東京学芸大学経理部経理課経理第二係（施設課企画係）

15.４.１ 濱　村　伸　治 独立行政法人国立科学博物館経営管理部経営計画室企画係（庶務課）

転入
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

15.４.１ 谷　本　　　滋 管理部長（大阪大学研究協力部長）

15.４.１ 大　場　　　武 庶務課長（文部科学省大臣官房人事課給与班給与第二係長）

15.４.１ 上　野　泰　弘 施設課長（文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課監理室専門職員）

15.４.１ 田　端　敬　正 会計課管財係長（電気通信大学会計課専門職員）

15.４.１ 栗　原　紀　寿 施設課設備係長（東京大学施設部電気・通信設備課電機第二掛主任）

15.４.１ 横　前　　　守 会計課野辺山地区会計係契約主任（信州大学農学部用度係主任）

15.４.１ 今　村　泰　代 庶務課人事係主任（東京大学薬学部・薬学系研究科庶務掛主任）

15.４.１ 木　下　誠　一 会計課用度係主任（東京大学研究協力部研究協力課主任）

15.４.１ 尾　島　　　敦 庶務課庶務係主任（東京大学学生部学生課総務掛）

15.４.１ 河　邊　隆　志 会計課総務係主任（兵庫教育大学総務部会計課出納係）

15.４.１ 山　浦　克　貴 会計課契約係主任（東京学芸大学経理部経理課給与・共済組合係）

15.４.１ a 木　達　也 施設課企画係（東京学芸大学経理部主計課管財係）

15.４.１ 幸　野　達　也 会計課総務係（九州大学経理部管財課第二管財掛）

○技術部

定年退職
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

16.３.31 堀　合　幸　次 定年退職（技術第二課長）

採用
発令年月日 氏　名 異　動　内　容

15.４.１ 三ツ井　健　司 技術第一課

15.４.１ 長　山　省　吾 技術第二課
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客員教授・助教授（国内）

期間：平成15年４月１日～平成16年３月31日

筑波大学計算物理学研究センター教授 梅　村　雅　之 理論天文学研究系教授共通基礎理論研究部門

大阪市立大学大学院理学研究科教授 神　田　展　行 地球回転研究系教授精密位置計測研究部門

お茶の水女子大学理学部教授 増　永　良　文 電波天文学研究系教授電波天文基礎論研究部門

琉球大学理学部物質地球科学科教授 八　尋　正　信 太陽物理学研究系教授天体物理実験研究部門

東北大学大学院理学研究科助教授 谷　口　義　明 光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授

天文機器技術研究部門

帝京平成大学助教授 山　口　喜　博 理論天文学研究系助教授共通基礎理論研究部門

法政大学人間環境学部助教授 松　本　倫　明 地球回転研究系助教授精密位置計測研究部門

日本原子力研究所光量子科学研究センター研究員 早　川　岳　人 光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授

天文機器技術研究部門

外国人研究員（客員分）

Zhu Zong-Hong （14.11.１～15.７.31）（中国科学院北京天文台助教授・中華人民共和国）

Jagdev Singh （15.６.１～16.５.31）（インド天体物理学研究所教授・インド）

Ekaterina Verner （15.８.１～15.10.31）（アメリカカトリック大学助教授・ロシア）

Anders Winnberg （15.11.１～16.１.31）（オンサラ宇宙観測所名誉教授・スウェーデン）

Dinshaw S. Balsara （15.４.16～15.７.15）（ノートルダム大学助教授・インド）

Vladas Vansevicius （15.８.１～16.７.31）（リトアニア物理学研究所主任研究員・リトアニア）

Grigory E. Vekstein （15.９.１～16.１.31）（マンチェスター大学教授・連合王国）

Nabila Aghanim （16.３.１～16.５.31）（パリ南大学天体物理学研究所１級研究員・アルジェリア）

外国人研究員（特別分）

Friday Barikpe Sigalo （14.７.17～15.７.16）（リバース州立科学技術大学上級講師・ナイジェリア連邦共和国）

Maria Rioja （15.２.１～15.３.14，15.６.23～16.１.31）（スペイン国立天文台客員研究員・スペイン）

Peter Beyersdorf （15.４.１～16.３.31）（国立天文台外国人研究員・アメリカ合衆国）

Shan Wenlei （15.４.１～16.３.31）（通信総合研究所COE研究員・中華人民共和国）

研究機関研究員

川　端　弘　治　　平成15年４月１日～平成16年10月31日　偏光分光測光の開発的研究及び研究支援

田　中　　　壱　　平成15年４月１日～平成15年９月30日　すばる大プロジェクトによる観測的研究及び研究支援

佐　藤　文　衛　　平成15年４月４日～平成16年３月31日　高精度視線速度測定による系外惑星系の探査研究及び研究支援

小　山　博　子　　平成15年４月１日～平成16年３月31日　「重力多体系がベキ相関構造を自発形成する現象についての力

学構造の解明」の研究

町　田　真　美　　平成15年４月１日～平成16年３月31日　降着円盤についての研究

官　谷　幸　利　　平成15年４月１日～平成16年３月31日　VERAデータ解析システムの作成及びアストロメトリ観測計画

の検討

古　澤　久　徳　　平成15年４月１日～平成15年10月15日　すばる望遠鏡データ解析システムソフトウェア開発及び観測所

大プロジェクトにおける観測研究

宮　崎　敦　史　　平成15年４月１日～平成16年３月31日　45m電波望遠鏡の技術開発とそれによる観測的研究

中　西　康一郎　　平成15年４月１日～平成16年３月31日　電波干渉計観測技術の開発と銀河形成の観測的研究

訪問客員研究員

Sebastien Bouquillon （15.９.16～16.９.15）（フランス政府給費生・フランス）
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総合計画委員会（15名）

台外委員（７名）

梅　村　雅　之 筑波大学計算物理学研 教　　　授

究センター

芝　井　　　広 名古屋大学大学院理学 教　　　授

研究科

柴　田　一　成 京都大学大学院理学研 教　　　授

究科附属花山天文台

澁　谷　和　雄 国立極地研究所 教　　　授

中　村　卓　史 京都大学大学院理学研 教　　　授

究科

平　林　　　久 宇宙航空研究開発機構 教　　　授

宇宙科学研究本部

○吉　井　　　譲 東京大学大学院理学系 教　　　授

研究科附属天文学教育研究センター

台内委員（８名）

小　林　秀　行 地球回転研究系 教　　　授

櫻　井　　　隆 太陽物理学研究系 教　　　授

☆杉　山　　　直 理論天文学研究系 教　　　授

中　井　直　正 電波天文学研究系 教　　　授

福　島　登志夫 天文情報公開センター 教　　　授

日　置　幸　介 地球回転研究系 教　　　授

◎觀　山　正　見 理論天文学研究系 企画調整主幹

山　田　　　亨 光学赤外線天文学・観 助　教　授

測システム研究系

◎　委員長　　○　副委員長　　☆　幹事

任期：平成15年３月１日～平成17年２月28日

研究交流委員会（15名）

台外委員（８名）

犬　塚　修一郎 京都大学大学院理学研 教　　　授

究科

尾　中　　　敬 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

面　高　俊　宏 鹿児島大学理学部 教　　　授

○柴　崎　徳　明 立教大学理学部 教　　　授

千　葉　柾　司 東北大学大学院理学研 教　　　授

究科

増　田　　　智 名古屋大学太陽地球環 助　教　授

境研究所

嶺　重　　　慎 京都大学基礎物理学研 教　　　授

究所

山　本　　　智 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

台内委員（７名）

井　上　　　允 電波天文学研究系 教　　　授

梶　野　敏　貴 理論天文学研究系 助　教　授

野　口　邦　男 光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

長谷川　哲　夫 電波天文学研究系 教　　　授

藤　本　真　克 位置天文・天体力学研 教　　　授

究系

◎真　鍋　盛　二 地球回転研究系 教　　　授

渡　邊　鉄　哉 電波天文学研究系 教　　　授

◎　委員長　　○　副委員長

ex-officio

觀　山　正　見 理論天文学研究系 教　　　授

任期：平成15年３月１日～平成17年２月28日

光赤外専門委員会（12名）

台外委員（６名）

大　杉　　　節 広島大学大学院理学研 教　　　授

究科

○太　田　耕　司 京都大学大学院理学研 助　教　授

究科

大　橋　正　健 東京大学宇宙線研究所 助　教　授

定　金　晃　三 大阪教育大学教育学部 教　　　授

関　　　宗　蔵 東北大学大学院理学研 教　　　授

究科

松　原　英　雄 宇宙航空研究開発機構 助　教　授

宇宙科学研究本部

台内委員（６名）

☆大　坪　政　司 天文機器開発実験セン 助　　　手

ター

郷　田　直　輝 位置天文・天体力学研 教　　　授

究系

佐々木　敏由紀 ハワイ観測所 助　教　授

田　村　元　秀 光学赤外線天文学・観 助　教　授

測システム研究系

◎藤　本　眞　克 位置天文・天体力学研 教　　　授

究系

吉　澤　正　則 位置天文・天体力学研 助　教　授

究系

◎　委員長　　○　副委員長　　☆　幹事

４．委員会・専門委員会
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ex-officio

安　藤　裕　康 光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

小　林　行　泰 光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

野　口　邦　男 光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

吉　田　道　利 光学赤外線天文学・観 助　教　授

測システム研究系

任期：平成15年３月１日～平成17年２月28日

電波専門委員会（16名）

台外委員（７名）

岩　田　隆　浩 宇宙開発事業団 副主任開発部員

太　田　耕　司 京都大学大学院理学研 助　教　授

究科

土　居　　　守 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

福　田　洋　一 京都大学大学院理学研 助　教　授

究科

藤　沢　健　太 山口大学理学部 助　教　授

水　野　　　亮 名古屋大学太陽地球環 教　　　授

境研究所

○山　本　　　智 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

台内委員（９名）

奥　村　幸　子 電波天文学研究系 助　教　授

河　野　宣　之 地球回転研究系 教　　　授

川　邊　良　平 電波天文学研究系 教　　　授

郷　田　直　輝 位置天文・天体力学研 教　　　授

究系

小　林　秀　行 電波天文学研究系 教　　　授

佐　藤　忠　弘 地球回転研究系 助　教　授

◎近　田　義　広 電波天文学研究系 教　　　授

坪　井　昌　人 電波天文学研究系 教　　　授

長谷川　哲　夫 電波天文学研究系 教　　　授

◎　委員長　　○　副委員長

任期：平成15年３月１日～平成17年２月28日

理論・計算機専門委員会（10名）

台外委員（６名）

梅　村　雅　之 筑波大学計算物理学研 教　　　授

究センター

柴　田　　　大 東京大学大学院総合文 助　教　授

化研究科

○中　川　貴　雄 宇宙航空研究開発機構 教　　　授

宇宙科学研究本部

半　田　利　弘 東京大学大学院理学系 助　　　手

研究科

松　元　亮　治 千葉大学理学部 教　　　授

横　山　央　明 東京大学大学院理学系 助　教　授

研究科

台内委員（４名）

市　川　伸　一 天文学データ解析計算 助　教　授

センター

近　田　義　広 電波天文学研究系 教　　　授

◎富　阪　幸　治 理論天文学研究系 教　　　授

☆和　田　桂　一 位置天文・天体力学研 助　教　授

究系

◎　委員長　　○　副委員長　　☆　幹事

ex-officio

大　石　雅　寿 天文学データ解析計算 助　教　授

センター

水　本　好　彦　光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

森　田　耕一郎 電波天文学研究系 助　教　授

日　置　幸　介 地球回転研究系 教　　　授

任期：平成15年３月１日～平成17年２月28日

太陽・天体プラズマ専門委員会（10名）

台外委員（５名）

秋　岡　眞　樹 通信総合研究所平磯太 センター長

陽観測センター

上　野　　　悟 京都大学大学院理学研 助　　　手

究科

○草　野　完　也 広島大学大学院先端物 助　教　授

質科学研究科

坂　尾　太　郎 宇宙航空研究開発機構 助　教　授

宇宙科学研究本部

増　田　　　智 名古屋大学太陽地球環 助　教　授

境研究所

台内委員（５名）

小　林　行　泰 光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

◎櫻　井　　　隆 太陽物理学研究系 教　　　授

☆関　井　　　隆 太陽物理学研究系 助　教　授

富　阪　幸　治　理論天文学研究系 教　　　授

渡　邊　鉄　哉　電波天文学研究系 教　　　授

◎　委員長　　○　副委員長　　☆　幹事

ex-officio

柴　崎　清　登 電波天文学研究系 教　　　授

任期：平成15年３月１日～平成17年２月28日
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すばる望遠鏡専門委員会（12名）

台外委員（７名）

岩　室　史　英 京都大学大学院理学研 助　教　授

究科

片 宏　一 宇宙航空研究開発機構 助　教　授

宇宙科学研究本部

嶋　作　一　大 東京大学大学院理学系 助　　　手

研究科

谷　口　義　明 東北大学大学院理学研 助　教　授

究科

千　葉　柾　司 東北大学大学院理学研 教　　　授

究科

比田井　昌　英 東海大学総合教育セン 教　　　授

ター

○舞　原　俊　憲 京都大学大学院理学研 教　　　授

究科

台内委員（５名）

◎家　　　正　則 光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

臼　田　知　史 ハワイ観測所 助　教　授

出　口　修　至 電波天文学研究系 助　教　授

☆山　田　　　亨 光学赤外線天文学・観 助　教　授

測システム研究系

渡　部　潤　一 天文情報公開センター 助　教　授

◎　委員長　　○　副委員長　　☆　幹事

ex-officio

市　川　伸　一 天文学データ解析計算 助　教　授

センター

唐　牛　　　宏 ハワイ観測所 教　　　授

野　口　邦　男 光学赤外線天文学・観 教　　　授

測システム研究系

任期：平成15年３月１日～平成17年２月28日

５．特別共同利用研究員・特別研究員等

＊特別共同利用研究員（受託学生）

〈受入期間〉 〈指導教官〉

博士課程

佐藤奈穂子（北海道大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 中井　直正　教　授

鍛冶澤　賢（東北大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 山田　　亨　助教授

鈴木　竜二（東北大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 西村　徹郎　教　授

東谷千比呂（東北大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 西村　徹郎　教　授

大塚　雅昭（東北大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 吉田　道利　助教授

松田　有一（東北大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 山田　　亨　助教授

端山　和大（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 藤本　眞克　教　授

川添　史子（お茶の水女子大学大学院人間文化研究科） H15.４.１～H16.３.31 川村　静児　助教授

阪田紫帆里（お茶の水女子大学大学院人間文化研究科） H15.４.１～H16.３.31 川村　静児　助教授

横井　拓也（法政大学大学院工学研究科） H15.４.１～H16.３.31 吉澤　正則　助教授

眞山　　聡（早稲田大学大学院理工学研究科） H15.４.１～H16.３.31 田村　元秀　助教授

冨士　　航（東海大学大学院工学研究科） H15.４.１～H16.３.31 家　　正則　教　授

永井　　洋（東京理科大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 井上　　允　教　授

衛藤　芳郎（明星大学大学院理工学研究科） H15.４.１～H16.３.31 出口　修至　助教授

松尾　匡史（日本大学大学院理工学研究科） H15.４.１～H16.３.31 山田　　亨　助教授

山田　善彦（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 有本　信雄　教　授

山本　文雄（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 長谷川哲夫　教　授

宗宮健太郎（東京大学大学院新領域創成科学研究科） H15.４.１～H16.３.31 川村　静児　助教授

山内　千里（名古屋大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 市川　伸一　助教授

永田　　竜（京都大学大学院理学研究科） H15.４.１～H16.３.31 杉山　　直　教　授

山内　　彩（九州大学大学院理学府） H15.４.１～H16.３.31 中井　直正　教　授

浅山信一郎（大阪府立大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 野口　　卓　助教授

小山　友明（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 小林　秀行　教　授

奥田　武志（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 川邊　良平　教　授
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平成15年度歳出決算額

平成15年度国立天文台の歳出決算額は次のとおりである。

人　　　件　　　費 2,630,062千円

物　　　件　　　費 9,500,281千円

施　設　整　備　費 121,793千円

科学技術振興調整費 19,768千円

合　　　　　　　計 12,271,904千円

平成15年度科学研究費補助金

研　究　種　目 課題数
交付額（単位：千円）

直接経費 間接経費 計

特別推進研究（1） 1 4,000 1,200 5,200

特別推進研究（2） 1 174,800 52,440 227,240 

特定領域研究（1） 1 9,900 － 9,900 

特定領域研究（2） 6 104,667 － 104,667 

基盤研究（A）（2） 6 49,100 14,730 63,830 

基盤研究（B）（1） 2 5,900 － 5,900 

基盤研究（B）（2） 6 30,500 － 30,500 

基盤研究（C）（2） 14 16,400 － 16,400 

萌芽研究 2 3,000 － 3,000 

若手研究（A） 1 2,500 750 3,250 

若手研究（B） 7 8,800 － 8,800 

特別研究員奨励費 14 17,300 － 17,300 

合　　　　　　計 61 426,867 69,120 495,987 

小野寺仁人（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 有本　信雄　教　授

佐々木孝浩（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 梶野　敏貴　助教授

須田　浩志（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 小林　秀行　教　授

内藤誠一郎（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 長谷川哲夫　教　授

美濃和陽典（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 家　　正則　教　授

樋口有理可（神戸大学大学院自然科学研究科） H15.10.１～H16.３.31 觀山　正見　教　授

修士課程

西川　貴行（東京理科大学大学院理学研究科） H15.４.１～H15.９.30 林　　正彦　教　授

太田　一陽（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 家　　正則　教　授

越田進太郎（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 小林　行泰　教　授

花山　秀和（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 富阪　幸治　教　授

山崎　　大（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 梶野　敏貴　助教授

山本　哲也（東京大学大学院理学系研究科） H15.４.１～H16.３.31 櫻井　　隆　教　授

岡田　和久（九州大学大学院理学府） H15.４.１～H16.３.31 花田　英夫　助教授

＊日本学術振興会・特別研究員

〈受入期間〉 〈指導教官〉

井上　太郎 H14.４.１～17.３.31 杉山　　直　教　授

幸田　　仁 H14.４.１～17.３.31 長谷川哲夫　教　授

吉田　直紀 H15.４.１～18.３.31 杉山　　直　教　授

木下　大輔 H15.４.１～18.３.31 中村　　士　助教授

関口　朋彦 H15.４.１～18.３.31 川邊　良平　教　授

沼田　健司 H15.４.１～18.３.31 藤本　眞克　教　授

＊日本学術振興会・外国人特別研究員

〈受入期間〉 〈指導教官〉

平　　　勁　松 H15.４.１～15.11.22 日置　幸介　教　授

ISHITSUKA IBA Jose Kaname H15.４.１～16.３.31 小林　秀行　教　授

孔　旭 H15.11.24～16.３.31 有本　信雄　教　授

６．予　　算
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（1）共同開発研究

代　表　者 研　究　課　題

１．松　永　真由美（愛媛大学） サブミリ波受信機光学系の開発およびサブミリ波光学系評価システムの開発

２．栗　田　光樹夫（名古屋大学） トラス構造による軽量中口径望遠鏡架台の試作

３．岩　室　史　英（京都大学） 大型ハニカム鏡制御法の開発

４．三代木　伸　二（東京大学） 薄膜コーティング技術を利用した大曲率鏡の開発

５．百　瀬　宗　武（茨城大学） 183GHzラジオメータを用いた位相補償法の開発研究

６．杉　谷　光　司（名古屋市立大学） 広視野グリズム分光撮像装置へのVPHグリズムの実用化研究

７．福　重　俊　幸（東京大学） 次世代GRAPEの開発研究

８．小　池　千代枝（京都薬科大学） 微量・微少な粒子の赤外分光システムの確立

９．小　川　英　夫（大阪府立大学） サブミリ波帯におけるサイドバンドセパレーティング受信システムの開発

10．辻　　　　　隆（東京大学） 褐色矮星・巨大惑星の分光・測光データ解析ソフトの開発

11．河　北　秀　世（群馬県立ぐんま天文台） 広視野偏光撮像観測装置の製作

12．坪　井　昌　人（茨城大学） SZ効果観測用40GHz 6ビーム受信機のアップグレード

13．諸　橋　信　一（山口大学） 電磁波検出用超伝導トンネル接合の高品質化と多素子化

（2）共同研究

代　表　者 研　究　課　題

１．山　田　良　透（京都大学） JASMINEシミュレーターの構築

２．徂　徠　和　夫（北海道大学） 棒渦巻銀河における分子ガスの動力学と星形成に関する観測及び理論的研究

３．関　口　昌　由（木更津工業高等専門学校） 重力多体系における部分系の合成と分解

４．濤　崎　智　佳（群馬県立ぐんま天文台） NRO45m鏡における近傍渦状銀河のCOアトラスの作成

５．斎　藤　貴　之（北海道大学） 高空間分解能大規模計算による銀河形成過程の研究

６．長谷川　　　隆（群馬県立ぐんま天文台） すばる望遠鏡Suprime-CamによるM33および矮小銀河の星形成史の解明

７．高　田　昌　之（電気通信大学） 問題解決能力を有する自律型天体観測システムの開発

８．川　上　新　吾（大阪市立科学館） 太陽フレア時における光球・彩層ストークスプロファイルの解析

９．大　西　浩　次（長野工業高等専門学校） Astrometric microlensing による銀河系構造の研究

10．千　葉　柾　司（東北大学） 銀河系・局所宇宙研究の長期展望

11．金　光　　　理（福岡教育大学） 研究観測画像の教育への応用に関する共同研究

12．関　　　宗　蔵（東北大学） 高分散分光偏光観測による星周物質の研究

（3）研究会・ワークショップ

代　表　者　 参加者数 名　　　称

１．斎　藤　貴　之（北海道大学） 314名 第33回天文･天体物理若手の会　夏の学校

２．土　居　　　守（東京大学） 97名 光天連将来計画シンポジウム　光学赤外線天文学の長期展望

３．櫻　井　　　隆（国立天文台） 97名 Solar-B衛星が切り拓く太陽研究の未来

４．花　輪　知　幸（千葉大学） 45名 サブアークセカンドの角度分解能で探る星形成

５．杉　山　　　直（国立天文台） 66名 サブミリ波観測が拓く初期宇宙

６．小久保　英一郎（国立天文台） 100名 Origin－起源－ビックバンから生命へ

７．花　見　仁　史（岩手大学） 23名 深宇宙におけるダストで隠された星の誕生と死

８．洞　口　俊　博（国立科学博物館） 47名 FITS画像教育利用研究会

９．木　下　大　輔（総合研究大学院大学） 25名 太陽系外縁部－TNO発見から10年で何が分かったのか？－

10．梶　野　敏　貴（国立天文台） 105名 「観測的実証宇宙論と重元素起源天体の解明」研究会

７．共同開発研究、共同研究、研究会・ワークショップ
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（1）共同利用：岡山天体物理観測所

188cm望遠鏡プロジェクト観測（前期）

代　表　者 課　　　　　題

１．竹　田　洋　一（国立天文台） 惑星系をもつ恒星の分光学的手法に基づく総合研究

視線速度微細変化検出、線輪郭精密解析、表面組成解析からの多面的アプ

ローチ

188cm望遠鏡プロジェクト観測（後期）

代　表　者 課　　　　　題

１．佐　藤　文　衛（国立天文台） 視線速度精密測定によるG型巨星の惑星サーベイ

188cm望遠鏡一般

代　表　者 課　　　　　題

１．佐　藤　文　衛（国立天文台） 視線速度精密測定によるG型巨星の惑星サーベイ

２．加　藤　賢　一（大阪市立科学館） 磁気特異星の希土類と軽元素組成比の相関について

３．松　山　浩　子（神戸大学） 連星系における系外惑星の観測

４．比田井　昌　英（東海大学） F-K型ハロー矮星および巨星のアルファ元素組成：硫黄組成（Ⅳ）

５．大　塚　雅　昭（東北大学） 低電離微細構造をもつ惑星状星雲

６．神　戸　栄　治（防衛大学校） 太陽型星βAqlの視線速度精密測定観測

７．大　塚　雅　昭（東北大学） 低電離微細構造をもつ惑星状星雲の空間運動学についての研究

８．佐　藤　文　衛（国立天文台） 視線速度精密測定によるG型巨星の惑星サーベイ

94

区　　分 観測装置の別等 採択数 延人数 備考

188cm鏡（プロジェクト観測）002件 012名 05機関

岡山天体物理観測所 188cm鏡（一般） 024件 084名（４） 17機関・２カ国

91cm鏡 016件 037名 06機関

ハワイ観測所 087件（12） 302名（49） 47機関・８カ国

乗鞍コロナ観測所 010件（１） 016名（１） 11機関・１カ国

45m鏡 032件（10） 157名（41） 48（24）機関･10カ国

観測所等の共同利用 45m鏡（ショートプログラム） 015件（５） 074名（18） 24（10）機関･６カ国

野辺山宇宙電波観測所
45ｍ鏡（長期） 002件 026名（１） 14（１）機関･１カ国

Rainbow 006件 029名（１） 12（１）機関･１カ国

ミリ波干渉計 016件（５） 075名（19） 28（13）機関･８カ国

ミリ波干渉計（長期） 001件 012名 07機関

野辺山太陽電波観測所 023件（19） 098名（74） 36機関･10カ国

水沢観測センター 011件 019名 10機関

天文学データ解析計算センター 601件 601名 112機関･７カ国

計算機の共同利用
三鷹 004件 04機関

水沢 003件 03機関

共同開発研究 013件 10機関

共同研究 012件 09機関

研究会・ワークショップ 010件 08機関

８．施設等の共同利用

※（ ）内は外国人で内数

備考欄の国数は日本を含まない
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９．比田井　昌　英（東海大学） ハロー星HD189322の元素組成

10．平　田　龍　幸（京都大学） B型輝線星赤道円盤モデルの構築

11．松　山　浩　子（神戸大学） 連星系に存在する系外惑星のドップラーシフト探査

12．磯　貝　瑞　希（東北大学） 偏光分光観測による共生星の軌道面傾斜角の決定

13．齋　藤　雄　二（東海大学） 金属欠乏星における亜鉛及び銅組成

14．小　沢　賢　司（東北大学） 星間偏光と星間吸収線の比較研究

15．川　口　建太郎（岡山大学） Diffuse Interstellar Bandsが観測される星間雲についての研究

16．石　井　未　来（国立天文台） TRISPECによる中質量YSOsの偏光分光観測

17．大久保　美智子（京都大学） Vega-like starsの分光学的研究

18．竹　田　洋　一（国立天文台） 散開星団の分光学的研究：ヒアデスF型星の観測

19．齋　藤　雄　二（東海大学） 金属欠乏星における亜鉛及び銅組成（Ⅱ）

20．川　良　公　明（東京大学） シンビオテックスター BX MonにおけるFeⅡ輝線の高分解能分光観測

21．豊　田　英　里（神戸大学） 連星系に存在する系外惑星のドップラーシフト探査

22．岡　野　章　一（東北大学） 木星衛星イオ起源放出ナトリウム雲に関する研究

～高分散分光観測によるナトリウム原子放出メカニズムの解明～

23．竹　田　洋　一（国立天文台） 散開星団の分光学的研究：ヒアデス星団並びに大熊グループF型星の観測

24．葉　　　永 （台湾中央大学） Time-series high Resolution Spectroscopy of the Host Star of the Hot

Jupiter Tau Boo.

91cm望遠鏡

代　表　者 課　　　　　題

１．岡　崎　　　彰（群馬大学） HBSの較正観測

２．平　田　龍　幸（京都大学） B型輝線星の長期偏光変動

３．小　沢　賢　司（東北大学） 星間偏光と星間吸収線の比較研究

４．本　間　賢　一（東北大学） 早期型近接連星系の偏光分光学的研究

５．川　端　弘　治（国立天文台） 塵形成領域の偏光分光観測

６．長　　　俊　成（東北大学） Post-AGB星とその星周における偏光の検出

７．松　村　雅　文（香川大学） 微小な星間偏光の特性

８．岡　崎　　　彰（群馬大学） HBSの較正観測

９．川　端　弘　治（国立天文台） 塵形成領域の偏光分光観測

10．磯　貝　瑞　希（東北大学） 偏光分光観測による共生星の軌道面傾斜角の決定

11．平　田　龍　幸（京都大学） B型輝線星の偏光変動

12．長　　　俊　成（東北大学） AGB星とその星周における偏光の検出

13．本　間　賢　一（東北大学） βLyr型食連星における偏光の検出

14．菊　地　厚　人（東北大学） 散開星団を用いた星間媒質中のマイクロスケールと磁場に関する観測的研究

15．小　沢　賢　司（東北大学） 星間偏光と星間吸収線の比較研究

16．松　村　雅　文（香川大学） 若い星状天体 R Mon の連続光の偏光の時間変動

（2）共同利用：ハワイ観測所

すばる望遠鏡

前期

１　Sadanori Okamura University of Tokyo A Search for Intracluster Planetary Nebulae in the Virgo

Cluster

２　Jochen Greiner Max-Plank-Institute Constraining binary models for supersoft X-ray sources

３　Bianca Poggianti Astronomical Observatory The origin of dwarf galaxies in clusters

of Padova

４　Ikuru Iwata Kyoto University Lyman Break Galaxies at z=5 in the field J0053+1234
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５　Koji Sugitani Nagoya City University Detection of Extra-Solar Planets in the Nearest Star-

Forming Region

６　Motohide Tamura NAOJ AO Imaging Polarimetry of Circumstellar Disks 

７　Hideyo Kawakita Gunma Astronomical Observatory Formation conditions of ammonia molecules in Kuiper belt

comets

８　Masatoshi Imanishi NAOJ Buried AGNs in Ultraluminous Infrared Galaxies

９　Naoto Kobayashi NAOJ Number Density of Mg II Absorption Systems at z > 3

10 Wako Aoki NAOJ Chemical composition of extremely metal-poor stars with

carbon excess

11 Yuzuru Yoshii University of Tokyo Subaru Super Deep Field using Adaptive Optics

12 Masashi Chiba NAOJ Multi-object Spectroscopy of Stream Stars in the Galactic Halo

13 Masataka Fukugita University of Tokyo The Mass Assembly History of Field Galaxies

14 Yasushi Suto University of Tokyo Deep spectroscopic search for scattered light from extraso-

lar planets with HDS

15 Toru Yamada NAOJ The Subaru Extrasolar Planet Transit Survey

16 Koji Kawabata NAOJ Polarimetry of Supernovae ─ Probing the Origin of

Asymmetric Explosions

17 Masami Ouchi University of Tokyo Unveiling the Large-Scale Structure at the Highest

Redshift

18 Motohide Tamura NAOJ Do Brown Dwarfs Have Massive Disks?

19 Jun-ichi Watanabe NAOJ Observational Trial for Determining Time Scale of Space

Weathering

20 Nobuyuki Kawai Tokyo Institute of Technology Rapid Follow-up Observation of Gamma-Ray Burst

Afterglows using HETE-2 

21 Tohru Nagao Tohoku University The Innermost of Narrow-Line Regions in AGNs Explored

by Polarized Light

22 Mitsuhiko Honda University of Tokyo/NAOJ Are crystalline silicates common to Vega-type stars?

23 Takashi Miyata University of Tokyo Spatial Distribution of Crystalline Silicate Around Evolved

Stars

24 Ichi Tanaka NAOJ Spectroscopic Confirmation of a Possible Protocluster

around 4C 23.56 at z=2.5

25 Carl Grillmair Caltech, USA The Tidal Tails of Palomar 5: Tracing the Demise of a

Globular Cluster

26 Tadayuki Kodama NAOJ Panoramic Imaging Survey of Cluster Evolution with

Subaru （PISCES）－ 1

27 Hideo Matuhara ISAS A panchromatic approach to galaxy formation with Subaru

and ASTRO-F

28 Miwa Goto NAOJ The H3
+ Emission from Alleged Gas Giant Proto Planet

around HD 141569

29 Masanori Iye NAOJ Pilot Survey for Lyman Alpha Emitters at z=7.1

30 Pascale Jablonka Observatoire de Paris, France Stellar Population of the proto-galaxy MS1512-cB58

（z=2.72）

31 Mikio Morii Tokyo Institute of Technology NIR/Optical Emission Properties of Anomalous X-ray

Pulsars

32 Tomonori Usuda NAOJ Direct Determination of the CO/H2 Abundance Ratio in the

Outer Galaxy

33 Toru Yamada NAOJ High-Redshift Luminous Quasars and Galaxy Formation

34 Kouji Ohta Kyoto University Deep K’-band Imaging of Lyman Break Galaxies at z～5
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35 Ryo Kandori GUAS/NAOJ Deep NIR Imaging of Compact Globules with and without

YSOs－Evolution of Density Structure at the Central Part

of Starless/Star-forming Cores－

36 Hideki Takami NAOJ Water Vapor Atmosphere of Star: Spectro-Calipermetry with AO

37 Masao Saito NAOJ Direct Adaptive Optics Imaging of a Young Massive Disk-

Binary System

38 Yasuhiro Hashimoto Max-Plank-Institute, Germany NIR Spectroscopy of Extremely Red ROSAT/XMM X-ray

Sources 

39 Takashi Onaka University of Tokyo Mid-Infrared Spectroscopy of the Galactic Center

40 Bahram Mobasher Space Telescope Measure of Star Formation Rate for Galaxies at z～1

Science Institute

41 Tomonori Totani Princeton University, USA Cluster-Cluster Microlensing Experiment: A Novel Search

for Dark Matter

42 Satoshi Miyazaki NAOJ Suprime-Cam Weak Lensing Survey over 33 square

degrees

後期

43 Tadashi Nakajima NAOJ A Coronagraphic Survey for Brown Dwarfs and Planets

around Nearby Stars

44 Yasuhiro Hashimoto Max-Plank-Institute, Germany NIR Spectroscopy of Extremely Red ROSAT/XMM X-ray

Sources

45 Masatoshi Imanishi NAOJ A Search for Dusty DLAs at z～3

46 Chris Simpson University of Durham, UK The most distant radio galaxies in the SXDS

47 Tae-Soo Pyo NAOJ [Fe II] Slit Scan Observations of YSO Outflows for

Understanding Accretion and Launching Mechanisms

48 Tadafumi Takata NAOJ Clustering properties of red galaxies around an extended

sub-mm source

49 Toru Yamada NAOJ Suprime-Cam/UKIDSS DXS 10 deg2 Deep Optical/NIR

Imaging Survey

50 Nobuo Arimoto NAOJ Stellar Populations in the Sextans Dwarf Sph Galaxy －

Complete Mapping

51 Naoto Kobayashi University of Tokyo Number Density of Mg II Absorption Systems at z > 3 （II）

52 Toru Yamada NAOJ True Number Density of Old Passive Galaxies at z～1

53 Hideyo Kawakita Gunma Astronomical A First Characterization of CH4, C2H2, and C2H6 in a

Observatory Kuiper Belt Comet

54 Yoichi Itoh Kobe University Direct Detection of an Extra-Solar Planet

55 Masaru Ajiki Tohoku University Multi-field and deep survey of Ly alpha emitters at z～5.7

56 Naoyuki Tamura University of Durham, UK A Wide-Field Survey of Globular Cluster Populations in

Luminous Ellipticals

57 Takashi Onaka University of Tokyo Dust Properties of Embedded Super-Star Clusters in Blue

Dwarf Galaxies

58 Masayuki Akiyama NAOJ Rest-frame >5000Å Morphology of z～3 Lyman Break

Galaxies

59 Tohru Nagao Tohoku University The Innermost of Narrow-Line Regions in AGNs Explored

by Polarized Light

60 Tohru Nagao Tohoku University Nuclear Star-Forming Activities in Narrow-Line Seyfert 1

Galaxies
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61 Jun-ichi Watanabe NAOJ Trial for detecting the Crystalline Silicate feature of Comet

2P/Encke

62 Masanori Iye NAOJ Testing the Photometric Classification of Extremely Red

Objects

63 Daisuke Kinoshita NAOJ Surface Color Distribution of small TNOs

64 Kazuhiro Shimasaku University of Tokyo Highest-Redshift Lyman-Break Galaxy Survey: Follow-up

Imaging

65 Masami Ouchi University of Tokyo First Systematic Survey for Large-Scale Structures at z～3,

4, and 5

66 Yoshiko Okamoto Kitasato University Directly resolved dust distribution around possible young

planetary systems

67 Naruhisa Takato NAOJ Near-Infrared Spectroscopy of Binary Trans-Neptune

Objects 1999 TC36

68 Michihiro Takami University of Hertfordshire, UK Testing magneto-centrifugal wind models using spectro-

astrometry

69 Masahiko Hayashi NAOJ Sub-Arcsec Structure of Disks at Planet Forming Radii

70 Mitsuhiko Honda University of Tokyo/NAOJ Does low value of the power-law index of dust opacity indi-

cate grain growth ?

71 Tadayuki Kodama NAOJ Tracing the History of Mass Assembly of Cluster Galaxies

back to z～2

72 Miwa Goto NAOJ Measuring Icy Sphere Around YSOs

73 Miwa Goto NAOJ The 12CO/13CO Ratio with NIR Vibrational Transition Lines

74 Ken’ichi Nomoto University of Tokyo Probing the Iron-Rich Ejecta of Type Ia Supernovae at

Late-Time

75 Wako Aoki NAOJ Chemical Abundance Patterns of the First Generations of Stars

76 Kazuhiro Shimasaku University of Tokyo Spectroscopy of Extended Lya Emission Sources to

Identify Forming Galaxies

77 Kouji Ohta Kyoto University Deep K’-band Imaging of Lyman Break Galaxies at z～5

78 Nobunari Kashikawa NAOJ Probing the entire structure of a galactic halo through mul-

tiple line of sights

79 Yuichi Matsuda Tohoku University/NAOJ Wide Field Spectroscopic Follow-Up of the Proto-cluster

Region at z=3.1

80 Mamoru Doi University of Tokyo Cosmology with High-Redshift Type Ia Supernovae

81 Tomonori Usuda NAOJ Direct Determination of the CO/H2 Abundance Ratio in TMC

82 Aya Kubota JAXA The Black Hole Mass of Ultra-Luminous X-ray Sources

83 Manfred Pakull Observatoire de Strasbourg The nature of ultraluminous X-ray sources

84 Yuji Urata Tokyo Institute of Technology Environment of GRB and Hypernova host galaxies

85 Nobuyuki Kawai NAOJ Rapid Follow-up Observation of Gamma-Ray Burst

Afterglows using HETE-2

86 Takao Nakagawa JAXA Probing Molecular Tori in Seyfert-2s through CO

Absorption

87 Yoshiaki Taniguchi Tohoku University SuprimeCam Imaging of the HST COSMOS 2-Degree ACS

Survey Deep Field（1）

（3）共同利用：乗鞍コロナ観測所

代　表　者 課　　　　　題

１．堀　　　久仁子（通信総合研究所） 赤道をはさむ大コロナループ上空のダイナミクスの観測

２．Jagdev Singh （国立天文台） Simultaneous Multi-Line Observations of the Solar Corona
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３．平　山　　　淳（明星大学） コロナ輝線の輪郭の高精度観測

４．鈴　木　大　輔（川口市立科学館） He 10830Åのスペクトロヘリオグラムによる活動現象の観測

５．當　村　一　朗（大阪府立工専） 液晶ポラリメータによる太陽光球と彩層上部の同時偏光観測

６．綿　田　辰　吾（東京大学地震研究所） 高地における連続微気圧観測

７．塩　原　匡　貴（国立極地研究所） スカイラジオメータによるエアロゾルの光学観測

８．内　山　明　博（気象庁気象研究所） 分光直達日射計の検定

９．川　上　新　吾（大阪市立科学館） 液晶ポラリメータによる太陽活動現象のHe 10830Å観測

10．原　　　弘　久（国立天文台） 太陽コロナ中での双方向流の検出

（4）共同利用：野辺山宇宙電波観測所

45m鏡一般

代　表　者 課　　　　　題

１．神　鳥　　　亮（総合研究大学院大学） Physical Evolution of Globules toward the Onset of Star Formation

２．河　北　秀　世（ぐんま天文台） Ortho to Para Abundance Ratio in Cometary Ammonia

３．濤　崎　智　佳（ぐんま天文台） Dense Molecular Gas in a Spiral Arm of the Andromeda Galaxy

４．久保井　信　行（東京大学） An Origin of the CI-Rich State in the L1495 Dark Cloud

５．中　西　裕　之（東京大学） CO Atlas of Ursa Major Cluster of Galaxies

６．松　永　典　之（東京大学） A Search for SiO Masers in Globular Clusters

７．川　良　公　明（東大理センター） Dark Clouds as Zero Points to Measure Cosmic IR Background

８．祖父江　義　明（東大理センター） Galactic Center Shells: Reccurent Starburst in the Milky Way

９．阪　本　成　一（国立天文台） Detailed Structure and Kinematics of Molecular Gas in Intermediate

Velocity Clouds

10．廣　田　朋　也（国立天文台） Detailed Study of a Newly Found“Carbon-Chain-Producing Region”: 2

11．古　屋　　　玲（国立天文台） Chemical Evolutionary Stage of the Dense Core GF 9-2

12．土　橋　一　仁（東京学芸大学） Probing Star Formation in Polaris Cirrus

13．久　野　成　夫（NRO） 12CO J=1-0 Emission in Two Extreme IRAS Galaxies

14．齋　藤　弘　雄（NRO） HCO+ Line Studies of the Outflow in the Massive Star-Forming Regions

Associated with a Distant IRAS Point Source

15．中　井　直　正（NRO） Accretion Rates and CO in Nearby AGN

16．中　川　眞　規（名古屋大学） A Search for Molecular Cloud Core in the Edge of the Galaxy 2

17．百　瀬　孝　昌（京都大学） Deep Search for α-Alanine, a Chiral Amino Acid, toward Hot Molecular Core

18．Lee, Chang Won（Korea） CS Depletion in Infalling Starless Cores and Its Effect on the Infall Study

19．坂　野　正　明（U.K.） Radio/X-Ray Complex of Sgr C: Another Sgr A Region?

20．山　村　一　誠（JAXA宇宙研） Molecular Envelope around the RV Tau Star, R Scuti

21．大　栗　真　宗（東京大学） Quantifying the Lensing Cluster of the Largest Separation Quasar Lens

System with the Sunyaev-Zel’docich Effect

22．久保井　信　行（東京大学） A Study of the Chemical Condition in the NGC2175 Molecular Cloud

23．前　澤　裕　之（国立天文台） Study of Physical Conditions and Chemical Compositions of Young

Molecular Cloud Cores

24．大　山　陽　一（国立天文台ハワイ） A Search for Superwind-Blown Molecular Gas around Arp 220

25．Seaquist, Ernie R.（Canada） HCN（1-0）Observations of Galaxies in the SLUGS Survey

26．幸　田　　　仁（U.S.A.） CO Survey of Early-Type Spiral Galaxies with HII Nuclei

27．Charnley, Steve B（U.S.A.） The Impact of Star-Formation on Chemistry: Molecular Distributions in

the Barnard 5 Cloud

28．Shirley, Yancy L.（U.S.A.） Probing the Physical Structure of High-Mass Cores with N2H+

29．中　島　淳　一（U.S.A.） Search for SiO Masers in a Sgr-Dwarf Tidal Stream

30．中　島　淳　一（U.S.A.） An Inspection of the Olofsson’s Hypothesis on the SiO Maser Pumping

Mechanism
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31．Yang, Ji（China） Search for High-Density Cores pre Massive Star Formation

32．Curran, Steve（Australia） High Redshift Molecular Absorption in Red Quasars

45m鏡Short Program

代　表　者 課　　　　　題

１．神　鳥　　　亮（総合研究大学院大学） Evolutionary Stage of the Starless Globule FeSt 1-457 with Highly

Centrally Condensed Density Structure

２．杉　本　正　宏（東京大学） Molecular Clouds in the Dynamics of the Milky Way Disk－Properties of

Dense Core－

３．田　中　邦　彦（東京大学） Bright Rimmed Globules in the IC1396 Region

４．大　石　雅　寿（国立天文台） Reinvestigation of the Detection of Interstellar Glycine

５．高　橋　順　子（明治学院大学） Detection of a New Probe of Molecular Cloud Forming Regions toward

L1457

６．出　口　修　至（NRO） Search for SiO Masers in the Canis Major Dwarf

７．幸　田　　　仁（U.S.A.） CO Missing Flux Measurements of NMA Early-Type Spiral Galaxies

８．高　橋　　　茂（Taiwan） Simultaneous Observations of EKBO（55638）in Millimeter and Optical

Wavelengths

９．徂　徠　和　夫（北海道大学） How Far Does Molecular Gas Extend in a Disk Galaxy ?

10．田　中　邦　彦（東京大学） Origin of Neutral Atomic Carbon in the λ-Orionis Region

11．中　西　裕　之（東京大学） 12CO（J=1-0）Observation for Complete Virgo 45m CO Atlas

12．廣　田　朋　也（国立天文台） Follow-Up Survey of CCS and NH3 toward Dark Cloud Cores

13．土　橋　一　仁（東京学芸大学） Molecular Outflow in Polaris Cirrus

14．高　野　秀　路（NRO） Search for the FeS Molecule in Sgr B2（M）

15．中　川　眞　規（名古屋大学） A Search for Molecular Cloud Core in the Edge of the Galaxy; 3

16．新　永　浩　子（U.S.A.） A Complete Line Search for Zeeman Observations of Dense Cores

17．Durouchoux, Ph.（France） Unveiling the Nature of the New INTEGRAL High Energy Source IGR

J19140+098

18．Moore, Toby（U.K.） Test Observations of SO & CS as Diagnostics of Turbulent Star-

Formation Models

45m鏡長期

代　表　者 課　　　　　題

１．坪　井　昌　人（茨城大学） Systematic Observations of the Sunyaev-Zel’dovich Effect of the

Clusters of Galaxies

２．藤　井　高　宏（国立天文台） SiO Maser Survey of the Inner Bar of the Galactic Bulge

Rainbow

代　表　者 課　　　　　題

３．北　村　良　実（宇宙科学研究所） Observational Study of Initial Conditions of Planet Formation: Surface

Density Distribution of the Disk around IQ Tauri

４．小野寺　幸　子（東京大学） Velocity Structure in the Center of the Non-Barred Seyfert Galaxy NGC

4501

５．河　野　孝太郎（東大理センター） Arcsecond Resolution Observations of CO, HCN, and HCO+ Lines in the

Nearest Quasar I Zw 1

６．今　西　昌　俊（国立天文台） Buried AGNs in Ultraluminous Infrared Galaxies

７．岡　保　利佳子（法政大学） Searching for the Formation of an AGN in a Nuclear Starburst

８．伊　藤　洋　一（神戸大学） Evolution of Grains and Planetesimals in a Protoplanetary Disk（1）
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干渉計一般

代　表　者 課　　　　　題

１．谷　口　義　明（東北大学） Search for CO（3-2）Emission from Sub-mm Luminous Lyα Blob SMM

J221726+0013 at z=3.1

２．横　川　創　造（総合研究大学院大学） Formation Process of Protoplanetary Disks in the Protostellar Disks

３．奥　田　武　志（東京大学） High Resolution CO（J=2-1）Imaging of the Powerful Radio Galaxy 3C31

４．佐　川　英　夫（東京大学） Multi-Wavelength Imaging of Venus: Mapping of Sulfur Compounds

Distribution in the Cloud Level of Venus

５．深　川　美　里（東京大学） Extraordinary Disk around AB Aur

６．井　口　　　聖（国立天文台） Investigation for a Supermassive Binary Black Hole in 3C 66B

７．石　附　澄　夫（国立天文台） Condition of Molecular Gas Embedded in the Very Young Starburst

Ring in NGC 3310

８．今　西　昌　俊（国立天文台） Buried AGNs in Infrared Luminous Galaxies

９．酒　向　重　行（国立天文台） Looking into Sheet Collapse Model

10．齋　藤　弘　雄（NRO） High Resolution H13CO+ line studies of the dense core clusters toward

W3 IRS5 and W3 SMS3

11．仲　野　　　誠（大分大学） Velocity Structure of the Precessing Jet in B1-c

12．古　屋　　　玲（U.S.A.） Physical Properties of Dense Cloud Cores in the Earliest Stage of Low-

Mass Star Formation

13．Lubowich, Donald（U.S.A.） Deuterium Chemistry in L1689N－the Most Deuterated Known

Molecular Cloud

14．Chen, Yafeng（China） Study of AFGL 5157（NH3）－An Extremely Embedded Cluster under

Formation

15．Cesaroni, Riccardo（Italy） Proving the Existence of Disks in High-Mass Young Stellar Objects

16．Winnberg, Anders（Sweden） Mass Loss of OH/IR Stars in the Galactic Centre

干渉計長期

代　表　者 課　　　　　題

１．河　野　孝太郎（東大理センター） Nobeyama Millimeter Array Survey of Dense Molecular Gas toward

Nearby Seyfert Galaxies

（5）共同利用：野辺山太陽電波観測所

代　表　者 課　　　　　題

１．Altyntsev, A. T.（Russia） The Microwave Subsecond Pulse of September 17, 2001

２．Garaimov, V. I.（U.S.A） RHESSI and Microwave Imaging Observations of Two Microflares

３．Goff, C. P.（U.K.） The Occurrence of Single Hard X-ray Sources in Solar Flares

４．Gopalswamy, N.（U.S.A.） On Coronal Streamer Changes

５．Huang, G.（China） Radio Signature of Magnetic Reconnection and Bi-directional Shock

Waves in a Flare-CME Event on April 15, 1998

６．Jain, R.（India） On the Impulsive Solar Flare of 10 March 2001

７．Karlicky, M.（Czech） Loop-top Gyro-synchrotron Source in Post-maximum Phase of the

August 24, 2002 Flare

８．Kundu, M. R.（U.S.A.） Nobeyama Radio Heliograph and RHESSI Observations of the X1.5 Flare

of April 21, 2002

９．Kundu, M. R.（U.S.A.） Radio Observations of Rapid Acceleration in a Slow Filament Eruption /

Fast CME Event

10．Li, J. P.（China） Multiwavelength Analysis of an X1.6 Flare of 2001 October 19

11．Nakariakov, V. M.（U.K.） Global Sausage Modes of Coronal Loops

3.機構  05.3.22 5:14 PM  ページ 101



102

12．Ryabov, B. I.（Latvia） Coronal Radio Magnetography of Solar Active Region 8365

13．Selhorst, C. L.（Brasil） Atmospheric Model with Spicules Applied to Radio Observation

14．Selhorst, C. L.（Brasil） Temporal ang Angular Variation of the Solar Limb Brightening at 17 GHz

15．Subramanian, P.（India） Giant Meterwave Radio Telescope Observations of an M2.8 Flare

16．Sui, L.（U.S.A.） A Multi-wavelength Analysis of a Solar Limb Flare on 2002 April 15

17．Su, Y.（China） Polarization of Loop-top and Footpoint Sources in Microwave Bursts

18．Tokhchukova, S.（Russia） Detection of the Long-Term“Darkening”before the 14 July 2000 Flare

19．White, S. M.（U.S.A.） Radio and Hard X-ray Images of High-energy Electrons in an X-class

Solar Flare

20．増　田　　　智（名古屋大） 太陽フレアにおけるループトップ領域の物理状態

21．佐　藤　　　淳（宇宙研） NoRH、HXT、RHESSIを用いた非熱的粒子の輸送の観測

22．堀　　　久仁子（通総研） RHESSIとNoRHによるLDEフレアとインパスシブフレアの比較

23．高　崎　宏　之（京都大） 空間分解された電波スペクトル分布と粒子加速

（6）共同利用：水沢観測センター

代　表　者 課　　　　　題

１　佐　藤　　　孝（新潟大学） 半導体レーザーの波長安定化と小型レーザー干渉計を用いた精密測定

２　福　田　洋　一（京都大学） 衛星重力データと地上精密重力測定データの連携利用に関する研究

３　白　鳥　　　裕（九州東海大学） 水沢10ｍ電波望遠鏡用ビームスイッチの較正

４　関　戸　　　衛（通信総合研究所） GEONETのGPS観測データから生成された日本上空の電離層マップの精

度評価と宇宙電波計測技術への応用

５　吉　岡　正　和（高エネルギー加速器 坑道内精密計測室及び坑道における常微動計測長周期変動との関連調査

研究機構）

６　今　西　祐　一（東京大学） 気圧計ネットワーク観測との連動による重力観測

７　市　川　隆　一（通信総合研究所） 高度精密測位システムAPPSへの地球潮汐補正項の組み込み

８　田　中　　　穣（鹿児島大学） VLBI・GPSによる広域地殻変動と歪変動の検出とその精度向上に関する研究

９　高　羽　　　浩（岐阜大学） 22GHz帯単周波測地に向けたVLBIとGPS電離層マップとの比較研究

10 田　中　俊　行（（財）地震予知総合研 可搬型絶対重力計を用いた重力測定

究振興会）

11 堀　内　真　司（Swinburne工科大学） Orion-KL水メーザーバーストの偏波モニター

（7）計算機共同利用

三鷹

代　表　者 課　　　　　題

１．斎　藤　貴　之（北海道大学） 多くの小塊を持つガス中での銀河形成（MUVカテゴリID:g03a12）

２．澤　辺　　　優（福岡教育大学） 小惑星275、62等の周期不明の小惑星の光度曲線観測

３．森　脇　一　匡（神戸大学） 連星系における惑星形成

４．早　崎　公　威（北海道大学） Be/X線連星系における中性子星への降着流

水沢

代　表　者 課　　　　　題

１　青　山　雄　一（京都大学） 地球回転変動の励起機構と重力応答に関する研究

２　仙　石　　　新（海上保安庁海洋情報部） SLR観測点における大気荷重変形の評価

３　堀　内　真　司（Swinburne工科大学） Orion-KL水メーザーバーストの偏波モニター
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（1）総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻

総合研究大学院大学は、大学共同利用機関と連係・協力

して、大学院教育を進めるために設立され、文化科学・数

物科学・生命科学・先導科学の４研究科からなる独立大学

院であり、博士後期課程の教育研究を行っている。

国立天文台は、数物科学研究科天文科学専攻として、平

成４年度から博士後期課程の学生を受け入れている。

１．天文科学専攻の概要

天文科学専攻では、先端的宇宙観測装置の開発及びそれ

らを用いた諸種の天文観測と取得データの解釈・研究を目

的として、大型電波望遠鏡・光学赤外線望遠鏡などを活用

し、先端的天文学研究の枢要を担う高度な教育研究活動を

行っている。とりわけ、天文観測の基礎となる先端的新技

術の学理と応用、新装置の設計・製作・実験、データ取

得・情報処理法の開発等、観測天文学の基礎・応用にわた

る技術開発と関連研究を行うことに重点をおいている。

入学定員：６名〔博士後期課程１学年について〕

学　　位：博士（学術）〔博士論文の内容によっては理

学又は工学〕を授与

２．専攻の内容

《大講座》 《教育研究指導分野》

●観測システム工学 電波望遠鏡システム

光・赤外望遠鏡システム

●天 文 観 測 科 学 地上天文観測

精密計測

大気圏外観測

●天 文 情 報 科 学 天文情報数値解析

●宇 宙 物 質 科 学 地球・惑星

太陽・恒星・星間物質

銀河・宇宙

（2）総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻関係者名簿

併任教官名簿（計81名） （平成16年３月８日現在）

天文科学専攻長　　　海部　宣男

観測システム工学講座 天文観測科学講座 天文情報科学講座 宇宙物質科学講座

唐　牛　　　宏　教　授 家　　　正　則　教　授 近　田　義　広　教　授 吉　田　春　夫　教　授

川　口　則　幸　教　授 柴　h 清　登　教　授 真　鍋　盛　二　教　授 郷　田　直　輝　教　授

河　野　宣　之　教　授 野　口　邦　男　教　授 水　本　好　彦　教　授 櫻　井　　　隆　教　授

川　邊　良　平　教　授 福　島　登志夫　教　授 市　川　伸　一　助教授 杉　山　　　直　教　授

小　林　行　泰　教　授 藤　本　眞　克　教　授 大　木　健一郎　助教授 内　藤　勲　夫　教　授

林　　　左絵子　助教授 日　置　幸　介　教　授 奥　村　幸　子　助教授 林　　　正　彦　教　授

浮　田　信　治　助教授 渡　邊　鉄　哉　教　授 森　田　耕一郎　助教授 觀　山　正　見　教　授

大　石　雅　寿　助教授 吉　田　道　利　助教授 生　田　ちさと　助　手 花　岡　庸一郎　助教授

関　口　和　寛　助教授 佐　藤　忠　弘　助教授 伊　藤　孝　士　助　手 梶　野　敏　貴　助教授

野　口　　　卓　助教授 立　松　健　一　助教授 縣　　　秀　彦　助　手 谷　川　清　隆　助教授

松　尾　　　宏　助教授 花　田　英　夫　助教授 亀　野　誠　二　助　手 田　村　元　秀　助教授

齋　藤　正　雄　助　手 渡　部　潤　一　助教授 久　野　成　夫　助　手 出　口　修　至　助教授

上　田　暁　俊　助　手 a 橋　竜太郎　助　手 清　水　敏　文　助　手 兒　玉　忠　恭　助　手

井　口　　　聖　助　手 今　西　昌　俊　助　手 高　田　唯　史　助　手 梅　本　智　文　助　手

廣　田　朋　也　助　手 青　木　和　光　助　手 田　村　良　明　助　手 小久保　英一郎　助　手

荒　木　博　志　助　手 柏　川　伸　成　助　手 本　間　希　樹　助　手 相　馬　　　充　助　手

泉　浦　秀　行　助　手 下　条　圭　美　助　手 辻　本　拓　司　助　手

江　澤　　　元　助　手 高　遠　徳　尚　助　手 藤　田　　　裕　助　手

大　坪　政　司　助　手 高　野　秀　路　助　手 三　好　　　真　助　手

亀　谷　　　收　助　手 辰　巳　大　輔　助　手

砂　田　和　良　助　手 原　　　弘　久　助　手

中　島　　　紀　助　手 松　本　晃　治　助　手

宮　崎　　　聡　助　手

９．総合研究大学院大学、大学院教育等
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大学院学生名簿（計16名）

第１学年（５名）

（3）総合研究大学院大学先導科学研究科光科学専攻関係名簿

（4）東京大学大学院理学系研究科広域理学流動講座関係名簿

（5）連携大学院

併任教官名簿

第２学年（５名）

※H16.3.31まで休学

（平成13年10月入学）

教員名簿（計５名） 大学院学生名簿（計12名）

氏　　　　名 主任指導教官 指 導 教 官

春　日　敏　測 渡　部　潤　一 家　　　正　則

菊　池　冬　彦 河　野　宣　之 花　田　英　夫

桑　原　譲　二 渡　邊　鉄　哉 櫻　井　　　隆

鈴　木　　　勲 櫻　井　　　隆 柴　h 清　登

守　　　裕　子 松　尾　　　宏 川　邊　良　平

氏　　　　名 主任指導教官 指 導 教 官

上　田　誠　治 郷　田　直　輝 杉　山　　　直

神　鳥　　　亮 立　松　健　一 田　村　元　秀

※小　出　直　久● 松　尾　　　宏 浮　田　信　治

齋　藤　正　也 谷　川　清　隆 木　下　　　宙

水　谷　有　宏 吉　田　春　夫 郷　田　直　輝

研究生名簿（１名）

氏　　　　名 指 導 教 官

中　川　克　也 吉　田　春　夫

氏　　　　名 指 導 教 官

伊　藤　　　周 山　下　卓　也

勝　川　行　雄 常　田　佐　久

久　保　雅　仁 常　田　佐　久

小　原　直　樹 常　田　佐　久

阪　本　康　史 常　田　佐　久

酒　向　重　行 山　下　卓　也

土　居　明　広 井　上　　　允

羽　馬　有　紗 井　上　　　允

平　松　由紀子 井　上　　　允

廣　田　昌　彦 中　井　直　正

深　川　美　里 安　藤　裕　康

福　家　　　温 安　藤　裕　康

氏　　　　名 主任指導教官

黒　田　大　介 磯　部　 三

安　藤　裕　康 教　授

井　上　　　允 教　授

常　田　佐　久 教　授

中　井　直　正 教　授

山　下　卓　也 教　授

第３学年（６名）

氏　　　　名 主任指導教官 指 導 教 官

浅　田　圭　一 川　口　則　幸 川　邊　良　平

有　吉　誠一郎 松　尾　　　宏 野　口　　　卓

坂　本　　　強 梶　野　敏　貴 吉　田　春　夫

山　本　一　登 福　島　登志夫 吉　田　春　夫

菅　野　貴　之 日　置　幸　介 河　野　宣　之

横　川　創　造 川　邊　良　平 浮　田　信　治

一　本　　　潔 京都大学大学院理学研究科助教授併任

郷　田　直　輝 鹿児島大学大学院理工学研究科教授併任

松　尾　　　宏 東邦大学大学院理学研究科助教授併任
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（6）大学院教育

○総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻

大学院学生 主任指導教官 指導教官 研究課題

春　日　敏　測 渡部 家 しし座流星群の紫外分光観測

菊　池　冬　彦 河野 花田 月周回衛星の軌道追跡と重力場推定に関する研究

桑　原　譲　二 渡邊 櫻井 太陽CME現象における光球コロナ下部磁場

鈴　木　　　勲 櫻井 柴h 太陽フレアに伴うCMEの振る舞い、構造の解析

守　　　裕　子 松尾 川邊 ASTE搭載サブミリ波カメラによる銀河形成過程の観測

上　田　誠　治 郷田 杉山 銀河系の力学構造解析に基づく銀河進化の解明

神　鳥　　　亮 立松 田村 光学および電波天文学的手法を用いた星間分子雲・形成領域の観

測的研究

小　出　直　久（※） 松尾 浮田 ASTE用ボロメータシステムの開発

※H16.3.31まで休学

齋　藤　正　也 谷川 木下 太陽系力学、特に微惑星衝突による原始地球の自転

水　谷　有　宏 吉田（春） 郷田 銀河の形成と進化

浅　田　圭　一 川口 川邊 活動銀河中心核の高分解能観測に関する研究

有　吉　誠一郎 松尾 野口（卓） 超伝導トンネル接合素子を用いた、サブミリ波帯直接検出器の開発

坂　本　　　強 梶野 吉田（春） 銀河系の動力学講座

山　本　一　登 福島（登） 吉田（春） 新しい数値積分法の開発

菅　野　貴　之 日置 河野 測地学的手法による月科学の研究

横　川　創　造 川邊 浮田 サブミリ波単一鏡、干渉計による原始惑星系の観測的研究

研究生 指導教官 研究課題

中　川　克　也 吉田（春） ハミルトン系の可積分性

○総合研究大学院大学先導科学研究科光科学専攻

指導教官 研究課題

黒　田　大　介 磯部 小惑星の組成について

○特別共同利用研究員（受託学生）

指導教官 研究課題

佐　藤　菜穂子（北海道大・博士課程） 中井 電波を用いた、系外銀河の観測的研究

鍛冶澤　　　賢（東北大・博士課程） 山田 銀河ハッブル系列の形成と進化

鈴　木　竜　二（東北大・博士課程） 西村 近赤外線多天体分光撮像装置の開発及び

高赤方偏移銀河の力学状態に関する研究

東　谷　千比呂（東北大・博士課程） 西村 すばる望遠鏡カセグレン焦点面の近赤外線多天体分光撮像装置の

開発と、それを用いた高赤方偏移天体の観測による宇宙初期の星

形成史の研究

大　塚　雅　昭（東北大・博士課程） 吉田（道） 岡山HIDESを用いた惑星状星雲における低電離微細構造について

の研究

松　田　有　一（東北大・博士課程） 山田 高赤方偏移銀河の大規模構造

端　山　和　大（東京大・博士課程） 藤本 重力波の探査

川　添　史　子（お茶大・修士課程） 川村 レーザー干渉型重力波検出器の開発研究

阪　田　紫帆里（お茶大・修士課程） 川村 レーザー干渉型重力波検出器の開発研究

横　井　拓　也（法政大・修士課程） 吉澤 光赤外真空遅延線の研究
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眞　山　　　聡（早稲田大・修士課程） 田村 すばる望遠鏡を用いた原始惑星系円盤のデータ解析

冨　士　　　航（東海大・修士課程） 家 すばる望遠鏡用観測装置の開発

永　井　　　洋（東京理科大・修士課程）井上 活動銀河核および活動銀河核ジェットの研究特に超長基線電波干

渉計（VLBI）を用いて、活動銀河核ジェットの観測的研究を行う。

衛　藤　芳　郎（明星大・修士課程） 出口 Haro-Chavira“赤外線星”に対するSIOメーザー探査

松　尾　匡　史（日本大・修士課程） 山田 高赤方偏移クェーサー母銀河の観測

山　田　善　彦（東京大・博士課程） 有本 楕円銀河の形成と進化

山　本　文　雄（東京大・博士課程） 長谷川 超新星残骸周辺の分子ガスに関する観測的研究

宗　宮　健太郎（東京大・博士課程） 川村 帯域可変型重力検出器の開発

山　内　千　里（名古屋大・博士課程） 市川 SDSSによる銀河の統計的性質に関する研究

永　田　　　竜（京都大・博士課程） 杉山 宇宙背景幅射を用いた観測的宇宙論の研究

山　内　　　彩（九州大・博士課程） 中井（直） 宇宙メーザーを用いた活動的銀河中心核の観測的研究

浅　山　信一郎（大阪府立大・博士課程）野口（卓） 超伝導低雑音ミリ波・サブミリ波受信機の開発研究

西　川　貴　行（東京理科大・修士課程）林（正） 若い星のジェットに関する磁気流体力学的性質の観測的研究

太　田　一　陽（東京大・修士課程） 家 すばる望遠鏡を用いた銀河の観測的研究

越　田　進太郎（東京大・修士課程） 小林（行） ・活動銀河核についての研究

・衛星を用いた位置天文学

花　山　秀　和（東京大・修士課程） 富阪 星の形成

山　崎　　　大（東京大・修士課程） 梶野 CMBに対する宇宙初期の磁場による影響

山　本　哲　也（東京大・修士課程） 櫻井 磁気へリオシティと太陽コロナの加熱

岡　田　和　久（九州大・修士課程） 花田 探査機精密位置決定と月内部構造の研究

小　山　友　明（東京大・博士課程） 小林（秀） VLBIによる高精度位置天文学の装置、手法を立ち上げ、それを

用いた銀河系中心領域(100pc以内)の力学構造、中心部領域の質量

降着等の解明

奥　田　武　志（東京大・博士課程） 川邊 ・サブミリ波受信機の開発

・野辺山ミリ波干渉計、ASTEを用いた銀河の観測的研究

小野寺　仁　人（東京大・博士課程） 有本 隋円銀河の形成と進化

佐々木　孝　浩（東京大・博士課程） 梶野 Hypernovae-simulation&Neutrino-Astrophysics&BioNeutrino

須　田　浩　志（東京大・博士課程） 小林（秀） 銀河定数の決定

内　藤　誠一郎（東京大・博士課程） 長谷川 電波天文学・星間分子雲の物理状態の観測的研究

美濃和　陽　典（東京大・博士課程） 家 補償光学を用いた遠方銀河の深撮像

樋　口　有理可（神戸大・博士課程） 觀山 恒星を取り囲む彗星雲の変化と起源の研究

○日本学術振興会・特別研究員

指導教官 研究課題

井　上　太　郎 杉山 初期宇宙の非摂動的ダイナミクス

幸　田　　　仁 長谷川 中間赤方偏移銀河団銀河のCO速度場観測による銀河円盤力学進化

吉　田　直　紀 杉山 高赤方偏移での宇宙の構造の形成と進化

木　下　大　輔 中村 太陽系外縁部小天体の軌道分布とサイズ分布

関　口　朋　彦 川邊 サブミリ波による太陽系及び惑星系形成の観測的研究

沼　田　健　司 藤本 次世代レーザ干渉計型重力波検出器の低周波における極限感度の追求
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○日本学術振興会・外国人特別研究員

指導教官 研究課題

平　　　勁　松 日置 月探査周回衛星のドップラー、VLBI及びレーザー高度計観測に

よる月の測地学的研究

ISHITSUKA IBA Jose Kaname 小林（秀） 電波干渉法による星進化の最終段階の観測的研究

孔　　　　　旭 有本 赤方偏移1<z<2に於ける楕円銀河の構造形成と空間分布

○国立天文台の研究施設等を使用して取得された学位

学位論文題目

横　川　創　造（総研大博士） Aperture Synthesis Observations of Low-mass Protostars in the Taurus Molecular

Cloud: Formation Processes of Protoplanetary Disks in Protostellar Envelopes 

菅　野　貴　之（総研大博士） Lunar Interior Studies Using the Lunar Prospector Line-of-Sight Acceleration Data

浅　田　圭　一（総研大博士） A Helical Magnetic Field in AGN Jets : Revealed by VLBI Polarimetry

有　吉　誠一郎（総研大博士） Submillimeter-wave Direct Detectors with Nb-based Super conducting Tunnel

Junctions

坂　本　　　強（総研大博士） Dynamical Evolution of a Globular Cluster System as a Probe of Galaxy Formation

and Dynamics

山　本　一　登（総研大博士） A Study of Symmetric Linear Multistep Methods

小　山　泰　弘（総研大博士） Real-time and Near-real-time Very Long Baseline Interferometry for Monitoring

Motion of the Observing Sites, Flux Density Variation of Radio Sources, and

Variation of Earth Orientation Parameters

非常勤講師

10．非常勤講師・委員会委員等

金沢大学理学部 杉　山　　　直

岩手大学教育学部 縣　　　秀　彦

大阪府立大学 柴　崎　清　登

富山大学理学部 大　石　雅　寿

昭和女子大学 福　島　登志夫

立教大学大学院理学系研究科 杉　山　　　直

甲南大学大学院自然科学研究科 杉　山　　　直

早稲田大学教育学部 大　木　健一郎

東北大学大学院理学研究科 真　鍋　盛　二

東北大学大学院理学研究科 山　田　　　亨

名古屋大学大学院理学研究科 富　阪　幸　治

名古屋大学大学院理学研究科 高　遠　徳　尚

名古屋大学理学部 長谷川　哲　夫

海上保安庁海洋情報部 福　島　登志夫

放送大学学園 縣　　　秀　彦

静岡大学理学部 梶　野　敏　貴

駒澤大学文学部 竹　田　洋　一

立教大学大学院理学部 大　木　健一郎

東京都立大学 富　阪　幸　治

大阪府立大学 井　上　　　允

東京工業大学大学院理工学研究科 杉　山　　　直

岐阜大学工学部 河　野　祐　介

東京工業大学大学院理工学研究科 櫻　井　　　隆

東京大学大学院理学系研究科 奥　村　幸　子

東京大学大学院理学系研究科 家　　　正　則

東京大学大学院理学系研究科 藤　本　眞　克

東京大学大学院理学系研究科 櫻　井　　　隆

東京大学大学院理学系研究科 川　邊　良　平

東京大学大学院理学系研究科 田　村　元　秀

東京大学理学部 吉　田　春　夫

東京大学理学部 福　島　登志夫

東京大学理学部 常　田　佐　久

神戸大学 渡　部　潤　一

昭和女子大学 福　島　登志夫

北海道大学大学院理学研究科 有　本　信　雄
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山梨大学教育人間科学部 久　野　成　夫

茨城大学理学部 長谷川　哲　夫

鹿児島大学大学院工学研究科 郷　田　直　輝

成城大学 谷　川　清　隆

青山学院大学 辻　本　拓　司

東北大学大学院理学研究科 真　鍋　盛　二

東北大学大学院理学研究科 梶　野　敏　貴

新潟大学理学部 常　田　佐　久

新潟大学理学部 山　田　　　亨

お茶の水女子大学 大　石　雅　寿

北海道大学大学院工学研究科 櫻　井　　　隆

京都大学大学院理学研究科 杉　山　　　直

東京大学大学院理学系研究科 長谷川　哲　夫

国際基督教大学 吉　田　春　夫

宇宙科学研究所評議員 海　部　宣　男

宇宙科学研究所
小　林　行　泰

宇宙放射線専門委員会委員

宇宙科学研究所評議員 觀　山　正　見

宇宙科学研究所
觀　山　正　見

宇宙理学委員会委員

日本学術振興会
浮　田　信　治

特別研究員等審査会専門委員

日本学術振興会
櫻　井　　　隆

特別研究員等審査会専門委員

日本学術振興会
真　鍋　盛　二

特別研究員等審査会専門委員

京都大学
觀　山　正　見

基礎物理学研究所運営委員会委員

国立極地研究所
佐　藤　忠　弘

地学専門委員会委員

総合研究大学院大学
臼　田　知　史

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
江　澤　　　元

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
大　坪　政　司

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
小久保　英一郎

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
小　林　尚　人

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
下　条　圭　美

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
高　田　唯　史

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
高　野　秀　路

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
辰　巳　大　輔

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
田　村　良　明

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
藤　田　　　裕

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
本　間　希　樹

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
松　本　晃　治

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
安　田　直　樹

数物科学研究科助手

財団法人天文学振興財団
海　部　宣　男

第５期理事

名古屋大学太陽地球環境研究所
櫻　井　　　隆

共同利用委員会専門委員会委員

総合研究大学院大学
佐　藤　忠　弘

数物科学研究科助教授

日本測地学会評議員 佐　藤　忠　弘

日本測地学会評議員 田　村　良　明

日本測地学会評議員 花　田　英　夫

財団法人天文学振興財団
福　島　登志夫

第５期理事

財団法人天文学振興財団
觀　山　正　見

第５期理事

文部科学省研究開発局科学官 觀　山　正　見

茨城大学計算物理学研究センター
觀　山　正　見

共同研究員

国土交通国土地理院
河　野　宣　之

研究評価委員会委員

茨城大学計算物理学研究センター
觀　山　正　見

運営協議会委員

総合研究大学院大学
野　口　邦　男

数物科学研究科教授

総合研究大学院大学
泉　浦　秀　行

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
亀　野　誠　二

数物科学研究科助手

国立情報学研究所学術研究
近　田　義　広

情報ネットワークに関する計画調整会議委員

総合研究大学院大学
花　田　英　夫

数物科学研究科助教授

水沢高等教育機関等
日　置　幸　介

検討懇談会委員

独立行政法人国立青年の家
海　部　宣　男

国立大雪青年の家施設業務運営委員会委員

総合研究大学院大学
内　藤　勲　夫

数物科学研究科教授

委員会委員等
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独立行政法人国立オリンピック記念

青少年総合センター子どもゆめ基金 縣　　　秀　彦

審査委員会・専門委員

宇宙開発事業団宇宙環境利用検討委員会

科学専門分科会委員 觀　山　正　見

科学観測ワーキンググループ委員

日本天文学会欧文研究報告編集顧問 有　本　信　雄

日本天文学会天文教材小委員 一　本　　　潔

日本天文学会天文月報編集委員 上　田　暁　俊

日本学術振興会
奥　村　幸　子

科学研究費委員会専門委員

日本天文学会天文月報編集委員 亀　野　誠　二

日本天文学会庶務理事 郷　田　直　輝

日本天文学会年会実行委員 児　玉　忠　恭

日本天文学会天文教材小委員 阪　本　成　一

日本天文学会欧文研究報告編集顧問 櫻　井　　　隆

日本学術振興会
佐　藤　忠　弘

科学研究費委員会専門委員

日本天文学会年会実行委員 下　条　圭　美

日本天文学会庶務理事
杉　山　　　直

及びネットーワーク委員

日本天文学会会計理事 関　井　　　隆

日本天文学会研究奨励賞選考委員 田　村　元　秀

日本天文学会天文月報編集委員 永　田　奈緒子

日本天文学会天文月報編集委員 藤　田　　　裕

日本学術振興会
觀　山　正　見

科学研究費委員会専門委員

日本天文学会監事 吉　澤　正　則

日本天文学会欧文研究報告編集委員 中　井　直　正

日本天文学会欧文研究報告編集委員 花　岡　庸一郎

日本天文学会欧文研究報告編集委員 山　田　　　亨

日本天文学会選挙管理委員 関　本　裕太郎

日本天文学会選挙管理委員 新　井　宏　二

日本天文学会選挙管理委員 鹿　野　良　平

日本天文学会選挙管理委員 藤　田　　　裕

日本天文学会選挙管理委員 安　田　直　樹

日本天文学会林忠四郎賞選考委員 海　部　宣　男

日本天文学会天体発見賞選考委員 相　馬　　　充

日本天文学会天体発見賞選考委員 渡　部　潤　一

日本天文学会早川幸男基金選考委員 山　田　　　亨

総合研究大学院大学
井　上　　　允

数物科学研究科博士論文審査委員

総合研究大学院大学
富　阪　幸　治

数物科学研究科博士論文審査委員

文部科学省科学技術・学術審議会
海　部　宣　男

専門委員（学術分科会）

文部科学省
富　阪　幸　治

科学技術・学術審議会専門委員

日本学術振興会
觀　山　正　見

特別研究員等事業委員会専門委員

総合研究大学院大学
縣　　　秀　彦

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
井　口　　　聖

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
伊　藤　孝　士

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
今　西　昌　俊

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
上　田　暁　俊

数物科学研究科助手

核融合科学研究所共同研究員 大　石　雅　寿

高エネルギー加速器研究機構
海　部　宣　男

素粒子原子核機構評議員

核融合科学研究所共同研究員 梶　野　敏　貴

日本原子力研究所客員研究員 梶　野　敏　貴

鹿児島大学大学院工学研究科教授 郷　田　直　輝

核融合科学研究所共同研究員 櫻　井　　　隆

名古屋大学太陽地球研究所
櫻　井　　　隆

附属共同観測情報センター運営委員会委員

京都大学基礎物理研究所研究部員 杉　山　　　直

放送大学客員助教授 中　村　　　士

総合研究大学院大学
花　岡　庸一郎

数物科学研究科助教授

文部科学省
福　島　登志夫

教科書用図書検定調査審議会専門委員

大学共同利用機関法人
觀　山　正　見

準備委員会委員

総合研究大学院
吉　田　道　利

大学数物科学研究科助教授

核融合科学研究所共同研究員 渡　邊　鉄　哉

宇宙科学研究所
井　上　　　允

科学衛星研究専門委員会委員

宇宙科学研究所宇宙理学委員会委員 小　林　秀　行

宇宙科学研究所宇宙理学委員会委員 田　村　元　秀

宇宙科学研究所
近　田　義　広

宇宙科学企画情報解析センター運営委員会委員

宇宙科学研究所宇宙理学委員会委員 常　田　佐　久

岩手県立高度技術専門学院講師 佐　藤　克　久

日本原子力研究所
梶　野　敏　貴

シグマ研究委員会委員

総合研究大学院大学
吉　田　春　夫

数物科学研究科教授

財団法人日本環境協会
渡　部　潤　一

スターウオッチング研究会委員

岡崎国立共同研究機構評議員 海　部　宣　男

岡崎国立共同研究機構
海　部　宣　男

基礎生物学研究所評議員
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岡崎国立共同研究機構
海　部　宣　男

分子科学研究所評議員

総合研究大学院大学
林　　　左絵子

数物科学研究科助教授

通信・放送機構研究フェロー 大　江　将　史

大学評価・学位授与機構

評価事業の今後の在り方に関する 觀　山　正　見

検討会議委員

大学評価・学位授与機構運営委員 觀　山　正　見

総合研究大学院大学
石　黒　正　人

国際シンポジウム実施委員会委員

国立大学等施設設備に関する
觀　山　正　見

検討会委員

財団法人日本宇宙フォーラム

スペースデブリ委員会専門委員
磯　部　 三

葛飾区郷土と天文の博物館
櫻　井　　　隆

運営協議会委員

独立行政法人通信総合研究所
櫻　井　　　隆

研究評価委員

国立極地研究所専門委員会委員 佐　藤　忠　弘

独立行政法人
荒　木　博　志

宇宙航空研究開発機構招聘職員

日本学術会議
有　本　信　雄

天文学研究連絡委員会委員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部科学衛星研究 井　上　　　允

専門委員会委員

財団法人平成基礎科学財団理事 海　部　宣　男

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
小　林　秀　行

宇宙科学研究本部宇宙理学委員会委員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部宇宙放射線 小　林　行　泰

専門委員会委員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
田　村　元　秀

宇宙科学研究本部宇宙理学委員会委員

日本学術会議
田　村　元　秀

天文学研究連絡委員会委員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
常　田　佐　久

宇宙科学研究本部宇宙理学委員会委員

独立行政法人
野　口　　　卓

宇宙航空研究開発機構主任研究員

日本学術会議
林　　　正　彦

天文学研究連絡委員会委員

日本学術会議
福　島　登志夫

天文学研究連絡委員会委員

日本学術会議
觀　山　正　見

天文学研究連絡委員会委員

日本学術会議
渡　部　潤　一

天文学研究連絡委員会委員

独立行政法人
渡　邊　鉄　哉

宇宙航空研究開発機構招聘職員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究本部宇宙放射線 渡　邊　鉄　哉

専門委員会委員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
渡　邊　鉄　哉

大気球専門委員会委員

日本学術会議
渡　邊　鉄　哉

天文学研究連絡委員会委員

日本学術会議
井　上　　　允

電波科学研究連絡委員会委員

日本学術会議
井　上　　　允

宇宙空間研究連絡委員会委員

国立教育政策研究所
縣　　　秀　彦

「学習内容と日常生活の関連性に関する教材の作成」委員

日本原子力研究所
梶　野　敏　貴

研究系職員採用試験に係る研究業績評価委員

京都産業大学
中　村　　　士

学位論文予備調査委員

日本学術会議
柴　崎　清　登

個体地球物理学研究連絡委員会委員

日本学術会議
日　置　幸　介

環境理学研究連絡委員会委員

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
觀　山　正　見

宇宙科学運営協議会運営協議員

東京都北区教育委員会委員 渡　邊　鉄　哉

東京大学大学院理学系研究科
有　本　信　雄

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
家　　　正　則

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
梶　野　敏　貴

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
郷　田　直　輝

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
小　林　行　泰

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
櫻　井　　　隆

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
関　井　　　隆

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
関　本　裕太郎

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
田　村　元　秀

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
出　口　修　至

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
長谷川　哲　夫

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
花　田　英　夫

博士学位論文審査委員会委員
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東京大学大学院理学系研究科
日　置　幸　介

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
福　島　登志夫

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
藤　本　眞　克

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
山　田　　　亨

博士学位論文審査委員会委員

東京大学大学院理学系研究科
渡　邊　鉄　哉

博士学位論文審査委員会委員

社団法人日本天文学会評議員 家　　　正　則

社団法人日本天文学会評議員 觀　山　正　見

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
海　部　宣　男

宇宙科学評議会評議員

総合研究大学院大学
児　玉　忠　恭

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
齋　藤　正　雄

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
a 橋　竜太郎

数物科学研究科助手

総合研究大学院大学
廣　田　朋　也

数物科学研究科助手

日本学術振興会
家　　　正　則

国際科学協力事業委員会委員

多摩六都科学館事業評価委員会委員 縣　　　秀　彦

放送大学教材作成協力 林　　　正　彦

文部科学省研究開発局

地震調査研究推進本部政策委員会
日　置　幸　介

調査観測計画部会調査観測データ

流通・公開推進専門委員会委員

財団法人日本宇宙フォーラム

客員研究員
磯　部　 三

特定非営利活動法人

日本スペースガード協会理事
磯　部　 三

財団法人宇宙科学振興会評議員 海　部　宣　男

国立極地研究所特別共同研究研究員 佐　藤　忠　弘

社団法人電子情報通信学会

超伝導エレクトロニクス研究 野　口　　　卓

専門委員会委員

国立極地研究所特別共同研究研究員 松　本　晃　治

水沢市総合開発審議会委員 真　鍋　盛　二

日本応用数理学会
吉　田　春　夫

論文誌編集委員会委員

区　分
海外出張 研修旅行 合　　計

国・地域名

ア　　メ　　リ　　カ 309 10 319

オ ー ス ト ラ リ ア 35 4 39

ド　　　イ　　　ツ 21 0 21

チ　　　　　　　　リ 21 0 21

フ　　ラ　　ン　　ス 15 0 15

連　　合　　王　　国 11 4 15

中　　　　　　　　国 10 1 11

オ　　ラ　　ン　　ダ 10 0 10

カ　　　ナ　　　ダ 10 0 10

大　　韓　　民　　国 9 3 12

11．受　　賞

12．海外渡航、年間記録、施設の公開

「未知への航海　すばる望遠鏡建設の記録」

第41回日本産業映画・ビデオコンクール

日本産業映画・ビデオ大賞 H15.６.16 受　賞

松　本　晃　治 第11回測地学会坪井賞 H15.５ 受　賞

小久保　英一郎 ゴードン・ベル賞 H15.11.20 受　賞

（1）教官の海外渡航
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（2）年間記録

（15.４.１～16.３.31）

６月14日　水沢観測センターの施設特別公開が催され、

約1,000名の見学者が訪れた。

６月19日　第19回国立天文台評議員会が開催され、平成

16年度概算要求等について審議された。

７月１日　平成15年度永年勤続者表彰式が行われ、２名

（半田一幸、觀山正見）が表彰された。

７月23日　高校生を対象にした宿泊体験学習会「君が天

文学者になる４日間」が三鷹キャンパスで開

催され、応募者の中から選出された16名が参

加した。

７月24日　秋篠宮両殿下が水沢観測センターを訪問さ

れ、VERA水沢局、木村記念館等をご視察さ

れた。

８月１日　前年に引き続き、８月の第１週に「スターウ

ィーク～星空に親しむ週間～」が設けられ、

全国各地の公開天文施設で、観望会等のイベ

ントが開催された。

８月２日　VERA石垣島局の施設公開が催され、約1,000

名の見学者が訪れた。

８月４日　小学生・中学生・高校生を対象にしたイベン

ト「夏休みジュニア天文教室」が三鷹キャン

パスで開催され、757名が参加した。

８月９日　VERA入来局の施設公開が催され、約1,400名

の見学者が訪れた。

８月23日　野辺山地区の施設特別公開が催され、約2,500

人の見学者が訪れた。

８月30日　岡山天体物理観測所の施設特別公開が催さ

れ、930名の見学者が訪れた。

10月２日　VERA小笠原局の施設公開が催され、約270

名の見学者が訪れた。

10月25日　三鷹地区の特別公開が「見えてきた宇宙の生

い立ち」をメインテーマに開催され、約1,800

名の見学者が訪れた。

11月１日　ALMA公開講演会「アンデスの巨大電波望遠

鏡「アルマ」実現のために」が大阪市立科学

館にて開催された。

11月６日　ALMA計画の起工式が、チリ北部のALMA山

麓施設建設場所で行われた。

12月５日　第20回国立天文台評議員会が開催され、次期

台長候補者の選考等について審議された。

３月30日　平成15年度退職者永年勤続表彰が行われ、10

名（磯部 三、大木健一郎、佐藤ミキ子、澤

正樹、内藤勲夫、中桐正夫、西村徹郎、原田

佐恵子、堀合幸次、山口達二郎）が表彰され

た。

（3）施設の公開

１）三鷹地区

［常時公開］

日　　時：４月～３月　　10：00～17：00

年末年始（12/28～１/４）を除く毎日

入場者数：6,101人

公開施設：65cm大赤道儀室（歴史館）、20cm望遠鏡

太陽分光写真儀室、展示室

［定例天体観望会］

日　　時：第２土曜日の前日の金曜日と第４土曜日

入場者数：6,677人（23回）

公開施設：口径50cm社会教育用公開望遠鏡

［特別公開］

テ ー マ：「見えてきた宇宙の生い立ち」

日　　時：平成15年10月25日（土）10：00～19：00

入場者数：約1,800人

本年も、東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究セ

ンタ－、総合研究大学院大学との共催で開催した。昨年と

同様に公開時間を午前10時からとしたが、開始時刻前から

正門の前には行列ができた。総入場者数は昨年より500人

程度多い1,800人。工作や体験コーナーなども年々充実さを

増し、また、今年はパンフレットなどの“おみやげ”類も

各チームが趣向を凝らして準備していたので、来場者は満

足そうだった。特に、研究者が直接質問に答えたり、話を

したりすることで天文学が身近に感じられ、研究者の“顔”

が見えてよいとの感想がアンケート結果に多く見られた。

今年のメインテーマ「見えてきた宇宙の生い立ち」にあ

イ　　タ　　リ　　ア 9 0 9

ス　　　イ　　　ス 8 0 8

台　　　　　　　　湾 6 0 6

ス ウ ェ ー デ ン 5 1 6

ス　　ペ　　イ　　ン 4 0 4

オ ー ス ト リ ア 3 0 3

ロ　　　シ　　　ア 3 0 3

ペ　　　ル　　　ー 3 0 3

チ　　　ェ　　　コ 2 1 3

ハ　ン　ガ　リ　ー 2 0 2

ノ　ル　ウ　ェ　ー 2 0 2

メ　　キ　　シ　　コ 2 0 2

イ ン ド ネ シ ア 1 1 2

南　ア　フ　リ　カ 1 0 1

フ ィ ン ラ ン ド 1 0 1

デ　ン　マ　ー　ク 1 0 1

ブ　　ラ　　ジ　　ル 1 0 1

合　　　　　　　計 505 25 530

～７月26日

～８月７日

～８月３日

～８月８日

～10月３日
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わせた講演会会場は多くの参加者であふれ、杉山直氏（国

立天文台）と谷口義明氏（東北大学）の講演が、それぞれ

「生まれたての宇宙を見る」と「生まれたての銀河を見る」

というタイトルで行われた。また、ミニ講演会、四次元デ

ジタル宇宙実験シアターや工作コーナーも大盛況で、大人

も子供も熱心に、楽しそうに取り組んでいた。東大生協で

は銀河丼・流星丼・火星丼・流星丼なるものが販売され、

来場者の興味をそそったようであるが、一番人気はやはり

カレーライスだったとのこと。

今年は火星大接近という注目の天文現象があり、50cm望

遠鏡で火星を見たいという人も多くいたが、特別公開の当

日はあいにくの曇り空で、50cm望遠鏡による観望会は中止

となった。三鷹キャンパスの火星観望会はいつも天気が悪

く、近づいた火星を望遠鏡で見たいという人、またその期

待に応えたいと準備していたスタッフにとっても残念なこ

とだった。

２）水沢地区

［定例公開］

日　　時：月～金（休日を除く）９：00～16：00

入場者数：1,531人

公開施設：木村記念館、VERA20mアンテナ、VLBI用

10mアンテナ等

［特別公開］

日　　時：平成15年６月14日（土）10時～16時

入場者数：約1,000人

６月14日（土）の10時から16時にかけ、水沢観測センタ

ーの特別公開が行われた。当日は曇り空ながらも時折日の

差す見学日和となり、約1,000人の来場者があった。

《特別公開の内容》

木村記念館では、100年に及ぶ臨時緯度観測所時代から

の資料展示の他、5月26日の宮城県沖地震を水沢の地震計

が記録した結果を説明展示した。

本館ロビーでは、去年作成した水沢の紹介ビデオ「不思

議の星地球」の上映、超伝導重力計による地球ダイナミク

ス研究のポスター展示、クイズと質問への対応の他、天体

や宇宙についてより身近に感じてもらおうと、VERAアン

テナやお好みの星雲の缶バッチをつくるコーナーと、OB

の方による「月と銀河の写真展」を設けた。特に缶バッチ

コーナーは終日子供たちで賑わった。

本館会議室では、内藤勲夫教授による「何がチャンドラ

ーウォブルを揺さぶっているか－答は風の中に－」と題し

た講演会が行われた。

前身の緯度観測所がチャンドラーウォブルの動態を見届

けようとして開設され、その原因がグローバルな風の変動

であることが分かったこと、その成果が地球環境の観測や

対応に役立っていることなどが話された。

けやき会館では、RISEグループが、月探査計画のビデオ

上映とSELENE計画、RISE計画に関する説明パネル展示の

他、手回しジャイロや地球と月の１億分の１の模型を用意

し、来場者にジャイロ効果や距離の感覚を体験していただ

いた。またRISE実験室ではレーザー高度計や模擬月砂、真

空実験装置の説明が行われた。

10mアンテナとVERA20mアンテナの公開では、10mと

20m鏡による追尾実演と20mアンテナ底部の受信室の見学

が行われた。見学では時間前から長い行列ができ関心の高

さがうかがわれ、見学者からは、「アンテナが動くところ

や電波を受信する装置を直接見ることができてとても良か

った」という声が聞かれた。VERA観測棟では、観測装置

について説明する職員に熱心に質問をする人もいた。

20m鏡の東側にロケット広場を設け、ペットボトルを用

いた水ロケット飛ばしを行った。今回は市内の小中学生に、

ペットボトルロケットを自作して飛ばそうと事前に知らせ

てあったのだが、自作してきた子供は２人だけ。結局職員

スタッフが用意した5個のロケットがフル回転、空気注入

係や修理係は休みなしの大奮闘となった。ロケットが発射

する瞬間や大きな放物線を描いて飛んでいく姿に子供たち

から大きな歓声が上がっていた。

天体望遠鏡による観測は曇り空のため太陽や惑星の観測

はできず、代わりに遠くに置いた月や惑星の写真を望遠鏡

で眺めた。

旧本館内の計算機博物館では計算尺から初期の電卓、パ

ソコンまでの実機展示とパネル展示、隣室の時計博物館で

は振り子時計や原子時計の展示及びパネル展示が行われた。

今年も多くの皆さんに見学してもらったが、中高生の来

場が少なかったのが一寸残念だった。最新の研究成果の紹

介はもちろんのこと、地域の若い人たちにもっと興味をも

ってもらえるような工夫も必要であると感じた。

３）野辺山地区

［一般公開］

日　　時：毎日　８：30～17：00

（12月27日～１月４日休止）

入場者数：61,421人

公開施設：45cm電波望遠鏡、ミリ波干渉計、電波ヘリ

オグラフ等（外観のみ）

［特別公開］

テ ー マ：平成15年８月23日（土）9：30～16：00

入場者数：2,596人

今年度の国立天文台・野辺山の特別公開は、8月23日

（土）に行なわれた。今年は記録的な冷夏であり、さらに

雨が多い夏だったため天気が心配されたが、当日は素晴し

い天気の中、特別公開を行なう事ができた。

今年の講演会は「第２の地球」をテーマに、光学赤外線
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（１）概　　要

平成15年度は、堂平で撮影された星図写真乾板の整理を

した。渡辺敏夫文庫の整理をし、図書室ホームページの貴

重書目録に渡辺敏夫文庫目録を追加した。

（２）図　　書

2004年３月31日現在、各図書室における蔵書冊数（備品

扱いのもの）および所蔵雑誌種数は、次に示す通りである。

蔵書冊数

114

天文学・観測システム研究系の田村元秀助教授による「第

２の地球探しに向かって」と、宇宙科学研究所の北村良実

助教授と電波天文学研究系の齋藤正雄助手による「第２の

地球形成の現場へ」という２講演を行なった。どちらの講

演も盛況で、100席ほど用意した椅子では間に合わず、立

ち見や最前列の床に座って聞いてもらう程の賑わいだっ

た。また、10mアンテナの移動台車に乗ってもらう「台車

でGO！」、45mアンテナに直接触って貰う「45mにタッチ」

や、ハンダゴテを使い検波器を工作して太陽の電波を捉え

る「電子工作」などなど、各パートの企画も大盛況だった。

４）乗鞍地区

日　　時：５月中旬から10月の毎日

８：30～17：00

公開施設：口径25cmコロナグラフ、パネル展示

５）岡山地区

［一般公開］

日　　時：６月の鏡類メッキ期間を除く毎日

入場者数：16,182人

公開施設：188cm反射望遠鏡をガラス越しに見学

［特別公開］

テ ー マ：「火星と太陽系の仲間たち」

日　　時：平成15年８月30日（土）10：00～17：00

入場者数：929人

今年の特別公開も例年通り、188cm反射望遠鏡と91cm望

遠鏡、太陽クーデの太陽観測を公開した。今回のメインテ

ーマは「火星と太陽系の仲間たち」で、ドーム内での展示

は主に火星関係となり、火星の大接近するメカニズムや火

星の様子等を展示した。このほか、岡山観測所で行ってい

る惑星探査の方法や、観測成果、将来計画と多岐に渡り、

それぞれの担当者が説明に当たった。また188cm望遠鏡の

デモや赤外線観測実験が行われ、かなりの方が熱心に見学

していた。近年行っている主鏡見学ツアーでは、参加者が

殺到し、人数制限のため見学できなかった方もでて、大変

に申し訳なかった。ドーム一階では、昨年と同じく天文何

でも相談のほか、188cm望遠鏡、91cm望遠鏡、すばる望遠

鏡などのペーパークラフトも行い盛況を呈した。91cmドー

ム前の広場では、子供向けのイベントとして、風船配りや

ストラックアウトというゲームを加えたところ大変好評

で、高得点の方に天体写真をプレゼントした事もあり、一

時かなり長い順番待ちが出来ていた。

共催の岡山天文博物館でも、プラネタリウムの投影、ク

イズラリー、天体ビンゴゲーム、スタンプラリー、火星キ

ーホルダーを作るなどし、大変多くの方で賑わった。

［特別観望会］

日　　時：平成15年９月20日（土）18：30～22：00

入場者数：119人

今回は火星を対象天体としたが、火星の超大接近で新

聞・雑誌・ＴＶ等々全国的な話題となり葉書675通、2,127

名と大変な数の応募者数となった。諸般の事情から100名

前後に限定し抽選したが、競争率は約21倍と過去最大を記

録した。しかも締め切り後にも続々と葉書が届き対応に苦

慮した。

最近の観望会では初めての「雨降り」となり、観望会は

中止とし急遽特別公開日のポスターとドーム内での説明会

を行なった。意外と好評でおおむね理解を示してくれた。

当初は雨予報なので遠距離の方はキャンセルされるだろ

うとタカをくくっていたが、さすがに鹿児島からはキャン

セルが届いたが、東京や京阪神方面からはほとんどの方が

来訪され、当初の観望会スケジュールで開催した。

観望会は小学生からご高齢の方までもが対象なので、安

全対策に気を配った。特に今回は雨が降っており、バスに

よる施設間の移動と濡れた階段や床には気を遣った。

毎回お世話になっている鴨方町岡山天文博物館では、共

同で対象天体の紹介、観望会当日の星空紹介を行った。グ

ループによって反応はさまざまだったが、今回は天文愛好

家が多かったのか、質問が出たり、最後には拍手を頂いた

りと喜んでいただいた。

13．図書・出版・ビデオ製作

和　　書 洋　　書 合　　計

三　　　鷹 10,799 39,439 50,238

岡　　　山 155 2,722 2,877

野　辺　山 1,162 5,855 7,017

水　　　沢 4,789 16,357 21,146

ハ　ワ　イ 369 2,542 2,911

総　　　計 17,274 66,915 84,189
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所蔵雑誌種数

（３）出　　版

天文台の継続出版物で、2003年度中に出版したものは、

次の通りである。ただし、図書室の納本状況に基づく。

（三鷹地区）

01）Publications of the National Astronomical Observato-

ry of Japan, vol. 7, No.2, １冊

02）国立天文台報，第６巻第3-4号（合併号） １冊

03）国立天文台年次報告，第15冊　2002 １冊

04）Annual Report of the National Astronomical Observa-

tory of Japan, vol. 5, Fiscal 2002 １冊

05）National Astronomical Observatory Reprint, Nos.739-

814 76冊

06）暦象年表、平成16年 １冊

07）国立天文台ニュース、Nos.117-128 12冊

08）国立天文台パンフレット（和文）平成15年度 １冊

09）理科年表、平成15年 １冊

（太陽物理学研究系）

10）Solar and Plasma Astrophysics Preprint (Solar

Physics Division / Solar Group of Nobeyama Radio

Observatory, NAO), Nos.2003/1-2003/5 ５冊

（理論天文学研究系）

11）Astrophysics Preprint Series (Theoretical Astro-

physics Division, NAO), Nos.2003/1-2003/50 50冊

（太陽活動世界資料解析センター）

12）Monthly Bulletin on Solar Phenomena, 2003/1-12 12冊

（天文学データ解析計算センター）

13）天文学データ解析計算センター年報、第14号 １冊

14）ADAC Report. No.110-114 ５冊

（岡山天体物理観測所）

15）光・赤外ユーザーズミーティング　第14回 １冊

（野辺山太陽電波観測所／野辺山宇宙電波観測所）

16）NRO Report, Nos. 583-603 21冊

17）NRO技術報告，Nos. 65 １冊

18）NROユーザーズミーティング集録　第21回 １冊

（ハワイ観測所）

19）Subaru Telescope Preprint and Reprint Series, no.

166-167 ２冊

三鷹談話会

４月４日（金）

４月11日（金）

４月18日（金）

５月16日（金）

５月23日（金）

５月30日（金）

６月６日（金）

６月13日（金）

Joseph Silk

Shoko Sakai

Matthew Malkan

黒田武彦･圓谷文明

井　上　昭　雄

河　鰭　公　昭

平　下　博　之

中　島　　　康

Michael Balogh.

Astronomy, University of

Oxford

UCLA, USA

UCLA, USA

兵庫県立西はりま天文台

京都大学理学部

名古屋大学名誉教授

名古屋大学大学院理学研究

科Ｕ研

国立天文台光学赤外線・観

測システム研究系

Univ of Durham, UK

Dark Matter and Galaxy Formation

Discovery of an Unusual Group of Star-forming Dwarf

Galaxies in A1367

patially Resolveｄ Keck/NIRSPEC Spectroscopy of

Optical Emission Lines from Noｒmal Galaxies at z=2.7

西はりま天文台における口径２m望遠鏡の導入

銀河間ガスの温度史から探る銀河間ダスト

春秋以来の地球自転変動と気候変動

原始銀河におけるダストの役割

大マゼラン星雲星形成領域の近赤外線観測

～南アフリカIRSF1.4m望遠鏡による大マゼラン星雲近赤

外線サーベイ～

Galaxy Ecology: The effect of environment on galaxy

evolution

14．談話会記録

和雑誌 洋雑誌 合　　計

三　　　鷹 113 999 1,112

岡　　　山 4 18 22

野　辺　山 16 76 92

水　　　沢 730 827 1,557

ハ　ワ　イ 20 26 46

総　　　計 883 1,946 2,829

3.機構  05.3.22 5:14 PM  ページ 115



116

６月27日（金）

７月４日（金）

７月11日（金）

８月18日（月）

９月12日（金）

９月16日（火）

９月19日（金）

10月８日（水）

10月14日（火）

10月23日（木）

11月７日（金）

11月14日（金）

11月21日（金）

12月１日（月）

12月19日（金）

１月９日（金）

１月16日（金）

１月23日（金）

１月26日（月）

１月29日（木）

１月30日（金）

２月16日（月）

２月27日（金）

３月10日（水）

Domenico Bonaccini

澤　田　剛　士

Dinshaw Balsara

Pierre Bastien

百　瀬　宗　武

Ram Sagar

Klaus Pinkau

大　江　将　史

P. J. E. Peebles

Jocelyn Bell Burnell

Ekaterina

Verner

出　口　修　至

Francesca

Primas

井　上　　　進

Imants Platais

Anders Winnberg

Martin Bureau

Alastair Edge

G. Vekstein

Alvio Renzini

Rolf-Peter Kudritzki

平　岡　隆　二

大　橋　永　芳

浦　田　裕　次

Sun Kwok

ESO

国立天文台

野辺山宇宙電波観測所

University of Notre Dame

Departement de physique,

Universite de Montreal

茨城大学理学部

Director, UttarAnchal State

Observatory, India

Former Director, Max-Planck-

Institut fuer Plasmaphysik

国立天文台

天文学データ解析計算センター

Princeton University

University of Bath

Catholic University of

America, NASA/GSFC

国立天文台

電波天文学研究系

European Southern

Observatory, Germany

Max-Planck-Institut fuer

Astrophysik, Germany

Johns Hopkins University, USA

Onsala Space Observatory,

Sweden

Columbia Astrophysics

Laboratory

Univ. of Durham, UK

Univ. of Manchester, UK

ESO, Germany

Director, Institute For

Astronomy, Univ. of Hawaii

九州大学大学院

台湾中央研究院天文及天体

物理研究所

理化学研究所

Director, Institute of

Astronomy and

Astrophysics, Academia

Sinica, Taiwan

ESO current and planned activities in the area of Laser

Guide Star and Adaptive Optics

A Molecular Face-on View of the Galactic Center

Region

Simulating Supernova Remnants and their Interaction

with their Environment

A Polarization Study of the Young Open Cluster

NGC6611: Circumstellar, Interstellar, or...Both?

野辺山ミリ波干渉計による原始惑星系円盤イメージング

サーベイ

Optical Observations of GRB afterglows from Nainital

Max-Planck-Instituts and Basic Science Researches in

Germany

みんなで高めようネットワーク・セキュリティ

When did the Giant Galaxies Form?

Women in Science

What makes the FeⅡ emission strong in astrophysical

plasma?

SiO Maser Survey of the Large-Amplitude Variables in

the Galactic Center

Chemical Signatures of the First Stellar Generations

ガンマ線バースト多波長放射で探る初期宇宙－電波、サ

ブミリ、赤外からGeVガンマ線まで－

The WIYN Open Cluster Study

Millimeter and Submillimeter-Wave Observations of

Comets

SAURON: A 2D Census of Kinematics and Stellar

Populations in Early-Type Galaxies

Cooling Flows: my part in their downsizing

Solar Coronal Heating

Massive Galaxies at High Redshift

Extragalactic Stellar Astronomy

キリシタンの天文学～江戸初期日本の世界像～

SMARTからSMAへ：台湾におけるサブミリ波干渉計へ

の取り組み

日本アジア地域におけるガンマ線バーストの追観測

Stardust: from planetary nebulae to the solar system
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３月19日（金）

３月26日（金）

３月30日（火）

中　桐　正　夫

大　木　健一郎

磯　部　 三

Marlene Hapai

Tim Hawarden

西　村　徹　郎

中　里　　　剛

濤　崎　智　佳

Matt Malkan

藤　井　貴　宏

齋　藤　弘　雄

小　林　秀　行

浅　山　信一郎

杉　本　正　宏

森　田　耕一郎

堤　　　貴　弘

廣　田　朋　也

Anders Winnberg

竹　内　　　努

今　井　　　裕

宮　腰　剛　広

Simon Ellingson

中　井　直　正

今　西　昌　俊

芝　塚　要　公

池　田　紀　夫

大　栗　真　宗

国立天文台太陽物理学研究

系、Solar-B推進室

国立天文台理論天文学研究系

国立天文台光学赤外線天文

学・観測システム研究系

Director, Mauna Kea Astron-

omy Education Center

UK Astronomy Technology

Centre, Royal Observatory

国立天文台ハワイ観測所

国立天文台野辺山宇宙電波

観測所

群馬県立ぐんま天文台

UCLA

鹿児島大学

国立天文台野辺山宇宙電波

観測所

国立天文台地球回転研究系

大阪府立大理学研究科

東京大学/ALMA準備室

国立天文台電波天文学研究系

国立天文台ALMA準備室

国立天文台地球回転研究系

Onsala Space Obs.

国立天文台光学赤外線天文

学・観測システム研究系

鹿児島大学

京都大学・花山天文台

U. Tasmania, Australia

国立天文台電波天文学研究系

国立天文台光学赤外線・観

測システム研究系

東京大学大学院理学系研究

科

東京工業大学・理工学研究

科地球惑星科学専攻

東京大学

74インチ望遠鏡から12インチ望遠鏡、そして8.2m望遠鏡、

最後は50cm望遠鏡（退官記念講演）

高エネルギー粒子の起源を求めて（退官記念講演）

塵を研究して35年

The Mauna Kea Astronomy Education Center: Science,

Culture, Community

European plans for an ELT: a UK perspective

－Science opportunities, technology challenges, and the

need for a global strategy－

モノつくりの視点（兼拡大新天文学講座、退官記念講演）

エネルギー・スペクトル分布に基づく原始星の構造推定

法とその応用

渦状腕における分子雲形成と星形成：野辺山ミリ波干渉

計によるflocculent galaxy NGC 5055のCO（1-0）詳細観測

Tracing the Cosmic Evolution of Star Formation and

Nuclear Activity in Galaxies

鹿児島大学１m光学赤外線望遠鏡とVERAで狙う晩期型

星の研究

High Resolution Studies of Dense Cores toward Massive

Star-Forming Regions

VERAの進捗状況

ALMA用ミリ波サイドバンドセパレーションミクサの開発

ALMA型受信機システムのASTE搭載試験

Atacama Compact Array (ACA)のイメージング性能

暗黒星雲コアにおける重水素濃縮の観測

OH/IR Stars and Rotation of the Galactic Bulge

Observational and Theoretical Studies on Cosmic Dust

at High Redshift

Jet Formation at a Final Stage of Stellar Evolution

Theoretical and Numerical Studies of Energy Release

Process and Solar Coronal Jets associated with

Emerging Magnetic Flux in the Solar Atmosphere

Radio Astronomy and Geodesy at the University of

Tasmania

水メーザーでさぐるＡＧＮ研究の最近の発展について

ULIRGs中に埋もれたAGNの探査：赤外線、ミリ波、X

線によるアプローチ

Dense Molecular Gas and Star Formation in the Center

Regions of Nearby Barred Starburst Galaxies

Molecular Cloud Core Survey in the Orion A Cloud

with the Nobeyama 45m Telescope

最大分離角重力レンズクエーサーの発見

野辺山談話会

４月16日（水）

４月23日（水）

５月７日（水）

５月28日（水）

６月11日（水）

６月25日（水）

７月９日（水）

９月16日（火）

10月22日（水）

11月５日（水）

11月12日（水）

11月19日（水）

12月３日（水）

12月10日（水）

12月15日（月）

12月24日（水）

１月13日（火）

１月28日（水）

２月６日（金）

２月25日（水）
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３月３日（水）

３月10日（水）

３月16日（火）

３月26日（金）

中　島　　　拓

臼　居　隆　志

矢　治　健太郎

坂　野　正　明

Yang Ji

日本流星研究会

かわべ天文公園

Univ. Leicester

Purple Mountain Observatory

ハムバンドを用いた流星電波観測、電波反射領域の検証、

流星エコー強度の測定

畑中武夫－生涯とその業績

変わりつつある銀河中心領域のX線描像

High-Velocity Outflow Survey for Massive Star

Forming Regions in the Galaxy
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谷川清隆：2004，箱根「授時暦」合宿，天文月報，97(1)，44－
45．

立松健一：2003，天文の事典：V：天文学の観測手段：2；電波
観測，2.1；宇宙電波の発見と電波天文学，天文の事典，
436－440．

田澤誠一，坪川恒也，荒木博志，野田寛大，浅利一善，河野宣
之：2004，SELENE搭載用レーザ高度計（LALT）の開発，
平成15年度 高エネルギー加速器研究機構 技術研究会報告集

（CD-ROM）．
濤崎智佳，塩谷康広，久野成夫，中西康一郎，長谷川隆，松下

聡樹：2003，Role of Density Wave on Molecular Clouds
and Star Formation in Spiral Galaxies with Various Arm
Classes，第21回NROユーザーズミーティング集録，144．

坪川恒也：2003，月面土壌の傾斜実験，月惑星への測地学ワー
クショップ集録，116－125．

常田佐久，末松芳法，一本　潔，清水敏文，大坪政司：2004，
Solar-B可視光望遠鏡の光学技術，平成15年度宇宙科学シン
ポジウム，JAXA宇宙科学研究本部．

鶴田誠逸，田澤誠一，浅利一善，坪川恒也，花田英夫，ILOM
グループ：2003，月面環境温度変化によるCFRP鏡筒傾斜変
化の推定，月惑星への測地学ワークショップ集録，95－

氏原秀樹，近田義広，中平勝子：2003，フィルムレンズアンテ
ナ膜の特性評価，第21回NROユーザーズミーティング集録，
163－164．

Umemoto, T., Sunada, K., Miyazaki, A., Kawamura, A., Sawada,
T., Kamazaki, T., Ikeda, N., and Kitamura, Y.：2003，
Fragmentation in the r Ophiuchi Cluster Forming Region，
第21回NROユーザーズミーティング集録，184－185．

梅本智文，VSOP-2サイエンスワーキンググループ：2004，
VSOP-2で狙うサイエンス｜星形成｜，2003年度NROワーク
ショップ・名古屋大学21世紀COEプログラム共催「星の形
成と進化に関する研究会」集録，187－200．

梅本智文：2003，45ｍのミリ波VLBI，第21回NROユーザーズ
ミーティング集録，79－80．

梅村雅之：2003，宇宙構造の起源と第一世代の星，科学，73(8)，
852－861．

和田晋平，小矢野久，服部　尭，舞原俊憲，平田龍幸，太田耕
司，衛藤　茂，安東正隆，田村直之：2003，サイト調査報告

（CT2），2003年度岡山ユーザーズミーティング，114．
渡部潤一：2003，2005年7月4日に何が起こるのか？，第14回西

はりま天文台シンポジウム集録「2m望遠鏡を使う」，90－93．
渡部潤一：2004，彗星の塵から原始惑星系円盤を探る，天文月

報，97(4)，222－224．
渡邊鉄哉：2003，天文の事典：IV：太陽と太陽系：概要，天文

の事典，304－306．
山内　彩：2004，日本天文学会早川幸男基金による渡航報告書”

Future in High Resolution Astronomy: A Celebration of the
10th Aniversary of the VLBI"，天文月報，97，187．

山崎利孝，吉住みづほ，新井宏二，辰巳大輔，福嶋美津広，高
橋竜太郎，佐藤修一，常定芳基，藤本眞克：20 0 3，
TAMA300：レーザー電源の停電対策，第23回天文学に関す
る技術シンポジウム2003集録，132．

山崎利孝，小林行泰，成田正直，鈴木仁研，広沢信幸，米徳大
輔，村上敏夫：2003，1.3m赤外線モニターの計算機システム
更新，第23回　天文学に関する技術シンポジウム2003集録，
44．

柳澤顕史，清水康広，沖田喜一，岡田隆史，稲田素子，長山省
吾，渡邊悦二，森　淳，佐藤靖彦：2003，ISLE，2003年度
岡山ユーザーズミーティング，20．

柳澤顕史，清水康広，沖田喜一，長山省吾，服部　尭，吉田道
利，河合誠之，太田耕司，渡部潤一，吉田篤正：2003，c線
バースト・フォローアップシステムの開発とOAOへの設置,
2003年度岡山ユーザーズミーティング，61．

柳澤顕史，中田好一，吉田道利，泉浦秀行，清水康広，沖田喜
一，岡田則夫，中村京子，岡田隆史，小矢野久，稲田素子，
長山省吾，乗本祐慈，渡部悦二：2003，OAOWFC，2003年
度岡山ユーザーズミーティング，40．

矢野太平，郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，山田良透，官谷幸
利，荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花田英夫，
河野宣之：2003，CCDによる星像中心位置の高精度測定，
月惑星への測地学ワークショップ集録，103－110．

横川創造：2003，IAU Symp. 221，天文月報，96，568－569．
吉田道利，井上　允，唐牛　宏，中田好一，寿岳　潤：2003，

堂平HBS論文問題について，2002年度岡山ユーザーズミーテ

151

文献和文2  05.3.22 5:20 PM  ページ 151



ィング（第13回光赤外ユーザーズミーティング）・光天連将
来計画シンポジウム集録，109－111．

吉田道利：2003，岡山天体物理観測所の現況，2003年度岡山ユ
ーザーズミーティング，1．

吉澤正則：2003，国立天文台における光技術の研究開発：光赤
外干渉計グループ，光技術コンタクト，41，43－49．

７. 報告（学会等）

縣　秀彦，黒田武彦，宮田隆志，富田晃彦，綾仁一哉，尾久土
正己，鈴木文二，古荘玲子，松本直記：2004，多角的アプロ
ーチが進む天文教育・普及－日本天文学会の役割についての
再考－，天文学会春．

縣　秀彦，山縣朋彦，田中義洋，五島正光，松本直記，高橋典
嗣：2004，継続的な関心・意欲と自己学習力の育成を目指し
た天文カリキュラム試案，天文学会春．

縣　秀彦，唐牛　宏，福島登志夫，家　正則，林左絵子，布施
哲治，野口邦男，宮下暁彦，海部宣男，小平桂一，今泉文
子：2003，すばる望遠鏡建設記録映画の制作とその広報・普
及利用の評価，天文学会秋．

縣　秀彦：2003，多角的アプローチがすすむ天文教育1 真正
資源を用いた学習支援の効果，地球惑星科学関連学会合同大
会．

阿久津朋美，岡田　淳，早河秀章，内山　隆，三代木伸二，大
橋正健，黒田和明，安東正樹，神田展行，辰巳大輔，寺田聡
一，他 TAMA Collaboration：2004，ALFフィルタを用いた
TAMA300データのバースト重力波解析，物理学会春．

阿久津智忠，新井宏二，佐藤修一，高橋竜太郎，辰巳大輔，常
定 芳 基 ， 川 村 静 児 ， 藤 本 眞 克 ， 他 The TAMA
Collaboration：2004，重力波検出器TAMA300レーザー雑音
による寄与の推定，物理学会春．

阿久津智忠，新井宏二，佐藤修一，高橋竜太郎，長野重夫，神
田展行，辰巳大輔，常定芳基，安東正樹，三尾典克，森脇成
典，武者　満，川村静児，福嶋美津広，山崎利孝，藤本眞克，
坪 野 公 夫 ， 大 橋 正 健 ， 黒 田 和 明 ， 他 The TAMA
Collaboration：2003，レーザー干渉計型重力波検出器
TAMA300のパワーリサイクリングX（雑音解析），物理学会
秋．

安藤浩哉，塚本武彦，杉浦藤虎，浅山信一郎，米倉覚則，小川
英夫，水野　亮，南谷哲宏，水野範和，大西利和，福井康
雄：2004，電波天文学用広帯域IF90度ハイブリッドの開発，
天文学会春．

安東正樹，新井宏二，高橋竜太郎，辰巳大輔，Beyersdorf, P.,
川村静児，三代木伸二，三尾典克，森脇成典，沼田健司，神
田展行，藤本眞克，坪野公夫，黒田和明，他 TAMA
Collaboration：2003，TAMA300データを用いたバースト重
力波解析，物理学会秋．

安東正樹，新井宏二，長野重夫，高橋竜太郎，佐藤修一，辰巳
大輔，常定芳基，神田展行，川村静児，Beyersdorf, P., Zhu,
Z,-H.,沼田健司，飯田幸美，麻生洋一，三尾典克，森脇成典，
宗宮健太郎，三代木伸二，近藤寿浩，高橋弘毅，端山和大，
他 TAMA Collaboration：2004，TAMA300データを用いた
バースト重力波解析II，物理学会春．

青木和光：2003，すばる/HDSによる金属欠乏星のユーロピウ
ム同位体組成解析，天文学会秋．

青木和光：2004，超低金属星CS29498-043の化学組成とII型超新
星による元素合成，天文学会春．

新井宏二，佐藤修一，阿久津智忠，高橋竜太郎，長野重夫，神
田展行，辰巳大輔，常定芳基，安東正樹，三尾典克，森脇成

典，武者　満，川村静児，福嶋美津広，山崎利孝，藤本眞克，
坪野公夫，大橋正健，黒田和明：2003，レーザー干渉計型重
力波検出器TAMA300のパワーリサイクリングVIII（観測），
物理学会秋．

新井宏二，佐藤修一，高橋竜太郎，阿久津智忠，辰巳大輔，常
定芳基，福嶋美津広，山崎利孝，長野重夫，安東正樹，森脇
成典，武者　満，神田展行，三尾典克，川村静児，藤本眞克，
坪野公夫，大橋正健，黒田和明：2004，レーザー干渉計型重
力波検出器TAMA300のパワーリサイクリングXI（観測），
物理学会春．

荒木博志：2004，レーザ高度計ミッションのサイエンス，RISE
研究会．

有吉誠一郎，松尾　宏，大谷知行，佐藤広海，清水裕彦，武田
正典，江澤　元，野口　卓：2003，ASTE搭載サブミリ波カ
メラの開発V，天文学会秋．

浅田圭一，井上　允，亀野誠二，永井　洋：2003，VLBI偏波
観測を用いた活動銀河核ジェット内の3次元磁場構造の推定
2，天文学会秋．

浅井　歩，石井貴子，草野完也，真栄城朝弘，横山央明，桜井
隆：2004，2001年4月10日のフレアにおける、磁気ヘリシテ
ィ入射率の解析，天文学会春．

浅井　歩，田沼俊一，柴田一成，黒河宏企，下条圭美，横山央
明，丹所良二，藤本正樹：2003，磁気リコネクションに伴う、
フレアループ上空の下降流，天文学会秋．

朝木義晴，河野裕介，須藤広志，土居明広，村田泰宏，望月
奈々子：2004，VSOP-2位相補償観測システム，天文学会春．

朝木義晴，出口修至，今井　裕，本間希樹，三好　真，蜂須賀
一也：2003，晩期型星S Perの水メーザの観測：年周視差に
よる距離決定，天文学会秋．

浅利一善：2004，4-wayロックと適合性試験での検証，RISE研
究会．”

浅山信一郎，木村公洋，米倉覚則，小川英夫，水野　亮，水野
範和，福井康雄，岩下浩幸，高橋敏一，野口　卓：2003，
ALMAバンド4SISミクサの開発，天文学会秋．

浅山信一郎，木村公洋，米倉覚則，小川英夫，水野　亮，水野
範和，福井康雄，岩下浩幸，高橋敏一，野口　卓：2004，ミ
リ波帯導波管型サイドバンドセパレーティングSISミクサの
開発，天文学会春．

馬場大介，長田哲也，永山貴宏，長嶋千恵，加藤大輔，栗田光
樹夫，佐藤修二，杉谷光司，中島　康，田村元秀，中屋秀彦，
IRSF/SIRIUSチーム：2004，近赤外線による巨大分子雲
Vela Cにおけるclass I天体の探査，天文学会春．

馬場大介，長田哲也，永山貴宏，長嶋千恵，加藤大輔，栗田光
樹夫，佐藤修二，杉谷光司，中島　康，田村元秀，中屋秀
彦：2003，近赤外線による巨大分子雲Vela CのC18O clump
サーベイ，天文学会秋．

台坂　博，福重俊幸，川井　敦，小久保英一郎，牧野淳一郎：
2004，GRAPE-6AX:PCI-X用GRAPEインタフェースの開発，
天文学会春．

出口修至，今井　裕，ほか8名（SiO Maser Survey Team）：
2004，メーザー源の視線速度から求められる我々の銀河中心
核の質量について，天文学会春．

出口修至，藤井高宏，水谷有宏，千葉柾司，中島淳一：2003，
射手座矮小楕円銀河潮汐流内の星からの一酸化珪素メーザー
の検出，天文学会秋．”

Dermawan, B., Nakamura, T., Yoshida, F., Sato, Y.：2003，
Application of CLEAN Algorithm to Detection of Asteroids
with Multi-period Rotations，the 36th ISAS Lunar and
Planetary Symposium.
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Dermawan, B., Nakamura, T., Yoshida, F., Sato, Y.：2003，
Searching for Fast-rotators among the Main-Belt
Asteroids，地球惑星科学関連学会2003年合同大会.

土橋一仁，上原　隼，神鳥　亮，佐藤文男，梅本智文：2004，
Digitized Sky Surveyを利用した暗黒星雲カタログ・アトラ
スの作成，天文学会春．

土居明広，亀野誠二，河野孝太郎：2003，低光度AGNのミリ波
スペクトル，天文学会秋．

海老塚昇，阿部新助，矢野　創，杉本雅俊，春日敏測，富士
航，平松正顕，渡部潤一：2003，流星観測用、紫外-可視高
感度ハイビジョンカメラおよび対物分光器の開発，地球惑星
科学関連学会合同大会．

榎　基宏，井上太郎，杉山　直， 長 島 雅 裕 ： 2 0 0 4 ，
Gravitational Radiation from Supermassive Black Hole
Coalescence，天文学会春.

榎　基宏，竹内　努，石井貴子，長島雅裕：2003，Fluctuation
of the Submm Background from Forming Galaxies，天文学
会秋.

衛籐芳郎，成相恭二，出口修至：2003，“M型”赤外線星に対
するSiOメーザー探査，天文学会秋．

江副祐一郎，国分紀秀，牧島一夫，内山泰伸，関本裕太郎，松
崎恵一：2004，星形成領域NGC 2024からの広がったX線放
射の検出，天文学会春．

江副祐一郎，松崎恵一，関本裕太郎，国分紀秀，牧島一夫，大
島　泰：2003，Chandra衛星によるNGC 6334における広が
ったX線放射の検証，天文学会秋．

藤田　裕，Reiprich, T.－H.：2004，巨大ブラックホールで
Cooling Flow は加熱できるか？，天文学会春．

藤田　裕，鈴木 建，和田桂一：2003，音波による銀河団コアの
加熱，天文学会秋．

深川美里，林　正彦，田村元秀，伊藤洋一，大朝由美子，眞山
聡，すばる大プロジェクトチーム：2003，Herbig Ae型星
AB Aurの星周スパイラル構造，天文学会秋．

古荘玲子，河北秀世，渡部潤一，川端弘治，石黒正晃，征矢野
隆夫，中田好一，三戸洋之，福島英雄，藤井　貢：2003，
C/2002 V1（NEAT）彗星の多波長同時観測，地球惑星科学
関連学会合同大会．

古荘玲子，縣　秀彦，市川伸一，洞口俊博，上山治貴，門田健
一，中野太郎，渡邊将玄，遠藤勇夫，高梨直紘，山岸大貴，
宮本大輔，阿部新助，PAOFITS ワーキンググループ：2003，
教育用すばる画像解析ソフト“マカリ（Makali`i）”の開発と
その評価，天文学会秋．

郷六一生，八尋正信：2004，Effective action and brane run-
ning for Randall-Sundrum model，物理学会春．

後神進史，宇都宮弘章，秋宗英俊，山県民穂，太田雅久，原か
おる，大垣英明，豊川弘之，早川岳人，静間俊行，Y.-W.
Lui，E. Khan，S. Goriely：2004，最稀少同位元素180Taの生
成起源，物理学会春．

後神進史，宇都宮弘章，秋宗秀俊，太田雅久，植田裕泰，山県
民穂，原かおる，大垣英明，豊川弘之，早川岳人，静間俊行，
Y.-W. Lui，E. Khan，S. Goriely：2003，最稀少同位元素
180Taの超新星爆発起源の研究，物理学会秋．

郷田直輝，JASMINEチーム：2003，JASMINE計画の検討状況，
光赤外将来計画シンポジウム．

郷田直輝，JASMINEワーキンググループ：2004，JASMINE
（赤外線位置天文観測衛星）計画，宇宙科学シンポジウム．
郷田直輝，JASMINEワーキンググループ：2004，JASMINE計

画の進捗状況，光赤外将来計画シンポジウム．
郷田直輝，小林行泰，矢野太平，高遠徳尚，宮崎　聡，辻本拓

司，中島　紀，山田良透，松原英雄，上田誠治，中須賀研究
室，他JASMINEチーム：2004，超小型衛星によるJAS-
MINEの技術実証実験計画（Nano-JASMINE計画），天文学
会春．

郷田直輝，矢野太平，高遠徳尚，小林行泰，辻本拓司，中島
紀，宮崎　聡，安田直樹，官谷幸利，松原英雄，山田良透，
上野宗孝：2003，JASMINE（近赤外線高精度位置天文観測
衛星）の光学系，天文学会秋．

萩野正興，桜井　隆，宮沢綾子：2003，Wavelet解析による黒
点と極域白斑の位相関係，天文学会秋．

羽馬有紗，亀野誠二，澤田-佐藤聡子，佐藤奈穂子：2004，
NGC1052の分子トーラスによるメーザー増幅モデル，天文
学会春．

花田英夫，岩田隆浩，松本晃治，鶴田誠逸，石川利昭，浅利一
善，平　勁松，劉　慶会，河野裕介，菊池冬彦，野田寛大，
日置幸介，河野宣之：2003，SELENE/RISEの月重力場測定
計画の現状，IVS技術開発センターシンポジウム．

花田英夫，日置幸介，荒木博志，鶴田誠逸，坪川恒也，浅利一
善，松本晃治，田澤誠一，野田寛大，平　勁松，河野宣之，
矢野太平，郷田直輝，岩田隆浩，横山隆明，宮崎智行，船崎
健一，金森洋史，ILOM研究グループ：2003，月面望遠鏡に
よる月の回転変動観測（ILOM）計画の技術的可能性，測地
学会秋．

花田英夫，日置幸介，坪川恒也，荒木博志，松本晃治，野田寛
大，平　勁松，岩田隆浩，金森洋史，横山隆明，ILOM研究
グループ：2003，月の回転変動観測としての月面の評価，地
球惑星科学関連学会2003合同大会．

花田英夫：2004，VERAと国際観測網によるVRAD計画の現状，
RISE研究会．

花岡庸一郎：2003，Correlation Trackingによる太陽像安定化
装置，天文学会秋．

花岡庸一郎：2004，強誘電体液晶ポラリメーターの開発とフレ
アのHa偏光観測，天文学会春．

原　弘久，鹿野良平，熊谷収可，澤　正樹，常田佐久，松崎恵
一，坂尾太郎：2003，Solar-B X線望遠鏡のCCDカメラ量子
効率測定，天文学会秋．

長谷川哲夫：2003，銀河系中心領域の観測研究：これまでとこ
れから，天文学会秋．

橋本慎太郎，緒方一介，八尋正信，井芹康統，上村正康：2004，
不安定核反応におけるANC法の有効性，物理学会春．

端山和大：2003，Estimating gravitational waves under the
binary confusion noise，天文学会秋．

端山和大：2004，Binary Confusion Noiseの低減法，物理学会
春．

端山和大：2004，Wavelet-Based Method for detecting G.W
from Supernovae，天文学会春．

服部　尭，吉田道利，大谷　浩，菅井　肇，石垣　剛，佐々木
実，林　忠史，尾崎忍夫，石井元巳，河合篤史：2004，大光
度赤外線銀河Haイメージングサーベイ，天文学会春．

早川貴敬，水野　亮，大西利和，平松正顕，立松健一，長谷川
哲夫，他ASTEチーム：2003，ASTE小質量星形成領域観測
プロジェクト，天文学会秋．

早川貴敬，渡辺　学，前川　淳，阿部勝巳，柳澤清彦，宮崎智
史，江澤　元，森田耕一郎，他ATFチーム：2003，ALMA-
Jプロトタイプアンテナ制御系の開発，天文学会秋．

早川貴敬，平松正顕，水野　亮，大西利和，立松健一，長谷川
哲夫，他ASTEチーム：2004，カメレオン座分子雲コアのサ
ブミリ波観測，天文学会春．

早川岳人，静間俊行，小松原哲郎，宮川一尚，梶野敏貴：2004，

153

文献和文2  05.3.22 5:20 PM  ページ 153



超新星爆発の原子核宇宙温度計の探索・I，物理学会春．
早川岳人，静間俊行，千葉　敏，梶野敏貴，有馬大公，宇都宮

弘章：2003，187Re-187Os宇宙時計への187Re核異性体経由のs過
程の寄与を評価するための中性子捕獲反応断面積測定，物理
学会秋．

早川岳人：2003，UTTACでの元素合成実験，筑波大主催ワー
クショップ「蓄積リングにおける元素合成、不安定核の研究」．

早川岳人：2003，新しい超新星爆発の原子核宇宙温度計の探索，
超伝導ウィグラーによる高エネルギー放射光利用実験検討
会．

早川岳人：2003，超新星爆発の宇宙年代学、環境温度、重元素
合成過程へのアプローチ，原研主催研ワークショップ「第３
回光核物理ワークショップ」．

早野　裕，すばる補償光学グループ，斉藤徳人，赤川和幸，和
田智之：2004，すばるLGSAO用，高出力レーザーとレーザ
ー伝送用ファイバーの開発，天文学会春．

早野　裕，斉藤嘉彦，鎌田有紀子，家　正則，美濃和陽典，高
見英樹，高遠徳尚，大屋　真，Olivier Guyon, 服部雅之，渡
辺　誠，Thomas Kane, Nanping Houl, Stephen Colley,
Machael Eldred, 小林尚人，後藤美和：2003，すばる望遠鏡
レーザーガイド星補償光学系の開発（３），天文学会秋．

林　満，加藤恒彦，武田隆顕，小久保英一郎，三浦　均，高幣
俊之，観山正見，海部宣男：2003，バーチャルリアリティー
の天文学への応用（宇宙の階層構造と活動性の把握及び天文
学の普及活動），日本バーチャルリアリティー学会第８回大
会．

林　満，加藤恒彦，武田隆顕，小久保英一郎，三浦　均，高幣
俊之，観山正見，海部宣男：2003，バーチャルリアリティー
技術を活用した宇宙の把握と楽しく分かりやすい天文学，第
９回CG・可視化研究会（CAVE研究会）．

林　満，加藤恒彦，武田隆顕，小久保英一郎，三浦　均，高幣
俊之，観山正見，海部宣男：2003，パブリックアウトリーチ
とアカウンタビリティーのためのVR技術の活用（宇宙の階
層構造と活動性の把握及び天文学の広報普及），「第８回太陽
地球環境研究のコンピューティング」研究会．

林　満，武田隆顕，小久保英一郎：2003，立体視動画の研究、
広報普及、教育への応用，地球惑星科学関連学会2003年合同
学会．

林　満：2003，天文データーから立体ムービーへ（格子法），
シーグラフ東京第 28 回セミナー天文学とCG技術の交流会．

日置幸介：2003，GPSによる地殻変動研究：最近１年間の進展，
防災研究所研究集会 「長周期イベントの理解へ向けての現
状と今後」．

日置幸介：2003，東北日本前弧沈降の謎と造構性侵食，測地学
会秋．

日置幸介：2003，年周地殻変動：Interannual Variation とその
原因について，地震研究所研究集会「精密衛星測位：衛星重
力観測による地球のダイナミクス研究へのブレークスルー」．

日置幸介：2003，年周地殻変動：陸水荷重季節変化の定量化，
地球惑星科学関連学会2003合同大会．

日置幸介：2004，木星の衛星探査，RISE研究会．
平林　久，村田泰宏，Edwards, P. G.，朝木義晴，望月奈々子，
井上　允，梅本智文，亀野誠二，河野裕介，輪島清昭，春日
隆，坪井昌人，他スペースVLBIワーキンググループ：2003，
次期スペースVLBIミッションVSOP-2，天文学会秋．

平林　久，村田泰宏，Edwards, P. G.，朝木義晴，望月奈々子，
井上　允，梅本智文，亀野誠二，河野裕介，輪島清昭，春日
隆，坪井昌人，藤沢健太，他スペースVLBIワーキンググル
ープ：2004，VSOP-2計画の提案，天文学会春．

平松正顕，富士　航，矢野　創，阿部新助，杉本雅俊，春日敏
測，渡部潤一，海老塚昇：2003，2002年しし座流星群の分光
観測：カナリア諸島での観測結果，地球惑星科学関連学会合
同大会．

平松正顕，早川貴敬，大西利和，立松健一，水野　亮，長谷川
哲夫，他ASTEチーム：2004，ASTEによるカメレオン座領
域CTTS & Herbig Ae星の観測，天文学会春．

平松由紀子，亀野誠二，井上　允：2004，連星ブラックホール
による3C 380ジェットの周期運動について，天文学会春．

廣瀬一聖，川崎一朗，竹本修三，田村良明：2003，地震，火山
活動に先行した潮汐定数の変化（その２），地球惑星科学関
連学会2003合同大会．

廣田朋也，小林秀行，岩舘健三郎，亀谷　收，川口則幸，官谷
幸利，久慈清助，酒井　俐，佐藤克久，寺家孝明，柴田克典，
田村良明，藤井高宏，武士俣健，堀合幸次，本間希樹，真鍋
盛二，宮地竹史，Ishitsuka Jose，Rioja Maria，面高俊宏，
蒲原龍一，榊原誠一郎，清水理絵，中川亜紀治，中島廣一郎，
小山友明，倉山智春，須田浩志，崔　崙景，笹尾哲夫：2003，
VERAによる Orion KL領域の水メーザー観測，天文学会秋．

廣田朋也：2003，KVN+VERA Combination －Proposal of
Scientific Targets: Masers，日韓VLBI共同研究連絡会，
VLBI懇談会．

本田充彦，渡部潤一，山下卓也，片坐宏一，岡本美子，藤吉拓
哉，宮田隆志，酒向重行，尾中　敬，河北秀世，古庄玲子，
木下大輔，関口朋彦，大坪貴文：2003，COSMIC/Subaruに
よるC/2002 V1 (VEAT), C/2001 RX14（LINEAR）の中間赤
外分光観測，天文学会秋．

本田敏志，白崎裕治，田中昌宏，大石雅寿，水本好彦，安田直
樹，増永良文，石原康秀，阿部勝巳，堤純平，中本啓之，森
田康裕:2004，JVOの研究開発（プロトタイプ２のデモンス
トレーション），天文学会春．

本田敏志，大石雅寿，白崎裕治，田中昌宏，水本好彦，安田直
樹，増永良文：2003，JVOの研究開発（その8：プロトタイ
プIの評価とIIの開発），天文学会秋.

堀久仁子，一本　潔，桜井　隆，西野洋平，他NOGISチーム：
2004，フレアでトリガされた多重コロナループの振動，天文
学会春．

芳賀佑介，成田真也，前原進也，佐藤　孝，丸山武男，大河正
志，吉野泰造，国森裕生，細川瑞彦，伊東宏之，長野重夫，
李　瑛，川村静児：2003，光フィードバック法による半導体
レーザの波長安定度の改善，電子情報通信学会研究会．

伊吹山秋彦，小野寺仁人，有本信雄：2003，ダストの輻射輸送
をふくむN-body銀河進化モデルの構築，天文学会秋．

伊吹山秋彦，有本信雄：銀河形成モデルの構築(II) ｜OB型星か
らの紫外線による星間ガスの加熱およびその紫外線とダスト
との相互作用，天文学会春．

市来淨與，小山 和哉：2003，宇宙背景輻射揺らぎによるブレー
ン宇宙モデルの検証，天文学会秋．

市来淨與，大栗真宗，高橋慶太郎，固武　慶：2004，WMAP
によるDecaying Cold Dark Matterへの制限，天文学会春．

家　正則，高遠徳尚，沖田喜一，佐々木敏由紀，宮下暁彦，宮
川隆二，重森清史，久保田弘：2004，すばる主鏡探傷用傷音
モニターシステムの開発，天文学会春．

家　正則：2003，すばる望遠鏡で探る宇宙，日本をみつめるた
めに，日本女子大学教養特別講義38．

井口　聖，沖浦真保子，奥村幸子：2003，F-FX型相関器の開
発，天文学会秋．

飯塚吉三，佐藤直久，関本裕太郎，神庭利彰，杉本正宏，鈴木
和司，小川英夫：2003，ALMA受信機カートリッジの熱伝
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導率の測定，天文学会秋．
飯塚吉三，佐藤直久，関本裕太郎，神庭利彰，鳥羽弘之：2004，

ALMA受信機カートリッジのアウトガスレートの測定，天
文学会春．

池田紀夫，砂田和良，宮崎敦史，澤田剛士，中里　剛，北村良
実，河村晶子，梅本智文：2003，BEARS Star Formation
project: Orion分子雲のH13CO+(J=1-0)観測，天文学会秋．

池之上文吾，浮田信治，齋藤正雄，江澤　元，石崎秀晴，他
ATFチーム：2004，ALMA12mプロトタイプアンテナ光学
ポインティングシステム，天文学会春．

今西昌俊：2003，ALMAは近傍銀河に何を見るか，天文学会
秋.

今西昌俊：2003，CfA、12 Micronサンプル２型セイファート
銀河の中心核スターバースト，天文学会秋.

井上太郎：2003，Detecting Sub-lunar Mass Compact Objects
toward M33 －CDM or KBO ?－，天文学会春．

石 田 貴 行 ， 三 好 昌 人 ，齋藤正雄，浮田信治： 2 0 0 4 ，
Photogrammetry法によるALMA12mアンテナ主反射鏡部精
度評価，天文学会春．

石津尚喜，関谷　実：2003，原始惑星円盤においてダスト層の
重力分裂は起きたのか？，惑星科学会秋．

石津尚喜，関谷　実：2003，原始惑星系円盤の塵層における
shear不安定性：密度分布による違い，天文学会秋．

石井未来，田村元秀，森野潤一，村川幸史，大屋　真，深川美
里，伊藤洋一，眞山　聡，大朝由美子ほかSDPSチーム：
2003，T Tauri型星IP Tauの近赤外コロナグラフ撮像観測，
天文学会秋．

Ishitsuka Jose，井上　允，大石雅寿，宮澤敬輔，石塚　睦，藤
沢健太，春日　隆，坪井昌人，堀内真司：2004，ペルー32m
アンテナ計画の進行状況，天文学会春．

Ishitsuka Jose，井上　允，大石雅寿，宮澤敬輔，石塚　睦，藤
沢健太，堀内真司：2003，南米ペルーの通信衛星用の32ｍア
ンテナを電波望遠鏡に転用，天文学会秋．”

伊藤洋一，林　正彦，田村元秀，大朝由美子，深川美里，眞山
聡，大プロジェクトチーム：2003，古典的Tタウリ型星DO
Tauの近赤外コロナグラフ観測，天文学会秋．

伊藤洋一，林　正彦，田村元秀，大朝由美子，深川美里，眞山
聡，大プロジェクトチーム：2004，Tタウリ型星周囲に検出
した伴星候補天体の近赤外分光観測，天文学会春．

岩野祥子，小林佑輝，福田洋一，田村良明：2003，南極，昭和
基地における潮汐ファクターの再計算，地球惑星科学関連学
会2003合同大会．

岩野祥子，福田洋一，小林佑輝，田村良明：2003，南極、昭和
基地における潮汐ファクターの再計算（続報），第100回測地
学会．

岩野祥子，福田洋一，田村良明，佐藤忠弘，澁谷和雄：2003，
これまでに得られた南極昭和基地超伝導重力計データの再解
析，第23回南極地学シンポジウム．

岩田　生，中西康一郎，Chamaraux, P.，Roman, A. T. ，太田
耕司：2003，Peculiar Velocities of the Galaxies beyond the
Local Void. II，天文学会秋．

岩田隆浩，河野裕介：2004，電波航法・VLBIを利用した惑
星・小天体の物理探査，RISE研究会．

岩田隆浩，花田英夫，河野宣之，並木則行，松本晃治：2003，
SELENE リレー衛星／VRAD衛星と測月ミッション機器の
開発研究，地球惑星科学関連学会2003合同大会．

岩田隆浩，佐々木健，並木則行，花田英夫，河野裕介，浅利一
善，野田寛大，河野宣之，高野　忠：2003，SELENE
Rstar/Vstarと月重力場観測機器の地上試験結果，惑星科学

会2003秋季講演会．
泉浦秀行，橋本　修，中田好一：2003，光学域におけるうみへ

び座U星の広がったダストシェルの検出，天文学会秋．
Jagdev Singh，桜井　隆，and 一本　潔：2004，Complex

Nature of the Line Width Variations with Height of Coronal
Emission Lines，天文学会春．

海部宣男，観山正見，小久保英一郎，林　満，加藤恒彦，武田
隆顕，三浦　均，高幣俊之：2003，4次元デジタル宇宙～天
文学データの4次元可視化による教育・研究への応用開発～
，産業バーチャルリアリティー展専門セミナー．

梶野敏貴：2003，元素合成と宇宙論，名古屋大学大学院理学系
研究科E研究室セミナー．

梶野敏貴：2003，最新宇宙論から元素の起源にせまる，岡山理
科大学フォーラム「フィジックス」講演会講演．

梶野敏貴：2003，人間と宇宙、神のこころ：最新宇宙論から元
素の起源にせまる，日本原子力学会学術講演会．

梶野敏貴：2003，超新星爆発、銀河の化学進化とクラスター反
応，原子核クラスター研究会．”

鎌田有紀子，宮崎　聡，鶴　剛，高木慎一郎，宮田恵美，赤堀
寛：2003，V23b 完全空乏型CCDの開発(2) ，天文学会秋．

亀野誠二，VSOP-2サイエンスワーキンググループ：2003，
VSOP-2の科学目標ーVSOP-2サイエンスワーキンググループ
報告ー，天文学会秋．

亀野誠二，井上　允，輪島清昭：2004，GPS電波源の多周波
VLBIサーベイIIークェーサーと電波銀河の違いー，天文学
会春．

亀野誠二，中井直正，澤田-佐藤聡子，佐藤奈穂子，羽馬有紗：
2003，NGC 1052に速度幅18 km s-1のメガメーザー成分を検
出，天文学会秋．

亀谷　收，小林秀行，岩館健三郎，川口則幸，官谷幸利，久慈
清助，酒井　悧，佐藤克久，寺家孝明，柴田克典，田村良明，
廣田朋也，藤井高宏，武士俣健，堀合幸次，本間希樹，真鍋
盛二，宮地竹史，J. Ishituka，M. Rioja，面高俊宏，蒲原龍
一，榊原誠一郎，清水理絵，中川亜紀治，中島廣一郎，倉山
智春，小山友明，須田浩志，チェユンギョン，笹尾哲夫，堀
内真司：2003，W3OH水メーザを用いたVERAのマッピング
性能の評価，天文学会秋．

亀谷　收，小林秀行，岩館健三郎，川口則幸，官谷幸利，久慈
清助，酒井　悧，佐藤克久，寺家孝明，柴田克典，田村良明，
廣田朋也，藤井高宏，武士俣健，堀合幸次，本間希樹，真鍋
盛二，宮地竹史，J. Ishituka，M. Rioja，面高俊宏，蒲原龍
一，榊原誠一郎，清水理絵，中川亜紀治，中島廣一郎，倉山
智春，小山友明，須田浩志，チェユンギョン，笹尾哲夫，堀
内真司：2004，W3OH水メーザを用いたVERAのマッピング
性能の評価II，天文学会春．

神庭利彰，関本裕太郎，飯塚吉三，鳥羽弘之：2004，ALMA受
信機カートリッジのたわみ測定，天文学会春．

神鳥　亮，立松健一，田村元秀，中島　康，直井隆浩，他
IRSF/SIRIUSチーム：2004，ボック・グロビュールの密度
構造と力学的安定性，天文学会春．

菅野貴之，日置幸介：2003，月重力異常マッピングにおける海
の玄武岩の影響，第36回月・惑星シンポジウム．

菅野貴之：2004，視線加速度から求めた重力場と内部構造，
RISE研究会．

鹿野良平，原　弘久，熊谷收可，澤　正樹，常田佐久，坂尾太
郎，松崎恵一：2003，Solar-B搭載X線望遠鏡のCCDカメラ
のシステムゲインおよび読みだしノイズ評価，天文学会秋．

春日　隆，坪井昌人，松尾　宏：2004，6ビームSIS受信機の改
良と高感度化：広帯域フィルターバンク化，天文学会春．
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春日敏測，海老塚昇，矢野　創，阿部新助，渡部潤一：2003，
ハイビジョンによる2001, 2002年しし座流星群の紫外分光観
測，地球惑星科学関連学会合同大会．

春日敏測，山本哲生，渡部潤一，矢野　創，阿部新助：2003，
2001, 2002年しし座流星ダストの金属元素アバンダンス，惑
星科学会秋．

春日敏測，山本哲生，渡部潤一，矢野　創：2004，2002年しし
座流星ダストの金属元素アバンダンス，天文学会春．

糠塚淳一，鷹野敏明，高野秀路：2003，系内星生成領域におけ
るNH3 ortho/para比異常の探査，天文学会秋．

加藤恒彦：2003，4Dシアターの投影プログラム（ミタカ）の紹
介，シーグラフ東京第28回セミナー「天文学とCG技術の交
流会」．

加藤恒彦：2004，電子－陽電子プラズマ中のWeibel不安定性に
よる磁場の生成と進化，日本天文学会春．

加藤大輔，西山正吾，馬場大介，門脇亮太，長田哲也，佐藤修
二，中島 康，田村元秀，田辺俊彦，中田好一ほか：2004，
IRSFマゼラン雲近赤外カタログの概要，天文学会春．

加藤大輔，長田哲也，佐藤修二，中島康，田村元秀，中田好一，
田辺俊彦，板由房：2003，IRSFによる大マゼラン雲30 Dor
領域の近赤外広域サーベイ，天文学会秋．

加藤禎博，大坪政司，一本　潔，末松芳法，中桐正夫，野口本
和，常田佐久，勝川行雄，久保雅仁，松下　匡，永江一博，
蓮山芳弘，坂本丈治，斉藤秀朗，海道宣明，SOT開発グルー
プ：2003，Solar-B搭載可視光望遠鏡：熱光学試験波面測定，
天文学会秋．

勝川行雄，一本　潔，末松芳法，大坪政司，中桐正夫，野口本
和，加藤禎博，常田佐久，久保雅仁，松下　匡，永江一博，
蓮山芳弘，坂本丈治，斉藤秀朗，海道宣明，SOT開発グルー
プ：2003，Solar-B可視光望遠鏡：熱真空光学試験における
焦点移動量の評価，天文学会秋．

勝川行雄，久保雅仁，永田伸一，清水敏文，常田佐久：2003,
暗部、半暗部境界に足下を持つ低温コロナループとその形成
メカニズム，天文学会秋．

勝川行雄，常田佐久：2004，コロナ加熱と活動領域の磁場構
造－ASPによる観測－，研究会「太陽地上光学観測の新展開
に向けて」．

勝川行雄，常田佐久：2004，高温、低温コロナと光球磁場の関
係，天文学会春．

川端弘治，Deng Jinsong, Wang Lifan, Mazzali Paolo, 野本憲一，
前田啓一，富永　望，梅田秀之，家　正則，小杉城治，大山
陽一，佐々木敏由紀，Peter Hoefflich, Craig Wheeler, David
Jeffry, 青木賢太郎，高田唯史，河合誠之，坂本貴紀，浦田
裕次，吉田篤正，玉川　徹，鳥居研一，青木和光，小宮山裕，
水本好彦，能丸淳一，小笠原隆亮，関口和寛，色先裕納，渡
辺潤一，山田　亨，小林尚人：2003，すばる望遠鏡FOCAS
によるSN2003dh/GRB030329の偏光分光観測，天文学会秋．

川端弘治，海老塚昇，大山陽一，家　正則，岡　恵子，山田亜
希子，石川麻美，柏木正子，小舘香椎子，佐々木敏由紀，関
口和寛，青木賢太郎，稲田素子，沖田喜一，柏川伸成，小杉
城治，斉藤嘉彦，清水康広，高田唯史，吉田道利，冨士　航，
太田一陽，橋本哲也，田口弘子，矢動丸泰，小澤友彦，浅井
良：2003，すばる望遠鏡観測装置FOCAS:VII．高分散分
光／偏光モード試験観測，天文学会秋．

川端弘治，上田　篤，深沢泰司，大杉　節，沖田喜一，柳澤顕
史，小矢野久，吉田道利：2004，広島大学1.5m望遠鏡計画と
シーイング調査，天文学会春．

川辺良平：2003，ALMA（アルマ）計画，天文学会秋．
川口則幸，近田義広，高羽　浩，若松謙一，藤沢健太，安田

茂，須田浩志：2003，スーパーSINETを利用した光結合観
測網の拡張計画，天文学会秋．

河合利秀，福井康雄，水野　亮，水野範和，小川英夫，米倉覚
則，浅山信一郎，関本裕太郎：2004，サブミリ波用ワイヤグ
リットの試作ー2004ー，天文学会春．

川上新吾，當村一朗，篠田一也，一本　潔：2004，ヘリウム
1083nmラインによる太陽フレアの観測，天文学会春．

河北 秀世，渡部潤一，古荘 玲子，布施哲治：2003，彗星分子
の起源，地球惑星科学関連学会合同大会．

河北 秀世，渡部潤一，石黒正晃，木下大輔，中村良介：2003，
すばる望遠鏡／IRCSによる池谷‐張彗星のLバンド高分散分
光観測，地球惑星科学関連学会合同大会．

河北 秀世，渡部潤一：2003，彗星分子のオルソ／パラ比で探る
太陽系形成初期の温度環境，地球惑星科学関連学会合同大会．

河北秀世，渡部 潤一，古荘 玲子，布施 哲治，M. T. Capria，
M. C. DeSanctis，G. Cremonese：2003，彗星分子のオル
ソ／パラ比は何によって決まるか？，天文学会秋．

河村晶子，杉谷光司，馬場大介，田村元秀，砂田和良，宮崎敦
史，他SIRIUSチーム：2004，NRO45ｍ/BEARSによる星団
形成領域S255-2の13CO, C18O観測，天文学会春．

川島　進，篠原徳之，関口英昭：2003，電波ヘリオグラフ84台
のFE受信機部の性能保持対策とその総括，天文学会秋．

菊池冬彦，河野裕介，Ping J.，Liu Q.，浅利一善，松本晃治，
鶴田誠逸，花田英夫，河野宣之，のぞみVLBIグループ：
2003，VLBI observation by receiving bandwidth signal
from NOZOMI，第４回宇宙科学シンポジウム．”

菊池冬彦，河野裕介，平　勁松，劉　慶会，浅利一善，松本晃
治，鶴田誠逸，花田英夫，河野宣之，のぞみVLBIグルー
プ：2003，狭帯域記録システムを用いた火星探査機NOZO-
MI相対VLBI観測，IVS技術開発センターシンポジウム．

木村公洋，浅山信一郎，興梠　淳，中島　拓，中島　錦，米倉
覚則，小川英夫，鈴木和司，水野範和，福井康雄，松永真由
美，岩下浩幸，佐藤直久，齋藤正雄，池之上文吾，石崎秀晴，
関本裕太郎，浮田信治，他ALMAグループ：2004，カート
リッジ型受信機のALMAプロトタイプ12m鏡への搭載報告，
天文学会春．

木村公洋，浅山信一郎，興梠　淳，中島　拓，中島　錦，米倉
覚則，小川英夫，鈴木和司，水野範和，福井康雄，水野　亮，
松永真由美，岩下浩幸，野口　卓，関本裕太郎，齋藤正雄，
浮田信治，他ALMAグループ：2003，ATF用100GHz帯2SB
カートリッジ型受信機の開発，天文学会秋．

北村良実，砂田和良，齋藤正雄，亀谷和久，岡　朋治，山本
智，池田紀夫，BEARS星形成プロジェクトチーム：2003，
複数輝線を用いたL1551分子雲のマッピング観測－分子雲散
逸過程の理解を目指して－，天文学会秋．

木下　宙，中井　宏，Ji Jianghui：2003，近点連動による太陽
系外惑星系の安定性，天文学会秋．

木下大輔，渡部潤一，山本直孝，布施哲治：2003，すばる望遠
鏡による太陽系外縁部探査，地球惑星科学関連学会合同大会．

北井礼三郎，黒河宏企，上野　悟，永田 伸一，石浦清美，木村
剛一，仲谷善一，他SMART開発チーム，一本　潔，西村有
二，福島　省：2003，京都大学附属天文台新太陽望遠鏡
SMART設計の概要，天文学会秋．

清原淳子，上野　悟，北井礼三郎，黒河宏企，牧田　貢，一本
潔：2003，京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の装置
による偏光の補正，天文学会秋．

小林秀行，川口則幸，真鍋盛二，亀谷　收，宮地竹史，本間希
樹，田村良明，柴田克典，廣田朋也，堀合幸次，久慈清助，
佐藤克久，岩舘健三郎，武士俣健，酒井　俐，官谷幸利，藤
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井高宏，面高俊宏，今井　裕：2004，VERAの現状と今後の
観測計画，天文学会春．

小林秀行，川口則幸，真鍋盛二，亀谷　收，宮地竹史，本間希
樹，田村良明，柴田克典，廣田朋也，堀合幸次，久慈清助，
佐藤克久，岩舘健三郎，武士俣健，酒井　俐，官谷幸利，藤
井高宏，面高俊宏，坪井昌人，春日　隆：2003，VERAの現
状と今後のシステム向上，天文学会秋．

小林　純，松尾　宏，江澤　元，岡田則夫，関口朋彦，大渕善
之，高橋英則，有吉誠一郎，守　裕子，岡庭高志，新井敬
朗：2003，ASTE搭載３色ボロメータの開発（5），天文学会
秋．

小林尚人，辻本拓司，美濃和陽典，吉井　譲，家　正則，他す
ばるIRCS/AOチーム：2004，赤外線高分散観測による高赤
方偏移クェーサー吸収線系の研究(II)B1422+231，天文学会
春．

小林尚人，美濃和陽典，吉井　譲，辻本拓司，高遠徳尚，家
正則：2003，赤外線光分散観測による高赤方偏移QSO吸収線
系の研究(I)APM08279+5255，天文学会秋．

小林行泰，吉井　譲，峰崎岳夫，青木　勉，菅沼正洋，富田浩
行，越田進太郎，塩谷圭吾，B. A. Peterson：2003，MAG-
NUMプロジェクト (1) 現状報告，天文学会秋．

木挽俊彦，篠田一也，金子慶子，一本　潔，Jagdev Singh：
2004，NOGISシステム改修によるコロナ絶対強度補正係数
の再計算，天文学会春．

Kodama, T.：2003，Mass Assembly History of Galaxies and
Clusters of Galaxies，Astro-F Fourth Mission Program
Symposium (MP4)．

Kodama, T.：2003，Mass Assembly History of Galaxies and
Clusters of Galaxies，UK-Japan N+N meeting．

Kodama, T.：2003，Panoramic Imaging and Spectroscopy of
Cluster Evolution with Subaru (PISCES) ，FMOS Science
Workshop．

児玉忠恭, 他PISCESチーム：2004，Panoramic Imaging and
Spectroscopy of Cluster Evolution with Subaru (PISCES) ，
天文学会春．

児玉忠恭，他SXDSチーム：2004，Subaru XMM/Newton
Deep Survey領域にみる銀河形成のダウン・サイジング，天
文学会春．”

児玉忠恭，仲田史明：2003，すばるによるC10024+1654銀河団
(z=0.4)の広視野 Ha 輝線マッピング，天文学会秋．”

児玉忠恭：2003，深宇宙におけるダストで隠された星の誕生と
死，Galaxy Evolution in Three Dimensions: Time, Space
and Mass．”

小池邦昭，高幣俊之，川井和彦，木村かおる，田中義洋，縣
秀彦：2003，教育用簡易天体画像解析ソフトウェアQFITS
の開発，天文学会秋．

苔山圭以子，Yamamoto, H., 宮川　治，川村静児，藤本眞克，
菅本晶夫：2004，Advanced LIGO のための時間領域シミュ
レーション，物理学会春．

小久保英一郎，井田　茂，木下　宙：2003，連星系における微
惑星のダイナミクス，天文学会秋．

小久保英一郎，井田　茂：2003，惑星の住み分け－惑星系の多
様性の起源－，地球惑星科学関連学会．

越田進太郎，吉井　譲，峰崎岳夫，青木　勉，小林行泰，塩谷
圭吾，菅沼正洋，富田浩行，B. A. Peterson，土居　守，本
原顕太郎，大薮進喜：2004，MAGNUMプロジェクト(1)
Mrk 744 の可視・赤外モニター結果と変光遅延，天文学会
春．

幸田　仁，奥田武志，中西康一郎，河野孝太郎，久野成夫，石

附澄夫，奥村幸子：2004，中心HII領域を持つ早期型円盤銀
河のCO観測：重力的に安定なガス円盤，天文学会春．

河野孝太郎，山本　智，川辺良平，江澤　元，福井康雄，大西
利和，小川英夫，米倉覚則，ASTEチーム：2004，ASTEプ
ロジェクトの現状：初期観測運用の成功，天文学会春．

河野孝太郎，村岡和幸，小野寺幸子，祖父江義明，濤崎智佳，
奥田武志，中西康一郎，鎌崎　剛，奥村幸子，久野成夫，中
井直正，太田耕司，石附澄夫，川辺良平，河合誠之：2004，
野辺山ミリ波干渉計によるGRB030329の観測：階段状ミリ波
光度曲線と母銀河の分子ガス，天文学会春．

河野裕介，他VSOP-2位相補償ワーキンググループ：2003，
VSOP-2における位相補償VLBI，天文学会秋．

興梠　淳，浅山信一郎，木村公洋，中島　拓，中島　錦，米倉
覚則，小川英夫，岩下浩幸，高橋敏一，野口　卓，半田利弘，
内藤誠一郎，平松正顕，河野孝太郎，土橋一仁：2003，
60cm電波望遠鏡のマルチライン同時観測計画，天文学会秋．

久保雅仁，清水敏文，広川英治，紀伊恒男，橋本樹明，小杉健
郎，二宮敬虔，山本貴久，奥村　徹，津野克彦：2004，
Solar-B衛星搭載超高精度太陽センサーの性能検証，天文学
会春．

久保雅仁，清水敏文：2004，Moving magnetic featuresと黒点
半暗部外端構造との関係，天文学会春．

久保木裕充，中島潤一，木村守孝，米沢郁人，春日　隆，坪井
昌人：2004，超小型VLBI電波望遠鏡CARAVANの開発（２），
天文学会春．

久野成夫，佐藤奈穂子，中西裕之，山内　彩，中井直正，河合
誠之：2003，GRB030329の電波残光観測，天文学会秋．

久野成夫，佐藤奈穂子，中西裕之，濤崎智佳，塩谷泰広，中井
直正，徂徠和夫：2003，Nobeyama CO Atlas of Nearby
Spiral Galaxies I. M101，天文学会秋．

倉山智春，井口　聖，川口則幸：2003，デジタルフィルタバン
ク周波数応答特性の測定，天文学会秋．

黒田和明，大橋正健，三代木伸二，内山　隆，石塚秀喜，山元
一広，早河秀章，岡田　淳，近藤寿浩，奥富　聡，笠原邦彦，
徳成正雄，阿久津朋美，藤本眞克，川村静児，高橋竜太郎，
山崎利孝，新井宏二，辰巳大輔，上田暁俊，福嶋美津広，佐
藤修一，常定芳基，朱　宗宏，新冨孝和，山本　明，鈴木敏
一，斎藤芳男，春山富義，佐藤伸明，東　保男，都丸隆行，
坪野公夫，安東正樹，沼田健司，麻生洋一，植田憲一，米田
仁紀，中川賢一，武者　満，三尾典克，森脇成典，宗宮健太
郎，竹野耕平，丹治　亮，新谷昌人，高森昭光，神田展行，
寺田聡一，長野重夫，田越秀行，中村卓史，佐々木節，田中
貴浩，大原謙一，高橋弘毅，前田恵一，関戸　文，阪田紫帆
里，川添史子，宮川　治，M. E. Tobar.：2004，大型低温重
力波望遠鏡（LCGT）計画VII，物理学会春．

黒田和明，大橋正健，三代木伸二，内山　隆，石塚秀喜，山元
一広，早河秀章，近藤寿浩，奥冨　聡，笠原邦彦，徳成正雄，
藤本眞克，川村静児，高橋竜太郎，山崎利孝，新井宏二，辰
巳大輔，上田暁俊，福嶋美津広，佐藤修一，長野重夫，常定
芳基，朱　宗宏，新冨孝和，山本　明，鈴木敏一，斎藤芳男，
春山富義，佐藤伸明，東　保男，都丸隆行，坪野公夫，安東
正樹，高森昭光，沼田健司，麻生洋一，植田憲一，米田仁紀，
中川賢一，武者　満，三尾典克，森脇成典，宗宮健太郎，新
谷昌人，神田展行，寺田聡一，田越秀行，中村卓史，佐々木
節，田中貴浩，大原謙一，高橋弘毅，前田恵一，関戸　文，
阪田紫帆里，川添史子，宮川　治，M. E. Tobar.：2003，大
型低温重力波望遠鏡（LCGT）計画VI，物理学会秋．

黒河宏企，北井礼三郎，上野　悟，永田伸一，SMART開発チ
ーム，一本　潔，西村有二，福島　省：2003，飛騨天文台に
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新設された太陽磁場活動望遠鏡（SMART）の概要，天文学
会秋．

日下部展彦，田村元秀，奥田治之，橋本　修，西原英治：2003，
オリオン座・一角獣座星形成領域における近赤外での変光観
測，天文学会秋．

日下部展彦，田村元秀，中島　康，長嶋千恵，長田哲也，西山
省吾，永山貴宏，馬場大介，加藤大輔，佐藤修二，杉谷光司，
田辺俊彦，IRSF/SIRIUSチーム：2004，いっかくじゅう座
星形成領域における近赤外での変光観測，天文学会春．

草野完也，真栄城朝弘，横山央明，桜井　隆：2003，太陽コロ
ナにおける磁気ヘリシティ入射を如何に測定するべきか？，
天文学会秋．

桑原譲二，渡邊鉄哉：2004，静穏領域における太陽コロナの温
度診断について，天文学会春．

劉　慶会：2004，Doppler周波数を用いたアンテナ位相パター
ンの測定，RISE研究会．

劉　慶会：2004，VLBIシステムを用いた大気位相揺らぎの観
測，RISE研究会．

町田真美，中村賢仁，松元亮治：2003，ブラックホール近傍の
円盤構造：モデルと数値実験結果の比較II ，天文学会秋．

町田真美，中村賢仁，松元亮治：2004，BH降着円盤の3次元
MHD数値実験：放射冷却の効果と状態遷移，天文学会春．

町田正博，富阪幸治，松本倫明：2003，分子雲コアの分裂を誘
発するディスクとバーの形成，天文学会秋．

前原進也，佐藤　孝，大河正志，吉野泰造，国森裕生，細川瑞
彦，伊東宏之，長野重夫，川村静児：2003，地球環境の観測
を目指した衛星間測位のための光源開発　－半導体レーザの
発振周波数安定化－，電子情報通信学会信越支部大会．

前澤裕之，野口　卓，佐藤高之，新保　謙，山本　智，岡　朋
治：2004，THz帯高感度ミクサの開発，天文学会春．

前澤裕之，野口　卓：2003，高温超伝導体の応用による
ALMA-Band10 SISミクサーの開発，天文学会秋．

松本晃治，日置幸介，花田英夫，鶴田誠逸，河野宣之，平　勁
松，河野裕介，岩田隆浩，並木則之，David D. ROW-
LANDS：2003，RSAT/VRADミッションで期待される月重
力場モデルの推定精度，測地学会秋．

松本晃治，日置幸介，花田英夫，鶴田誠逸，河野宣之，平　勁
松，河野裕介，岩田隆浩，並木則之，David D. ROW-
LANDS：2003，RSAT/VRADミッションによる月重力場モ
デリング，第１回VERAユーザーズミーティング．

松本晃治，日置幸介，花田英夫，鶴田誠逸，河野宣之，平　勁
松，河野裕介，岩田隆浩，並木則之，David D. ROW-
LANDS：2004，重力場ミッションのサイエンス，RISE研究
会．

松本晃治：2003，TOPEX/POSEIDONデータに基づく高精度
海洋潮汐モデルの開発，日本海洋学会九州沖縄地区合同シン
ポジウム「九州周辺海域のモデリングと予報」．

松本倫明：2003，星周円盤は磁場に垂直か？，天文学会秋．
松本琢磨，肥山詠美子，上村正康，緒方一介，八尋正信，井芹

康統：2003，6He+12C弾性散乱における6He 3体breakup効果
のCDCC解析(II)，物理学会秋．

松本琢磨，肥山詠美子，上村正康，緒方一介，八尋正信，井芹
康統：2004，6He+12C弾性散乱における6He 3体breakup効果
のCDCC解析(III)，物理学会春．

松永真由美，松永利明，関本裕太郎：2003，ALMA型受信機光
学系の評価測定システム，天文学会秋．

松永真由美，松永利明，関本裕太郎：2004，ALMA型受信機高
性能サブミリ波ホーンの設計，天文学会春．

眞山　聡，田村元秀，林　正彦，伊藤洋一，森野潤一，石井未

来，深川美里，大朝由美子，村川幸史，大屋　真，SDPSチ
ーム：2003，すばる望遠鏡によるT Tauriの近赤外コロナグ
ラフ撮像観測，天文学会秋．

南谷哲宏，山岡健太郎，笹子宏史，竹内友岳，大室直也，阪本
和則，林　暁子，山本宏昭，河合利秀，鈴木和司，水野範和，
大西利和，福井康雄，水野　亮，浅山信一郎，米倉覚則，小
川英夫，安藤浩哉，NANTEN2チーム：2004，NANTEN2計
画：フロントエンド部の開発，天文学会春．

峰崎岳夫，吉井　譲，青木　勉，小林行泰，塩谷圭吾，菅沼正
洋，富田浩行，越田進太郎，B. A. Peterson，土居　守，本
原顕太郎，2003，MAGNUMプロジェクト (3) NGC 4151 --
1000 日間の変光，天文学会秋．

美濃和陽典，小林尚人，吉井　譲，辻本拓司，高遠徳尚，家
正則：2003，すばる補償光学による高赤方偏移Damped
Lymanα systemの撮像探査，天文学会秋．

宮腰剛広，横山央明，下条圭美：2003，コロナｺ中磁気ループ
振動の理論的研究・ブライトニング（高密）ループの効果に
ついて，天文学会秋．

宮本哲也，小林寛道，二文字俊哉，澤村明彦，佐藤　孝，大河
正志，吉野　泰，國森裕生，細川瑞彦，伊東宏之，長野重夫，
川村静児：2003，Rb吸収線のファラデー効果を用いた半導
体レーザの発振周波数安定化，電気学会東京支部新潟支所研
究発表会．

宮坂正大，関口朋彦，Dermawan Budi：2004，2002 CE10
(LINEAR) 彗星のライトカーブ観測，天文学会春．

宮崎敦史，堤　貴弘，坪井昌人：2003，ミリ波における
Sagittarius A*のフレアIV，天文学会秋．

三代木伸二，大橋正健，黒田和明，内山　隆，山元一広，辰巳
大輔，佐藤修一，寺田聡一：2003，20mレーザー干渉計重力
波アンテナ（LISM）の開発，物理学会秋．

三好　真，Ishitsuka, Jose K.，亀野誠二，堀内真司：2004，南
半球サブミリ波VLBI・検討と第0次サイトサーベイ，天文学
会春．

三好　真，Ishitsuka, Jose K.，亀野誠二，堀内真司：2003，今
度は見えるブラックホール・南半球サブミリ波VLBI，天文
学会秋．

水谷有宏，千葉柾司：2003，GRAPE5による球状星団ω Cen起
源となる矮小銀河の動力学進化銀河の動力学進化，天文学会
秋．

水谷有宏，千葉柾司：2004，GRAPE5によるω Centauri起源と
なる矮小銀河の動力学的進化，天文学会春．

百瀬宗武，高橋智子，鎌崎　剛，河野孝太郎：2004，NMAを
用いた183GHz差動ラジオメータ位相補償法の基礎実験III：
2002年度の結果，天文学会春．

森　淳，坂元　誠，時政典孝，黒田武彦，井垣潤也，安部麻衣
子，河北秀世，古荘玲子，渡部潤一：2004，西はりま天文台
彗星スペクトルセンター構想，天文学会春．

森田耕一郎，Holdaway, M.：2003，ALMA64素子アレイと
ACAによる広視野イメージングの感度，天文学会秋．

宗宮健太郎，宮川　治，Beyersdorf, P., 川村静児，三尾典克：
2003，Detuned RSE干渉計の制御実験III，物理学会秋．

村岡和幸，河野孝太郎，奥田武志，浅山信一郎，木村公洋，小
川英夫，米倉覚則，前田普教，水野　亮，水野範和，鈴木和
司，岩下浩幸，高橋敏一，杉本正宏，鳥羽弘之，遠藤　光，
酒井　剛，関本裕太郎：2003，ASTE搭載用ｶｰﾄﾘｯｼﾞ型
345GHz帯受信機の開発と試験観測，天文学会秋．

村岡和幸，河野孝太郎，半田利弘，久野成夫，中西康一郎，鎌
崎　剛，石附澄夫，徂徠和夫，濤崎智佳：2004，NMAを用
いたM83中心部のCO(1-0)輝線による多視野モザイキング観
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測，天文学会春．
村田泰宏，平林　久，Edwards, P. G.，朝木義晴，望月奈々子，
井上　允，梅本智文，亀野誠二，河野裕介，輪島清昭，春日
隆，坪井昌人，藤沢健太，他スペースVLBIワーキンググル
ープ：2003，VSOP-2ミッションの衛星システム，天文学会
秋．

村田泰宏，平林　久，Edwards, P. G.，朝木義晴，望月奈々子，
井上　允，梅本智文，亀野誠二，河野裕介，輪島清昭，春日
隆，坪井昌人，藤沢健太，他スペースVLBIワーキンググル
ープ：2004，VSOP-2計画用の衛星システム設計II，天文学
会春．

永井　洋，井上　允，浅田圭一，内田　豊：2003，活動銀河核
3C 120電波ジェットの磁場構造とファラデー回転量度の分
布，天文学会秋．

長倉隆徳，梶野敏貴：2004，詳細つりあいの原理を考慮したビ
ックバン元素合成，天文学会春．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，竹田成宏，
林田直明，間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原
嘉宏，戎崎俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，
榊　直人，清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，広田克也，M.
E. Bertaina，宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林
偉民，北本俊二，近　匡，本田　建，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2004，EUSOミ
ッション 21 全体説明，物理学会春．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，竹田成宏，
林田直明，間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原
嘉宏，戎崎俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，
榊　直人，清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，広田克也，M.
E. Bertaina，宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林
偉民，北本俊二，近　匡，本田　建，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2004，EUSOミ
ッション 22 MAPMT開発状況，物理学会春．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，竹田成宏，
林田直明，間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原
嘉宏，戎崎俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，
榊　直人，清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，広田克也，M.
E. Bertaina，宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林
偉民，北本俊二，近　匡，本田　建，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2004，EUSOミ
ッション 23 高量子効率MAPMT実用化にむけて，物理学科
春．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，竹田成宏，
林田直明，間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原
嘉宏，戎崎俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，
榊　直人，清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，広田克也，M.
E. Bertaina，宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林
偉民，北本俊二，近　匡，本田　建，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，

川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2004，EUSOミ
ッション 24 Simulation，物理学会春．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，林田直明，
間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原嘉宏，戎崎
俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，榊　直人，
清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，竹田成宏，M. E. Bertaina，
宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林　偉民，北本
俊二，近　匡，本田　建，海部宣男，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2003，EUSO

（Extreme Univerce Space Observatory）ミッション XX シ
ミュレーション，物理学会秋．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，林田直明，
間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原嘉宏，戎崎
俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，榊　直人，
清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，竹田成宏，M. E. Bertaina，
宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林　偉民，北本
俊二，近　匡，本田　建，海部宣男，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2003，EUSO

（Extreme Universe Space Observatory）ミッション XVI
EUSO全体報告，物理学会秋．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，林田直明，
間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原嘉宏，戎崎
俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，榊　直人，
清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，竹田成宏，M. E. Bertaina，
宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林　偉民，北本
俊二，近　匡，本田　建，海部宣男，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2003，EUSO

（Extreme Universe Space Observatory）ミッション XVII
焦点面開発状況， 物理学会秋．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，林田直明，
間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原嘉宏，戎崎
俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，榊　直人，
清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，竹田成宏，M. E. Bertaina，
宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林　偉民，北本
俊二，近　匡，本田　建，海部宣男，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2003，EUSO

（Extreme Universe Space Observatory）ミッション XVIII
PMT開発報告，物理学会秋．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，林田直明，
間瀬圭一，井上直也，和田吉満，上野嘉之，上原嘉宏，戎崎
俊一，大谷知行，大森整，川井和彦，川崎賀也，榊　直人，
清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，竹田成宏，M. E. Bertaina，
宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林　偉民，北本
俊二，近　匡，本田　建，海部宣男，梶野敏貴，水本好彦，
内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田　徹，吉田篤正，高橋
義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，千川道幸，政池　明，
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川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋政廣：2 0 0 3，
EUSO(Extreme Universe Space Observatory)ミッション
XV >1020eV の物理，物理学会秋．

永野元彦，宮崎芳郎，村上敏夫，米徳大輔，木舟　正，石川
正，金子敏明，栗原良将，清水韶光，藤本順平，林田直明，
間瀬圭一，井上直也，和田吉満，青山哲也，上野嘉之，上原
嘉宏，戎崎俊一，大谷知行，大森　整，川井和彦，川崎賀也，
榊　直人，清水裕彦，鈴木　亨，滝澤慶之，竹田成宏，M.
E. Bertaina，宮坂浩正，森田晋也，守安　精，山形　豊，林
偉民，和田達夫，北本俊二，近　匡，本田　建，海部宣男，
梶野敏貴，水本好彦，内堀幸夫，吉田　滋，門多顕司，柴田
徹，吉田篤正，高橋義幸，梶野文義，佐藤文隆，田島俊樹，
千川道幸，政池　明，川上三郎，溝渕智子，吉井　尚，手嶋
政廣，角田治彦：2003，EUSO（Extreme Universe Space
Observatory）ミッションXIX－高量子効率PMT活用にむけ
ての開発－，物理学会秋．

長野重夫，吉野泰造，國森裕生，細川瑞彦，川村静児，佐藤
孝，大河正志：2003，地球重力場計測のための衛星間測位用
レーザー干渉計シミュレータの開発，日本測地学会第100回
講演会．

長野重夫，吉野泰造，國森裕生，川村静児，細川瑞彦，佐藤
孝，大河正志：2003，衛星間レーザー干渉の地上シミュレー
タ開発，物理学会秋．

長嶋千恵，田村元秀，成相恭二，佐藤敬子，星　貴子，JTPF
メンバー：2004，JTPFのための軸外し「広視野」望遠鏡の
光学設計，天文学会春．

永山貴宏，長田哲也，佐藤修二，田村元秀：2003，近赤外線掃
天観測施設 IRSFの現状，天文学会秋．

中井直正：2004，セイファート銀河の統一理論の修正，天文学
会春．

中井　宏，木下　宙，Ji Jianghui：2004，55 Cancri 惑星系の
臨界引数と近星点連動，天文学会春．

中井　宏，木下　宙：2003，古在共鳴外縁部にある小惑星の軌
道，天文学会秋．

中島廣一郎，廣田朋也，亀谷　收，柴田克典，本間希樹，宮地
竹史，堀合幸次，岩舘健三郎，佐藤克久，笹尾哲夫，小林秀
行，中川亜紀治，猪股則智，面高俊宏，ほかVERAチーム：
2003，VERAアンテナのポインティング性能報告，天文学会
秋．

中島　錦，浅山信一郎，木村公洋，興梠　淳，中島　拓，米倉
覚則，小川英夫，水野範和，福井康雄，水野　亮，関本裕太
郎，野口　卓，岩下浩幸：2003，直交偏波計（OMT）によ
る100GHz帯両偏波観測装置の開発，天文学会秋．

中島　拓，臼居隆志，矢口徳之，小川　宏，前川公男，中村卓
司，高野秀路：2004，前方散乱方式を用いた流星電波観測に
おけるエコー強度の測定，天文学会春．

中島　拓，浅山信一郎，木村公洋，興梠　淳，中島　錦，米倉
覚則，小川英夫，岩下浩幸，高橋敏一，野口　卓，半田利弘，
内藤誠一郎，平松正顕，河野孝太郎，土橋一仁：2004，
200GHz帯2SB受信機を用いた60cm電波望遠鏡のマルチライ
ン同時観測，天文学会春．

中島　拓，浅山信一郎，木村公洋，興梠　淳，中島　錦，米倉
覚則，小川英夫，岩下浩幸，高橋敏一，野口　卓：2003，
200GHz帯2SB受信機の開発，天文学会秋．

Nakamura, K.：2003，General framework of higher order
gauge invariant perturbation theory，研究会「一般相対論
と重力」．

中村康二：2003，相対論的 2 次摂動と南部後藤ストリングの摂
動的振動，物理学会秋．

中西裕之，祖父江義明，久野成夫，佐藤奈穂子，南葉大器，小
野寺幸子，江草芙実，濤崎智佳，塩谷泰広，中井直正：2003，
Nobeyama CO Atlas of Virgo Cluster Galaxies，天文学会秋．

中西康一郎，齋藤正雄，佐藤直久：2003，野辺山ミリ波干渉計
素子アンテナにおける日射の影響（II），天文学会秋．

中野寛之，高橋弘毅，田越秀行，佐々木節，常定芳基，神田展
行，辰巳大輔，The TAMA Collabolation：2003，ブラック
ホール準固有振動重力波の探索テンプレートの設計，物理学
会秋．

中里　剛，中本泰史：2003，おうし座分子雲中の原始星の性質
１：First Results，天文学会秋．

中里　剛，中本泰史：2004，おうし座分子雲中の原始星の性質
２：星周構造の進化とClass 0天体の物理的意味，天文学会
春．

直井隆浩，田村元秀，周藤浩士，村川幸史，中島　康，長嶋千
恵，永山貴宏，佐藤修二, 長田哲也，加藤大輔，馬場大介，
杉谷光司，神鳥　亮，大朝由美子，中屋秀彦，IRSF/SIR-
IUSチーム：2003，IRSFとSIRIUSによる、近傍分子雲の近
赤外測光観測：分子雲中の赤化則，天文学会秋．

直井隆浩，田村元秀，周藤浩士，村川幸史，中島　康，長嶋千
恵，永山貴宏，佐藤修二，長田哲也，加藤大輔，馬場大介，
杉谷光司，神鳥　亮，大朝由美子，中屋秀彦，川端弘治，
IRSF/SIRIUSチーム：2004，近傍分子雲における赤化則：
近赤外測光観測，天文学会春．

西川　淳，吉澤正則，大石奈緒子，鳥居泰男，松田　浩，久保
浩一，岩下　光，小谷隆行，横井拓也，佐藤弘一：2003，
30m基線三鷹光赤外干渉計MIRA-I.2の性能評価観測，天文学
会春．

西川　淳，吉澤正則，大石奈緒子，鳥居泰男，松田　浩，久保
浩一，岩下　光，鈴木駿策，福島登志夫，小谷隆行，横井拓
也，佐藤弘一：2003，30m基線三鷹光赤外干渉計MIRA-I.2の
観測開始，天文学会秋．

錦織弘充，町田真美，松元亮治：2004，渦状銀河における磁場
増幅、維持機構の大局的3次元磁気流体数値実験，天文学会
春．

野田寛大，岩田隆浩，並木則行，浅利一善，河野裕介，花田英
夫，河野宣之，山本善一：2003，SELENE/RSATミッショ
ンのための地上適合性試験，惑星科学会2003秋季講演会．

野田寛大，浅利一善，河野裕介，岩田隆浩，並木則行，花田英
夫，河野宣之：2003，SELENEミッションにおける4-wayド
プラー計測の地上検証試験，地球惑星科学関連学会2000合同
大会．

野田寛大：2004，ILOM計画の熱解析，RISE研究会．
野田寛大：2004，RSAT/VRADの計画立案とデータ管理，

RISE研究会．
大渕喜之，松尾　宏，江澤　元，岡田則夫，関口朋彦，高橋英

則，有吉誠一郎，守　裕子，小林　純，岡庭高志，新井敬
朗：2004，ASTE搭載連続波観測用冷却システムの開発，天
文学会春．

大江将史，櫨山寛晃，門林雄基：2003，階層型IPトレースバッ
クの評価，電子情報通信学会, IA研究会.

緒方一介，八尋正信，井芹康統，松本琢磨，上村正康，九大院
理：2004，中間エネルギー8B分解反応における核力及び多段
階過程の寄与，物理学会春．

緒方一介，八尋正信，井芹康統，松本琢磨，上村正康：2003，
Eikonal CDCC 法による不安定核分解反応の解析，物理学会
秋．

緒方一介，八尋正信，井芹康統，松本琢磨，上村正康：2003，
中間エネルギー8B分解反応解析に基づく天体物理学因子S17
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の決定，物理学会秋．
小川英夫，木村公洋，浅山信一郎，米倉覚則，中島　拓，中島

錦，興梠　淳，鈴木和司，水野範和，福井康雄，水野　亮，
安藤浩哉，野口　卓，関本裕太郎，山本朗人：2004，
ALMAバンド4受信機開発の進捗状況，天文学会春．

大石奈緒子：2003，高速自転星アルタイルの表面輝度分布の非
対称性II，天文学会春．

Ohishi, N., Nordgren, T. E., Hummel, C. A.，Hutter，D. J.：
2003，Asymmetrical surface brightness distribution of
Altair observed with the Navy Prototype Optical
Interferometer，天文学会秋．

大石雅寿，水本好彦，安田直樹，白崎裕治，田中昌宏，本田敏
志，増永良文：2003，JVOの研究開発（その7：全体進捗と
国際連携），天文学会秋.

大石雅寿：2003，GRID技術を活用した電網天文台の構築，デ
ータベースとWeb情報システムに関するシンポジウム

（DBWeb2003）.
大石雅寿：2003，宇宙における生命関連分子研究の現状，

Astrobiology in Tokyo．
大石雅寿：2003，電網天文台の建設（JVOプロジェクト），富

士通サイエンティフィック・システム研究会，GRIDワーキ
ンググループ．

大石雅寿：2004，Prebiotic Molecules in Planet / Star
Forming Regions，物理学会春．

大木健一郎：2003，相対論的粒子線による太陽加速領域の推定，
天文学会春．

大島紀夫，倉上富夫：2003，すばる主鏡再蒸着，第23回天文学
に関する技術シンポジウム．

Ojha, D., Tamura, M., Nakajima, Y., Nagashima, C., Fukagawa,
M., Sugitani, K., Nabayama, T., Nagata, T., Sato, S., Ogura,
K., Momose, M., and SIRIUS team：2004，Deep near-
infrared observations of high mass Galactic star forming-
regions: W3 Main and NGC 7538，天文学会春．

岡　恵子，山田亜希子，石川麻美，柏木正子，小舘香椎子，海
老塚昇，川端弘治，家　正則：2003，すばる望遠鏡FOCAS
用VPHグリズムのRCWAを用いた設計と試作，天文学会秋．

岡野章一，坂野井健，高橋幸弘，渡部潤一，布施哲治，木下大
輔，古荘玲子，関口朋彦，河北秀世，山本直孝：2003，太陽
系惑星観測専用光学望遠鏡計画，地球惑星科学関連学会合同
大会．

奥田武志，河野孝太郎，井口　聖，中西康一郎：2003，電波銀
河3C31のシルエットディスクのCO高分解能観測，天文学会
秋．

奥村幸子，井口　聖，近田義広，百瀬宗武，沖浦真保子：2004，
ALMA-ACA用FX相関器の開発　I．基本設計，天文学会春．
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菅沼正洋，吉井　譲，峰崎岳夫，青木　勉，小林行泰，塩谷圭
吾，富田浩行，越田進太郎，B. A. Peterson，土居　守，本
原顕太郎，大薮進喜：2003，MAGNUMプロジェクト(4)
NGC 5548中心核のダストトーラス内縁と広輝線放射領域の
関係，天文学会秋．

菅沼正洋，吉井　譲，峰崎岳夫，青木　勉，小林行泰，塩谷圭

吾，富田浩行，越田進太郎，B. A. Peterson，土居　守，本
原顕太郎：2004，MAGNUM プロジェクト (3) セイファート
銀河核のダストトーラス内縁半径とBLR半径の関係，天文学
会春．

菅沼正洋，吉井　譲，峰崎岳夫，青木　勉，小林行泰，塩谷圭
吾，富田浩行，越田進太郎，B. A. Peterson，土居　守，本
原顕太郎：2004，MAGNUM プロジェクト (4) NGC 4051 3
年間の可視-近赤外線変動，天文学会春．

菅谷多都子，渡部潤一：2004，2003年におけるしし座流星群の
活動，天文学会春．

菅谷多都子，鈴木文二，渡部潤一：2003，2001/2002年のビデ
オカメラを用いたflux比較，天文学会秋．

杉本正宏，鳥羽弘之，奥田武志，関本裕太郎，神庭利彰，横川
創造，村岡和幸，河野孝太郎，山口伸行，立松健一，野口
卓：2003，ALMA/band10, band8カートリッジ型受信機と
ASTE搭載試験，天文学会秋．

杉山　直：2003，「WMAP」: －その後，New direction of
Particle Physics（TEA03）．

杉山　直：2003，WMAPの初期成果と残された問題点，場の
量子論の基礎的諸問題と応用．

杉山　直：2003，宇宙マイクロ波背景放射，東北夏の学校．
砂田和良，北村良実，河村晶子，梅本智文，池田紀夫，宮崎敦
史，澤田剛士，中里　剛：2003，BEARS Star Formation
Project - 牡牛座分子雲中の高密度コア，天文学会秋．

鈴木和司，前田普教，南谷哲宏，水野範和，福井康雄，水野
亮，関本裕太郎，木村公洋，浅山信一郎，米倉覚則，小川英
夫：2003，ALMAデュワー用カートリッジの撓み評価，天
文学会秋．

Tae-Soo Pyo，林　正彦，小林尚人，Alan Tokunaga，寺田
宏，後藤美和，高見英樹，高遠徳尚，早野　裕，鎌田有紀子，
臼田知史，山下卓也，家　正則，W.Gaess ler：2004，
Adaptive Optics Spectroscopy with High Angular
Resolutions towards Outflows Emanating from Young
Stellar Objects，天文学会春．

高橋弘毅，田越秀行，神田展行，中野寛之，辰巳大輔，常定芳
基，他 The TAMA Collaboration：2003，コンパクト連星合
体重力波探査，物理学会秋．

高橋順子，阪本成一，齋藤正雄，臼田知史，小林尚人，伊藤哲
也，田中邦彦，山本　智：2003，高銀緯分子雲MBM11の分
子雲形成領域における速度構造とCI/CO比，天文学会秋．

高橋慶太郎，大栗真宗，市来浄興：2004，Sunyaev-Zel’
dovich effect with decaying dark matter，物理学会春．

高橋智子，百瀬宗武，鎌崎　剛：2003，オリオンKL領域にお
けるSiO(v=0, J=3-2/2-1)の高分解能観測，天文学会秋．

高橋智子，百瀬宗武，鎌崎　剛：2004，野辺山ミリ波干渉計を
用いたオリオンKL領域における熱的SiO輝線の高分解能観
測，天文学会春．

高橋竜太郎，新井宏二，佐藤修一，阿久津智忠，辰巳大輔，常
定芳基，福嶋美津広，山崎利孝，長野重夫，安東正樹，森脇
成典，武者　満，神田展行，三尾典克，川村静児，藤本眞克，
坪野公夫，大橋正健，黒田和明：2004，レーザー干渉計型重
力波検出器TAMA300のパワーリサイクリングXIII（自動運
転），物理学会春．

高橋竜太郎，齋藤芳男，佐藤吉博，久保富夫，都丸隆行，徳成
正雄，角谷　透：2003，DLC薄膜の重力波検出器への適用，
第44回真空に関する連合講演会．

高橋竜太郎，齋藤芳男，佐藤吉博，久保富夫，都丸隆行，徳成
正雄，角谷透：2004，超高真空用光吸収材としてのDLC薄膜，
第10回加速器およびストレージリングにおける超高真空研究
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会．
高橋竜太郎，齋藤芳男，福嶋美津広，安東正樹，新井宏二，辰
巳大輔，Heinzel, G., 川村静二，山崎利孝，森脇成典：2003，
重力波計測と気体分子密度のゆらぎ，日本真空協会９月研究
例会．

高橋竜太郎：2003，TAMA300の現状（13），天文学会秋．
高見英樹，すばる補償光学グループ：2004，すばるレーザーガ

イド星補償光学系プロジェクト，天文学会春．
高野秀路，Hofner Peter，Winnewisser Gisbert，中井直正，川

口建太郎：2004，系外銀河NGC 253におけるアンモニアの分
布，天文学会春．

高野秀路，上田暁俊，山本貴司，浅山信一郎，関本裕太郎，野
口　卓，石黒正人，高良秀彦，川西悟基，伊藤　弘，枚田明
彦，永妻忠夫：2003，フォトニック局部発振器による電波天
文観測，天文学会秋．

高崎宏之，清原淳子，横山央明，中島　弘，増田　智，佐藤
淳，小杉健郎：2003，空間分解された電波スペクトル分布と
粒子加速，天文学会秋．

武田隆顕，井田　茂：2003，ロッシュ限界内にあるデブリ円盤
からの衛星集積，地球惑星科学関連学会2003年合同大会．

武田隆顕：2003，天文データーから立体ムービーへ，シーグラ
フ東京　第28回セミナー天文学とCG技術の交流会．

竹内友岳，南谷哲宏，水野範和，鈴木和司，大西利和，福井康
雄，浅山信一郎，米倉覚則，小川英夫，水野　亮：2004，
NANTEN2計画：超電導受信器の開発，天文学会春．

田村元秀，山田　亨，中川貴雄，長嶋千恵，中島　紀，西川
淳，JTPF WG：2004，JTPF，光赤外将来計画ワークショッ
プ．

田村元秀，芝井　広，山田　亨，長嶋千恵，海老塚昇，中川貴
雄，村上　浩，松本敏雄，西川　淳，JTPF WG：2004，
JTPF，宇宙科学シンポジウム．

田村元秀，深川美里，林　正彦，石井未来，森野潤一，村川幸
史，大屋　真，伊藤洋一，眞山　聡，大朝由美子，SDPSチ
ーム：2003，すばるCIAO+AOによるHL Tauの観測，天文
学会秋．

田村元秀，長嶋千恵，山田　亨，海老塚昇，中川貴雄，西川
淳，中島　紀，芝井　広，村上　浩，松本敏雄，馬場直志，
Guyon, O.，JTOF WG：2004，JTPF，光赤外将来計画シン
ポジウム．

田村元秀，林　正彦，深川美里，石井未来，眞山　聡，森野潤
一，直井隆浩，村川幸史，大屋　真，周藤浩士，西川貴行，
表　泰秀，山下卓也，高見英樹，高遠徳尚，林左絵子，酒向
重行，寺田　宏，関口和寛，布施哲治，藤吉拓哉，砂田和良，
西川　淳，山田　亨，觀山正見，海部宣男，本田充彦，
Guyon, O.，Letawsky, M.，伊藤洋一，大朝由美子，北村良
実，百瀬宗武：2004，すばる望遠鏡とCIAOを用いた原始惑
星系円盤の撮像サーベイII，天文学会春．

田村元秀，林　正彦ほか：2003，すばる望遠鏡CIAOを用いた
原始惑星系円盤の撮像サーベイ，すばるユーザーズミーティ
ング．

田村元秀：2003，Polarization observations with Subaru
/CIAO，日英N+N会議．

田村元秀：2003，南天における太陽系外惑星の観測，天文学会
秋，天文学会．

田村元秀：2004，Astro-E2で迫る星惑星形成，天文学会春，天
文学会．

田村元秀：2004，Mid-Infrared Coronagraph for SPICA，
SPICAワークショップ．

田村元秀：2004，すばる望遠鏡とCIAOによるTタウリ型星の

撮像サーベイ，地球惑星科学関学会合同大会．
田村元秀：2004，宇宙をみる「すばる望遠鏡」，日本宇宙少年

団水沢Z分団記念事業講演．”
田村元秀：2004，系外惑星観測法入門，系外惑星セミナー．
田村元秀：2004，太陽系外惑星の観測，PAONETユーザーズ

ミーティング講演．
田村元秀：2004，第2の地球を探せ，名古屋大学公開セミナー．
田村元秀：2004，第2の地球探しに向かって，野辺山一般公開

セミナー．
田村元秀：2004，地球型惑星を探せ，総合研究大学院大学公開

講座．
田村元秀：2004，補償光学を用いた原始惑星系円盤の観測と惑

星探査，補償光学に関するワークショップ．
田村友範，原　弘久，清水敏文，中桐正夫，常田佐久，一本
潔，熊谷收可：2003，Solar-B使用材料のアウトガス測定と
光学部品の汚染評価，天文学会秋．

田村良明，VERAグループ：2003，VERA局におけるVLBIと
GPSのコロケーション，第100回測地学会．

田村良明：2003，ソフト相関プログラムの試作，VLBIシンポ
ジウム2003．

田中賢幸，児玉忠恭，他PISCESチーム： 2004，RXJ0152.7-
1357銀河団（z=0.83）の大規模構造と銀河の測光特性，天文
学会春．

田中昌宏，白崎裕治，本田敏志，大石雅寿，水本好彦，安田直
樹，増永良文，石原康秀，阿部勝巳，堤純平，中本啓之，森
田康裕：2004，JVOの研究開発（プロトタイプ2の実装），日
本天文学会．

田中昌宏，白崎裕治，本田敏志，大石雅寿，水本好彦，安田直
樹，増永良文：2004，JVOプロトタイプシステムの開発，第
15回データ工学ワークショップ（DEWS2004），電子情報通
信学会.

田中　実，松元亮治，和田桂一，町田真美：2004，銀河渦状ポ
テンシャル中における渦状衝撃波不安定性の磁気流体数値実
験，天文学会春．

谷川清隆，山口喜博：2003，ねじれ写像のカオス ｜標準写像を
中心に，研究集会「カオスと関連した力学系の数理物理」,
広島大，9月2日～4日.

立松健一，関本裕太郎，山本　智，杉本正宏，鳥羽弘之，ほか
ASTEチーム：2004，ASTEによる南天の超新星残骸のサブ
ミリ波観測，天文学会春．

立松健一，森田耕一郎，澤田剛士，神鳥　亮，中西康一郎，砂
田和良，石原康秀，阿部勝巳，堤　純平：2004，仮想天文台
を目指した電波・近赤外線パイプライン・プロトタイプの開
発，天文学会春．

立松健一，梅本智文，神鳥　亮，関本裕太郎：2003，おうし座
分子雲コアのN2H+観測：星形成の始動条件を探る，天文学
会秋．

辰巳大輔，常定芳基，他 TAMA Collaboration：2003，
TAMA300 オンライン雑音解析，物理学会秋．

辰巳大輔，常定芳基，他 TAMA Collaboration：2004，
TAMA300 オンライン雑音解析（2），物理学会春．

田澤誠一，坪川恒也，荒木博志，野田寛大，浅利一善，河野宣
之：2003，SELENE搭載用レーザ高度計（LALT）の測距精
度，測地学会秋．

田澤誠一，坪川恒也，荒木博志，野田寛大，浅利一善，河野宣
之：2003，SELENE搭載用レーザ高度計（LALT）の測距精
度，第23回天文学に関する技術シンポジウム．

田澤誠一，坪川恒也，荒木博志，野田寛大，浅利一善，河野宣
之：2004，SELENE搭載用レーザ高度計（LALT）の開発，
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平成15年度技術研究会，高エネルギー加速器研究機構．
田澤誠一：2004，地上試験による測距精度の評価, RISE研究会．
寺田聡一，辰巳大輔，阿久津朋美，岡田　淳，大橋正健，黒田

和明，TAMA Collaboration：2004，レーザー干渉計型重力
波検出器における時系列伝達関数補正，物理学会春．

鳥羽弘之，関本裕太郎，神庭利彰，杉本正宏，飯塚吉三，佐藤
直久，野口　卓：2003，ALMA500GHz受信機の雑音温度の
成分分解，天文学会秋．

鳥羽弘之，関本裕太郎，神庭利彰，飯塚吉三，佐藤直久，野口
卓，杉本正宏：2004，ALMA Band8 EM受信機の性能評価，
天文学会春．

時政典孝，黒田武彦，縣　秀彦，小野夏子，木村かおる，鈴木
文二，吉川　真，渡部潤一，渡部義弥：2004，火星観測週
間／マーズウィークの活動報告，天文学会春．

富田浩行，吉井　譲，峰崎岳夫，菅沼正洋，青木　勉，越田進
太郎，小林行泰，塩谷圭吾，B. A. Beterson，土居　守，本
原顕太郎：2004，MAGNUMプロジェクト（2）RXJ2138.2 +
0112の可視赤外変光遅延，天文学会春．

濤崎智佳，長谷川隆，塩谷泰広，久野成夫，中西康一郎，松下
聡樹：2004，12CO and 13CO Observations toward the
GMA in the Disk of the Andromeda Galaxy，天文学会春．

坪井昌人，春日　隆，他SZ観測グループ：2004，ミリ波電波カ
メラによるSZ効果観測２，天文学会春．

坪井昌人，深澤　淳，春日　隆：2004，野辺山45m電波望遠鏡
の100GHz帯での偏波特性，天文学会春．

坪井陽子，大朝由美子，前田良知，古屋　玲，田村元秀：2003，
星形成領域S106におけるチャンドラX線源の特性，天文学会
秋．

坪川恒也：2004，LALTミッション，RISE研究会．
辻　隆，中島　紀，柳澤顕史：2004，褐色矮星の大気構造とそ

の観測特性-XII- Unified Cloudy Model によるL型およびT型
矮星の物理量の決定について，天文学会春．

常定芳基，神田展行，中野寛之，辰巳大輔，新井宏二，田越秀
行，高橋毅弘，他 TAMA Collaboration：2004，ブラックホ
ール準固有振動に伴う重力波とイベント選別，物理学会春．

常定芳基，神田展行，中野寛之，辰巳大輔，田越秀行，高橋弘
毅，他 TAMA Collaboration：2003，ブラックホール準固有
振動にともなう重力波探査，物理学会秋．

鶴田誠逸，RSAT/VRADグループ：2004，リレー衛星・
VRAD衛星の運用，RISE研究会．

堤　貴弘，森田耕一郎，長谷川哲夫：2004，Atacama
Compact Arrayにおけるイメージング性能の評価II，天文学
会春．

堤　貴弘，森田耕一郎：2003，Atacama Compact Arrayにお
けるイメージング性能の評価，天文学会秋．

内山　隆，山元一広，早河秀章，三代木伸二，大橋正健，黒田
和明，都丸隆行，佐藤伸明，鈴木敏一，春山富義，新冨孝和，
辰巳大輔，寺田聡一：2004，重力波レーザー干渉計用低温鏡
の開発IX，物理学会春．

上田暁俊，野口　卓，関本裕太郎，石黒正人，高野秀路，岩下
浩幸，浅山信一郎，伊藤　弘，永妻忠夫，枚田明彦：2003，
フォトニックローカルオシレータの性能評価，天文学会秋．”

上田誠治，郷田直輝，山田良透，矢野太平，奥村晴彦，他JAS-
MINEワーキンググループ：2004，Golombデータ圧縮と天
文データ，天文学会春．

上田誠治，矢野太平，官谷幸利，辻本拓司，郷田直輝：2003，
星の運動情報を加味した銀河系モデルの構築，天文学会秋．

上原　隼，土橋一仁，佐藤文男，神鳥　亮，梅本智文：2004，
Digitized Sky Survey Iに基ずく暗黒星雲カタログ及びアト

ラスの作成，天文学会春．
梅村雅之： 2004，銀河形成，第16回理論天文学懇談会シンポジ

ウム．
上野　悟，永田伸一，北井礼三郎，黒河宏企，SMART開発チ

ーム，一本　潔：2003，フィルタグラフによる磁場測定精度
についての考察（新望遠鏡SMARTにおいて），天文学会秋．

上野　悟，永田伸一，北井礼三郎，黒河宏企，SMART開発チ
ーム，一本　潔：2004，Solar Magnetic Activity Research
Telescope （SMART）搭載磁場望遠鏡による太陽全面ベク
トル磁場マップとその精度の検定，天文学会春．

氏原秀樹，近田義広，中平勝子：2003，フィルムレンズアンテ
ナ用位相シフタの形状による特性比較，天文学会秋．

氏原秀樹，近田義広，中平勝子：2004，共振回路膜の斜め入射
特性，天文学会春．

梅津敬一，児玉忠恭，他PISCESチーム：2004，弱い重力レン
ズ解析によるRXJ0152.7-1357銀河団の質量分布，天文学会春．

梅本智文，望月奈々子，柴田克典，Roh, D. G.，Chung, H. S.：
2003，大質量星形成領域でのClass IIメタノールメーザーの
サーベイ，天文学会秋．

浦田裕次，宮田隆志，西浦慎吾，玉川　徹，関口朋彦，宮坂正
大，吉住千亜紀，鈴木淳嗣，三戸洋之，中田好一，青木　勉，
征矢野隆夫，樽沢賢一，志岐成友，牧島一夫：2003，木曾観
測所におけるGRB030329の早期残光の観測，天文学会春．

臼田知史，後藤美和，小林尚人，寺田　宏，臼田-佐藤功美子，
Hannawald, M.，阪本成一，長谷川哲夫：2004，すばる望遠
鏡+IRCS/AOによる、星間CO/H2比の直接測定，天文学会
春．

和田桂一：2003，星間ガスの大局－微細構造と大マゼラン雲，
天文学会秋．

和田桂一：2004，月の起源－本当に巨大衝突で形成されたの
か？－，天文学会春．

輪島清昭，井口　聖，河野裕介，平林　久，村田泰宏，望月
奈々子，藤沢健太，冨家文穂，高橋今朝人，Smith, J. G.，
Springett, J. C.：2004，VSOP-2の広帯域データ伝送システム，
天文学会春．

輪島清昭，井口　聖，河野裕介，平林　久，村田泰宏，望月
奈々子，藤沢健太，冨家文穂，高橋今朝人，Smith, Joel G.，
Springett, James C.：2003，次期スペースVLBI衛星の広帯
域データ伝送システム，天文学会秋．

和瀬田幸一，一本　潔：2003，IBSによるSolar-B可視光望遠鏡
用バンドパスフィルターの製作，天文学会秋．

渡部潤一，本田充彦，河北秀世，山下卓也，大坪貴文，関口朋
彦，布施哲治，高遠徳尚，春日敏測，古荘玲子，A’Hearn,
M.，Nolan, M.，Fernandez, Y.，Lamy, P.：2004，エンケ彗
星の中間赤外線観測，天文学会春．

渡部潤一，本田充彦，山下卓也，片座宏一，宮田隆志，岡本美
子，酒向重行，藤吉拓哉，尾中　敬，木下大輔，関口朋彦，
河北秀世，古荘玲子，大坪貴文：2003，すばる望遠鏡による
彗星塵の10ミクロン帯の観測，地球惑星科学関連学会合同大
会．

渡部潤一：2003，太陽系天体におけるアマチュアとプロの連携，
天文学会秋．

渡邊鉄哉：2003，プリプレアとフレアにおける温度と密度，天
文学会秋．

渡部義弥，時政典孝，小野夏子，青木哲郎，川崎寿則，坂内
敦，佐藤光一郎，鈴木文二，高橋真理子，立川崇之，鶴浜義
治，寺薗淳也，戸田博之，並木光男，友野大悟，福原直人，
藤原貴生，向野都子，安田岳志，山田竜也，吉川真ほかマー
ズウィークWEBチーム：2004，火星観測週間／マーズウィ
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ークのＷＥＢ制作と公開，天文学会春．
矢作日出樹，長島雅裕，吉井　讓：2003，低質量ダークハロー

の質量関数，天文学会秋．
矢作日出樹：2004，AMR N体シミュレーションコードのベク

トル化及び並列化，第８回太陽地球環境研究のコンピューテ
ィング研究会．

八尋正信：2004，CDCC理論と太陽ニュートリノ問題，日本物
理学会第59回年会．

山田善彦，有本信雄，J. A. Rose, A. Vazdekis：2004，近傍楕
円銀河の年齢・金属量勾配，天文学会春．

山口喜博，谷川清隆：2003，標準写像における振動解，力学系
研究集会．

山口喜博，谷川清隆：2004，Harper写像における４重対称周期
解，第36回天体力学N体力学研究会．

山口喜博，谷川清隆：2004，標準写像における振動解，第36回
天体力学N体力学研究会．

山口喜博，谷川清隆：2004，標準写像における振動解，日本物
理学会第59回年会．

山田良透，上田誠治，郷田直輝，矢野太平，桑原　立，西　亮
一，他JASMINEワーキンググループ：2004，JASMINEシ
ミュレーターの開発IV，天文学会春．

山田良透，郷田直輝，官谷幸利，上田誠治，安田直樹，辻本拓
司，矢野太平，桑原　立：2003，JASMINEシミュレーター
の開発III，天文学会秋．

山田　亨，児玉忠恭，仲田史明：2003，Subaru XMM/Newton
Deep Survey領域における z～1 銀河の構造と種族，天文学
会秋．

山田　毅，緒方一介，八尋正信，井芹康統，上村正康：2004，
24 MeV7Be（d，n）8Bによる天体物理学因子S17の決定，物理学
会春．

山口伸行，ASTEチーム：2003，ASTEによるカリーナ星雲の
CO（3-2）輝線観測，天文学会秋．

山本哲也，真栄城朝弘，桜井　隆，草野完也，横山央明：2004，
2003年10月のXクラスフレアと磁気ヘリシティ入射，天文学
会春．

山内　彩，中井直正，佐藤奈穂子：2003，水メーザー高速度成
分の速度ドリフト，天文学会秋．

山内　彩，中井直正：2004，水メーザー円盤と銀河円盤の回転
軸の差，天文学会春．

山崎　大，市来淨與，梶野敏貴：2003，宇宙背景放射における
初期磁場の影響とその定量化，天文学会秋．

山崎　大，市来淨與，梶野敏貴：2004，最終散乱時における磁
場が宇宙背景放射に与える影響，天文学会春．

山崎利孝，吉住みづほ，新井宏二，辰巳大輔，福嶋美津広，高
橋竜太郎，佐藤修一，常定芳基，藤本眞克：20 0 3，
TAMA300：レーザー電源の停電対策，第23回天文学に関す
る技術シンポジウム2003．

山崎利孝，小林行泰，成田正直，鈴木仁研，広沢信幸，米徳大
輔，村上敏夫：2003，1.3m赤外線モニターの計算機システム
更新，第23回天文学に関する技術シンポジウム2003．

柳澤顕史，河合誠之，太田耕司，渡部潤一，吉田篤正，清水康
広，長山省吾，稲田素子，服部　尭，沖田喜一，小矢野久，
泉浦秀行，岡田隆史，渡邊悦二，吉田道利，小谷太郎，片岡
淳，佐藤理江，鈴木素子，谷津陽一：2004，岡山天体物理観
測所における GRB の可視近赤外自動撮像観測システム，天
文学会春．

Yanagisawa, T., Nakamura, T., Yoshida, F., Dermawan, B., Sato,
Y., Nakajima, A.: 2003, Detection of Small Main-Belt
Asteroids on the SUBARU Images using the Stacking

Method, the 36th ISAS Lunar and Planetary Symposium.
矢野太平，郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，山田良透，官谷幸
利，荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花田英夫，
河野宣之：2003，JASMINEにおける星像中心の高精度位置
決定，天文学会秋．

矢野太平，郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，中島　紀，山田良
透，松原英雄，上田誠治，他JASMINEチーム：2004，近赤
外線アストロメトリー衛星（JASMINE）のシステムについ
て，天文学会春．

矢野太平，郷田直輝，辻本拓司，中島　紀，山田良透，松原英
雄，上田誠治，他 JASMINE チーム：2004，近赤外アスト
ロメトリー衛星（JASMINE）のシステムについて，天文学
会春．

Yatini，C., Suematsu, Y.：2003，The Proper Motion of
Sunspots and Its Relation to Flare Onset，天文学会秋．

横川創造，北村良実，百瀬宗武，川辺良平：2004，原始星エン
ベロープ内での原始惑星系円盤形成，天文学会春．

米倉覚則，木村公洋，小川英夫，齋藤弘雄，金井陽子，水野範
和，水野　亮，福井康雄，他ASTEチーム：2004，ASTEに
よるIRAS点源を伴わない分子流天体の発見，天文学会春．

吉田二美，中村　士，福島英雄，佐藤英男，ブデイ･デルマワ
ン，佐藤祐介，宮坂正大，宮地昇平，鈴木淳嗣，柳沢俊史，
Malhotra, R.，伊藤孝士，高橋　茂，Ip, W. H.，Chen, W. P.，
Ibrahimov, M. A.，澤邉　優，土師正成，齊藤量子，平井正
則：2003，カリン族小惑星の光度曲線観測，天文学会秋．

吉田二美，中村　士：2003，微小小惑星のサイズ分布:メインベ
ルト小惑星とトロヤ群小惑星，地球惑星科学関連学会2003年
合同大会．

吉田二美：2003，IRAF講習とすばる望遠鏡による測光観測の
データ解析，会津大学集中講義．

吉田二美：2003，すばる望遠鏡による微小小惑星さがし，講演
（駿台学園）．
吉田　敬，梶野敏貴：2004，超新星爆発時の軽元素合成とニュ

ートリノモデルに対する依存性，物理学会春．
吉田道利，大山陽一，家　正則，青木賢太郎，柏川伸成，佐々
木敏由紀，嶋作一大，岡村定矩，他SuprimeCam開発チー
ム：2004，Deep Spectroscopy of the Very Extended
Emission-Line Region around NGC4388 in Virgo Cluster，
天文学会秋．

吉田直紀：2004，原始銀河の誕生，天文学会春．
吉田直紀：2004，初期構造の起源と宇宙の再イオン化，第16回

理論天文学懇談会シンポジウム．
吉井　譲，小林行泰，峰崎岳夫，青木　勉，菅沼正洋，富田浩

行、越田進太郎，塩谷圭吾，B. A. Peterson：2003，MAG-
NUMプロジェクト（2） ダスト反響法に基づく活動銀河の
近赤外変光曲線のモデル解析，天文学会秋．

Zhu, Z.-H.：2004，Observational Constraints on Cosmology
from Modified Friedmann Equation，天文学会春．

166

文献和文2  05.3.22 5:20 PM  ページ 166



167

編集後記

本年度から国立天文台は独立法人「自然科学研究機構」の一員となった。年次報告出版ほかの

業務に責任を持つ出版委員会は独立な委員会として存続した。一方、年次報告は前年度分なの

で、昨年度までの機構に従って編集した。年次報告のPDF版は国立天文台ホームページに掲載

される。利用していただきたい。

編集委員の異動があった。転出した安田直樹氏に代って、同じく天文学データ解析計算センタ

ーの大江将史氏が加わった。

機構部分は部門の長が文章を書き、報告してくるので、編集委員は手直しを遠慮しがちである。

誰が誉めてくれるわけでもない。けれども文章修行と思って、自分の常識に反する表現などを

見つけたら編集会議の場で取り上げて指摘してほしい。

最後に、いそがしい研究や業務の時間を割き、編集作業にあたった編集委員諸氏、ご苦労さま

でした。また編集を手伝っていただいた久保麻紀氏に感謝する。

編集委員長

出版委員会委員長　　谷　川　清　隆
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